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はじめに 


このたびは DocuPrint C 2250 をお買い上げいただき、まことにありがとうございまず。 
この取扱説明書には、本機の操作方法および使用上のを意事項を記載していまず。 

製品の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、製品をご使用になる前に 
必ず最初に本書をお読みのラえ、正しくご利用ください。 

本書は、お使いのコンピューターの環境や、ネットワーク環境の基本的な知識や操作方法 
を理解されていることを前提に説明していまず。 

本書は、読み終わったあとも必ず保管してください。本機をご使用中に、操作でわからな 
いことや不具合が出たときに読み直してご活用いただけまず。 

本書で使用しているイラストは、オプションの両面印刷モジュールと3トレイキャビネッ 
卜を装着した場合を例に記載していまず。 

また、画面例は2007年11月現在のもので、今後、予告なく変更される場合がありまず。 


富±ゼロックス株式会社 


葬社は、製品の研究開発から廃棄にいたる事業ミ舌動全般において、地球環境の保全を経営の重要課題のひとつに位 
置づけておりまず。これまでも環境負荷をお減ずるために、生産施設におけるフロンの全廃など、さまざまなミ舌動 
を展開してまいりました。 

また、お客様の身近なところでは、複写機やプリンターで使用した用紙、消耗品のカートリッジやパーツなどのリ 
サイクルを推進ずることにより、今後も資源の保護に積極的に取り組んでまいりまず。 


はじめに 
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DocuPrint C2250 の特長 


■八イスピード、高画質 


. A 4 (モノクロ/カラー）で 
毎分25ページの印刷スピード。 
(同一原稿、片面連続で印刷時） 



-オイルレス定着技術の採用で、 

書き込みや擦印、付寞も貼りやずい。 

. 写真や POP 、 プレゼンテーションなど、 
文書の用途や目的に合った画質で E 口刷 


■さまざまな紙質やサイズに対応 

-従来、手差しトレイで出力していた厚紙や OHP 
などの特殊紙や、定形外用紙も用紙トレイにまと 
めてセットずることが可能。 

-手差しトレイを使えば、はがきや封筒など、さら 
に多くの用紙種類に対応。 


■インストールや設定を簡単に 

-付属の CD - ROM からプリンタードライバーを簡単インス!ル。 

. Web からプリンターの状況を確認、各種設定が可能に entreWare Internet Services )。 


■豊富な印刷機能 


まとめて1枚 （ N アップ） 

複数ページを1枚に割り付けて印 
师 J しまず。 

両面印刷^ 

用紙の両面に EP 刷しまず。 

製本^ 

中央で半分に折ったとき、冊子に 
なるよラに印刷しまず。 

ポスター 

ポスター作製で使用しまず。 


-スタンプ 

「社外秘 J などの文字を重ねて E 口 
刷しまず。 

• お気に入り 

よく使ラ印刷設定が、プリン 
タードライバーの[お気に入り] 
リストに登録されていまず。印 
刷ずるときは、リストから項目 
を選択ずるだけで目的に合った 
設定が一度にできまず。 

-サンプルプリント^ 

1部だけ EP 刷して内容を確認して 
から、残りの部数を印刷しまず。 


PDF Bridge 機能 

Contents 巳 ridge Utility を使え 
ば、 PDF ファイルをドラッグ& 
ドロップずるだけで、直接、簡 
単に、速く EP 刷できまず。 


ドラツグ 

&ドロップ， 

數户’ 

Contents 

Bridae.exe 


■各種セキュリティー機能も搭載 


• コンピューターとプリンター間の通信 
経路の暗号化 

ネットワーク上で不正アクセスによる情報漏 
ミ曳を抑止しまず。 

-操作パネルのロック 

パスワードの入力によって、操作パネルでの操 
作を制限し、管理者が外のユーザーが勝手に設 
定を変更できないよラにしまず。 

-プリントユーザー制限 

本機の認証機能によって、 EP 刷できるユーザー 
を限定できまず。 


-受信制限 

LPD または Po け9100ポートを使用して E 口刷 
する場合、印刷を受け付ける IP アドレスを制 
限できまず。 

-セキュリティープリント/プライべート 
プリント*2 

出カデータを本体内に一時蓄積し、改めて本体 
の操作パネルでパスワードを入力したりに 
カードで認証ずることで出力させまず。そのた 
め、他のドキュメントと混ざることも、回収し 
忘れることもなく、機密性の高い出力ができま 
ず。 


*1 :両面印刷モジュール（オプション）が必要でず。 
*2: 八ードディスク（オプション）が必要でず。 
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マニュアル体系 


本機に同捆されているマニュアル 


セットアップガイド 

本機の設置手順を説明していまず。 

知りたい、困ったにこたえる本 

プリンターの基本的な使い方と、お客様からよくある質問を取り上げ、 

1冊にまとめました。トラブルで困ったときの解決方法も紹介してい 
まず。また、オプションの増設メモリーや八ードディスク、セキュリ 
ティ拡張キット、パラレルポートの取り付け手順について説明してい 
まず。 

このマニュアルで紹介しきれない内容や、もっと詳しい情報が知りた 
い場合は、ユーザーズガイドを参照してください。 

ユーザーズガイド ( PDF ) 

(本書） 

本機の設置が終わってから印刷ずるまでの準備、印刷機能の設定方法、 
操作パネルのメニュー項目、トラブルの対処方法、および日常の管理 
について、説明していまず。 

. このマニュアルは、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の機種固 
有マニュアルの中に収録されていまず。 

マニュアル （ HTML 文書） 

プリンター環境の設定方法と、プリンタードライバー、およびソフト 
ウェアのインス!ル方法について説明していまず。 

-このマニュアルは、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内に収録さ 
れていまず。 

エミュレーシヨン設定ガイド 
( PDF ) 

ART IV 、 ESC / P 、 PC し201 H 、 HP - GL ®、 HP - GL /2® の各ェミュ 
レーションについて説明していまず。 

- PC し201 H 、 HP - G し HP - GL /2 ェミュレーションは、オプション 
のェミュレーションキット、または PostScript ソフトウェアキッ 
卜を取り付けると使用できまず。 

-このマニュアルは、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の機種固 
有マニュアルの中に収録されていまず。 


オプション品に同捆されているマニュアル、購入ずるマニュアル 


設置手順書 

別売りのオプション品には、必要に応じて、設置手順書が同姻されて 
いまず。 

PostScript ユーザーズガイド 
( PDF ) 

PostScript ® プリンターとして使用ずるための設定方法や、プリン 
タードライバーで設定できる項目を説明していまず。 

. このマニュアルは、 PostScript ソフトウェアキットに同姻されて 
いる CD - ROM 内に収録されていまず。 

商品マニュアル（必要に応じて 
購入してください） 

プリンター（プロッター）制御言語のコマンドなどを説明したマニュ 
アル（リファレンスマニュアル （ART IV 対応）など）でず。 


補足 

- PDF 文書を表示ずるには、お使いのコンピューターに Adobe ® Acrobat ® Reader ®、 または Adobe ® 
Reader ® がインス!ルされている必要がありまず。インス!ルされていない場合は、ドライバー 
CD キットの CD - ROM を使って、まず Adobe Reader をインス! -- ルしてください。 


マニュアル体系 
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本書の使い方 


本書の構成 


本書は、次のような章で構成されていまず。各章の概要を説明しまず。 


1プリンター環境の設定 

本機の設置が終わってから、本機を使用できるよラにずるための設定 
方法について説明していまず。 

2プリンターの基本操作 

各部の名称と働きや、基本的な機能（電源の入/切、印刷の中止など） 
の操作方法について説明していまず。 

3印!刷ずる 

主な巧刷方法について説明していまず。 

4用紙について 

使用できる用紙や用紙のセット方法について説明していまず。 

5操作パネルでの設定 

操作パネルで設定できる項目とその設定方法について説明していま 
ず。 

6困ったときには 

トラブル（紙づまり、エラーメッセージなど）が発生したときの対処 
方法について説明していまず。 

7日常管理 

消耗品の交換方法やレポート/リストの印刷方法、日常の管理につい 
て説明していまず。 

また、機械管理者を対象に、コンピューターから本機の状態を確認し 
たり、設定したりずるツールや、本機のセキュリティー機能、認証/ 
集計管理機能について説明していまず。 

A 付録 

主な仕様や、オプション品の紹介、消耗品の寿命、製品情報の入手方 
法についてを説明していまず。 


本害の表記 


1. 本文中の「コンピユータ ー J は、パーソナルコンピユーターやワークステーシヨンの 
総称でず。 

2. 本文中では、説明ずる内容によって、次のマークを使用していまず。 

注記 注意ずべき事項を記述していまず。必ず、お読みください。 

補足 補足事項を記述していまず。 

参照 参照先を記述していまず。 


3. 本文中では、次の記号を使用していまず。 

参照「 J :参照先は、本書内でず。 

参照『 』：参照先は、本書内ではなく、ほかのマニュアルでず。 

[ ] :コンピューターやプリンターの操作パネルのディスプレイに表示 

されるメニュー、項目、メッセージを表しまず。また、プリンター 
から出力されるレポート/リスト名を表しまず。 

< > :キーボード上のキーや、プリンターの操作パネル上のボタン、ラン 

プなどを表しまず。 


> :操作パネルのメニューや Centre Ware Internet Services のメ 

ニューの階層を表しまず。 


4. 本文中では、用紙の向きを、次のように表していまず。 

D 、 たて置き：プリンター正面からみて、用紙を縦長にセットした状態でず。 
D 、 よこ置き：プリンター正面からみて、用紙を横長にセットした状態でず。 


たて置き 


よこ置き 
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安全にご利用いただくために 


本機を安全にご利用いただくために、本機をご使用になる前に必ず「安全にご利用いただくために J を最 
後までお読みください。 

お買い上げいただいた製品は、厳しい安全基準、環境基準に則って試験され、合格した商品でず。常に安 
全な状態でお使いいただけるよう、下記のを意事項に従ってください。 


A 警告 


新機能の追加や外部機器との接続など、許可なく改造を加えた場合は、保証の対 
象とならない場合がありまずのでごを意ください。詳しくは、担当のサービスセ 
ンターへお問い合わせください。 


各警告図記号はつぎのよラな意昧を表していまず 


A \ 危険 

A 警告 
A ま意 


この表示を無視して誤った取り扱いをずると、使用者が死!::または重傷を負ラ 
可能性があり、かつその切迫の度合いが高いと思われる事項があることを示し 
ていまず。 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、使用者が死！::または重傷を負ラ 
可能性があると思われる事項があることを示していまず。 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人が障害を負うことが想定され 
る内容および物的損害の発生が想定される事項があることを示していまず。 


記号は、製品を取り扱ラ際にを意ずべき事項があることを示していまず。指示内容をよく読み、製 
品を安全にご利用ください。 

AAAAAAAA 

静電気注意発火を意破裂を意感電を意高温を意回転物を意指挟みを意 
破損を意 

G 記号は、行ってはならない禁止事項があることを示していまず。指示内容をよく読み、禁止されて 
いる事項は絶対に行わないでください。 

0 ® (§) 0 ® @ ® 

禁止火気禁止接触禁止 風 贏 等 普て止の 分解禁止水めれ禁止めれ手禁止 

•記号は、必ず行っていただきたい指示事項があることを示していまず。指示内容をよく読み、必ず 
実施してください。 


oce 

指示胃 I 巧グァ-ス線を 


E 訝铺巧3 
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電源およびアース接続時のを意 


A 警告 


© 万一漏電した場合の感電や火災事故を防 
ぐため機械の後方から電源コードととも 
に出ている緑色の アース 線を必ず次のい 
ずれかに取り付けてください。 

. 電源 コンセントのアース 端子 

-銅片などを 850 mm が上地中に埋めた 
もの 

-接地工事 （ D 種）を行っている接地端子 


電源コードにものを載せないでください。 

〇 電源プラグやコンセントに付着したホコ 
リは、必ず取り除いてください。そのまま 
使用していると、湿気などにより表面に微 
ル電流が流れ、発熱による火災の原因とな 
るおそれがありまず。 

〇 同栖、または弊社が指定した専用電源コー 
ドが外は使用しないでください。発火、感 
電のおそれがありまず。 

また、専用電源コードをほかの機器に使用 
しないでください。 


ご使用になる電源コンセントのアースを 
ご確認ください。アースが取れない場合 
や、アースが施されていない場合は、弊社 
プリンターサポートデスクまたは販売店 
にご相談ください。 

次のようなところには、絶対にアース線を 
接続しないでくたさい。 

-ガス管（引火や爆発の危険がありまず。） 

. 電話専用 アース 線および避雷針（落雷時 
に大量の電流が流れる場合があり危険 
でず。） 

. 水道管や蛇 □ (配管の途中がプラスチッ 
クになっている場合はアースの役目を 
果たしません。） 

アースとの接続が不十分な場合、感電の原 
因となるおそれがありまず。 

〇 電源コードは、機械近くのアースが確実に 
取れるコンセントに、単独で差し込んでく 
ださい。延長コードは使わないでくださ 
し、。たこ足配線をしないでください。発熱 
による火災の原因となるおそれがありま 
ず。 

電源接続に関してご不明な点がある場合 
は、弊社のプリンターサポートデスクまた 
は販売店にご相談ください。 

〇 機械の定格電圧値および定格電流値より 
容量の大きい電源コンセントに接続して 
使用してください。機械の定格電圧値およ 
び定格電流値は、機械背面パネルの定格銘 
板ラベルを確認してください。 


電源プラグは絶対にめれた手で触らない 
でください。感電の原因となるおそれがあ 
りまず。 


電源コードを傷つけたり、破損させたり、 
加工したりしないでください。引っぱった 
り、無理に曲げたりずると電源コードを傷 
め、発熱による火災や感電の原因となるお 
それがありまず。 

電源コードが傷んだら（な線の露出、断線） 
弊社のプリンターサポートデスクまたは 
販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用ずると火災や感電の原因となるおそ 
れがありまず。 


/ j \ ま意 


C 機械の清掃を行ラ場合は、電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜 
いてください。電源スイッチを切らずに機 
械の清掃を行うと、感電の原因となるおそ 
れがありまず。 


0 機械の電源スイッチを入れたままでコン 
セントからプラグを抜き差ししないでく 
ださい。アークによりプラグが変形し、発 
熱による火災の原因となるおそれがあり 
まず。 


〇 電源プラグをコンセントから抜くときは、 
必ず電源プラグを持って抜いてください。 
電源コードを引っぱるとコードが傷つき、 
火災、感電の原因となるおそれがありま 
ず。 


C 連休などで長期間、機械をご使用にならな 
いときは、安全のために電源スイッチを切 
り、必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。絶縁劣化による感電や漏電乂 
災の原因となるおそれがありまず。 
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0 1 か月に一度は機械の電源スイッチを切 
り、次のような点検をしてください。 

-電源プラグが電源コンセントにしっか 
り差し込まれているか。 

-電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲 
がりなどはないか。 

-電源プラグやコンセントに細かいホコ 
リが付いていないか。 

-電源コードにきれつや擦り傷などがな 
いか。 



異常な点にお気づきの場合はただちに使 
用を中止し、電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。そ 
の後、弊社のプリンターサポートデスクま 
たは販売店にご連絡ください。 

設置時のを意 


A 警告 


〇 機械は、電源コードの上を人が踏んで歩い 
たり足で引っ掛けたりずるような場所に 
は設置しないでください。発熱による火災 
や感電のおそれがありまず。 


〇 機械は、付属製品を含めた総質量に耐えら 
れる丈夫で水平な場所に設置してくださ 
し、。機械の転倒などによりケガの原因とな 
るおそれがありまず。 


〇 機械には通気口がありまず。機械の通気口 
をふさがないでください。通気口をふさぐ 
と内部に熱がこもり、火災の原因となるお 
それがありまず。 

機械を安全に正しく使用し、機械の性能を 
維持ずるために、下図の設置スペースを確 
保してください。また、機器の異常状態に 
よっては、電源プラグをコンセントから抜 
いていただくことがありまずので、設置ス 
ペース内に物を置かないでください。 


八注意 


0 が下のような場所には機械を設置しない 
でください。 

-発熱器具に近い場所 

-揮発性可燃物やカーテンなどの燃えや 
ずいものの近く 

-高温、多湿の場所や換気が悪くホコリの 
多い場所 

-直射日光の当たる場所 
-調理台や加湿器のそばなど 


〇 機械の重さ（本体のみ、消耗品を含む） 

は、 63 kg でず。必ず3人が上で持ち運ん 
でください。 


〇 機械を持ち上げるときは、腰を痛めないよ 
ラ、ひざを折り、指示された手かけ部分を 
持ってから立ち上がるよラにしてくださ 
い。 
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〇 機械を10度が上に傾けないでください。 
転倒などによるケガの原因となるおそれ 
がありまず。 




〇 機械を設置したあとは、キヤスターに付い 
ている移動防止用ストッパーを必ずロッ 
クしてください。ストッパーをロックしな 
いと、機械が思わめ方向に動き、ケガの原 
因となるおそれがありまず。 


その他 


A 本機器の使用環境は次のとおりでず。 

V 温度：10〜32で 

湿度：15〜85% (結露なきこと） 

ただし冷えきった部屋を暖房器具などで 
急激に暖めると、機械内部に水滴が付着し 
部分的に印刷できない場合がありまず。 


機械使用上のを意 


A 警告 


この説明書に明記されていない作業は危 
険でずので、絶対に行わないでください。 


この機械はお客様が危険な箇所に触らな 
いよラ設計されていまず。危険な箇所は力 
バーなどで保護されていまずので、ネジで 
固定されているパネルやカバーなどは、絶 
対に開けないでください。感電やケガの原 
因となるおそれがありまず。 


C 次のようなときにはただちに使用を中止 
し、電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。その後、弊 
社のプリンターサポートデスクまたは販 
売店にご連絡ください。そのまま使用を続 
けると、感電や火災の原因となるおそれが 
ありまず。 

-機械から発煙したり、機械の外側が異常 
に熱くなったとき 

-異常な音やにおいがずるとき 

-電源コードが傷ついたり、破損したとき 

-ブレーカーやヒューズなど部屋の安全 
装置が働いたとき 

-機械の内部に水が入ったとき 

-機械が水をかぶったとき 

-機械の部品に損傷があったとき 


0 機械の隙間や通気口に物を入れないでく 
ださい。また、が下のものは、機械の上に 
置かないでください。 

-花瓶やコーヒーカップなどの液体の 
入ったもの 

. クリップやホチキスの針などの金属類 
-重いもの 

液体がこぼれたり、金属類が隙間から入り 
込むと機械内部がショートし、火災や感電 
の原因となるおそれがありまず。 


ベ、電気を通しやずい紙（折り紙/カーボン紙 
、^/導電性コーティングを施された紙など） 
を使用しないでください。 シヨー トして火 
災の原因となるおそれがありまず。 


0 機械の性能の劣化を防ぎ安全を確保ずる 
ため、清掃には指定されたものをご使用く 
ださい。スプレータイプのクリーナーは、 
引火や爆発の危険がありまずので、絶対に 
使用しないでください。 


0 付属の CD - ROM を CD - ROM 対応プレー 
ヤーが外では絶対に使用しないでくださ 
し、。大音響によりちに障害を被ったり、ス 
ピーカーを破損ずるおそれがありまず。 
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A ミ主意 


〇 機械に貼ってあるラベルの警告や説明に 
は必ず従ってください。 

特に「高温を意 J 「高圧注意 J のラベルが 
貼ってある箇所には、絶対に触れないでく 
ださい。やけどや感電の原因となるおそれ 
がありまず。 


0 機械の安全スイッチを無効にしないでく 
ださい。機械の安全スイッチに磁気を帯び 
たマグネット類を近づけないでください。 
機械が作動状態になる場合があり、ケガや 
感電の原因となるおそれがありまず。 


〇 機械の本体には漏電ブレーカーが付いて 
いまず。機械に漏電が起こったときに、電 
気回路を自動的に遮断して漏電や火災な 
どの事故を防ぐためのものでず。通常は 
〈 RESET 〉 ボタンが中に押し込まれている 
状態にしておきまず。1か月に一度は漏電 
ブレーカーが正常に働くかを確認してく 
ださい。異常などがある場合は弊社のプリ 
ンターサポートデスクまたは販売店まで 
ご連絡ください。 

なお、漏電ブレーカーの確認手順はが下の 
とおりでず。 

1. 機械の電源スイッチを切りまず。 

2. 機械の本体背面左側にある漏電ブ 
レーカーの 〈 TEST 〉 ボタンを先の細 
い棒などで押しまず。 

3. 漏電 ブレーカーの 〈 RESET 〉 ボタン 
が上がることを確認してください。 

4. 確認後、漏電ブレーカーの 〈 RESET 〉 
ボタンを押しまず。（テストが解除さ 
れまず。） 



〇 機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に 
取り除かないでください。 

特に、ヒューザー部やローラー部に用紙が 
巻き付いているときは無理に取らないで 
ください。ケガややけどの原因となるおそ 
れがありまず。ただちに電源スイッチを切 
り、弊社のプリンターサポートデスクまた 
は販売店にご連絡ください。 


〇 換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量 
にプリントずると、オゾンなどの臭気によ 
り、快適なオフィス環境が保てない原因と 
なりまず。換気や通風を十分行ラよラに瓜 
がけてください。 


A 本ラベル付近にある露出したコネクタに 
は触れないでください。 

静電気の放電などで故障ずるおそれがあ 
りまず。 


ミ肖耗品取り扱い上のを意 


A 警告 


A 消耗品は、箱やボトルにある説明に従って 
V 保管してください。 


〇 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き 
取るか、または石けんかを湿らした布など 
で拭き取ってください。掃除機を用いる 
と、掃除機内部のトナーが、電気接点の火 
花などにより、発火または爆発ずるおそれ 
がありまず。大量にこぼれた場合、弊社プ 
リンターサポートデスクまたは販売店に 
ご連絡ください。 


0 トナーカートリッジは、絶対に火中に投じ 
ないでください。トナーカートリッジに 
残っているトナーが発火または爆発ずる 
可能性があり、火傷のおそれがありまず。 
使い終わった不要なトナーカートリッジ 
は、必ず弊社プリンターサポートデスクま 
たは販売店にお渡しください。弊社にて処 
理いたしまず。 
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ミ主意 


0 ドラム（感光体）を絶対に加熱したり表面 
をはがしたりしないでください。健康を害 
ずる原因となるおそれがありまず。 


〇 ドラム（感光体）やトナーカートリッジは 
幼児の手が届かないところに保管してく 
ださい。幼児がトナーを飲み込んだ場合 
は、ただちに医師に相談し指示を受けてく 
ださい。 


〇 ドラム（感光体）やトナーカートリッジを 
交換ずる際は、トナーが飛散しないよラに 
ミ主意してください。また、トナーが飛散し 
た場合は、トナーが皮膚や衣服に付いた 
り、トナーを吸引したり、または目や口に 
入らないよラにミ主意してください。 

か次の事項に従って、応急処置をしてくださ 

-トナーが皮膚や衣服に付着した場合は、 
石けんを使ってかでよく洗い流してく 
ださい。 

-トナーが目に入った場合は、目に痛みが 
なくなるまで15分が上多量のかでよく 
洗い、必要に応じて医師の診断を受けて 
ください。 

-トナーを吸引した場合は、新鮮な空気の 
ところへ移動し、多量のかでよくラがい 
をしてください。 

-トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだ 
トナーを化き出し、かでよく口の中をず 
ずぎ、多量のかを飲んでください。ずみ 
やかに医師に相談し指示を受けてくだ 
さい。 
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害告およびを意ラベルの貼り付け位置 


機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。 

特に「高温注意 J 「高圧注意 J のラベルが貼ってある箇所には、絶対に触れないでくださ 
い。やけどや感電の原因となるおそれがありまず。 



安全にご利用いただくために 




























環境について 


-本書は、地球環境への負担軽減を目的として再資源化（リサイクル）に配慮して製本し 
ていまず。製品本体の使用を終了したら、本書は回収業者などによる再資源化にご協力 
ください。 

-粉塵、オゾン、スチレンの放散については、エコマークプリンターの物質エミッション 
の放散に関ずる認定基準を満たしていまず。 （ トナーは本製品用に推奨しておりまず卜 
ナーカートリッジ（ブラック）を使用し、白黒印刷を行った場合について、試験方法 
Blue Angel RAL UZ -122: 2006の付録 2 に基づき試験を実施しました。） 


-回収したドラムカートリッジ（感光体）やトナーカートリッジ、およびトナー回収ボト 
ルは、環境保護•資源有効ミ舌用のため、部品の再使用、材料としてのリサイクル、熱回 
収 など の再資源化を行っていまず。 

-不要となったドラムカートリッジ（感光体）やトナーカートリッジ、およびトナー回収 
ボトルは適切な処理が必要でず。ドラムカートリッジ（感光体）やトナーカートリッジ、 
およびトナー回収ボトルの容器は、無理に開けたりせず、必ず弊社または販売店にお渡 
しください。 


規制について 


電磁波障害対策自ま規制について 


〇 この装置は、情報処理装置等電波障害自ま規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくク 
ラス目情報技術装置でず。 

この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずが、この装置がラジオや 
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こずことがありま 
ず。 

取扱説明書に従つて正しい取り扱いをしてください。 


受信障害について 


〇 ラジオの雑音、テレビなどの画面に発生ずるチラツキ、ゆがみがこの商品による影 
響と思われましたら、この商品の電源スイッチをいったん切ってください。電源ス 
イッチを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常な状態に回復ずるようでした 
ら、次の方法を組み合せて障害を防止してください。 

-本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。 

-本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。 

-この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。 

-受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は 
電気店にご相談ください。） 

-ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 


高調波対策自主規制について 


本機器は J に C 61000 -3-2 (高調波電流発生限度値）に適合していまず。 
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ライセンスについて 


RSA BSAFE について 


JL 

^回 

\ SECURED* 

本機は 、 RSA Security Inc . の RSA BSAFE ソフトウェアを搭載していまず。 

Heimdal について 


Copyright ( c ) 2000 Kungliga Tekniska hogskolan (Royal Institute of 

Technology , Stockholm , Sweden ). All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary forms , with or without 
modification , are permitted provided that the following conditions are met : 


1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice , this 
list of conditions and the following disclaimer . 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice , 
this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and / 
or other materials provided with the distribution . 

3. Neither the name of the Institute nor the names of its contributors may be 
used to endorse or promote products derived from this software without 
specific prior written permission . 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE INSTITUTE AND CONTRIBUTORS "AS 
に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES , INCLUDING , BUT NOT 
LIMITED TO , THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DECLAIMED . IN NO EVENT 
SHALL THE INSTITUTE OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT , 
INDIRECT , INCIDENTA し SPECIAL EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ; LOSS OF USE , DATA , OR PROFITS ; OR 
BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY , WHETHER IN CONTRACT , STRICT LIABILITY , OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF THIS SOFTWARE , EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE . 


LZMA について 


LZMA SDK 4.21 Copyright ( c )1999-2005 Igor Pavlov (2005-06-08) 
http :// www ./- zip . org / 

LZMA SDK 4.22 Copyright ( c )1999-2005 Igor Pavlov (2005-06-10) 
http :// www .7- zip . org / 
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JPEG コードについて 


本機のソフトウェアには 、 the Independent JPEG Group で作成されたコードの一部 
を利用していまず。 


Libcurl について _ 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE 

Copyright ( c )1996 - 2006, Daniel Stenberg , く daniel @ haxx.s い. 

All rights reserved . 

Permission to use , copy , modify , and distribute this software for any purpose 
with or without fee is hereby granted , provided that the above copyright 
notice and this permission notice appear in all copies . 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS に "， WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND , 
EXPRESS OR IMPLIED , INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY , FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS . IN NO EVENT SHALL THE 
AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM , DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY , WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT , TORT OR 
OTHERWISE , ARISING FROM , OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE . 

Except as contained in this notice , the name of a copyright holder shall not 
be used in advertising or otherwise to promote the sale , use or other dealings 
in this Software without prior written authorization of the copyright holder . 


FreeBSD について _ 

本製品には、 FreeBSD のコードの一部が搭載されていまず。 


The FreeBSD Copyright 

Copyright 1994-2006 The FreeBSD Project . All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary forms , with or without 
modification , are permitted provided that the following conditions are met : 


Redistributions of source code must retain the above copyright notice , this 
list of conditions and the following disclaimer . 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice , 
this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and / 
or other materials provided with the distribution . 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE FREEBSD PROJECT ぃ AS IS " AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES , INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED . IN NO EVENT SHALL THE 
FREEBSD PROJECT OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT , 
INDIRECT , INCIDENTA し SPECIAL EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL 
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DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ; LOSS OF USE , DATA , OR PROFITS ; OR 
BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY , WHETHER IN CONTRACT , STRICT LIABILITY , OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF THIS SOFTWARE , EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE . 

The views and conclusions contained in the software and documentation are 
those of the authors and should not be interpreted as representing official 
policies , either expressed or implied , of the FreeBSD Project . 


OpenLDAP について 


Copyright 1998-2006 The OpenLDAP Foundation All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary forms , with or without 
modification , are permitted only as authorized by the OpenLDAP Public 
License . 

A copy of this license is available in the file LICENSE in the top-level directory 
of the distribution or , alternatively , at < http :// www . OpenLDAP . org / 
license . html >. 

Open し DAP is a registered trademark of the Open し DAP Foundation . 

Individual files and/or contributed packages may be copyright by other 
parties and/or subject to additional restrictions . 

This work is derived from the University of Michigan LDAP v 3.3 distribution . 
Information concerning this software is available at く http :// www . umich . edu / 
~ dirsvcs / ldap / ldap . html >. 

This work also contains materials derived from public sources . 

Additional information about OpenLDAP can be obtained at く http :// 
www . openldap . org />. 

Portions Copyright 1998-2006 Kurt D . Zeilenga . 

Portions Copyright 1998-2006 Net Boolean Incorporated . 

Portions Copyright 2001 -2006 IBM Corporation . 

All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary forms , with or without 
modification , are permitted only as authorized by the OpenLDAP Public 
License . 

Portions Copyright 1999-2005 Howard Y . H . Chu . 

Portions Copyright 1999-2005 Symas Corporation . 

Portions Copyright 1998-2003 Hallvard 巳. Furuseth . 

All rights reserved . 
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Redistribution and use in source and binary forms , with or without 
modification , are permitted provided that this notice is preserved . 

The names of the copyright holders may not be used to endorse or promote 
products derived from this software without their specific prior written 
permission . This software is provided い as is " without express or implied 
warranty . 


Portions Copyright ( c )1992-1996 Regents of the University of Michigan . 

All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided 
that this notice is preserved and that due credit is given to the University of 
Michigan at Ann Arbor . The name of the University may not be used to 
endorse or promote products derived from this software without specific 
prior written permission . This software is provided as is " without express 
or implied warranty . 


The OpenLDAP Public License 
Version 2.8,17 August 2003 


Redistribution and use of this software and associated documentation 
(" Software "), with or without modification , are permitted provided that the 
following conditions are met : 

1. Redistributions in source form must retain copyright statements and 
notices , 

2. Redistributions in binary form must reproduce applicable copyright 
statements and notices , this list of conditions , and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with 
the distribution , and 

3. Redistributions must contain a verbatim copy of this document . 


The OpenLDAP Foundation may revise this license from time to time . 

Each revision is distinguished by a version number . You may use tnis 
Software under terms of this license revision or under the terms of any 
subsequent revision of the license . 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OPENLDAP FOUNDATION AND ITS 
CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES , 
INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED . IN NO EVENT SHALL THE OPENLDAP FOUNDATION , ITS 
CONTRIBUTORS , OR THE AUTHOR ( S ) OR OWNER ( S ) OF THE SOFTWARE BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT , INDIRECT , INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY , OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ; LOSS OF USE , DATA , 
OR PROFITS ; OR BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY , WHETHER IN CONTRACT , STRICT LIABILITY , OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF TH に SOFTWARE , EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE . 
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The names of the authors and copyright holders must not be used in 
advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealing in this 
Software without specific, written prior permission. Title to copyright in this 
Software shall at all times remain with copyright holders. 

OpenLDAP is a registered trademark of the OpenLDAP Foundation. 

Copyright 1999-2003 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, 
USA. All Rights Reserved. Permission to copy and distribute verbatim copies 
of this document is granted. 

DES 暗号について 


This product includes software developed by trie Young. 
(eay@mincom.oz.au) 

AES 暗号について _ 

Copyright (c) 2003, Dr Brian Gladman Worcester, UK. All rights reserved. This 
product uses published AES software provided by Dr Brian Gladmanunder 
BSD licensing terms. 

TIFF (libtiff ) について _ 


LibTIFF Copyright (c)1988-1997 Sam Leffler 
Copyright (c)1991-1997 Silicon Graphics, Inc. 

ICC Profile (Little ems ) について _ 

Little ems Copyright (C)1998-2004 Marti Maria 

XPS (XML Paper Specification ) について _ 

This product may incorporate intellectual property owned by Microsoft 
Corporation. The terms and conditions upon which Microsoft is licensing such 
intellectual property may be found at http://go.nnicrosoft.conn/fwlink/ 
?Linkld=52369. 
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法律上の注意事項 


1. 本物と偽って使用ずる目的で次の通貨や有価証券を複製ずることは、犯罪として厳し 
く処罰されまず。 

□ 紙幣（外国紙幣を含む)、国債証書、地方債証書、郵便為替証書、郵便切手、印紙。 
これらは、本物と偽って使用ずる意図がなくても、本物と紛らわしいものを作る 
こと自体が犯罪になりまず。 

□ 株券、社債、手形、ル切手、貨物引換証、倉荷証券、クーポン券、商品券、鉄道 
乗き券、定期券、回数券、サービス券、宝くじ•勝馬投票券•き券の当たり券な 
どの有価証券。 


2. 次の文書や記名擦印などを複製•加工して、正当な権限なく新たな証明力を加えるこ 
とは、犯罪として厳しく処罰されまず。 

□ 各種の証明書類など、公務員または役所を作成名義人とずる文書•図画。 

□ 契約書、遺産分割協議書など私人を名義人とずる権利義務に関ずる文書。 

□ 推薦状、履歴書、あいさつ状など、私人を名義人とずる事実証明に関ずる文書。 
□ 役所または公務員の印影、署名、記名。 

□ 私人の印影または署名。 

3. 著作権が存在ずる書籍、新聞、雑誌、冊子、絵画、図画、版画、図面、地図、写真、 
映像、映画、音楽、コンピュータープログラムなどの著作物は、権利者の許諾なく、 
次の行為はできません。 

(1) 複製 紙に定着させた著作物を複写機でコピーずること、磁気テープに記録し 

た映像や音楽をダビングずること、電子的に読み取った著作物のデータ 
を八ードディスクや外部メディアに記録ずること、記録した著作物の 
データをプリンターで出力ずること、ネットワークを介してダウンロー 
ドずることなど。 

に）改変 紙に定着させた著作物を加工や修正ずること、電子的に読み取った著作 

物のデータを切除、書き換え、切り貼りずることなど。 

(3) 送信 電子的に読み取った著作物のデータを、公衆の電気通信回線（インター 

ネットを含む）を通じてファクシミリや電子メールで送信ずること、 
ホームページへの掲載など、公衆の電気通信回線に接続したネットワー 
クサーバーに著作物のデータを搭載ずることなど。 

権利者の許諾なく複製•改変•送信したときは、使用の差止、損害賠償の請求、刑事 
罰を受けることがありまず。ただし、次の場合は例外的に権利者の許諾なく著作物を 
複製ずることができまず。 

□ 個人的または家庭内、その他これに準ずる生活範囲での私的な使用を目的とした 
複製。 

□ 国立図書館、私立図書館、学校付属施設、公立の博物館、公立の各種資料セン 
ター、公益目的の研究機関など、公衆利用への提供を目的とずる図書館等におけ 
る複製。 

□ 公正な慣行に合致し、報道-批評-研究など、目的に照らして、正当な範囲内で 
の引用。 

□ 国または地方公共団体が発行ずる公報資料-調査統計資料-報告書の新聞•雑 
誌-その他刊行物への転載。 

ただし、複製禁止の表示がある著作物は除かれまず。 

□ 学校教科書への掲載。 

ただし、権利者への補償金が必要でず。 

□ 学校その他教育機関における複製。 

ただし、種類•用途•部数•態様に照らして、権利者の利益を不当に害しない範 
囲内に限りまず。 

□ 試験問題としての複製。 

ただし、権利者への補償金が必要でず。 
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PRTR 法に基づく 、 MSDS (Material 
Safety Data 訊 eet ) の提供について 


弊社は、 PRTR 法に定める指定化学物質等取扱事業者として、本機の消耗品に含まれる指 
定化学物質などの性状及び取扱いに関ずる情報（化学物質安全シート）を、が下のとおり 
提供いたしまず。 


The document Company 

FUJI XEROX 


义 


製品安全 データシー 


1. 製品及び会社情報 

製品名： DocuPrint C2250 トナー 

会社名：富±ゼロックス株式会社 
住所：〒 107-0052 東京都港区ホ坂 9-7-3 
担当部門：品質本部環境商品安全部 
電話香号: 0465-70-1508 FAX 香号： 0465-70-1792 
整理番号； RT 035 N -00 YF (全4頁） 

2 . 組成•成分情報 

単一製品 • 混合物の区別 ：混合物 

成分および含有量： 


作成日レ改定日： 2007. 08. 24 


化学名 

含ち量(重量%) 

官報公示 

整理番号 
(化審法/安衛法） 

CAS 

Registry No. 

ブラック 

トナー 

サイアン 
トナー 

マゼンタ 
トナー 

イエ ロー 

トナー 

スチレンアクリレート 
樹脂 

60-70 

60-70 

60-70 

60-70 

— 

— 

フェライ h 粉末 
(酸化鉄） 

(酸化マンガン） 

10-20 

(5-15) 

(3.8) 

10-20 
(己-1己） 

(3.8) 

10-20 
巧-1日） 
(3.8) 

10-20 
巧- 15) 
(3.8) 

(1-357) 

(1-475) 

(1309-37-1) 

(1344-43-0) 

ポリホレフィンワックス 

1-10 

1-10 

1-10 

1-10 

— 

— 

カーボンブラック 

1-10 

<1 

<1 

<1 

非該当 

1333-86-4 

青色顔料 


1-10 



5-3299 

147-14-8 

赤色顔料 



1-10 


— 

— 

黄色顔料 




1-10 

— 

— 

無定形シリカ 

1-10 

1 -10 

1 -10 

1 -10 

1-548 

7631-86-9 


国連分類：該当せず 国連番号：該当せず 

処方成分として、鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、ポリ臭化ビフエニル類 (PBB 類）、および 
ポリ臭化ジフエニルエーテル緻 PBDE 類)を含有しない 


3. 危険有害性の要約 
有害性 

環境影響 

物理的及び化学的危険性 

分類の名称 

(か類基準は日本方式） 

4. 応急措置 
吸入した場合 
あ膚に付着した場合 
目に入った場合 
飲み込んだ場合 


特になし 

特になし 

特になし 

:分類基準に該当しない 


新鮮な空気のところへ移す。多量の水でよ〈うがいをする。 

石齡を使って水でよく洗い流す。 

15分お上を量の水で洗い流した後、医師の診察を受ける。 

水でよ<口の中をすすぎ、多量の水を飲ませる。医師の診察を受ける。 
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DocuPrint C2250 トナー富 ± ゼロックス(株） RT035N-00YF 


作成日：2007.08 .24 2/4 


5 . 乂災時の措置 

消乂劑 ：噴霧化、お、粉末消火薬剤。 

ただし、機械内で燃焼した隙には、電気製品における火災と同様のちまで消乂する。 
特定の消火方法 ：供給源を遮断し、消火剤を使用して消火する。 


6 . 漏出時の措置 

人体に対するミ主意事項 ：吸入はできるかぎり避ける。 

環境に巧するを意事項 ：下水道や河川への漏出を防ぐ。 


除去方法 周囲に火種がないことを確認する。 

少量の場合ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らした布等で拭き取る。 
大量の場合は、防塵マスク、手袋、ゴーグルを着用し、空容器に回収する。 

禍除機を巧いると微粒子のトナーが掃除機内部にお甫し、電気接点の火花により、 
発义または爆発する可能性がある。） 


7 . 取扱及び保管上のま意 

取扱い ：火中に絶対Iこ投じない。力ートリツジをこわしたり、分解したりしない。 

保管 ：直射日光を避け、乾燥した換気のよいところに、做豆で保管する。 

子供の手の届くところに保管しない。 


8 . 暴露防止及び保護措置 

設楠対策 ：当な指定機器で通常取りおう場合は必要なし。大量に取り扱う場合は、局が排気装置を設置 


管理濃度 
許を濃度 

してください。 

:設定されていない。 




日本産業衛生学会 (2007 年版） 

第3種粉塵 

8 mg/m 3 (総粉塵） 

2 mg/m 3 (吸入性粉塵） 


ACGIH(2007 年版） 

粒子状物質 

10 mg/m^ (総粉■塵） 

3 mg/m^ (吸入性粉塵） 


保護具 ：当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。大量に取り扱う場合は、防塵マスク、ゴーグル、 

手袋を着用すること。 

9 . 物理的及び化学的性質 
物理的状態 

形状 ：粉体 

色 ：ブラックトナー:黒色、サイアントナー:青色、マゼンタトナー:赤色、イエ□ートナー:黄色 

臭い ：微かなブラスティック臭 pH :非該当 

物理的状態が変化する特定の温度/温度範囲 

沸点 ：測定対象外 沸点範囲：測定対象外 

引火点 ：引火性なし。 発火点：発火性なし。 

爆発特性 

粉塵爆発性:粉体上のを〈の有磯系物質と同様に、空気中に分散された場合、着乂源により爆発することがある。 
蒸気圧 ：測定対象外 

蒸気密度 ：データなし 

比重 ：データなし 

水への溶解性 ：落けない 
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10. ま定性及び反応性 


ま定性/反応性 

:ま定 

避けるべき条件 

:特になし 

避けるべき材料 

:特1こなし 

11. 有害性情報 

急性 毒性（50%致死量） 

経口一 LD 50 (ラット）； > 5000 mg / kgi ) (実質上無竜である。） 

経皮一 LD 50 (ラビット）： > 5000 mg / kg " (実質上無毒である。） 

吸入一 LC 50( ラット）； > 4.1 mg / L /4 時間暴露" （実質上無毒である。） 

局所効果 


皮膚刺激性 

:刺激性なし 。 U 

眼球刺激性 

:刺激性なし。" 

あ膚臨食性 

:腐食性なし 

感作性 

:巧膚^感作性なし。 

慢性毒性•長期竜性 

うットを用いた2年間にわたるトナー吸入暴露試験において、毎日、中用量 (4 mg / m 3 ) もしくは高 
用量(け mg / W ) の暴露環谢こさらされてしザこ群で、肺に軽度の線錐症が観察されたが、お用量 
(1 mg / m うの群については、肺に特別な変化は認められなかった。当な商品の通常の使用に伴 
って排出されるトナー量は、1日当たり 1 mg / m 3 を大幅に下回っており、製品を日常的に使用する 
限りでは人体への影響はないと判断している。 1 ; 

がん原性 

力ーボンブラックに B ) は、国際がん研究機関 ( IARC ) によって"グループ 2 B (ヒトに対して発癌性が 
あるかもしれない)"に分類される。しかし、 C 巳を含有するトナーに対するラットのち期吸入暴露試 
験では、「発癌の証拠なし」の結論を得ている。"なお、 C 日な外の構成成分は発がん物質に 
該当しない。 

変異原生 

: Ames 試験陰性" 

催 奇お性 

:データなし 

生殖毒性 

:生殖毒性及び発生毒性物質を含有せず。 

12. 環境影響情報 


残留性/分解性 

:データな し。 

生体蓄積性 

:データな し。 

魚毒性 

く 魚類 >96時間 LC 50( ヒメダカ）： > 500 mg / U ) (実質上影響がないと判断される。） 

<ミジンコ類> 48時間 EC 50( オオミジンコ）: > 100 mg / L " (実質上影響がないと判断される。） 

<藻類> 72時間 EC 50( ムレミカツキモ）： > 100 mg / L " (実質上影響がないと判断される。） 

1) 類似物の試験結果からの予測。 

13. 廃棄上のミ主意 


適切な処理が必要なので、おず当な係員にミ度ずこと。 

14. 輸送上のミ主意 


国瞭規制 

:非該当 

国連分類 

:お該当 

国内規制 

:非該当 

輸送上の;'主意 

:物こなし。 

15. 適用ま令 


PRTR 法第一種指定化学物費： 311マンガン化合物(酸化マンガン MnO : フェライト粉末成分） 

労まま第五セ条のこ通知巧象物：酸化鉄(フェライト粉末成分）、マンガンの無機化合物(フェライト粉末成分）、 


シリカ(無定形シリカ)、銅化合物(青色顔料成分)、カーボンブラック 

その他適用法令なし。（巧象法令:毒劇法、化審ま、消防法） 
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16. その他の情報 

本製品ま全データシートは現時点で入手できた情報にをづいて作成しております力 《 、構成成分やデータ•評価内容を保証 
するものではあ y ません。危険•有害性の評価は必ずしも充分ではないので、取扱いには十分ごミ主意ください。また、内容 
を当社の許可な〈一ち的に改定•使用され、巧らかの事故が発生した場合は、当社はその責任を負いかわますのでご了承 
ください。 


引用文献 


文献1: ♦ IARC Monographs on the Evaluation Carcinogenic Risks to Humans ( WHO . IARC 画際癌研究機関） 

♦ National Toxicology Program ( NTP ) Report on Carcinogens ( NTP : 米国-国家毒性ブログラム） 

♦ TLVs and BEIs ( ACGIH : 米国•政府産業衛生き門家会議） 

♦ 危険な物質の分類•包装•表示に関するま律、条令及び行政規定の近似化に関する理事会指令 67/548 /EEC 
付属書 I ( EU ) 

♦ 日本産業衛生学雑誌(日本産業衛生学会） 

文献2: ♦ 危険な物質のか類•包装•表示に関する法律、条令及び行政規定の近似化に関する理事会指令 67/548 /EEC 

付属書 I ( EU ) 


•^XEROX, The Document Company および"デジタルX，’のマークは、米国ゼロックス社または富±ゼロックス株式会社の登録商標です。 
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1 プリンター環境の設定 

セットアップガイドに従って、プリンター本体の設置が終わったら、続けてプリンター環 
境を設定しまず。 

1.1 使用できる環境について 


本機は、直接コンピューターと接続ずると口ーカルプリンターとして、ネットワークに接 
続ずるとネットワークプリンターとして使用できまず。 

使用ずるポートは、操作パネルで[起動]に設定してください。 



インターネット利用 
IPP 



ネットワーク接続 

LPD/SM 巳 / Po け 91 00/EtherTalk 



ローカル 接続 
パラレル /USB 




ネットワーク接続 

NetWare/Windows 共有プリンター 


サーバ _ 


■ ローカルプリンターとして使用ずる場合 

ローカルプリンターとして使用ずる場合は、次の接続形態がありまず。 

• USB 接続 ：本機とコンピューターを US 目ケーブルで接続して使用しまず。 

(工場出荷時：[起動]) 

-パラレル接続：本機とコンピューターをパラレルケーブルで接続して使用しまず。パ 
ラレルポート（オプション）が必要でず。（工場出荷時：[停止]) 


■ ネットワークプリンターとして使用ずる場合 

ネットワークプリンターとして使用ずる場合は、次の環境で使用できまず。 


- LPD : TCP / IP プロトコルを使用し、本機と直接通信できる場合に使用しま 

ず。（工場出荷時：[起動]) 

- Po け9100 :ポートとして Po け9100を利用している場合に使用しまず。 

(工場出荷時：[起動]) 

- NetWare ® : NetWare サー八'—を使用し、本機を共有管理ずる場合に使用しまず。 
(工場出荷時：[停止]) 

.SMB : Windows ® ネットワークを使用して印刷ずる場合に使用しまず。 

(工場出荷時：[起動]) 


• IPP :インターネットを経由して印刷ずる場合に使用しまず。 

(工場出荷時：[停止]) 
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• EtherTalk ® 


: Macintosh ® から印刷ずる場合に使用しまず。 PostScript ソフトウ 
エアキット（オプション）が必要でず。（工場出荷時：[停止]) 


■ コンピューターの 0 S と使用できる環境 

補足 

-対象 0 S は予告なく変更されることがありまず。弊社ホームページを参照してください。 


接続形態 

口ーカル 

ネットワーク 

ポート名 

パラ 
レル * 1 

USB 

2.0* 

2 

LPD 

NetWare 

SMB 

IPP 

Port 

9100 

Ether 

Talk 

WSD 

BM 

Links 

プロトコル 

- 

- 

TCP/ 

IP 

TCP/ 

IP 

IPX/ 

SPX 

Net 

BEUI 

TCP/ 

IP 

TCP/ 

IP 

TCP/ 

IP 

AppI 

e 

Talk 

TCP/ 

IP 

TCP/ 

IP 

Windows® 2000 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



O 

Windows® XP 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 



O 

Windows Vista® 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


O 

o 

Windows Server® 
2003 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 




Mac OS® 

8.6/9.2.2 


〇 








O 



Mac OS X 巧 

10.3.9/10.4.10 


〇 

〇 





〇 


O 




*1 :パラレルポート（オプション）が必要でず。 

*2 :接続ずるコンピューターに USB2.0 ポートが必要でず。 

*3 : PostScript ソフトウェアキット（オプション）を取り付けると、 Macintosh 
から、 PostScript データを印刷できるようになりまず。 

補足 

- Macintosh からの PostScript データの印刷については、 PostScript ソフトウェア キット （オプショ 
ン）に同姻されている CD-ROM 内のマニュアルを参照してください。 
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1-2 ケーブルを接続ずる 


接続形態に合ったインターフェイスケーブルで、プリンターとコンピューターを接続しま 
ず。 

インターフェイスケーブルは、本製品に添付されていません。別途、購入してください。 


USB 接続の場合 


USB 接続の場合は、ケーブルで接続ずる前に、コンピューターにプリンタードライバー 
をインス!ルしてください。インス!ル方法は、「1.6プリンタードライバーをイン 
ス I ルずる J ( P . 42) および、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の『マニュアル 
( HTML 文書)』を参照してください。 


1. 本機の電源を切りまず。 

2. US 巳ケーブルを、本体のインターフェイス 
コネクターに差し込みまず。 

3. US 巳ケーブルの他方のコネクターを、コン 
ピューターに接続しまず。 

4. 本機の電源を入れまず。 



ネットワーク接続の場合 


ネットワークケーブルは、100目 ASE - TX または10目 ASE - T に対応したストレートケー 
ブルを用意してください。 


1. 本機の電源を切りまず。 

2. ネットワークケーブルを本体のインター 
フェイスコネクターに 差し込みまず。 

3. ネットワークケーブルの他方のコネクター 
を八ブなどのネットワーク機器に接続しま 
ず。 

4. 本機の電源を入れまず。 
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パラレル接続の場合 


パラレル接続の場合は、あらかじめ弊社オプション製品のパラレルポートおよびコネク 

ター変換ケーブルを本機に取り付けてください。また、弊社オプション製品のパラレル 

ケーブルを用意してください。弊社オプション製品が外のケーブルを使用ずると、電波障 

害を起こずことがありまず。 

1. 本機の電源を切りまず。 

2. オプションのパラレルポートに同栖されて 
いたコネクター変換ケーブルを、本体のイ 
ンターフェイスコネクターに差し込みま 
ず。 

3. コネクター変換ケーブルの他方のコネク 
ターにパラレルケーブルを接続し、両側の 
金具で固定しまず。 

4. パラレルケーブルの他方のコネクターを 
コンピューターに接続しまず。 

5. 本機の電源を入れまず。 
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1.3 ネッ h ワーク環境を設定ずる 


ここでは、 TCP / IP プロトコルを使用ずるための設定を説明しまず。その他の環境で使用 
ずる場合は、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の『マニュアル （ HTML 文書)』を参 
照して、ネットワーク環境を設定してください。 

US 

. 本機は、 IPv 6 ネットワーク環境で、 IPv 6 アドレスを使用できまず。 IPv 6 アドレスを使用ずる場合は、 
「 IP アドレス （ IPv 6) を設定ずる J ( P . 36) を参照してください。 


IP アドレス （ IPv 4) を設定ずる 


TCP / IP プロトコルを使用ずるためには、 IP アドレスの設定が必要でず。 

工場出荷時、本機の [ IP アドレス取得方法]は [ DHCP / Autonet ] に設定されていまず。 
そのため、 DHCP サーバーがあるネットワーク環境では、本機をネットワークに接続ず 
ると、自動的に IP アドレスが設定されまず。 

[機能設定リスト]を E 口刷して、 IP アドレスがずでに設定されているかどラかを確認して 
ください。 

IP アドレスが設定されていない場合は、 [ IP アドレス取得方法]を[手動]に変更し 、 IP 
アドレスを設定ずる必要がありまず。 


TCP/IP 

IP 動作 モード デュアルスタック 


IPv4 

IP ァドレス 取得方法 
IP アドレス 
サブ ネットマスク 
ゲートウ卫イアドレス 
受付 IP アドレス 制限 
ステータス 情報 


DHCP/Autonet からア K レスを取得 
"192. 168.1. 100"- 

2 ^. 7^. 25 ?). Tt 

"192. 168.1. 254" 

しない 

正常 


IP アドレスが 
設定されていれば OK 。 

設定されていない、 

または、変更したい場合は、 
下記の手順に従って、操作し 
てください。 


補足 

-[機能設定リスト]の印刷方法がわからない場合は、「7.2レポート/リストを印刷ずる J ( P . 218) を参 
照してください。 

-本機は、 BOOTP サーバーまたは RARP サーパ'—を使用してアドレス情報を自動的に取得ずることも 
できまず。この場合は、操作パネルで、 [ IP アドレス取得方法]の項目を [ BOOTP ] または [ RARP ] 
に変更してください。 

- DHCP で運用ずる場合は、 IP アドレスが変更されていることがあるので、定期的に IP アドレスを確認 
して使用ずる必要がありまず。 


ここでは、操作パネルで IP アドレスを設定ずる手順について説明しまず。使用ずるネッ 
トワーク環境によって、サブネットマスクやゲートウェイアドレスの設定が必要でず。 
ネットワーク管理者にご相談のうえ、必要な項目を設定してください。 


■ IP アドレスの設定 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


メニユー 
1 リント言語の設定 
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2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 

補足 

-選択したい項目を行き過ぎてしまった場合は、〈▲>ボ 
タンで戻りまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


補足 

-間違って、違う項目で〈►>または 〈0 K > ボタンを 
押してしまった場合は、〈◄>または〈戻る> ボタン 
で前の画面に戻りまず。 

-最初からやり直したい場合は、〈メニュー〉ボタンを 
押しまず。 


4. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ LPD ] が表示されまず。 


補足 

-パラレルポート（オプション）を取り付けている場合 
は、[パラレル]が表示されまず。 

5. [ TCP / IP 設定]が表示されるまで、〈▼〉ボ 
タンを押しまず。 


6. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ IP 動作モード]が表示されまず。 


7. [ IPv 4 設定]が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


8. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ IP アドレス取得方法]が表示されまず。 


9. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


10. [手動]が表示されるまで、〈▼〉ボタンを 
押しまず。 


11. < OK > ボタンで決定しまず。 
[000.000.000.000] と表示された場合 
は、手順1日に進んでください。右の画面 
が表示された場合は、手順12に進んでく 
ださい。 

12. <◄> または〈戻る〉ボタンで、 [ IP アドレ 
ス取得方法]に戻りまず。 


>-1ュー 
機械管理者たュ- 


機械管理者たュ- 
ネットトク/が-卜設定 


ネットトク/が-卜設定 
LPD 

I 


ネットトク/が-卜設定 
TCP / IP 設定 


TCP / IP 設定 
IP 動作モード 


TCP / IP 設定 
IPv 4 設定 


IPv 4 設定 
IP アト''レス取得方法 


IP アト''レス取得方法 
• DHCP/Autonet 


IP アト''レス取得方法 
手動 


IP アト''レス取得方法 
•手動 


IPv 4 設定 
IP アト''レス取得方法 
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13.〈▼〉 ボタンで、 [ IP アドレス]を表示しまず。 


14. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 
現在の IP アドレスが表示されまず。 


15. 〈▲〉〈▼〉ボタンで最初のフィールドに値 
を入力し、〈►〉ボタンを押しまず。 

補足 

-変更ずる必要がない場合は、〈►>ボタンを押ずと次 
のフィールドに移動しまず。 

-〈▲>〈▼>ボタンを押し続けると、値が10ずつ変わ 
りまず。 

•前のフィールドに戻る場合は、〈◄ >ボタンを押しまず。 

16. 他のフィールドも同様に入力し、最後の4 
つめのフィールドを入力したら、 〈 OK 〉 ボ 
タンで決定しまず。 


17. 続けて、サブネットマスクとゲートウェイア 
ドレスを設定ずる場合は、〈戻る〉ボタンを 
押して、手順18に進みまず。 

これで、操作を終了ずる場合は、手順25 
に進みまず。 

■サブネットマスク/ゲートウェイアドレスの設定 

18. [サブネットマスク]が表示されるまで、 

〈▼〉ボタンを押しまず。 


19. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
現在のサブネットマスクが表示されまず。 


20. IP アドレスと同様に、サブネットマスクを 
入力し、 〈 OK 〉 ボタンで決定しまず。 


21.〈戻る〉ボタンで、[サブネットマスク]に 
戻りまず。 


22. 〈▼〉ボタンで、[ダートウェイアドレス] 
を表示しまず。 


23. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
現在のゲートウ X イアドレスが表示されま 
ず。 


IPv 4 設定 
サブネットマスク 


IPv 4 設定 
ゲ-トウ I イアト''レス 

I 

ゲ-トウ I イアト''レス 
• 000 . 000 . 000.000 
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24. IP アドレスと同様にゲートウエイアドレス 
を入力し、 〈0 K 〉 ボタンで決定しまず。 


ゲ-トウ I イアトレス 

• 192.168. 001.254 


25. これで、ずべての設定が終了でず。 

〈メニユー〉ボタンを押してメニユーを終了 
しまず。 

自動的に本機が再起動しまず。 

26. [機能設定リスト]を印刷して、設定した内 
容を確認しまず。 


IP アドレス （ IPv 6) を設定する 


本機は、 IPv 6 ネットワーク環境で、 IPv 6 アドレスを使用できまず。 

工場出荷時、本機の [ IP 動作モード]は[デュアルスタック] ( IPv 4/ IPv 6 を自動的に検 

知して動作ずるモード）に設定されていまず。 IPv 6 のネットワーク環境で、本機をネッ 

トワークに接続ずると自動的に IPv 6 アドレスが設定されまず。 

[機能設定リスト]を E 口刷して、 IPv 6 アドレスを確認してください。 

補足 

• 本機に固定の IPv 6 アドレスを設定ずる場合は 、 CentreWare Internet Services を使用し、手動で 
設定できまず。その場合は、[機能設定リスト]を印刷して自動設定アドレスを確認し、そのアドレス 
を使って CentreWare Internet Services にアクセスしまず。[プロパティ]タブ > [ネットワーク 
設定] > [プロトコル設定]> [ TCP / IP ] で IPv 6 アドレスを設定しまず。設定項目の詳細について 
は 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。また、お使いのネットワーク環 
境については、ネットワーク管理者にご相談ください。 

• CentreWare Internet Services については、「1 .5 CentreWare Internet Services でプリンター 
を設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 


IPv 6 

アドレスの手動設定 
自動設定 

リ ンクロー カルアドレス 
ステートレス自動設をアドレス1 

ステートレス自動設定アドレス2 
ステートレス自動設をアドレス3 
自動設定ゲートウェイアドレス 
受付 IP アドレス制限 
ステータス情報 


しない 


' fe 80:: a 00:37 ff : fe 60: f 46* 

' 2002:81 f 9: a 92:0: a 00:3 W : fe 60 
: 146/64' 


’ fe 80::209: c 8 ff : fe 78: d 920’ 

しない 

正常 


補足 

-[機能設定リスト]の印刷方法がわからない場合は、「7.2レポート/リストを印刷ずる J ( P . 218) を参 
照してください。 
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1.4 使用ずるポートを起動ずる 


使用ずるポートは、操作パネルで[起動]に設定しておく必要がありまず。 

なお、「標準セットアップ J で使用される場合は、工場出荷時に、使用ずるポートが[起 
動]に設定されているので、ここでの操作は不要でず。 


使用ずるポートが[停山に設定されている場合は、が下の手順に従って、設定を変更し 
てください。 

ここでは、 IPP の例で説明しまず。 

1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 

メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ LPD ] が表示されまず。 

補足 

-パラレルポート（オプション）を取り付けている場合 
は、[パラレル]が表示されまず。 


5. 設定ずるプロトコルが表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。（例： IPP ) 


6. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ポートの起動]が表示されまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


8. 〈▼〉ボタンで[起動]を表示しまず。 


9. <0 K > ボタンで決定しまず。 


10. これで、設定は終了でず。 

〈メニュー〉ボタンを押してメニューを終了 
しまず。 

自動的に本機が再起動しまず。 
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1.5 Centre Ware Internet Services でプリ 

ンターを設定ずる _ 

CentreWare Internet Services の概要 

CentreWare Internet Services は、 TCP / IP 環境が使用できる場合に、 Web ブラウ 
ザーを使用して、プリンターの状態や印刷ジョブ状態の表示、設定の変更をずるための 
サービスでず。 

操作パネルで設定ずる項目のいくつかは、本サービスの[プロパティ]タブでも設定でき 
まず。 

補足 

-本機を口ーカルプリンターとして使用している場合は 、 CentreWare Internet Services は使用でき 
ません。 



使用できる環境と設定について 


■ 使用できる Web ブラウザー 

CentreWare Internet Services は、が下の Web ブラウザーで動作ずることを確認し 
ていまず。 


Windows Vista 

Windows Internet Explorer 7 

Windows XP 

Microsoft Internet Explorer 6 SP 2 、Netscape 7.1 Navigetor 、 

Mozilla Firefox 1.5 

Windows 2000 

Microsoft Internet Explorer 6 SP 2 

Mac OS X 10.4.10 

Safari 1.3 

Mac OS X 10.3.9 

Netscape 7.1 Navigetor 

Mac OS 9.2.2 

Netscape 7.02 Navigetor 
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■ Web ブラウザーの設定 

CentreWare Internet Services を使用ずる場合、プロキシサーバーを経由しないで直 
接本機のアドレスを指定ずることをお勧めしまず。 

補足 

-プロキシサーバーを経由して本機のアドレスを指定ずると、応答が遅くなったり画面が表示されないこ 
とがありまず。 

. 設定方法については、お使いの Web ブラウザーのマニュアルを参照してください。 


また 、 CentreWare Internet Services を正しく動作させるために、 Web ブラウザーで 
次のように設定ずる必要がありまず。 

ここでは 、 Internet Explorer 6.0 を例に説明しまず。 

1. [ツール]メニューから[インターネットオプション]を選択しまず。 

2. [全般]タブにある[インターネッ I 時ファイル]の[設定]をクリックしまず。 

3. [設定]ダイアログボックスの[保存しているページの新しいバージョンの確認:]で、 
[ぺージを表示ずるごとに確認ずる]または [Internet Explorer を起動ずるごとに 
確認ずる]を選択しまず。 

4. [0 K ] をクリックしまず。 

5. [インターネットオプション]ダイアログボックスで [0 K ] をクリックしまず。 


■プリンター側の設定 

CentreWare Internet Services を使用ずる場合は、本機の IP アドレスが設定されてい 
ることと、[インターネットサービス]が[起動](工場出荷時：[起動])に設定されてい 
る必要がありまず。[インターネットサービス]を[停止]に設定している場合は、操作 
パネルで[起動]にしてください。 

参昭 

. r [インタ—ネットサ—ビス L ( P . 1 35) 

-「1.4使用ずるポートを起動ずる J ( P .37) 
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CentreWare Internet Services で設定できる項目 


各タブで設定できる主な機能は、次のとおりでず。 


タブ名 

メニュー名 

をな機能 

状態 

-般 

製品名や IP アドレス、プリンターの状態などが表示されまず。 


トレイ 

用紙トレイにセットされている用紙の状態や、排出トレイの状態 
が表示されまず。 


消耗品 

各種消耗品の残量や状態が表示されまず。 

ジョブ 

ジョブー覧 

処理中のジョブの一覧が表示されまず。 


履歴一覧 

処理が終了したジョブの一覧が表示されまず。 


エラー履歴 

エラー-ログに保存されているエラー情報が表示されまず。 

プリント 

プリント指示 

コンピューターに保存されているファイルを指定して、本機に直 
接、印刷を指示できまず。[プリント]タブは、八ードディスク 
(オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 

プロパティ 

設定メニュー 

プロパティの各機能の概要が記載されているページへ移動ずる 
ためのボタンが表示されまず。 


本体説明 

製品名やシリアル番号が表示されまず。また、名前や設置場 
所>1、連絡先>1、機械管理者メールアドレス >1、本体メールア 
ドレス などを設定できまず。 


一般設定 

本機全般にわたる設定が表示されまず。また、それぞれの項目を 
設定できまず。 

-設定項目 

本体構成/ジョブ管理/用紙トレイの設定/用紙設定/節電 
モード設定/保存文書設定/メモリー設定 /InternetServices 
設定 /オンデマンドプリントサービス設定 /設定情報の複 
製#1/階調補正/ メール通知設定 / Billing&Counters 


ネットワーク設定 

各種ポートやプロトコルといったネットワーク関連の設定を確 
認、変更できまず。 


サービス設定 

プリントモードや各種エミュレーション、メール*1、カスタム 
サービス#1について設定できまず。 


集計設定 

集計管理機能の運用ついて、登録ューザー、ューザー情報、グ 
ループアカウントなどの認証情報の設定や編集ができまず。 


セキュリティー *1 

セキュリティー 関連の設定ができまず。 

-設定項目 

認証管理/認証情報の設定/外部認証サーバー設定/受付 IP 
アドレス制限/監査ログ/証明書の設定 / IP Sec / 証明書管理 
/802.1 X / SSL / TLS 設定/複製管理/ジョブ表示の制限/機 
械管理者情報の設定 

サポート 

サポート情報へのリンクが表示されまず。この設定は変更できまず。 


*1 CentreWare Internet Services でしか設定できない項目でず。操作パネルでは設定できません。 
*2 機械管理者の ID とパスワードを設定できまず。工場出荷時の機械管理者 ID は mnij . パス 
ワードは 「 x - adminj でず。 
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CentreWare Internet Services を使用ずる 


本サービスを使用ずる手順は、次のとおりでず。 

1. コンピューターを起動し、 Web ブラウザーを起動しまず。 

2. Web ブラウザーのアドレス入力欄に、プリンターの IP アドレス、または URL を入 
力し、 〈 Enter 〉 キーを押しまず 。 CentreWare Internet Services のトツプぺージ 
が表示されまず。 


- IP アドレスの入力 例 （ IPv 4) 

- URL の入力 例 

なおる-'' な- 因固 t 這]户おを 

Q 戻る ^ Q 因固油 戶橫を 

アドレス屯） 1 http：// 192.168 .1.1 00/ 

アドレス(に） 1 http：//pr interl .examp le.com/ 

• IP アドレスの入力 例 （ IPv 6) 


^ Q 因固纽 P おを 

アドレス屯） 1 http：//[1 :2:3:4:日:6:7:日]/ 



補足 

• ポート番号を指定ずる場合は、アドレスの後ろに 「: j に続けて 「80 j (工場出荷時のポート番号）を指 
定してください。ポート番号は、[機能設定リスト]で確認できまず。 

-ポート番号は[プロパティ]タブ> [ネットワーク設定] > [プロトコル設定]> [ HTTP ] で変更で 
きまず。ポート番号を変更した場合は Web ブラウザーから接続ずるときに、アドレスの後ろに 「: j に 
続けてポート番号を指定ずる必要がありまず。 


〇房るな囚图め yP がま 

アドレスを ) L http://printerl.example.com: 如 / 

本機で認証/集計管理機能を使用している場合は、ユーザー名とパスワードを入力ずる画面が表示され 
まず。機械管理者、または本機に登録されているユーザーの ID とパスワードを入力してください 。 ID 
とパスワードについては、機械管理者にお問い合わせください。 

通信を暗号化している場合 、 CentreWare Internet Services にアクセスずるには、プラウザーのア 
ドレス欄には 「 httpj ではなく 「 h け psj から始まるアドレスを入力してください。 

認証/集計管理機能、および通信の暗号化については、「7.6セキュリティー機能について J ( P . 229)、 
「7.8ユーザー登録による利用の制限と集計管理機能について J ( P . 248) を参照してください。 


ヘルプの使い方 


各画面で設定できる項目の詳細については 、 CentreWare Internet Services のヘルプ 
を参照してください。[ヘルプ]を押ずと、[ヘルプ]ウインドウが表示されまず。 
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1.6 プリンタードライバーをインス I ルずる 


コンピューターから印刷ずるために、ドライバ ー CD キットの CD - ROM からプリンター 
ドライバーをインス!ルしまず。 

プリンタードライバーのインストール方法は、コンピューターと本機の接続方法によって 
異なりまず。 

CD - ROM 内の『マニュアル （ HTML 文書)』で、手順を確認してから、実行してください。 


|7 トップぺ-ジ！ - 


@ 


上ラこモドライ/ i 一 CD キットへ 

この CD - ROMI こよってま±ピロックスの碟器をちか I こほ田するための 

ブリンタート•ライバーのインストール(白） 

ブ U ンタードライ J y —をインストールします。 

[ドライ J 一の使利な傲ホ]もさわせてごらんください。 


@ドライバーのほ利なほいち喧） 




マニュアルを表示ずるには 

[マニュアル/製品情報]タブ 
一[マニュアル （ HTML 文書)] 




ブリント筆巧ガイドの邸が； r ) 


ブリントするため I こぶ要むブリンターの設ミからドライ J ;’一^1) 
インストールまで巧しホす。ち岡こ回答しなびら巧単に}索巧1 

用 B DOCUMBKT COMPANY 

FUJI XEROX 


ドライバーを 
インス!ルするには 


みドライバ- GD キゥト 


ドライバ ー CD キット 

面蟲?□本-ムペ- 




»吉情篇 



ようこそマ ニ ュアル/製品情巧へ 

授^^就;觀卜から 還巧してがルクリックする 爲敵一 ", W 


画が7 


7ニュアル ( HTMlOt ま） 

制品’店祂 ( H TML ホを) - 

3料ま固ち マニ ュアル (P D F 文ま） 

Adobe Reader のインストール (PDF 文ま閒程脚 


ち車セ9トアパ（が 

熙類徽織 白す 纖觸?麵擊 



が诵嘛、方气辭題編;孤な^離綠 g 縣ウザ-ソフト （ 


Microsoft ( R ) Internet E 


ぶ! 


バージョンち滿が... 


カスタムた9卜7ゥブ （0 

LPRCTCP/IPVSMB プリンタ、 NT/Ne 柳が e 其ちプリ:/夕、バラ 
レル/シリアルポートが旨ミしてインストールすることができます。1 
回の巧けで1をのプリンタ/ファウスを松トアップします。 

ブリンタ朽イバのち巧の） 

すでにインストルされているプリシタドライバを、 最新の !トジョ 
ソこちがします。 


_く 戻る迫)_|_汝へ姐い」 I キサン它ル ( _ヘルプ _I 


FUJI XEROX 


画巧了の 


2007年11月現在 

画面は、予告なく変更される場合がありまず。 


アンインス!^ールについて 


■ プリンタードライバーのアンインストール 

プリンタードライバーは、ドライバー CD キットの CD - ROM 内のプリンタードライバー 
アンインス!ルツールを使ってアンインス!ルできまず。詳しくは、 CD - ROM 内の 
『マニュアル （ HTML 文書)』を参照してください。 

■ その他のソフトウェアのアンインス I ^ール 

ドライバー CD キットからインス!ルした、その他のソフトウェアをアンインス!ル 
ずる場合は、各ソフトウェアの Readme ファイルを参照してください。 Readme ファイ 
ルは、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の『製品情報 ( HTML 文書)』から表示できまず。 
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2 プリンターの基本操作 

2.1 各部の名郝と働き 

プリンター本体 

前面 1 2 



補足 

-本書で使用しているイラストは、オプションの両面印刷モジュールと3トレイキャビネットを装着した 
場合を例に記載していまず。 


No . 

名称 

説明 

1 

センタートレイ 

印!刷された用紙が印刷面を下にして、ここに排出されまず。 

2 

電源スイッチ 

機械の電源を入/切ずるスイッチでず。 

3 

操作パネル 

ボタン操作部、および機械の部位の番号が記された表示部がありまず。 

4 

フロントカバー 

消耗品を交換ずるときに開けまず。 

5 

用紙トレイ1 

用紙をセットしまず。標準の用紙トレイでず。 

6 

用紙トレイ2、3、4 
(3 トレイキャビネット（オプシヨ 
ン )） 

3トレイキャビネット（オプション）を取り付けた場合は、ここに用紙をセット 
しまず。 

7 

カバ ー A 

紙づまりを処置ずるときに開けまず。通常はロックされているため、リリース 
レバーを上げながら開けてください。 

8 

カバ ー B 

両面機能付きの場合、紙づまりを処置ずるときに開けまず。 

9 

用紙トレイ5 (手差し） 

用紙トレイ1、2、3、4にセットできない用紙を印刷ずるときに使用しまず。 

10 

カバ ー C 

2段が上のトレイがある場合で、紙づまりを処置ずるときに開けまず。 
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背面 



No . 

名称 

説明 

n 

パラレルインターフェイスコ 
ネクター（オプション） 

パラレルポート（オプション）を挿入ずると、セントロニクス準拠インター 
フェイスケーブルを接続できまず。 

12 

USB 2.0 コネクター 

USB 2.0 用ケーブルを接続しまず。 

13 

Ethernet コネクター 

lOBase - T /100 Base-TX Ethernet インターフェイスケーブルを接続しま 
ず。 

14 

拡張機器接続用コネクター 

本機で使用できる拡張機器を接続しまず。 

15 

電源コードコネクター 

電源コードを接続しまず。 
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内部 


16 17 



No . 

名称 

説明 

16 

レバー 

ドラムカートリッジを交換ずるときに、ドラムカートリッジカバーのロックを 
解除しまず。 

17 

h ナーカー h リッジ 

ブラック（の、シアン （ C )、 マゼンタ （ M )、 イエロー （ Y ) の4色のトナー 
(画像形成剤）が入っていまず。 

18 

トナー回収ボトル 

使用済みのトナーを回収ずるトナー回収ボトルが入っていまず。 

19 

ドラムカートリッジカバー 

ドラムカートリッジを交換したり、内部を清掃したりずるときに開けまず。 

20 

ドラムカー h リッジ 

感光体がセットされていまず。プリンターに向かって左側から R 1、 R 2、 R 3、 
R 4 でず。 

21 

フユーザー ユニット 

トナーを用紙に定着させる部分でず。高温なので触れないよラにミ主意してくだ 
さい。 

22 

転写ユニット 

転写ベルトに付着したトナーを用紙に転写しまず。 



—— W 
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操作パネル 



No . 

名称 

説明 

1 

表示部 

エラーが発生した場合に、メッセージに表示される各部の位置を、ここで確認 
しまず。 

2 

〈オンライン〉ボタン 

〈オンライン〉ボタンを押ずと、オフライン状態に移行しまず。オフライン中 
は、〈プリント可> ランプが消好し、印刷処理を行いません。再度押ずと、才 
フライン状態が解除され、オンライン状態（印刷可能な状態）に移行しまず。 

3 

ディスプレイ 

設定項目、本機の状態、メッセージなどを表示しまず。 

参昭 

-「ディスプレイの表示について J ( P . 47) 

4 

〈メニュー〉ボタン 

メニュー画面に移行しまず。 

5 

〈節電> ボタン/ランプ 

節電中にこのボタンを押ずと節電モードを解除しまず。 

また、節電中はランプが点好しまず。八ードディスク（オプション）アクセス 
中は、点滅しまず。 

6 

〈プリント中止> ボタン 

印刷を中止しまず。 

7 

<0 K > ボタン 

メニュー画面のとき、メニューの候補値を設定しまず。レポート/リストを巧 
刷ずるときにも使用しまず。 

8 

〈▲>〈▼>〈◄>〈►> ボタン 

メニュー画面のとき、ディスプレイに表示されたメニュー、項目、候補値の間 
を移行しまず。 

補足 

-〈▲>〈▼>ボタンで候補値を変更ずるときに、ボタンを押し続けると、連続 
的に表示を変えることができまず。また、〈▲>と〈▼>ボタンを同時に押 
ずと、初期値が表示されまず。 

9 

〈戻る> ボタン 

メニュー画面のとき、ひとつ前の項目に戻りまず。 

10 

〈エラー> ランプ 

本機に異常があるときに、ランプが点滅、または点好しまず。 

11 

〈プリント可> ランプ 

点好中は、印刷が可能でず。 

12 

〈インフオメーシヨン> ボタン 

ディスプレイに 0 マークが表示されているときにこのボタンを押ずと、そのと 
きの現象について詳細情報が表示されまず。 

13 

〈セキュリティー/サンプルプ 
リント> ボタン 

セキュリティー/サンプルプリントをずるときに押しまず。 

補足 

. セキュリティー/サンプルプリントをずるには、八ードディスク（オプショ 
ン）が必要でず。 
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ディスプレイの表示について 


本機の状態を表ず「プリント画面 J と、本機に関ずる設定をずるための「メニュー画面 J 
がありまず。 

K 足 

-本機に取り付けられているオプションや、設定の状態によって、表示されるメッセージは異なりまず。 

-ディスプレイに B マークが表示されているときに〈インフォメーション〉ボタンを押ずと、詳細情報が 
表示されまず。 


プリン h 画面 


本機の状態を表示しまず。待機中または印刷中は、プリント画面に次のよラに表示されま 
ず。 


プリンターの状態 

プリン h できまず 

CU MU YJJ 


トナー残量 データを受信している 給紙トレイ 

ポート 


プリンターの状態 

プリントしていまず 
LPD トレ<1 


メニュー画面 


本機に関ずる設定をずる画面でず。 

メニュー画面は、〈メニュ ー 〉ボタンを押して表示しまず。メニュー画面を表示ずると、次 
のよラに表示されまず。 


メニュー 
1 リント 言語の設定 


参照 

-メニュー画面で設定できる項目：「5操作パネルでの設定 J ( P . 105) 
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を2電源を入れる/切る 


電源を入れる 


1. プリンターの電源スイッチの〈 I 〉側を押 
し、電源を入れまず。 

2. 操作パネルのディスプレイに[才巧クタ''サイ] 
と表示されまず。この表示が、[プリントで 
きまず]に変わることを確認しまず。 


US 

-[才巧クタ''サイ]の表示になっているときは、本機がウオー 
ムアップ中でず。この間は、印刷できません。 

-エラーメッセージが表示された場合には、「主なエ 
ラーメッセージ （50 音順 ) J ( P .189) を参照して対処 
をしてください。 



電源を切る 


注記 

. 八ードディスク（オプション）アクセス中は、電源スイッチを切らないでください。節電中に八ード 
ディスク（オプション）にアクセスしている場合は、〈節電〉ランプが点滅していまず。 

-操作パネルのディスプレイに、[才巧クタ’'サイ]が表示されているときは、電源を切らないでください。 

-印!刷中は本機の電源を切らないでください。紙づまりの原因になりまず。 

-電源を切ると、本機内に残っている印刷データや本機のメモリーに蓄えられた情報は消去されまず。 

-電源スイッチを切ったあとも、しばらくの間は本機内部で電源オフの処理をしていまず。したがって、 
電源スイッチを切った直後に電源プラグをコンセントから抜かないでください。 

-電源を切ったあとに、再度、電源を入れる場合は、操作パネルのディスプレイの表示が消えたことを確 
認してから入れてください。 


1. 操作パネルのランプやディスプレイ表示な 
どで、プリンターが処理中でないことを確 
認しまず。 
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2.3 漏電ブレーカーについて 


本機の背面左側には、漏電ブレーカーがありまず。 

機械に漏電が起こったときに、電気回路を自動的に遮断して漏電や火災などを防ぐための 
ものでず。 

漏電ブレーカーが作動したときは、機械の絶縁状態を点検したあと、 〈 RESET 〉 ボタンを 
押してください。 

機械の絶縁状態が改善されないと、またずぐに漏電ブレーカーが作動しまず。このような 
場合は、弊社プリンターサポートデスクにご連絡ください。 

また、1か月に一度は機械の電源スイッチを切り、漏電ブレーカーが正常に作動ずるかを 
点検してください。正常に作動しない場合、感電の原因になるおそれがありまず。 

漏電ブレーカーに異常などがある場合は、弊社プリンターサポートデスクにご連絡くださ 
い。 



参昭 

. 漏電ブレーカーの点検手順：「機械使用上の注意 J ( P .14) 


2-4 節電モードを設定/解除ずる 


節電モードを設定ずる 


本機には、待機しているときの電力の消費を抑える、節電モードが搭載されていまず。節 
電モードには、低電カモード（平均 70 W ) と、スリープモード （1.5 W が下）の2種類 
がありまず。 

スリープモードは、コントローラーの受信部が外の電源を完全にオフにして、消費電力を 
最低の値に下げまず。ただし、ウオームアップ時間としては、電源を入れたときと同等の 
時間を必要としまず。 

低電カモードは、完全には電源を落としませんが、フューザーの待機温度をオフ時と待機 
中の中間に制御ずるなどにより、消費電力とウオームアップ時間のバランスをとったモー 
ドでず。 

工場出荷時は低電カモード/スリープモードの設定がともに [1 分後]になっているため、 
1分間印刷データを受信しないと、お電カモードに移行せずに、ずぐにスリープモードに 
移行ずる設定になっていまず。 

低電力/スリープモードに移行ずるかどうか、および移行ずる場合は低電力/スリープ 
モードに切り替わるまでの時間を、低電力/スリープモードともに1〜240分の間で設 
定できまず。 

補足 

-低電カモードとスリープモードは、どちらかのモードだけを有効にずることもできまず。 

-低電カモードとスリープモードを両方とも無効に設定ずることはできません。 

-お電カモードとスリープモードの設定を変更ずる手順については、「操作例：スリープモードへの移行 
時間を変更ずる J ( P .108) を参照してください。 
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節電モードを解除ずる 


節電モードは、コンピューターからのデータを受信ずると、自動的に解除されまず。 
また、操作パネルの〈節電〉ボタンを押ずと、手動で節電モードを解除できまず。 
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を5印刷を中止ずる/確認ずる 


巧刷を中止する 


E 口刷を中止ずるには、コンピューターで印刷の指示を取り消ず方法とプリンターで印刷の 
指示を取り消ず方法がありまず。 


コンピューターで処理中のデータの印刷を中止する 


1. 画面右下のタスクバー上のプリンターアイコン^をダブルクリックしまず。 

2. 中止ずるドキュメント名を選択し、削除 （〈 Delete 〉 キーを押ず）しまず。 


お FX DocuPrint C2250 



曰回図 

プリ如を）ドキュ壯卜屯） 亲示 W 

ヘルプが 



ドキュ壯卜を 

が態 

巧ちを 

パージ郡サイス を巧 


刷や 

Admin 

1 2.81 KB/2.81 KB 14:1日 


補足 

-ウインドウ内に中止したいドキュメントがなかった場合は、プリンターで印刷を中止してください。 

• CentreWare Internet Services の[ジョブ]タブで、印刷を中止ずることもできまず。操作方法に 
ついては 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 


プリンターで印刷中/受信中のデータの印刷を中止する 


操作パネルの〈プリント中止〉ボタンを押しまず。ただし、印刷中のぺージは印刷されまず。 


プリンターで受信したずべてのデータの印刷を中止ずる 


大量の文書を E 口刷指示してしまった場合は、次の方法で、一度にずベてのデータの印刷を 
中止してください。 


1. 操作パネルで〈オンライン〉ボタンを押し 
まず。 

ディスプレイに[オフライン]と表示され 
まず。 

2. 〈プリント中止〉ボタンを押しまず。 

中止の処理が開始され、完了ずると、[オフ 
ライン]画面に戻りまず。 


3. 〈オンライン〉ボタンを押しまず。 
プリント画面に戻りまず。 
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印刷指示したデータの状態を確認する 


E 口刷指示したデータの状態を確認ずるには、 Windows 上で確認ずる方法と CentreWare 
Internet Services で確認ずる方法がありまず。 


Windows での確認方法 


1. 画面右下のタスクバー上のプリンターアイコン. • 3をダブルクリックしまず。 

2. 表示されたウインドウから、[状態]を確認しまず。 






プリ如を）ドキュ壯卜屯） 最元 'W 

ヘルプが 



ドキュ壯卜を 

3 QS9SSIjBjBESii!ll 

が'態 

E [1 刷や 

巧ちを 

Admin 

パージ郡サイス を巧 

1 2.81 KB /2.81 KB 14:1日 


CentreWare Internet Services での確認方法 


CentreWare Internet Services の[ジョブ]タブで、プリンターに指示した印刷ジョ 
ブの状態を確認できまず。 

参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 
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2.6 オプシヨン品の構成やトレイの用紙設定など 

を取得ずる 


本機をネットワークプリンターとして使用している場合は、 SNMP プロトコルを使って、 
本機のオプション構成やトレイの用紙サイズ、用紙種類などを、プリンタードライバーに 
読み込むことができまず。この設定は、[プリンタ構成]タブで行いまず。ここでは、 
Windows XP を例に説明しまず。プリンタードライバーをインス!ルしたあとに、才 
プション品をつけたり、トレイの用紙設定を変更した場合は、ここでの操作を行ってくだ 
さい。 

補足 

-本機を口ーカルプリンターとして使用している場合は、この機能は使用できません。プリンタードライ 
バーの該当項目を手動で設定してください。また、ローカルプリンターとして使用している場合は、卜 
レイにセットされている用紙種類や用紙サイズを表示できません。 

-この機能を使用ずる場合は、操作パネルでプリンター側の SNMP ポートを起動（初期値：[起動])し 
ておく必要がありまず。 

.Windows 2000 /Windows XP/Windows Vista では、管理者の権利があるユーザーの場合にだけ設 
定を変更できまず。権利がない場合は、内容の確認だけできまず。 


1. [スタート]メニューから、[プリンタと FAX ] を選択し、使用ずるプリンターのプ 
ロパティを表示しまず。 

2. [プリンタ構成]タブをクリックしまず。 

3. [プリンタ本体から情報を取得]をクリックしまず。 


'FX DocuPrint C2250 のブ□パティ 


I をお II 兴ち II ポート II 詳細設ち ii をの管巧 II 巧巧設定 I プリンタ観 [ 
設を巧目喧)： 




巧忘いードディスク 
雨赶ユニット 

なし 

なし 


グイズま示の切り替え 

ABA 


給化トレイ巧ぶ 

1トレイ巧ぶ 


唁 i 正番号の最小化数 

0 


記 i 正/集計巧の入力巧目 

User ID と Account ID 


設をのをを 

メモリー容量の： 


悼 MB 




用巧トレイの巧報の： 


I ブリンタ本巧から情報を巧巧を） 
ネットワークアドレス： 


I语華に戻す似〕 


J IキヤシむレI 巧用(が」I ヘルプ I 


3 

4 


本機の情報が、プリンタードライバーに読み込まれまず。 

4. [0 K ] をクリックしまず。 

本機から取得した情報に従って、[プリンタ構成]タブの内容が更新されまず。 


補足 

-[用紙トレイの情報]の用紙サイズと向きは、自動検知されたサイズが読み込まれまず。 

-[用紙トレイの情報]の用紙種類と色は、操作パネルで設定されている値が読み込まれまず。 


吊化トレイの I 障卽の: 
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3 ED 刷ずる 

3.1 コンピューターから印刷ずる 


Windows のアプリケーションから印刷ずるための基本的な流れは、次のとおりでず。こ 
こでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

(ご使用になるコンピューターやアプリケーションによって、手順が異なることがありま 
ず。） 

1. アプリケーションの[ファイル]メニューから、 [ E 口刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、プロパティダイアログボックスを表示しまず。 
この例では、[詳細設定]をクリックずると、プロパティダイアログボックスを表示 
できまず。 



3. 各タブを切り替えて印刷機能を設定し、 [ OK ] をクリックしまず。各機能の詳細は、 
プリンタードライバーのヘルプを参照してください。 



4. [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 
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プロパティダイアログボックスで設定できる便利な印刷機能 


各タブで設定できる代表的な機能を紹介しまず。各機能の詳細については、プリンタード 
ライバーのヘルプを参照してください。 


基本 


タブ 


機能 


両面巧刷 

用紙の両面に巧刷でき 
まず。 



まとめて1枚 ( N アップ) 
1枚の用紙に、複数の 
ページを割り付けて 
印!刷しまず。 



ポスター 

ポスター などを作製ず 
るときに使用しまず。 



製本 

正しいページ順のル冊子になるよ 
ラに、両面印刷とページ配分を組 
み合わせて印刷しまず。 



お気に入り 

よく使ラ印刷設定が登 
録されていまず。リスト 
から項目を選択ずるだ 
けで、複数の設定が一度 
にできまず。設定内容を 
編集したり、あらたに登 


セキュリティープリント 
あらかじめ、巧刷データ 
をプリン ターに 送って 
おいて、操作パネルから 
印刷を指示しまず。 


-サンプルプリント 
複数部数を印刷ずる場 
合、1部だけサンプルを 
巧刷しまず。印刷結果を 
確認したあと、残りの部 


録ずることもできまず。 


時刻指定プリント 
印刷時刻を指定できま 
ず。 


数を操作パネルから巧 


刷しまず。 


トレイ/排出 . OHP 合紙 

OHP フイルムを1枚印刷ずるごと 
に、自動的に用紙を挿入しまず。 



表紙付け 

表紙だけ、色紙や厚紙を 
使って印刷できまず。 


グラフィックス-おずずめ画質タイプ 

写真やプレゼンテーションなど、巧刷ずる文書の種類や用途に合わせて画質を調整で 


きまず。 


スタンプ/ 

フォーム 


-スタンプ 

印刷データに「社外秘 J 
などの特定の文字を重 
ね合わせて巧刷しまず。 



ノォーム 

使用頻度の高い印刷フォー 
ムは、フォーム機能を利用ず 
るとデータ転送の時間が短 
縮できまず。 



補足 

-巧刷機能は、[プリンタと FAX ] ( OS によっては[プリンタ])ウィンドウのプリンターアイコンから、 
プロパティダイアログボックスを表示して設定ずることもできまず。 

ここで設定した内容は、アプリケーションからプロパティダイアログボックスを表示したときの初期値 
になりまず。 
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を 2 はがき/封筒に印刷ずる 


はがきや封筒に印刷ずる方法を説明しまず。 


はがき/封筒をセットする 


はがき/封筒は、手差しトレイにセットしまず。 

補足 

-手差しトレイに用紙をセットずる詳しい手順については、「手差しトレイに用紙をセットずる J ( P . 94) 
を参照してください。 


はがきをセットずる 


注記 

-多色刷りのはがき、インクジェット用のはがきは使用できません。 


1. EP 刷ずる面（例：白紙面）を下にし、たて 
置きにセットしまず。このとき、郵便番号 
記入欄をプリンターの奥側にしまず。 

2. 用紙ガイドを、セットしたはがきのサイズ 
に合わせまず。 



封筒をセットずる 


封筒は、あて名面のみ、 E 口刷できまず。ラら面には E 口刷できません。 
また、本機で使用できる封筒のサイズは、次のとおりでず。 

-長形3号 （120 x 235 mm ) • C 5 (229 x 162 mm ) 

• C 4 (229 x 324 mm ) 


注記 

-きれいに印刷ずるためには、次のよラな封筒は使用しないでください。 

-カールやよじれがある封筒 

-貼り付いている封筒、破損している封筒 

•窓、巧、ミシン目、切り抜き、エンボスがある封筒 

-ひもや金属製の留め金が付いている封筒、折り曲げ部分に金属片を使用している封筒 
-切手が貼ってある封筒 

-フラップを閉じたときに糊がはみ出している封筒 
-ふちがギザギザな封筒、隅が折れている封筒 
-表面にしわや凹凸、貼り合わせなどの加工をしてある封筒 
-のり付き封筒 
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1. あて名面を下にしまず。 

フラップを開け、フラップ部の反対側（底 
の部分）を差し込み口に向けてセットしま 
ず。 

補足 

-フラップは完全に開いてから、セットしてください。 


注哥 

-やむをえず、のり付き封筒を使用ずる場合は、フラッ 
プを閉じて、フラップを差し込み口に向けてセットし 
まず。のり付き封筒をフラップを開けてセットずる 
と、機械の故障の原因になりまず。 



2. 用紙ガイドを、セットした封筒のサイズに 
合わせまず。 


はがき/封筒に印刷ずる 


ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

補足 

-プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なりまず。各 
アプリケーシヨンのマニュアルを参照してください。 


1. [ファイル]メニューから[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [トレイ/排出]タブをクリックしまず。 

4. [用紙トレイ選択]から、[トレイ5 (手差し）]を選択しまず。 


I を本 I トレイ/が化 I クラフィックス II スタンプ/フォーム||詳細設ミ I 


巧化トレイ還巧(巳)： 


覆 


a 




__ま紙/合紙巧けに)… 


トレイの巧化設走の… 


_ OHP 合化瓜.' 


が化ちまに)： 


[_ おをしむい 


―,センタートレイに桃化され 

13 I ます。 

回ソートする [1 自にと]@ 



FUixocn 


サイズ混を巧柏の化力設定の... ] 


ブリンさのがお牠） I 原準に戻す ⑩I 


J じキャンむレ I [ ヘルプ ) 


4 

5 


5. [手差し設定]をクリックして[手差し設定]ダイアログボックスを表示しまず。 


3.2 はがき/封筒に印!刷ずる 57 





6. [手差し用紙種類]から[厚紙 2(170 〜 256 g / m 2 )] を（はがきの場合は[厚紙 
2(170〜256 g / m 2) うら面]も含む）選択しまず。 



7. [手差し用紙の給紙方向]を選択しまず。 

8. [ OK ] をクリックしまず。 

9. [基本]タブをクリックしまず。 

10. [原稿サイズ]から、任意の原稿サイズを選択しまず。 



11. [出力用紙サイズ]から、セットした用紙のサイズを選択しまず。 

12. 封筒の場合は、[製本/ポスター/混在原稿/回転]をクリックして[製本/ポスター 
/混在原稿/回転]ダイアログボックスを表示しまず。 

[原稿180°回転]を設定し、 [ OK ] をクリックしまず。 



13. [ OK ] をクリックしまず。 


14. [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 
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を3定形外/長尺サイズの用紙に巧刷ずる 


長尺サイズなどの定形外サイズの用紙に印刷ずる方法について説明しまず。 
本機で使用できる用紙サイズは、次のとおりでず。 


■手差しトレイ 


f 給紙方向 



■トレイ1〜4 


給紙方向 


長さ： 98.4 〜483.0 mm 
長尺サイズ (483.1 〜1 200 mm ) 


幅： 

88.9 〜320.0 mm 



長さ： 

182.0〜431.8 mm # 


幅： 

1 39.7 〜297.0 mm * 


去 トレイモジュール1段の場合のトレイ2 

長さ：1 82.0 〜457.2 mm 
幅：1 39.7 〜320.0 mm 


定形外サイズの用紙をセツトずる 

手差しトレイの場合 


手差しトレイに、長尺サイズの用紙をセツトずる例で説明しまず。 


US 

-長尺サイズの用紙の場合、巧字面に指紋跡が発生ずる可能性がありまず。用紙をセットずるときは、跡 
がつかないよラにごを意ください。 

-長尺サイズが外の定形外サイズの用紙をセットずる場合は、「4.2用紙をセットずる J ( P . 94) を参照し 
てください。 

-長尺サイズの用紙で設定できる用紙の種類は[厚紙！ （106 〜 169 g / m 2 )] だけでず。 

1. 長尺サイズの用紙の印刷ずる面を下に向け 
て、図のように後端をまるめて、手差し卜 
レイにセットしまず。 

補足 

-長尺サイズ用紙の後端は、用紙の差し込み口からでき 
るだけ離れた位置で、まるめてください。差し込み口 
に近いと、まるめた用紙の後端が引き込まれるなど、 

用紙が折れたりしわの原因になることがありまず。 

-用紙の先端は、手差しトレイの差し込み口にしっかり 
挿入してください。用紙の先端が正しく差し込まれな 
いと紙づまりの原因になりまず。 

. 用紙は、1枚ずつセットしてください。 

2. 用紙ガイドを、長尺の用紙のサイズに合わ 
せまず。 

長尺サイズの用紙は長いので、排出された 
用紙が床に落ちないよラに、必ず！枚ずつ 
取り除いてください。 
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トレイ 1 〜4の場合 


トレイ1〜4に定外形サイズの用紙をセットずる方法は、定形サイズの用紙をセットず 
る方法と同じでず。「4.2用紙をセットずる J ( P . 94) を参照してください。 


定形外サイズを登録ずる 


E 口刷をずる前に、プリンタードライバーで定形外サイズをユーザー定義サイズとして登録 
しまず。ここでは 、 Windows XP を例に、説明しまず。 

定形外サイズの用紙をトレイ1〜4にセットした場合は、あらかじめ操作パネルでトレ 
イの用紙サイズを設定してください。操作パネルでの設定については、「トレイの用紙サ 
イズを設定ずる J ( P . 99) を参照してください。 


注記 

-プリンタードライバーおよび操作パネルで用紙サイズを設定ずるときは、必ず実際に使用ずる用紙のサ 
イズと同じくしてください。用紙と異なるサイズを設定して印刷ずると、機械の故障の原因になること 
がありまず。 

補足 

- Windows 2000 /Windows XP/Windows Server 2003 /Windows Vista では、管理者の権利があ 
るユーザーだけが、設定を変更できまず。管理者の権利がない場合は、内容の確認だけできまず。 

• [ユーザー定義用紙]ダイアログボックスの設定は、 Windows 2000 /Windows XP/Windows Server 
2003 /Windows Vista の場合、口ーカルプリンターではコンピューターのフォームデータべースを使 
用ずるため、コンピューター上のほかのプリンターにも影響しまず。ネットワーク共有プリンターでは 
プリントキューが存在ずるサーバー上のフォームデータべースを使用ずるため、別のコンピューター上 
の同じネットワーク共有プリンターにも影響しまず。 

1. [スタート]メニューから、[プリンタと FAX ] を選択し、使用ずるプリンターのプ 
ロパティを表示しまず。 


補足 

.Windows Vista の場合、使用ずるプリンターのアイコンを右クリックして[管理者として実行]を選 
択し、[プロパティ]をクリックしまず。 


2. [初期設定]タブをクリックしまず。 

3. [ユーザー定義用紙]をクリックしまず。 


FX DocuPrint C2250 のブ □/ {テイ [? ll'X| 


L を股 I !兴ち II ボート I 〔詳細單ち iG 色の昔巧 r 巧期設定 r プリンタ巧ぶ! 


囚资 II 昔巧する® 

i 忍 i 正管巧モード(凶)： ほ巧する記 i 正括報(を: 


1 ユーザー 

^1 1 User ID/Account ID 

_ d 

1 認 il ' t き報の設定山)... 1 

ヘッダー/フッター Ef ] 刷の設定制限の: 

カラーモード制限喧)： 


1しない 

イ1心ない 

_ i 


[ フォント置き换え テーブルの 混集(を —〕I ユーザーち 责巧紙运) ) 〔煩単に戻す也)] 

I 0 K J [ キサンむレ I 通巧(由） [ ヘルプ ) 


3 
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記ちのをを 

おぶ[班.9〜320.0 mm ] を):— 
[210.0 お mm 

長ぶ [98.4 〜12邮 .0 mm ] (じ 
[297.0 」し：關_ 

回用紙をぞっける(の 
巧組る(が： 

I ユーヴー定堯 1 I 


4. [設定一覧]リストボックスから、設定ずるユーザー定義を選択しまず。 


h4 

-5 

6 


5. [設定の変更]で、短辺と長辺の長さを指定しまず。 

キー入力、または [▲] [▼] で指定しまず。 

短辺の値は、範囲内でも長辺より大きくずることはできません。長辺の値は、範囲内 
でも短辺よりルさくずることはできません。 

6. 用紙名をつける場合は、[用紙名をつける]にチ X ックを付け、[用紙名]に入力しまず。 
用紙名の最大文字数は半角で14文字、全角で7文字でず。 

7. 必要に応じて、手順4〜6を繰り返して、用紙サイズを定義しまず。 

8. [ OK ] をクリックしまず。 

9. [ OK ] をクリックしまず。 


定形外サイズの用紙に印刷ずる 


ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

注記 

-正しい用紙サイズを設定しないで印刷ずると、機械が故障ずる場合がありまず。 

補足 

-プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なりまず。各 
アプリケーションのマニュアルを参照してください。 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [トレイ/排出]タブをクリックしまず。 


ユー サ ーを ま用化 
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4. [用紙トレイ選択]から、定形外サイズの用紙がセットされているトレイを選択しま 
ず。 



5. [用紙トレイ選択]で[トレイ5 (手差し）]を選択した場合で、用紙種類を変更ずる 
ときは、[手差し設定]をクリックして[手差し設定]ダイアログボックスを表示し 
まず。 

[手差し用紙種類]と[手差し用紙の給紙方向]を設定し、 [0 K ] をクリックしまず。 

補足 

-長尺サイズの場合は、[厚紙！ （106〜169 g / m 2)] を選択してください。 

6. [基本]タブをクリックしまず。 

7. [原稿サイズ]から、任意の原稿のサイズを選択しまず。 



8. [出力用紙サイズ]から、登録したユーザー定義サイズの用紙を選択し、 [0 K ] をク 
リックしまず。 

9. [印刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 
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3-4 トレイ 1 〜4の用紙種類を変更して印刷ずる 

本機のトレイ1〜4には、普通紙だけでなく、厚紙やラベル紙、 OHP フィルムなど、さ 
まざまな種類の用紙をセットできまず。 

使用ずる用紙種類を変更ずる場合は、用紙種類の設定も変更しまず。 

ここでは、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

補足 

-プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なりまず。各 
アプリケーションのマニュアルを参照してください。 

トレイの用紙種類を変更して印刷ずる _ 

次の2つの方法で、トレイ1〜4の用紙種類を変更して E 口刷できまず。 

-操作パネルでトレイの用紙種類を設定して印刷ずる 
. プリンタードライバーで用紙種類を設定して印刷ずる 

■ 操作パネルでトレイの用紙種類を設定して印刷ずる 

ここでは、トレイ！にセットされている、 A 4 たて置きの上質紙に印刷ずる場合を例に説 
明しまず。 

あらかじめ、操作パネルでプリンターのトレイの用紙種類を設定してください。 

また、プリンターの設定を変更したら、プリンタードライバーにプリンターの設定を読み 
込んでおくと、 E 口刷時に各トレイの設定がプリンタードライバーから確認できまず。 

参昭 

-操作パネルで用紙種類を設定ずる方法：「トレイ1〜4にセットずる用紙のサイズと種類について J 
( P . 98)、「[トレイの用紙種類 ] J ( P . 1 57) 

-用紙設定をプリンタードライバーに読み込む方法：「2.6オプション品の構成やトレイの用紙設定など 
を取得ずる J ( P . 53) 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [トレイ/排出]タブをクリックしまず。 

4. [用紙トレイ選択]から[トレイ 1] を選択し、 [ OK ] をクリックしまず。 

補足 

-プリンターの用紙設定を読み込んでいる場合は、トレイ名の横に用紙のサイズ、向き、用紙種類、色が 
表示されまず。 


印刷記ち r ? ® 
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5. [基本]タブをクリックし、[原稿サイズ]と[出力用紙サイズ]を設定して、 [0 K ] 
をクリックしまず。 

6. [ E 口刷]ダイアログボックスで [ E 口刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 

■ プリンタードライバーで用紙種類を設定して印刷ずる 

ここでは、トレイ1に上質紙をセットし、プリンターには普通紙の設定がされている場合 
を例に説明しまず。 

プリンターに設定されているトレイの用紙種類に関係なく、プリンタードライバーで指定 
した内容で E 口刷されまず。 

注記 

-プリンタードライバーで設定ずる用紙の種類が、トレイにセットされている用紙と合っていない場合、 
画像が正しく処理されません。トナーが用紙に定着しなかったり、用紙が巧れたりして、印字品質が悪 
くなりまず。 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [トレイ/排出]タブをクリックしまず。 

4. [用紙トレイ選択]から、[トレイ 1] を選択しまず。 



5. [トレイの用紙設定]をクリックして[トレイの用紙設定]ダイアログボックスを表 
示します。 

6. [用紙種類]から[上質紙]を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

補足 

-ここで選択した用紙種類は、そのジョブだけに有効でず。プリンターに設定されているトレイの用紙種 
類は変更されません。 



7. [基本]タブをクリックし、[原稿サイズ]と[出力用紙サイズ]を設定して、 [0 K ] 
をクリックしまず。 
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8. [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 


トレイの用紙種類を変更して自動印刷ずる _ 

操作パネルで正しく用紙種類が設定されている場合は、プリンタードライバーでトレイを 
直接指定しなくても、設定した用紙種類から、適切なトレイを自動的に選択して印刷でき 
まず。 

この方法を利用ずると、どのトレイにどの用紙がセットされているかを意識しなくても印 
刷できまず。 

あらかじめ、操作パネルでプリンターのトレイの用紙種類を設定してください。 

参照 

-操作パネルで用紙種類を設定ずる方法：「トレイ1〜4にセットずる用紙のサイズと種類について J 
( P . 98)、「[トレイの用紙種類 ] J ( P . 1 57) 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [トレイ/排出]タブをクリックしまず。 

4. [用紙トレイ選択]から、[自動]を選択しまず。 



5. [トレイの用紙設定]をクリックして[トレイの用紙設定]ダイアログボックスを表 
71^しまず。 

6. [用紙種類]から印刷ずる用紙の種類を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 



7. [基本]タブをクリックし、[原稿サイズ]と[出力用紙サイズ]を設定して、 [0 K ] 
をクリックしまず。 

8. [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 
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3-5 機密文書を印刷ずる 

-セキュリティープリン h - 


本機に、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、セキュリティープ 
リント機能を使用できまず。 


注記 

-八ードディスクは、故障ずる可能性がありまず。八ードディスク内に蓄積している文書で大切なデータ 
は、コンピューター上でバックアップを取ることをお勧めしまず。 


セキュリティープリント機能について 


セキュリティープリントとは、コンピューター上で、 EP 刷データにセキュリティー（暗証 
番号を付ける）をかけて本機に印刷を指示し、印刷データをプリンター内に一時的に蓄積 
させたあと、操作パネルで印刷を開始ずる機能でず。また、セキュリティーをかけないで 
E 口刷データをプリンターに蓄積させることもできまず。頻繁に使用ずる文書をプリンター 
に蓄積しておけば、コンピューターから何度も印刷を指示しなくても、本機側の指示だけ 
で印刷できまず。 



補足 

-巧刷後セキュリティープリントデータを削除ずるかどうかは、セキュリティープリントを印刷ずる手順 
の中で選択しまず。「操作パネルでの操作 J ( P . 68) を参照してください。 

-操作パネルの[セキュリティープリント操作]が[無効]に設定されている場合は、セキュリティープ 
リントを出力できません。 

. 本機のプロパティダイアログボックスの[プリンタ構成]タブで、[設定項目]の[暗証番号の最小が 
数]を [1] が上に設定している場合は、必ず暗証番号の入力が必要になりまず。 


セキュリティープリントをずる 


セキュリティープリントをずる方法を説明しまず。 

まず、セキュリティープリントの設定をコンピューター側で行い、印刷指示をしまず。そ 
のあと、プリンター側で出力指示を行い、印刷データを出力しまず。 


コンピューター側での操作 


ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

補足 

-プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なりまず。各 
アプリケーションのマニュアルを参照してください。 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 
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3. [基本]タブの[プリント種類]から、[セキュリティー]を選択しまず。 


き本 I トレイ/が化け’ラフィックス I スタンプ/フォーム11_詳細設定1_ 



わ詞こ入りが： 


X 


回なを情準 


し >11巧巧が…] I 漏集の …I 


巧稿サイズを)： 




化力巧化けイズを)： 


[ 原稿サイズと同じ 




原稿の向き 
かこて巧摘り） 
〇よこ巧柏(じ 


□を牢ぞ指をするな） 25〜400»留：|1加]« 


mm- 
[i _ ] 苗 


旨しない V 

巧 N アッブしむい V 1 

カラーモード(凹)： 


カラー(自封)利則） V 

1 とじしろけリント位置掛 1 

1 混 H 觀論 1 


I ブリンタのが態恤 J 〔语華に戻す ⑩I 


) Q キ甲ン t ル I [ ヘルプ I 


3 


[セキュリティープリント]ダイアログボックスが表示されまず。 

4. [ユーザー ID ] にユーザー ID を入力しまず。 

ユーザー ID は、半角英数字で8文字まで入力できまず。 


忙キュリティーブリント 


5. 暗証番号を付ける場合は、[暗証番号]に暗証番号を入力しまず。 

半角数字で12文字まで入力できまず。 

6. [蓄積ずる文書名]から、[文書名を入力ずる]、または[自動取得]を選択しまず。 
[文書名を入力ずる]を選択した場合は、[文書名]に文書の名前を、12バイト相当 
(半角で12文字）で指定しまず。 

[自動取得]の場合、文書名は印刷ずる文書名になりまず。ただし、文書名を本機が 
認識できない場合は、日付と時刻になりまず。 

7. [0 K ] をクリックしまず。 

8. [基本]タブで [0 K ] をクリックしまず。 

9. [ E 口刷]ダイアログボックスで[印刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 

文書が本機内に蓄積されまず。 


ユーヴー のの： 


[Userl 


B 音 i 正ま号(が： 

ま宿する文まを咕)： 


[文まちを入力する 


3 


I Report 


ドライ j なら印刷お示した巧、本巧棵巧^すネルの[たキュ U ティ 
溫磯でポタンを巧し、晴陆号を入力しけリント 


J I キャン t ル I 日 g 举に戻す屯)] I ヘルブ(ぶ I 


4 5 6 
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操作パネルでの操作 


セキュリティープリントによって、本機内に蓄積されている印刷データを印刷ずる手順を 
説明しまず。 


補足 

-本機内に蓄積したセキュリティープリントデータを、印刷しないで削除ずる場合は、が下の手順8のあ 
と、[削除ずる]を選択してください。 


1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 
[プライベートプリント]が表示された場合 
は、[セキュリティープリント]が表示され 
るまで〈▼〉ボタンを押しまず。 

2. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 
ユーザー ID が表示されまず。 


3. 対象のユーザー ID が表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押しまず。 

補足 

-ユーザー ID は、プリンタードライバーの[セキユリ 
ティープリント]ダイアログボックスで設定した 
[ユーザー ID ] が表示されまず。 


プリントメニュー 
セキ1リティ-/リント 


ユーザー ID を選択 
1001.12345678 


4. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

暗証番号を入力ずる画面が表示されまず。 


5. <►> ボタンでカーソルを移動させながら、 

〈▲〉〈▼〉ボタンで暗証番号を入力しまず。 


補足 

-暗証番号は、プリンタードライバーの[セキュリ 
ティープリント]ダイアログボックスで設定した[暗 
証番号]を入力しまず。[暗証番号]を設定していな 
い場合は、操作パネルでの設定はありません。 

6. < OK > ボタンで決定しまず。 

文書名が表示されまず。 


7. 対象の文書名が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 



補足 

-文書名は、プリンタードライバーの[セキユリティー 
プリント] ダイアログボックスで設定した[蓄積ずる 
文書名]が表示されまず （12 バイトまで)。 

-複数文書が格納されている場合は、[全ての文書]を 
選択ずることもできまず。 
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8. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

E 口刷後の処理を選択ずる画面が表示されま 
ず。 


補足 

-印刷をしないで削除ずる場合は、〈▼>ボタンを押し 
て、[削除ずる]を表示し、〈►>ボタン、 〈0 K > ボタ 
ンの)噴に押しまず。 

-印刷後も、データを八ードディスクに残しておく場合 
は、〈▼>ボタンを押して、[プリント後削除しない] 
を表示し、手順9に進んでください。 


1 .Report 
1 リント後削除ずる 


9. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

部数を入力ずる画面が表示されまず。 


10. 〈▼〉ボタンを押して部数を設定し、〈►〉ま 
たは 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

E 口刷を開始ずる画面が表示されまず。 


部数 
1部 

I 

1 .Report 

[ OK ] でプリント開始 


11. <0 K > ボタンで印刷しまず。 

E 口刷が開始されまず。 

12. 〈メニュー〉ボタンを押して、プリント画面 
に戻りまず。 
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3.6 出力結果を確認してから印刷ずる 

-サンプルプリント- 


本機に、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、サンプルプリント 
機能を使用できまず。 


注記 

-八ードディスクは、故障ずる可能性がありまず。八ードディスク内に蓄積している文書で大切なデータ 
は、コンピューター上でバックアップを取ることをお勧めしまず。 


サンプルプリント機能について 


サンプルプリントとは、複数部数を印刷ずる場合に、八ードディスクに EP 刷データを蓄積 
し、まず！部だけ E 口刷し、印刷結果を確認してから、残りの部数の E 口刷開始を操作パネル 
で指示ずる機能でず。 


印!刷結果 

が 0 K なら操作パネルで残りの 



印刷結果 
が NG なら 


補足 

-不要になったサンプルプリントデータは、印刷ずる場合と同様の手順で削除できまず。「操作パネルで 
の操作 J ( P . 72) を参照してください。 


サンプルプリントをする 


サンプルプリントをずる方法を説明しまず。 

まず、サンプルプリントの設定をコンピューター側で行い、 E 口刷指示をしまず。そのあと、 
プリンター側で出力指示を行い、印刷データを出力しまず。 


コンピューター側での操作 


ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

補足 

-プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なりまず。各 
アプリケーションのマニュアルを参照してください。 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 
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3. [基本]タブで、[部数]を2部が上に設定しまず。 

4. [プリント種類]から[サンプル]を選択しまず。 

補足 

-印刷部数を2部が上に設定ずると、[サンプル]が選択できまず。 



4 


3 


[サンプルプリント]ダイアログボックスが表示されまず。 

5. [ユーザー ID ] にユーザー ID を入力しまず。 

ユーザー ID は、半角英数字で8文字まで入力できまず。 




ユーヴーの取 


|User1 I 




を程する文まを(互)： 


I 文まるを入力する 过 I 

文まる(む 



I Report I 


ブ U ント]ボタンを巧してください。 


[ 0K j Iキヤン它ル〕 H 是逆こちす也)〕Iヘルブ妇） J 


5 
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6. [蓄積ずる文書名]から、[文書名を入力ずる]または[自動取得]を選択しまず。 
[文書名を入力ずる]を選択した場合は、[文書名]に文書の名前を、12バイト相当 
(半角で12文字）で指定しまず。 

[自動取得]の場合、文書名は印刷ずる文書名になりまず。ただし、文書名を本機が 
認識できない場合は、日付と時刻になりまず。 

7. [0 K ] をクリックしまず。 

8. [基本]タブで [0 K ] をクリックしまず。 

9. [印刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 
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操作パネルでの操作 


サンプルプリントによって、本機内に蓄積されている印刷データを印刷ずる手順、および 
削除ずる手順を説明しまず。 


1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 


補足 

-お使いの環境によっては[プライベートプリント]が 
表示される場合がありまず。 

2. [サンプルプリント]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

ユーザー ID が表示されまず。 


4. 対象のユーザー ID が表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押しまず。 



補足 

-ユーザー ID は、プリンタードライバーの[サンプル 
プリント]ダイアログボックスで設定した[ユーザー 
ID ] が表示されまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

文書名が表示されまず。 


6. 対象の文書名が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


文書を選択 
1.Report 


補足 

-文書名は、プリンタードライバーの[サンプルプリン 
卜]ダイアログボックスで設定した[蓄積ずる文書名] 
が表示されまず （12 バイトまで)。 

-複数文書が格納されている場合は、[全ての文書]を 
選択ずることもできまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

E 口刷後の処理を選択ずる画面が表示されま 
ず。 


補足 

. 印!刷をしないで削除ずる場合は、〈▼>ボタンを押し 
て、[削除ずる]を表示し、〈►>ボタン、 〈0 K > ボタ 
ンの)慣に押しまず。 


1.Report 
プリントずる 


8. 蓄積したデータを印刷ずる場合は、〈►〉ま 
たは 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

部数を入力ずる画面が表示されまず。 
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9. 〈▼〉 ボタンを押して部数を設定し、 〈►〉 ま 

たは 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

E 口刷を開始ずる画面が表示されまず。 


1.Report 

[ OK ] でプリント開始 


補足 

-部数の初期値は、プリンタドライバーであらかじめ設 
定した部数が表示されまず。 


10. < OK > ボタンで印刷しまず。 

E 口刷が開始されまず。 

11. 〈メニュー〉ボタンを押して、プリント画面 
に戻りまず。 


3.6 出力結果を確認してから印刷ずる-サンプルプリント- 73 




3.7 指定した時刻に印刷ずる 

■時刻指定プリント- _ 

本機に、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、時刻指定プリント 
機能を使用できまず。 

注記 

-八ードディスクは、故障ずる可能性がありまず。八ードディスク内に蓄積している文書で大切なデータ 
は、コンピューター上でバックアップを取ることをお勧めしまず。 


時刻指定プリント機能について _ 

時刻指定プリントとは、あらかじめ八ードディスクに印刷データを蓄積しておき、設定し 
た時刻に自動的に EP 刷ずる機能でず。 

注記 

-時刻指定プリントをしている場合は、本機の電源を切らないでください。指定した時刻になる前に、本 
機の電源を切った場合は、時刻の指定は無効になり、再び本機の電源が入った直後に印刷が開始されま 
ず。 

補足 

-この機能で指定できる時刻は、印刷指示をしたときから24時間が内でず。 


時刻指定プリントを登録ずる _ 

時刻指定プリントをずる方法を説明しまず。 

ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明しまず。 

1. [ファイル]メニューから、[印刷]を選択しまず。 

2. 使用ずるプリンターを本機に設定し、[詳細設定]をクリックしまず。 

3. [基本]タブで、[プリント種類]から[時刻指定]を選択しまず。 



[時刻指定プリント]ダイアログボックスが表示されまず。 
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4. EP 刷を開始ずる時間を、[時]、[分]で設定しまず。 
時刻は、24時間制でず。 




時り)： 好(凹)： 

山を心 6 

を程する女まを咕)： 


1文まちを入力する 


文まを <£): 


1 Report 1 



おちした巧間に印刷を閱賠します。ドライ J から印刷お示したあ 
とに時刻おちを巧り;'肖した L 1場合や、 P ぶ賠巧劾を巧たずに印刷 
したし1巧合は、本巧巧巧^ {ネルの[わキュリティー/クンブルブ U 
ント]ボタンを巧してください。 


][ キャンむレ I 丘是型こ戻す屯) I じヘルブ祖 ）I 


5. [蓄積ずる文書名]から、[文書名を入力ずる]または[自動取得]を選択しまず。 
[文書名を入力ずる]を選択した場合は、[文書名]に文書の名前を、12バイト相当 
(半角で12文字）で指定しまず。 

[自動取得]の場合、文書名は印刷ずる文書名になりまず。ただし、文書名を本機が 
認識できない場合は、日付と時刻になりまず。 

6. [0 K ] をクリックしまず。 

7. [基本]タブで [0 K ] をクリックしまず。 

8. [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]をクリックし、印刷を実行しまず。 

指定した時刻になると、印刷が開始されまず。 


時刻指定プリン h を中止する 


時刻指定プリントを中止したい場合や、指定した時刻を無視して印刷したいときは、操作 
パネルで操作しまず。 

1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 


補足 

-お使いの環境によっては[プライベートプリント]が 
表示される場合がありまず。 

2. [時刻指定プリント]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

文書名が表示されまず。 


4. 対象の文書名が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


プリントメニュー 
時刻指定プリント 


文書を選択 
1.Report 


プリントメニュー 
セキ1リティ-プリント 


補足 

-文書名は、プリンタードライバーの[時刻指定プリン 
卜]ダイアログボックスで設定した[蓄積ずる文書名] 
が表示されまず （12 バイトまで)。 
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5. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

ずぐに印刷ずるか、印刷しないで削除ずる 
かを選択ずる画面が表示されまず。 


補足 

-蓄積したデータを印刷しないで削除ずる場合は、〈▼> 
ボタンを押して、[削除ずる]を表示し、〈►>ボタン、 
<0 K > ボタンの順に押しまず。 


1.Report 
ずぐに/リントずる 


6. ずぐに印刷ずる場合は、〈►〉または 〈0 K 〉 
ボタンで選択しまず。 

E 口刷を開始させる画面が表示されまず。 


1.Report 

[ OK ] でプリント開始 


7. <0 K > ボタンで印刷しまず。 

E 口刷が開始されまず。 

8. 〈メニュー〉ボタンを押して、プリント画面 
に戻りまず。 


76 3 印!刷ずる 





3.8 プライベートプリント 


本機に関連機器のにカードシステムを接続している場合、コンピューターから EP 刷を指 
示したデータをプリンター内に一時的に蓄積させたあと、印刷したいときに本機側での操 
作 （1C カードによる認証）で E 口刷できまず。この機能をプライベートプリントといいまず。 

コンピューターから EP 刷を指示したデータは、 1C カードで認証された本人だけがその場 
で出力できるため、機密情報や個人情報データを他人にみられることがなく、盗聴や紛 
失-取忘れによる情報漏巧を抑止しまず。 

補足 

-八ードディスク（オプション）が必要でず。 

-本機に接続できるに力ードシステムには、に Card Gate 2 for FeNCa 、 に Card Gate 2、 
Authentication Gate 1.0、 iPrinting . Secu ® 認証印刷システム for DocuPrint などがありまず。本 
機ににカードシステムを接続ずる場合は、葬社の販売店にご相談ください。 

-認証機能には、本機に登録されたユーザー ID などの認証情報を使用ずる本体認証と、外部の認証サー 
バーと連携した外部認証がありまず。認証機能をご利用になる場合は、弊社の販売店にご相談ください。 
-プライべートプリントは、セキュリティープリントとの併用はできません。 


プライベートプリントをするための設定 


プライベートプリントを使用ずるには、プリンタードライバーのプロパティでユーザー ID 
の設定が必要でず。このユーザー ID が認証情報と一致しないと印刷できません。 

各項目に設定ずる内容や設定方法の詳細は、システム管理者にご相談ください。 


プライベートプリントをする 


ここでは、プライベートプリントによって、本機内に蓄積されている E 口刷データを E 口刷ず 
る手I噴を説明しまず。 


1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 


2. <►> または 〈0K〉 ボタンで選択しまず。 

右の画面が表示されたら、 1C カードをかざ 
して認証作業を行つてください。 


3. 認証に成功ずると、右の画面が表示されま 
ず。 

<0K> ボタンで印刷を開始しまず。 



4. 印刷が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 
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3.9 オンデマンドプリント 


本機に関連機器のにカードシステムを接続している場合、コンピューターから EP 刷を指 
示したデータをいったんプリントサーバーに蓄積したあと、空いているプリンターでに 
カード認証をして E 口刷できまず。この機能をオンデマンドプリントといいまず。 

特定のプリンターが混雑しているときや故障時などに活用できまず。 

また、にカードで認証された本人だけがその場で出力できるため、機密情報や個人情報 
データを他人にみられることがなく、盗聴や紛失-取忘れによる情報漏洩を抑止しまず。 

補足 

-本機に接続できるに力ードシステムには、に Card Gate 2 for FeNCa 、 に Card Gate 2、 
Authentication Gate 1.0、 iPrinting . Secu ® 認証印刷システム for DocuPrint などがありまず。本 
機ににカードシステムを接続ずる場合は、弊社の販売店にご相談ください。 

-認証方式には、本機に登録されたユーザー ID などの認証情報を使用ずる本体認証と、外部の認証サー 
バーと連携した外部認証がありまず。認証機能をご利用になる場合は、葬社の販売店にご相談ください。 


オンデマンドプリントをするための設定 


本機側の設定 


E 口刷指示をしたデータを蓄積ずるためのサーバーを CentreWare Internet Services の 
[プロパティ]タブ> [—般設定] > [オンデマンドプリントサービス設定]で設定しまず。 

補足 

-各項目の詳細については 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 


プリンタードライバーでの設定 


オンデマンドプリントを使用ずるには、プリンタードライバーのプロパティでユーザー ID 
の設定が必要でず。 

このユーザー ID が認証情報と一致しないと印刷できません。 

オンデマンドプリントをずる 


ここでは、オンデマンドプリントによって、サーバーに蓄積されている印刷データを印刷 
ずる手順を説明しまず。 

1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 


2. [オンデマンドプリント]が表示されるまで 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

右の画面が表示されたら、 1 C カードをかざ 
して認証作業を行つてください。 


4. 認証に成巧ずると、右の画面が表示されま 
ず。 

<0 K > ボタンで印刷を開始しまず。 
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5. E 口刷が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 


3.10 PDF ファイルを直接印刷ずる 


本機では、 PDF ファイルをプリンタードライバーを使用しないで直接プリンターに送信 
して印刷できまず。印刷データが直接プリンターに送信されるので、プリンタードライ 
バーを使用して印刷ずるときよりも簡単で高速に印刷されまず。 PDF ファイルを直接 E 口 
刷ずる方法には、次の2種類がありまず。 

■ PDF 目 ridge 機能を使用ずる 

PDF Bridge は、本機が標準で搭載している機能でず。 PDF Bridge 機能を使用して PDF 
ファイルを巧刷ずるには、富±ゼロックス株式会社製の Contents 目 ridge Utility を使用 
ずる方法と、 Ipr コマンドなどを使って直接プリンターに送信して E 口刷ずる方法がありま 
ず。 

補足 

- ContentsBridge Utility を使用ずる場合は、ドライバー CD キットの CD - ROM 内のマニュアルを参 
照してください。 Ipr コマンドなどを使用ずる場合は 、 「ContentsBridge U 川 ity を使用しなし、で PDF 
ファイルを印刷ずる J ( P . 80) を参照してください。 

■ PostScript の機能を使用ずる 

PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合は、 PostScript 
の機能を使用して PDF ファイルを直接プリンターに送信して E 口刷できまず。 

補足 

- PostScript の機能を使用して PDF ファイルを直接印刷ずるときは、 「[ PD 鬥 j ( P . 11 0) を参照して操 
作パネルで [ PDF ] の[プリント処理モード]を [ PS ] に設定してから 、 「ContentsBridge Utility 
を使用しないで PDF ファイルを印刷ずる J ( P . 80) を参照して印刷してください。 

注記 

- USB 、 パラレルポートを使用して PDF ファイルを直接印!刷ずるときは 、 ContentsBridge Utility を 
使用してください。 

補足 

• 本機に、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は 、 CentreWare Internet Services 
からも、 PDF ファイルを直接印刷できまず。詳しくは 、 CentreWare Internet Services のヘルプを 
参照してください。 


印刷できる PDF ファイル 


E 口刷できる PDF ファイルは、 Adobe Acrobat 4〜 Acrobat 8でず。ただし、が下の 
機能は使用できません。 

- PDF Bridge を使用ずる場合： PDF1.5 が降で追加された一部機能 
- PostScript を使用ずる場合： PDF1.4 が降で追加された機能 

補足 

- PDF ファイルの作成方法によって、プリンターに直接印刷できないことがありまず。その場合は 、 PDF 
ファイルを開き、プリンタードライバーを使って印刷してください。 


3.10 PDF ファイルを直接印刷ずる 
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ContentsBridge Utility を使用して PDF ファイルを巧刷ずる 


Contents 目 ridge Utility は、 PC 上のファイルを直接プリンターに送って E 口刷ずるため 
のソフトウェアでず。 

ContentsBridge Utility はドライバ ーCD キットの CD-ROM 内に収録されていまず。 
使用ずる場合は、 CD-ROM 内のマニュアルを参照してください。 

補足 

.ContentsBridge Utility を使用ずると、 PDF ファイルが外に、 TIFF ファイルや XPS ファイルを巧刷 
できまず。 

• XPS とは、 XML Paper Specification の略でず。 

対象 0 S 


Windows 2000/Windows XP/Windows Server 2003/Windows Vista 


ContentsBridge Utility を使用しないで PDF フアイルを印刷ずる 


ContentsBridge Utility を使用しないで、 PDF ファイルを直接 Ipr コマンドなどを使っ 
てプリンターに送信し、 E 口刷しまず。この場合、次の項目は操作パネルの [PD 鬥の設定 
に従って印刷されまず。 

. プリント処理モード 
-部数 
• 両面 

.E 口刷モード 
-パスワード 

参昭 

- 「[PDFL (P. 110) 

補足 

. [プリント処理モード]は、オプションの PostScript ソフトウェアキットが取り付けられている場合 
に表示されまず。 

-[両面]は、両面印刷モジュール（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 

-[レイアウト]は、[プリント処理モード]で [ PS ] が選択されている場合は表示されません。 

. Ipr コマンドを使って印刷ずる場合、部数の指定は Ipr コマンドで行いまず。操作パネルの[部数]の 
設定は無効になりまず。なお、 Ipr コマンドで部数の指定をしない場合は、1部として処理されまず。 

Ipr コマンドを使って PDF ファイルを印刷ずる場合は、操作パネルまたは CentreWare 
Internet Services を使って、プリンター側の LPD ポートを起動しておく必要がありま 
ず（工場出荷時：[起動])。 

参照 

- 「 [LPD]j (P.117) 


. ソート 
-用紙サイズ 
-レイアウト 
• カラーモード 


対象 0 S 


Windows NT 4.0/Windows 2000/Windows XP/Windows Server 2003 / 
Windows Vista 
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PDF ファイルを印刷ずる _ 

Ipr コマンドを使って PDF ファイルを印刷ずる場合の、コンピューター側の指定例は次の 
とおりでず。 

補足 

-ここでは、入力ずる文字を太字で表しまず。 

-空白（スぺース）は、 A で表しまず。 

指定例 

コマンドプロンプトから、次のよラにコマンドを入力しまず。 

例：プリンターの IP アドレスが192.16 8.1.100 で、 event.pdf ファイルを EP 刷ずる 
C:¥>lpr A -S A 1 92.168.1.1 00 A -P A Ip A eventpdf ( Enter ) キー 
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3-11 電子乂ールを使って印刷ずる 
-乂ールプリント- 


本機に八ードディスク（オプション）が取り付けられている状態で、ネットワークに接続 
され、 TCP / IP での通信、およびメールの受信ができる環境がある場合は、コンピュー 
夕一から本機あてにメールを送信できまず。 

コンピューターから送信されたメールの本文、およびメールに添付された TIFF 形式 、 PDF 
形式、 XPS 形式 、 JPEG ( JFIF ) 形式の文書が本機から巧刷できまず。 

この機能をメールプリントといいまず。 

注記 

-八ードディスクは、故障ずる可能性がありまず。八ードディスク内に蓄積している文書で大切なデータ 
は、コンピューター上でバックアップを取ることをお勧めしまず。 

補足 

• XPS とは 、 XML Paper Specification の略でず。 



メールプリントをずるための環境設定 


メールプリント機能を使用ずるためには、お使いのネットワーク環境にある各種サーバー 
に MTP サーバーや POP 3 サーバーなど）にも設定が必要でず。 

補足 

-メール環境を誤って設定ずると、ネットワーク内に多大な迷惑をかける可能性がありまず。メール環境 
の設定は、ネットワーク管理者が行ってください。 


ネットワーク環境の設定 


-メールアカウントの登録 
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メール環境の設定（本機側) 


メール環境に合わせて 、 CentreWare Internet Services の[プロパティ]で、次の項 
目を設定しまず。 

補足 

-設定後は、必ず[新しい設定を適用]をクリックしてから本機の電源を切り、入れ直してください。 

• 各項目の詳細については、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 


項目 

設定項目 

説明 

設定値 

受信プロトコルに 
よる設定の必要 





SMTP 

POP3 

本体説明 

管理者メール 
アドレス 

インターネットサービスの管 
理者メールアドレスを設定し 
まず。 

英数字と 

「@ j 、「. J 、 

「-j、 「 J で、 
128バイト 
が内 




本体メ ール 
アドレス 

本機のメールアドレスを設定 
しまず。ここで設定したメー 
ルアドレスが、メールの 
[From] 欄に表示されまず。 

〇 

〇 

ネットワーク 
設定>ポート 
起動 

メール受信 

チェックを付けまず。 

- 

〇 

〇 

ネットワーク 
設定>プロト 
コル設定> 
TCP/IP 

ホスト名 

本機のホスト名を設定しま 
ず。 

英数字と 「-j 
で、32バイト 
が内 

〇 

〇 

ドメイン名 

DNS ドメイン名を設定しま 
ず。 

英数字と「. J、 
「-J、 で、255 
バイトが内 

〇 

■ 


DHCP 力、らア 
ドレスを取得 
/ DHCPv 6- 
lite からアド 
レスを取得 

IPv4 用 DNS サーバーアドレ 
ス /IPv6 用サーバーアドレス 
を自動的に取得ずる場合は、 
[有効]にチェックを付けま 
ず。 

•オフ：手動* 

-オン： DHCP 

〇 



DNS サー 

バー ア ドレス 

1〜3 

IPv49/IPv690DNS サー 
バー アドレスを設定し まず。 

IPv4 用： 

XXX . XXX . XXX . 

XXX 

IPv69:IPv6- 
addr 形式 

〇 



DNS の動的要 
新 

(IPv4/IPv6) 

IPv4 用/ IPv6 用 DNS を動的 
に更新ずる場合は[ずる]に、 
また上書きずる場合は[上書 
きずる]にチェックを付けま 
ず。 

-ずる 

-上書きずる* 

〇 



ドメイン検索 
リストの自動 
生成 

ドメイン検索リストを自動作 
成ずる場合は、[ずる]に 
チェックを付けまず。 

•オン：自動作 
成ずる* 

•オフ：自動作 
成しない 

〇 



検索ドメイン 
名1〜3 

検索ずるドメイン名を指定し 
まず。 

英数字と「. J、 
「-J、 で、255 
バイトが内 

〇 

— 


タイムアウト 

ドメインを検索ずる場合の夕 
イムアウト時間を設定しま 
ず。 

1〜60秒 

1秒* 

〇 
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項目 

設定項目 

説明 

設定値 

受信プロトコルに 
よる醜の必要 





SMTP 

POP3 

ネットワーク 
設定>プロト 
コル設定> 
TCP/IP 

DNS 名前解決 
の IPv6 優先 

デュアルスタックモード時に 
IPv6 用 DNS の名前解決を優 
先ずる場合は、[ずる]に 
チェックを付けまず。 

. オン：優先 
ずる 

• オフ：優先 
しない 

〇 


サービス設定 
>メール>初 
期値>送信者 
アドレス>編 
集 

受信 

プロトコル 

メールの受信方法を設定しま 
ず。 

- SMTP* 

• POP3 

〇 

- 

受信メール 
シートの 
プリント 

受信したメールの添付文書 
(TIFF、PDF) 共に、電子 
メールのへッダーを巧刷ずる 
場合に設定しまず。電子メー 
ルの受信経路などを印刷した 
いときは[ずべてのヘッダー 
とコメント] に設定しまず。 

-しない 
(添付文書 
のみ印刷） 

-基本的へッ 
ダーとコメ 

ン S 

(本文があ 
る時のみ） 
•ずべての 
ヘッダーと 
コメント* 
•ずべての 
ヘッダーと 
コメント 

(S/IME 情 
報付き） 

〇 

〇 


送信確認 
メールの自動 
プリント 

配送確認のメールを印刷ずる 
かどラかを設定しまず。 

• しない* 
•ずる 

-不達時のみ 
プリントず 
る 

〇 

〇 

ネットワーク 
設定>プロト 
コル設定> 

POP 3 

POP3 サー 
バー IP アド 
レス（ホスト 
名）とポート 
番号 

メール受信用の POP3 サー 
バーの IP アドレス、 IPv6 - 
addr 形式、または FQDN 
(Fully Qualified Domain 
Name) を設定しまず。 

また、 POP3 サーバーで使 
用しているポート番号を設定 
しまず。 

英数字と「. J 、 

し J で、128 
バイトが内 

1〜65535 

- 

〇 


POP 受信パ 
スワードの暗 
号化 

POP 受信の認証に APOP を 
使用ずる場合は、 [APOP 認 
証]にチェックを付けまず。 

•オフ：使用 
しない* 

-オン：使用 
ずる 

- 

〇 


POP ューザー 
名 

POP3 サーバーに接続ずるた 
めのユーザー名を設定しま 
ず。1ユーザーだけ設定でき 
まず。 

ASCII 図形文 
字（コード番 
号33〜126 
の文字）で、 

64バイトが内 

- 

〇 


POP ューザー 
パスワード 

POP ユーザー名に対ずるパ 
スワードを設定し、 [POP 
ユーザーパスワードの確認入 
力]にもラー度パスワードを 
入力しまず。 

ASCII 印!字可 
肯 S 义字 
(ASCII 図形 
文字にスペー 
スを加えた 
コード番号 

32〜126の 
文字）で、64 
バイトが内 

- 

- 


POP3 サー 
バー確認間隔 

POP3 サーバーにメールを 
確認ずる間隔を設定しまず。 

1〜120分 

10分* 

- 

〇 


84 3 印!刷ずる 




項目 

設定項目 

説明 

設定値 

受信プロトコルに 
よる醜の必要 





SMTP 

POP3 

ネットワーク 
設定>プロト 
コル設定> 
SMTP サー 

JK - 

SMTP サー 
バー IP アド 
レス（ホスト 
名）とポート 
番号 

メール受信用の SMTP サー 
バーの IP アドレス、 IPv6- 
addr 形式、または FQDN 
(Fully Qualified Domain 
Name) を設定しまず。 

また、 SMTP サーバーで使 
用しているポート番号を設定 
しまず。 

英数字と「. J、 

し J で、128 
バイトが内 

1〜65535 

〇 

- 


本体メールア 
ドレス 

本機のメールアドレスを設定 
しまず。 

メールアドレ 
スとして登録 
可能な文字 
で、128バイ 
卜が内 

〇 

- 


SMTP 送信の 
認証 

SMTP 送信時の認証方法を 
設定しまず。 

• 利用しない* 

- POP 
before 
SMTP 
- SMTP 

AUTH 

〇 

- 


SMTP 

AUTH- □グ 
イン名 

認証が必要な SMTP サー 
バーの場合、認証用のユー 
ザー名を設定しまず。 

ASCII 図形文 
き（コード番 
号33〜126 
の文字）で、 

64バイトが内 

〇 

- 


SMTP 

AUTH- パス 
ワード 

SMTP サーノトの認証用パス 
ワードを設定しまず。 

ASCII 印!字可 
能义字 
(ASCII 図形 
文字にスペー 
スを加えた 
コード番号 

32〜126の 
文字）で、64 
バイトが内 

〇 

- 
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メールを送信する 


送信できる添付ファイル 


添付文書として送信できるのは、次のファイルでず。 

• PDF ファイル （Adobe Acrobat 4 〜 Acrobat 8。ただし 、 PDF Bridge を使用ずる 
場合は PDF 1.5 が降で追加された一部機能が、 PostScript を使用ずる場合は PDF 1.4 
が降で追加された機能が使用できません。） 

- TIFF ファイル 

- XPS ファイル 

.JPEG ( JFIF ) ファイル 

補足 

• XPS とは 、 XML Paper Specification の略でず。 

メールを 送信ず る 


ここでは 、 Outlook Express を例に、コンピューターからプリンターにメールを送信ず 
る方法を説明しまず。 

1. お使いのメールソフトウェアで本文を作成し、 TIFF 、 PDF または） ( PS ファイルの添 
付文書がある場合は添付しまず。 

注記 

-お使いのメールソフトウェアの設定で、メール本文の形式をテキスト形式にしてください。メールの本 
文には、テキスト形式だけ使用できまず。 

補足 

-添付文書の拡張子が、 「. tifj 、「. pdfj または 「. xpsj が外の場合は、正しく印刷されないことがありまず。 
-最大31文書まで添付できまず。 

2. あて先に本機のメールアドレスを入力しまず。 

3. メールを 送信しまず。 

本機でメールを受信後、自動的に印刷されまず。 

補足 

-メール本文、および添付文書は、受信プリンター側のが下の設定で印刷されまず。 

-メール本文： A 4 サイズ、片面 

• TIFF ファイルの添付文書 ： CentreWare Internet Services の[ェミュレーシヨン設定]にある 
[ TIFF / JPEG ] の[使用ずるメモリー設定]で設定されている値 
- PDF ファイルの添付文書：操作パネルの [ PDF ] > [プリント処理モード]が [PDF Bridge ] の 
場合は [ PDF ] で設定されている値、[プリント処理モード]が [ PS ] の場合は 、 CentreWare 
Internet Services の[ェミュレーシヨン設定]にある [ PostScript ] の[使用ずるメモリー設定] 
で設定されている値 

. XPS ファイルの添付文書： XPS に含まれる PrintTicket の設定（操作パネルの [ XPS ] の設定に 
よって動作は異なりまず） 


メールを手動で受信して印刷ずる 


本機では、メールを受信ずると自動的に印刷されまずが、操作パネルから手動でメールを 
受信し、印刷ずることもできまず。 

1. 操作パネルの〈セキュリティー/サンプル 
プリント〉ボタンを押しまず。 


補足 

-お使いの環境によっては[プライべートプリント]が 
表示される場合がありまず。 


プリントメニュー 
セキ1リティ-/リント 
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2. [メール受信プリント]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

受信を開始させる画面が表示されまず。 


4. <0 K > ボタンを押しまず。 

メールの受信が始まりまず。受信後、文書 
が印刷されまず。 


5. EP 刷が終わると、自動的にプリント画面に 
戻りまず。 



木 ールによる文書送信時のごを意 


セキュリティーに関ずるごを意 


メールは、世界中のコンピューターとつながったインターネットを伝送経路として使用し 
まず。そのため、第王者に盗み見られたり、改ざんされたりしないよラ、セキュリティー 
に関してのを意が必要でず。 

したがって、重要情報はセキュリティーが確保されているほかの方法を利用ずることをお 
勧めしまず。また、不用メールの受信を防止ずるため、本機のメールアドレスを、不用意 
に第兰者に開示しないことをお勧めしまず。 


受信許可ドメインの設定 


本機では、特定のドメインからだけのメールを受信ずるよラに設定できまず。 

受信許可ドメインの設定方法については 、 CentreWare Internet Services のヘルプを 
参照してください。 

インターネットプロバイダーと本機を接続してメール機能を使用ずるとき 
のごを意 


. インターネットプロバイダーとの契約が定額制、常時接続でない場合、本機がメール 
サーバーに受信データを定期的に取りに行くため、その都度電話料金がかかりまず。 

- IP マスカレードされた環境で接続してください。本機にグローバル IP アドレスを割り 
当てて接続した場合の動作は保証しません。 

- POP 受信を行う場合には、必ず本機専用のメールアカウントを申請してください。ほ 
かのユーザーと共通のメールアカウントを使用ずると、トラブルの原因になりまず。 

. インターネットの回線速度が遅い場合、画像データなど容量の多いデータの受信に時間 
がかかることがありまず。 

. SMTP 受信を許可しているプロバイダーもありまず。その場合、プロバイダー側と綿密 
な調整が必要でず。 

-プライベートセグメントに MTA を立てて運用している環境への設置は、運用形態に合 
わせてください。 
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4 用紙について 


4.1 用紙について 


適正でない用紙を使用した場合、紙づまりや印字品質の低下、故障、および装置破損の原 
因になることがありまず。本機に適した用紙を使用してください。 


A 警告 

-電気を通しやずい紙（折り紙/カーボン紙/導電性コーティングを施された紙など）を 
使用しないでください。ショートして火災の原因となるおそれがありまず。 


使用できる用紙 


用紙のサイズと用紙種類 


各トレイにセットできる用紙のサイズ、用紙種類、最大収容枚数は、次のとおりでず。 

補足 

• メートル坪量とは、1 m との用紙1枚の質量をいいまず。 


用紙トレイ 

サイズ 

用紙種類（メートル坪量） 

最大収容枚数 

手差しトレイ 

A 3 口、 B 4 口、八4口、 A 4 口、 

B 5 口、65口、八5口、 A 5 口、 

A 6 口、 B 6 坊 11 x 17" 口、 

8.5 x 14" D 、8.5 x 1 311D 、 

8.5 x 1 rC ?、8.5 x 1 rD 、9 x 11" (表 

紙レター） D 、12 xl 8" D 、5 x 7" 泻真 
2 L サイズ） D 、 

表紙 A 4 に 23 x 297 mm ) D 、 

八開（台湾/中国本 ±)D 、 

十六開（台湾/中国本 ±) D 、 

十六開（台湾/中国本±)0、 

SRA 3 (320 x 450 mm ) □、 

はがき D 、 往復はがき D 、 

封筒（長形 3 号::?、 CsD 、 C4D 、 
Com# 10 口 、 Monarch Dx DlD )、 

長尺紙 A に 97 x 900 mm ) D 、 

長尺紙 B に 97 x 1200 mm ) 口、 

ユーザー定義（幅 88.9 〜 320 mm 、 

長さ 98.4 〜1200 mm ) 

普通紙 （60 〜 79g/m2)、 

再生紙 （60 〜 79g/m2)、 

上質紙 （80 〜 105g/m2)、 

薄紙 （55 〜 59g/m2)、 

厚紙1 (106 〜 169 g / m 2)、 

厚紙2 (170 〜 256 g / m 2)、 
ラベル紙、 

コート紙 1 (106〜169g/m2)、 
コート紙 2 (1 70 〜 256g/m2 )、 
OHP フイルム 

100枚 （P 紙)、 

または 10 mm が下 

• コート紙は、 1 枚ず 
つセットしてくださ 
し、。多数枚セットし 
て使用ずると、用紙 
が湿気を含んで複数 
枚が重なって機械に 
入り、故障の原因に 
なりまず。 

トレイ 1 ( 標 
準） 

A 3 口、 B 4 口、八4口、 A 4 口、 

B 日口、 BsDs A 5 口、 
llxl 7" D 、8.5 x 14" D 、8.5 x 13" D 、 

8.5 x 1 rC ?、8.5 x 1 rD 、 

八開（台湾/中国本 ±)D、 

十六開（台湾/中国本 ±) D 、 

ユーザー定義（幅1 39.7 〜 297 mm 、 

長さ182.0〜431.8 mm ) 

普通紙 （60 〜 79g/m2)、 

再生紙 （60 〜 79g/m2)、 

上質紙 （80 〜 105g/m2)、 

厚紙 1 (106 〜 169g/m2)、 

厚紙2 (170 〜 256 g / m 2)、 
ラベル紙、 

コート紙 1 (106〜169g/m2)、 
コート紙 2 (1 70 〜 256g/m2 )、 
OHP フイルム 

560枚 （ P 紙） 
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用紙トレイ 

サイズ 

用紙種類（メートル坪量） 

最大収容枚数 

トレイ2〜4 
(オプション） 

A 3 口、 B 4 口、八4口、 A 4 口、 

B 5 口、 BsDs A 5 口、 11 x 17" 口、 
8.5 x 14" 口、 8.5 x 13" 口、 

8.5 x 1 rC ?、8.5 x 1 rD 、 

12 xl 8" D * i 、 

八開（台湾/中国本±)0、 

十六開（台湾/中国本 ±) D 、 SRA 3 
(320 x 450 mm ) D * i 、 

ューザー定義 

(トレイモジュール1段： 

幅1 39.7 〜320.0 mm 、 

長さ182.0〜457.2 mm ) 

(3 トレイキャビネット：幅139.7〜 
297.0 mm 、 長さ1 82.0 〜431 .8 mm ) 

普通紙 （60 〜 79 g / m 2 )、 

再生紙 （60 〜 79 g / m 2 )、 

上質紙 （80 〜 105 g / m 2)、 

厚紙1 (106 〜 169 g / m 2)、 

厚紙2 (170 〜 256 g / m 2)、 
ラベル紙、 

コート紙1 (106 〜 169 g / m 2)、 
コート紙2り70〜 256 g / m 2)、 
OHP フイルム 

各トレイ560枚 ( P 紙） 


:トレイモジュール 1 段（オプション）を取り付けているときにだけセットできまず。 


注記 

-用紙は、そのサイズや種類に応じて、必ず適切なトレイにセットしてください。また、プリンタードラ 
イバーや操作パネルでは、正しい用紙サイズ、用紙種類、用紙トレイを選択して印刷してください。 
用紙のセットや、設定方法が適切でないと、紙づまりの原因になりまず。 

•水、雨、蒸気などの水分により、印刷面の画像がはがれることがありまず。詳しくは弊社プリンターサ 
ポートデスクまたは販売店にお問い合わせください。 

■両面印刷ができる用紙 

両面印刷モジュール（オプション）を使って、両面印刷ができる用紙のサイズ、用紙種類 
は、次のとおりでず。 


サイズ 

用紙種類 

A 3 口 、 B の、 A 4 D 、 

A 4 口、 B 5 D 、 B 5 口、 A 5 口、 A 5 口、 B 6 口、 

11 X 1 7" D 、 8.5 x 1 4" D 、 8.5 x 1 3" D 、 

8.5 x 11 "口、 8.5 x 11" D 、 八開哈湾 / 中国本±) D 、 

十六開(台湾/中国本±) D 、 十六開(台湾/中国本±) D 、 
SRA 3(320 x 450 mm ) C ?、 11 xl 5" 口、表紙 A 4 

に 23 x 297 mm ) D 、 

9 x 11" 读紙レター) D 、12 x 18" 口 

ユーザー定義(幅1 28.0 〜320.0 mm 、 長さ1 39.7 〜 

457.2 mm ) 

普通紙 （60 〜 79 g / m 2)、 

再生紙 （60 〜 79 g / m 2)、 

上質紙 （80 〜 105 g / m 2)、 

厚紙！ （106 〜 169 g / m 2) 

コート紙1 (106 〜 169 g / m 2) *1 


#1:手差しトレイにセットした場合だけ、両面印刷できまず。 


補足 

-自動で両面印刷ができないサイズや種類の場合は、一度印刷した用紙（本機で片面を印刷した場合に限 
る）をセットして、手動でうら面に印刷してください。このとき、プリンタードライバーでは、用紙種 
類を [XXX ラら面]に設定しまず。 

-紙質や用紙の繊維方向などによっては、正常に印刷されない場合がありまず。標準紙の使用をお勧めし 
まず。 
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使用できる用紙の規格 


一般に市販されている用紙（一般紙と呼びまず）に印刷ずる場合は、下表の規格に合った 
用紙を購入してください。ただし、より鮮明に E 口刷ずるためには、標準紙の使用をお勧め 
しまず。 


用紙トレイ 

規格（メートル坪量） 

手差しトレイ 

55〜 256 g / m 2 

トレイ1 

60〜 256 g / m と 

トレイ2〜4 (オプション） 

60〜 256 g / m 2 


標準紙または使用確認済みの用紙 


本機の標準紙、または使用できることを確認している用紙の一部を紹介しまず。 

また、再生紙については、次項の「再生紙の利用について J ( P . 92) もあわせてごらんく 
ださい。 

これが外の用紙については、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い合わせ 
ください。 


商品名 

メートル坪量 

用紙種類の 
設定 

画質の 

処理 

用紙の特長と使用上のを意 

P 紙 

* 標準紙 

64 g / m 2 

普通紙 

B 

社内配布資料や一般オフィス用の中厚口用紙 

C 2 (シー-ツー）紙 
* 標準紙 

70 g / m 2 

普通紙 

B 

一般オフィス用で、白黒、カラーのどちらにも 
適している、ラら写りが少ない用紙 

ブライトリサイクル 

67 g / m 2 

再生紙 

C 

古紙パルプ70%で、上質紙と同等の白さと長 
期保存性に優れたリサイクル PPC 用紙 

DR 紙 

76 g / m 2 

再生紙 

C 

古紙パルプ70%配合のカラー用再生紙（エコ 
マーク付き） 

ecolorOSl 

81.4 g / m 2 

再生紙 

D 

新聞古紙を主原料とした再生パルプを100% 

グリーン購入法にも適合した環境配慮型の用 
紙でず。 

J 紙 

82 g / m 2 

上質紙 

A 

企画書や色見本など、幅広く使用できる上質紙 

JW 紙 

81 g / m 2 

上質紙 

A 

高白色のカラープリンター用紙 

JD 紙 

98 g / m 2 

上質紙 

A 

カタログやコピー冊子など幅広くミ舌用できる 
両面紙 

P (厚口）紙 

78 g / m 2 

普通紙 

B 

ラら写りが少なく、両面印刷に適した厚口用紙 

クリーンぺーパー紙 

75 g / m 2 

普通紙 

B 

発塵が少ない筆記特性にも優れた高速プリン 
ター対応の用紙 

NcolorOSl 

81.4 g / m 2 

上質紙 

A 

丄 JD 紙よりも高白色のカラー用紙 
植林木100%で環境に配慮した用紙でず。 

Ncolorl 04 

1 04.7 g / m 2 

上質紙 

A 

Ncolorl 57 

157 g / m 2 

厚紙1 

A 

Ncolor 209 

209.3 g / m 2 

厚紙2 

A 
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商品名 

メートル坪量 

用紙種類の 
設定 

画質の 

処理 

用紙の特長と使用上のを意 

Color Copy 

90/100 g / m 2 

上質紙 

A 

高白色、高平滑な上質紙 


120/160 g / m 2 

厚紙1 

A 



200/250 g / m 2 

厚紙2 

A 


OK プリンス上質 

104.7 g / m 2 

上質紙 

A 

適度な白色度と不透明度がある上質紙 


127.9/157 g / m 2 

厚紙1 

A 



209.3 g / m 2 

厚紙2 

A 


JD コート紙 

127.9/157 g / m 2 

コート紙1 

- 

カタログ、リーフレットなどの制作に適した両 
面コート紙。手差しトレイに1枚ずつセットし 
てください。 


104 g / m 2 

ユーザ_ 
定義5 

S 


ミラーコー h プラチナ 

157 g / m 2 

コート紙1 

- 

手差しトレイに1枚ずつセットしてください。 


256 g / m 2 

コート紙2 

- 


0 K トップコート N 

128 g / m 2 

コート紙1 

- 


OHP フイルム A 4 クリア 
( GAAA 5224) 


OHP 

フイルム 


枠なし OHP フィルム 
手差しトレイにセットできまず。 

また、排出された OHP フィルムは貼り付きの 
おそれがあるので、約20枚を目安にセンター 
トレイカ、ら取り出し、よくさばいて温度を下げ 
てください。 

ラベル用紙 （ V 860/ V 862) 


ラベル紙 


シール用紙でず。1面のタイプと20面の2種 
類がありまず。 

補足 

-紙の特性上、カールが発生ずることがありま 
ず。連続で使用ずる場合は、早めにセンター 
トレイから用紙を取り除いてください。ま 
た、ラベル紙を取り扱ラときには、ラベル紙 
の取扱説明書も参照してください。 

郵便はがき 

190 g / m 2 

厚紙2 

A 

手差しトレイにセットできまず。 

郵便往復はがき 

190 g / m 2 

厚紙2 

A 


Ncolor 封筒 

1 04.7 g / m 2 

厚紙2 

A 

手差しトレイにセットできまず。 

使用できるサイズは、「用紙のサイズと用紙種 
類 J ( P .88) を参照してください。 
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商品名 

メートル坪量 

用紙種類の 
設定 

画質の 

処理 

用紙の特長と使用上のを意 

長尺用紙 
( OK プリンス） 


厚紙 1 

A 

幅: 88.9〜 320 rnm 、 長さ： 483.1〜1200 mm 
の長尺サイズの用紙に印刷できまず。印刷方法 
については、「3.3定形外/長尺サイズの用紙に 
印!刷ずる J ( P . 59) を参照してください。 





補足 

-長尺サイズの用紙は、手差しトレイにセット 
し、ユーザー定義でサイズを登録してから巧 
刷しまず。 

-長尺サイズの用紙で設定できる用紙の 種類 
は[厚紙！ （106 〜 169 g / m 2)] だけでず。 

-長さ 483 mm を超える用紙は、自動両面巧 
刷できません。（両面印刷モジュール装着時） 

.PostScript (オプション）で印刷できるの 
は、次の2種類だけでず。 

• 297 X 900 mm 
- 297 X 1200 mm 


再生紙の利用について 


本機は、環境にやさしい再生紙などがご利用いただけるよラに設計されていまず。 

弊社では環境に配慮した用紙として、再生紙に加え、一般上質紙についても森林認証パル 
プ や植林木を原料とした環境配慮型パルプを採用ずるよラに努めていまず。 

ご利用できる再生紙の種類は、67〜 79 g / m 2 でず。参考までに、弊社では次の種類の 
用紙を用意していまず。 


商品名 

坪量（連量） 

古紙 
配合率 

ECF 
パルプ 
配合率 >2 

パルプ 

原料 

用紙トレイに設定 
する用紙種類 >3 

画質の 

処理 

C 2 r 

、ンー • ツー • 
アール） 

* 標準紙 

70 g / m 2 

(60 kg ) 

70% 

30% 

特になし 

再生紙 

C 

WR 100 
* 標準紙 

67 g / m 2 

(58 kg ) 

100% 

0% 

特になし 

再生紙 

C 

Green 100 

67 g / m 2 

(58 kg ) 

100% 

0% 

特になし 

再生紙 

C 

リサイクルカラー 
ぺーパー100 

67 g / m 2 

(58 kg ) 

100% 

0% 

特になし 

再生紙 

C 

C 2 

* 標準紙 

70 g / m 2 

(60 kg ) 

0% 

100% 

森林認証 
パルプ30% 
配合 

普通紙 

B 


上記の商品は2007年11月現在、グリーン購入ネットワーク （ GPN ) データベース登 

録商品でず。 

*1 森林認証パルプとは、独立した第王者機関により、適切に管理されていると認証され 
た森林から生産されたパルプでず。 

*2 ECF パルプ配合率とは、 ECF 方式で製造されたパルプの配合率でず。塩素系漂白剤に 
塩素ガスを使用せず、有機塩素化合物がほとんど発生しない二酸化塩素を主に使用し、 
酸素系漂白剤と組み合わせた漂白方法でず。製紙工場での排水時の残留塩素も大幅に 
削減されまず。 

*3 用紙を用紙トレイにセットずるときには、セットした用紙に合わせて、用紙種類を設 
定してください。詳細は、「トレイの用紙種類を変更ずる J ( P .101) を参照してくださ 
い。 
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使用できない用紙 


次のような用紙は、使用しないでください。紙づまりや故障、および装置破損の原因にな 
りまず。 

.FUJI XEROX フルカラー OHP フイルムのように、推奨していない OHP フイルム 
-インクジエット専用紙、インクジエット用 OHP フィルム、インクジエット用郵便はがき 
-厚ずぎる用紙、薄ずぎる用紙 
-他のプリンターやコピー機で、一度印刷された用紙 
-しわや折れ、破れのある用紙 
-湿っている用紙、めれている用紙 

-波打っている用紙、反っている（カールしている）用紙 
-静電気で密着している用紙 
-貼り合わせた用紙、のりが付いた用紙 
-絵入りのはがき 

-紙の表面が特殊コーティングされた用紙 
-表面加工したカラー用紙 
-熱で変質ずるインクを使った用紙 
• 感熱紙 
-力ーボン紙 

-ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いた用紙 
-ざら紙や繊維質の用紙など、表面がなめらかでない用紙 

-酸性紙を使用した場合は、文字ボケが出ることがありまず。そのときは、中性紙に替え 
てください。 

-凹凸や止め金のある封筒 

-台紙全体がラベルなどで覆われていないものや、カットされているラベル用紙 
. タックフィルム 
-水転写紙 
-布地転写紙 

注記 

-絵入りのはがきを給紙ずると、絵柄裏写り防止用の粉が用紙搬送ロールに付着し、給紙できなくなるこ 
とがありまず。 

用紙の保管と取り扱い _ 

適切な用紙でも、保管状態が悪い場合には変質し、紙づまりやカール、 EP 字品質の低下、 
故障の原因になりまず。用紙を保管ずるときは、次のことに気をつけてください。 

用紙の保管場所 _ 

•温度：10〜30で 
-相対湿度： 30〜65% 
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保管上のを意 


-開封後、残りの用紙は包装してあった紙に包み、キャビネットの中や湿気の少ない場所 
に保管してください。 

-用紙は立てかけずに、平らな場所に保管してください。 

-しわ、折れ、カールなどが付かないように保管してください。 

-直射日光の当たらない場所に保管してください。 

4.2 用紙をセットずる 


ここでは、手差しトレイ、およびトレイ1〜4に用紙をセットずる方法を説明しまず。 

手差しトレイに用紙をセツトずる 


注記 

-本機では、電源を入れた状態で用紙をセットしてください。 

-種類が違ラ用紙を同時にセットしないでください。 

-印刷中は、用紙を取り除いたり、追加したりしないでください。紙づまりの原因になりまず。 

-手差しトレイには、用紙が外のものを置かないでください。また、無理な力を加えて、手差しトレイを 
押し下げないでください。 


1. 手差しトレイを倒しまず。 

必要に応じて、延長トレイを引き出しまず。 
延長トレイは、2段階に引き出せまず。 



2. EP 刷ずる面を下にして、用紙をセットしま 
ず。 

注記 

-種類やサイズが異なる用紙を一緒にセットしないで 
ください。紙づまりの原因になりまず。 



注記 

-はがきなどの厚い紙に印刷ずる場合で、用紙が機械に 
送られないときは、用紙の先端を右図のようにカール 
させてからセットしてください。ただし、用紙を曲げ 
ずぎたり、折れ目をつけてしまラと、紙づまりの原因 
となりまず。 

US 

-はがき、封筒、長尺サイズの用紙をセットずる場合は、 
各用紙によってセット方法が異なりまず。「手差し卜 
レイに封筒やはがきをセットずる場合の向き J 
( P . 96)、「3.3定形外/長尺サイズの用紙に印刷ずる J 
( P . 59) を参照してください。 
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3. 用紙ガイドを動かして、用紙の端に合わせ 
まず。 


注記 

-用紙ガイドは、軽く当ててください。用紙に対して、 
用紙ガイドのセット幅が狭ずぎたり、ゆるかったりず 
ると紙づまりの原因になりまず。 

-用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでくだ 
さい。紙づまりの原因になることがありまず。 



US 

-手差しトレイの用紙に印刷ずる場合は、印刷時にプリンタードライバーで、セットした用紙のサイズと 
種類を設定しまず。詳しくは、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。 

. PDF ファイルを Ipr などで印刷ずる場合のように、プリンタードライバーを使用しないで印刷ずるとき 
は、操作パネルで用紙種類を設定しまず。詳しくは、「[トレイの用紙種類 ] J ( P .157) を参照してくだ 
さい。 
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手差しトレイに封筒やはがきをセツトずる場合の向き 


手差しトレイに、はがきや封筒をセットずる場合は、セットずる用紙の向きをミ主意してく 
ださい。 



注記 

-きれいに印刷ずるためには、次のよラな封筒は使用しないでください。 

-カールやよじれがある封筒 

-貼り付いている封筒、破損している封筒 

•窓、巧、ミシン目、切り抜き、エンボスがある封筒 

-ひもや金属製の留め金が付いている封筒や、折り曲げ部分に金属片を使用している封筒 
-切手が貼ってある封筒 

-フラップを閉じたときに糊がはみ出している封筒 
-ふちがギザギザな封筒や、隅が折れている封筒 
-表面にしわや凹凸、貼り合わせなどの加工をしてある封筒 
-のり付き封筒 

-やむをえず、のり付き封筒を使用ずる場合は、フラップを閉じて、フラップを差し込み口に向けてセッ 
卜しまず。のり付き封筒をフラップを開けてセットずると、機械の故障の原因になりまず。 


96 4用紙について 




トレイ 1 〜4に用紙をセットずる 


ここでは、トレイ！に用紙をセットずる例で説明しまず。用紙をセットずる方法は、どの 
トレイでも同じでず。 


注10 

-印刷中は、用紙を取り除いたり、追加したりしないでください。紙づまりの原因になることがありまず。 
-本機は、電源を入れた状態で用紙をセットしてください。 





4. EP 刷ずる面を上にして、用紙の先端を左手 
前にそろえてセツトしまず。 


注記 

-種類が異なる用紙を一緒にセットしないでください。 
紙づまりの原因になりまず。 

-用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでくだ 
さい。紙づまりの原因になることがありまず。 
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5. たて、よこの用紙ガイドを用紙に軽く当て 
るように合わせまず。 


補足 

-定形サイズの用紙をセットした場合は、そのサイズに 
合った目盛りに用紙ガイドを移動してください。 




トレイ1〜4にセットずる用紙のサイズと種類について 


トレイ1〜4に定形サイズの用紙をセットした場合は、用紙のサイズと向きは、機械が 
自動的に検知しまずが、定形外サイズの用紙をセットした場合は、操作パネルでサイズを 
設定しまず。 

また、用紙の種類も自動的に検知できないため、設定が必要でず。用紙の種類の設定が、 
トレイにセットされている用紙と合っていないと、トナーが用紙に定着しなかったり、用 
紙が巧れたり、印字品質が悪くなったりずることがありまず。正しく、用紙種類を設定し 
てください。工場出荷時の設定では、各トレイとも普通紙に設定されていまず。 

参昭 

-「トレイの用紙サイズを設定ずる J ( P . 99) 

-「トレイの用紙種類を変更ずる J ( P . 101) 

補足 

-本機は、設定された用紙の種類に応じて、画質の処理をしまず。地合いの悪い用紙や、名刺用紙などの 
特殊な厚紙を使用ずる場合は、さらに、操作パネルで[用紙の画質処理]の設定が必要なことがありま 
ず。画質については、「[用紙の画質処理 ] J ( P .161) を、設定方法については「用紙別の画質処理を設 
定ずる J ( P .103) を参照してください。 

-用紙の種類は、印刷時にプリンタードライバーで変更ずることもできまず。手順については、「3.4卜 
レイ1〜4の用紙種類を変更して印刷ずる J ( P . 63) を参照してください。 
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トレイの用紙サイズを設定する 


ここでは、操作パネルでトレイ1〜4の用紙サイズを定形外サイズに設定ずる方法を説 
明しまず。 

補足 

-定形外サイズから定形サイズの用紙に変更した場合は、が下の手順9で[自動]を選択してください。 
セットした用紙のサイズと向きは、本機が自動的に検知しまず。 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [プリント設定]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[用紙の置き換え]が表示されまず。 


6. [トレイの用紙サイズ]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[トレイ 1] が表示されまず。 


8. 設定したいトレイが表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押したあと、〈►〉または 〈0 K 〉 
ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


9. [定形外]が表示されるまで、〈▼〉ボタン 
を押しまず。 


10. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[たて （ Y ) 方向のサイズ]が表示されまず。 


11.<►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
現在の設定値が表示されまず。 
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12.〈▲〉〈▼〉 ボタンで、たて方向のサイズを 
入力し、 〈0 K 〉 ボタンで決定しまず。 

(例： 297 mm ) 


13.たて方向のサイズの設定が終わったら、よ 
こ方向のサイズを設定しまず。 

<◄> または〈戻る〉ボタンで、[たて （ Y ) 
方向のサイズ]に戻りまず。 


14. 〈▼〉ボタンを押しまず。 

[よこ（ X )方向のサイズ]が表示されまず。 


15. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 
現在の設定値が表示されまず。 


16. 〈▲〉〈▼〉ボタンで、よこ方向のサイズを 
入力し、 〈0 K 〉 ボタンで決定しまず。 

(例： 432 mm ) 


17. ほかのトレイも設定ずる場合は、〈◄〉また 
は煩る〉ボタンを押して手順8に戻り、同 
様に設定しまず。 

設定を終了ずる場合は、〈メニュー〉ボタン 
を押して、プリント画面に戻りまず。 


たて （ Y ) 方向のサイス'' 
• 297mm 


トレイ1の定形外 
たてけ) 方向のサイス'' 


トレイ1の定形外 
よこ（ X )方向のサイス' 


よこ（ X )方向のサイス'' 
• 182mm 


よこ（ X )方向のサイス'' 
• 432mm 
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トレイの用紙種類を変更ずる 


用紙の種類の設定が、トレイにセットされている用紙と合っていないと、トナーが用紙に 
定着しなかったり、用紙が巧れたり、 E 口字品質が悪くなることがありまず。 

ここでは、操作パネルでトレイの用紙種類を設定ずる方法を説明しまず。 


注記 

-設定した用紙種類で、トナーが用紙に定着しなかったり、用紙が巧れたりずるなどの現象が発生ずる場 
合は、別の用紙種類の設定に変更して、印刷してみてください。たとえば、普通紙を設定していた場合 
は上質紙や再生紙に設定を変更して印刷してみてください。 

補足 

-用紙と操作パネルでの設定値については、「標準紙または使用確認済みの用紙 J ( P .90) の表を参考にし 
てください。 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [プリント設定]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[用紙の置き換え]が表示されまず。 


6. [トレイの用紙種類]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[トレイ 1] が表示されまず。 


8. 設定したいトレイが表示されるまで〈▼〉ボ 
タンを押したあと、〈►〉または 〈0 K 〉 ボ 
タンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


9. 設定したい用紙種類が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 

(例： OHP フイルム） 


10. < OK > ボタンで決定しまず。 
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n . ほかのトレイも設定ずる場合は、〈◄〉また 
は〈戻る〉ボタンを押して手順8に戻り、 
同様に設定しまず。 

設定を終了ずる場合は、〈メニュー〉ボタン 
を押して、プリント画面に戻りまず。 
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用紙別の画質処理を設定ずる _ 

本機は、設定された用紙の種類に応じて画質の処理をしまず。使用ずる用紙によって、画 
質の処理方法を変更ずる場合は、次の手順で設定してください。 

1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 

メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [プリント設定]が表示されるまで 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[用紙の置き換え]が表示されまず。 


6. [用紙の画質処理]が表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[普通紙]が表示されまず。 


8. 設定したい用紙種類が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押したあと、〈►〉または 〈0 K 〉 
ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 

9. 設定したい画質が表示されるまで、〈▼〉ボ 
タンを押しまず。 

(例： D ) 


10. < OK > ボタンで決定しまず。 


11. ほかの用紙も設定ずる場合は、 <◄> または 
〈戻る〉ボタンを押して手順8に戻り、同様 
に設定しまず。 

設定を終了ずる場合は、〈メニュー〉ボタン 
を押して、プリント画面に戻りまず。 
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自動トレイ選択について 


たとえば • 


レイにセットされている用紙 I 


用紙種類の優先順位 一 

普通紙 H 位 
再生紙位 
うら紙►しない 
ユーザー定義用紙1►しない 
ユーザー定義用紙2 ► しない 
ユーザー定義用紙3^2位 
ユーザー定義用紙 4 ► しない 
ユーザー定義用紙 5 ► しない 




プリンタードライバーのプロパティタイアログボックスで、[トレイ/排出]タブの[用 
紙トレイ選択]を[自動]にして印刷を指示ずると、機械は印刷ずる原稿のサイズと向き 
から、該当ずるトレイを選択しまず。これを、自動トレイ選択と呼びまず。 

この自動トレイ選択で、該当ずるトレイが複数ある場合は、操作パネルの[トレイの用紙 
種類]に設定されている値を[用紙の優先順位]にあてはめ、優先順位が高いトレイを選 
択しまず。このとき、[用紙の優先順位]を[設定しない]に設定しているトレイは、自 
動トレイ選択の対象にはなりません。また、[用紙の優先順位]がまったく同じ場合は、 
[トレイの優先順位]で決定されまず。 


トレイ ！► A4 □再生紙 
トレイ 2^ A4 □ラら紙 
トレイ 3^ A4D 普通紙 
トレイ令 A 4 □普通紙 




補足 

-手差しトレイは、自動トレイ選択の対象外でず。 

-自動トレイ選択で該当ずるトレイがなかったときには、用紙補給を促ずメッセージが表示されまず。こ 
のメッセージを表示しないで、原稿サイズにぶいサイズの用紙か、大きい用紙に印刷ずるよラに設定ず 
ることもできまず（用紙の置き換え機能)。 

-巧刷中に用紙がなくなったときは、巧刷していた用紙と同じサイズで同じ向きの用紙が入ったトレイを 
選択して、印刷を続けまず（自動トレイ切り替え機能)。このとき、[用紙の優先順位]を[設定しない] 
に設定している種類の用紙が入ったトレイには、切り替えません。 

-同じ種類の用紙でも、用紙に名前を付けて、ユーザー定義用紙として設定ずることもできまず。たとえ 
ば、青色の普通紙をセットしている場合に、「フツウシ Bluej といった名前を付けると、ほかの普通紙 
と区別できまず。 

参9召 

-「[プリント設定 L ( P .156) 


pu トレイの 用紙種類 一 


トレイ 1 ►再生紙 . 

H な 

トレイ 2^ うら紙 . 

しない 

トレイ 3 ►普通紙 . 

1 位 

トレイ 4^ ユーザー定義用紙 3’ 

2 位 


I トレイ U A4[3 再生紙] 


I トレイ 3^ A4 □再生紙] 


、て I /ク 


トレイ A4 口再生紙] 


重 


お 
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-機械管理者 

メニュ_ 


-ネットワーク /- 
ポート設定 


^システム設定 


パラレル 


ポートの起動 


-プリントモード 
指定 


共通メニユ- 


メニュー 項目 


項目 


候補値 


5 操作パネルでの設定 


5.1 共通乂ニューの概要 


メニューの宿成 


メニューには、共通メニューとモードメニューがありまず。本書では、主に共通メニュー 
について説明しまず。 

補足 

-モードメニューのに 01 H ]、[ HPGL ]、[ PCL ] は、ェミュレーションキット（オプション）または、 
PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 

• [ PostScript ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合に表示 
されまず。 



共通メニューは、ずべてのプリントモードに共通の項目を設定ずる画面でず。 
共通メニューは、次のよラな階層で構成されていまず。 

-共通メニュー>メニュー項目>項目>候補値 


下の図は、共通メニューの階層の一部を示したものでず。 


メニュ-_メ-夕-臟-^たた三 

L - メーター3 




動動订 

ntnn 1J 303 

起停自 A 
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共通メニューの各メニューの概要は、次のとおりでず。 


共通メニュー 

内容 

詳細説明の参照先 

プリント言語の設定 

に 01 H ] 

201 H エミュレーシヨンモードの設定をしまず。 

本機に同姻されているドライバー 
CD キットの CD - ROM 内のエ 
ミュレーシヨン設定ガイド 


[ ESCP ] 

ART IV 、 ESC / P エミュレーシヨンモードの設定をしま 
ず。 

本機に同姻されているドライバー 
CD キットの CD - ROM 内のエ 
ミュレーシヨン設定ガイド 


[ HPGL ] 

HP - G し HP - GL /2 エミュレーシヨンモードの設定をし 
まず。 

本機に同栖されているドライバー 
CD キットの CD - ROM 内のエ 
ミュレーシヨン設定ガイド 


[ PDF ] 

PDF ファイルを直接印刷ずるための設定をしまず。 

「[ PD 鬥 J ( P . 110) 


[ PCL ] 

PCL エミュレーシヨンモードの設定をしまず。 

本機に同姻されているドライバー 
CD キットの CD - ROM 内のエ 
ミュレーシヨン設定ガイド 


[ PostScript ] 

PostScript に関する設定をしまず。 

r [ PostScript ] J ( P .113) 


[ XPS ] 

XPS ファイルを直接印刷ずるための設定をしまず。 

「[XPSL ( P .114) 

レポート/リスト 

各種レポート/リストを印刷しまず。 

「レポート/リストを印刷ずる J 
( P . 218) 

メーター確認 

印刷した枚数を操作パネルのディスプレイに表示しま 
ず。 

「カラーモード別に総印刷枚数を 
確認ずる（メーター ) J ( P . 222) 

機械管理者メニュー 

[ネットワーク/ポート設定] 

コンピューターに接続されている本機のインターフェイ 
スの種類、およびその通信に必要な条件を設定しまず。 

「ネットワーク/ポート設定 J 
( P . 11 5) 


[システム設定] 

節電モードや異常警告音の設定など、プリンター本体の 
基本的な動作に関ずる設定をしまず。また、メニュー項 
目の設定が誤って変更されることを防ぐために、メ 
ニュー項目の設定操作に対し、暗証番号を設定しまず。 

「[システム設定 L ( P .141) 


[プリント設定] 

自動トレイ選択や用紙トレイについて設定しまず。 

「[プリント設定 L ( P .156) 


[メモリー設定] 

各インターフェイスのメモリーやフォームメモリーの容 
量を変更しまず。 

「[メモリー設定 ] J ( P .167) 


[画質補正] 

印刷画質の色階調がずれたときに、階調を補正しまず。 

「[画質補正 L ( P .170) 


[初期化/データ削除] 

プリンターの設定値や八ードディスクの初期化、フォー 
ムデータの削除をしまず。 

「[初期化/データ削除] j ( P . 172) 

言語切り替え 

操作パネルの表示言語を切り替えまず。 

「[言語切り替え ] J ( P .174) 


参昭 

-メニュー項目を設定ずるための基本的な操作方法：「基本的な操作方法 J ( P . 1 07) 
補足 

• XPS とは 、 XML Paper Specification の略でず。 
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設定を変更ずる 


基本的な操作方法 


メニュー画面を表示したり、各メニューで階層を移動しながらプリンターの設定をしたり 
ずるには、操作パネルの次のボタンを押しまず。 


メニ 


(プリント画面） 


L 一画面を表示ずる 

(メニュー画面） 



〈▼〉 


〈▲> 


同階層のメニューや項目を表示ずる 


〈た;!-> 


(候補値選択画面) 


メニュ ー 

<0 K > / <►> 

機械管理者たュ- 


ポートの起動 

機械管理者たュ- 

煩る〉/〈◄〉 

ネットトク/が-卜設定 


起動 


<0 K > / <►> 選択して1つ下の階層に移動ずる 
〈戻る> / <◄> 1つ上の階層に戻る_ 


メニュー画面を終了ずる 


<0 K > 

値を確定する 

ポートの起動 
•起動 

(確定ずると候補値の 
前に参が付きまず） 


US 

-一度 〈0 K 〉 ボタンを押して確定した値卜が付きまず）を変更ずるときは、はじめから設定し直してく 
ださい。 

-項目によって、設定を有効にずるには本機の再起動が必要な場合がありまず。その場合は、メニュー画 
面を終了したとき、自動的に本機が再起動しまず。 


設定した値を、初期値に戻ずには 


初期値に戻したい項目を表示させて、〈▲〉と〈▼〉ボタンを同時に押しまず。 

変更処理が終了ずると工場出荷時の値が表示されまず。 〈0 K 〉 ボタンを押ずと、値が確定 
されまず。 
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操作例：スリープモードへの移行時間を変更する 


共通メニューの操作を、スリープモードへの移行時間を240分後に設定ずる例で説明し 
まず。 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押してメニューを切り替えま 
ず。 


補足 

-選択したい項目を過ぎてしまった場合は、〈▲>ボタ 
ンで戻りまず。 


3. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

下の階層に移動しまず。 


補足 

-間違って、違う項目で〈►>または 〈 OK > ボタンを 
押してしまった場合は、〈◄>または〈戻る> ボタン 
で前の画面に戻りまず。 

. 最初からやり直したい場合は、〈メニュー〉ボタンを 
押しまず。 


4. [システム設定]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

下の階層に移動しまず。 


6. [スリープモード移行時亂が表示されるま 
で、〈▼〉ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


8. 〈▲〉〈▼〉ボタンを押して、に40分後]を 

表示しまず。 


補足 

-〈▲〉〈▼>ボタンを押し続けると、連続的に値を変え 
ることができまず。 

9. < OK > ボタンで決定しまず。 

値が確定されまず。 


10. これで設定が完了でず。 

〈メニュー〉ボタンを押して、プリント画面 
に戻りまず。 
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5.2 共通メニュー項目の説明 


ここでは、共通メニューで設定できる項目について説明しまず。 

補足 

-メニューの設定方法については、「設定を変更ずる J ( P .107) を参照してください。 

• CentreWare Internet Services でも、一部、操作パネルと同様の項目を設定できまず。詳しくは、 
CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 

-共通メニューの全体については、「操作パネルメニュ ーー 覧 J ( P . 309) を参照してください。 


[プリント言語の設定] 


[プリント言語の設定]には、に〇川]、 [ ESCP ]、[ HPGL ]、[ PDF ]. [ XPS ] のメニュ ー 
項目がありまず。 


[201H] 


このメニューで設定できる項目については、本機に同捆されているドライバー CD キット 
の CD - ROM 内の『201 H ェミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 


に SCP] 


このメニューで設定できる項目については、本機に同栖されているドライバー CD キット 
の CD - ROM 内の 『ART IV 、 ESC / P エミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 


[HPGL] 


このメニューで設定できる項目については、本機に同栖されているドライバー CD キット 
の CD - ROM 内の 『 HP - G し HP - GL /2 ェミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 
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[PDF] 


PDF ファイルを直接プリンターに送信して印刷ずる場合の設定をしまず。 

補足 

-[部数]、[両面]、[巧刷モード]、[パスワード]、[ソート]、[用紙サイズ]、[レイアウト][カラーモー 
ド]の設定は、 ContentsBridge Utility (富±ゼロックス株式会社製のソフトウェア）を使用しない 
で PDF ファイルを印刷ずる場合に有効になりまず。詳しくは、「3.10 PDF ファイルを直接印刷ずる J 
(P. 79) を参照してください。 



設定項目 

説明 

プリン h 処理モード 

PDF ファイルの印刷処理モードを設定しまず。 

- [PDF Bridge] (初期値） 

PDF ファイルを、本機搭載の PDF Bridge 機能を使用して処理しまず。 

- [PS] 

PDF ファイルを PostScript の機能を使用して処理しまず。 


補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けら 
れている場合に表示されまず。 

- [PDF Bridge] を選択した場合と [PS] を選択した場合では、印刷結果が 
異なることがありまず。 

部数 

印刷ずる部数を設定しまず。 

•[1 部]〜 [999 部](初期値：1部） 


補足 

-ファイルの送信に使用ずるプロトコルによっては、プロトコルでの設定が有 
効になり、ここでの設定が無効になることがありまず。 
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設定項目 

説明 

両面 

両面巧刷について設定しまず。 

-[しない](初期値） 

両面印刷をしません。 

-[長辺とじ] 

用紙の長い辺でとじた場合に、正しい向きで読めるように両面印刷をしま 
ず。 

-[短辺とじ] 

用紙の短い辺でとじた場合に、正しい向きで読めるように両面印刷をしま 
ず。 


補足 

-この項目は、両面印刷モジュール（オプション）が取り付けられている場合 
に表示されまず。 

印刷モード 

画質を優先ずるか、速度を優先ずるかを設定しまず。 

• 搞速] 

速度を優先して印刷しまず。 

-[標準](初期値） 

標準的な速度、画質で印刷しまず。 

-[高画質] 

巧刷速度は遅くなりまずが、画質を優先して、よりきれいに印刷しまず。 

パスワード 

PDF ファイルにパスワードが設定されている場合は、あらかじめ、そのパス 
ワードを設定しておきまず。印刷ずる PDF ファイルと、ここに設定されてい 
るパスワードが一致した場合にだけ印刷できまず。 

設定できる文字は、英数記号半角で32文字まででず。 

慘照 P . 174の*4 No . l 、3、4、 5) 

ソ ー h 

複数部数を、1部ごとにソート（1、2、3...1、2、3…）して印刷ずるかどう 
かを設定しまず。 

-[しない](初期値） 

-[ずる] 

用紙サイズ 

出力ずる用紙サイズを設定しまず。 

•[自動](初期値） 

巧刷ずる PDF ファイルの原稿サイズと設定に応じて、用紙サイズが自動的 
に判別されまず。 

• [ A 4] キたは [8^ x 11"] 

[機械管理者メニュー] > [プリント設定] > [基本の用紙サイズ]の設定 
によって、 [ A 4] または [8.5 xir ] のどちらかが表示されまず。 
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設定項目 

説明 

レイアウト 

巧刷ずるときのレイアウトについて設定しまず。 

. [自動倍率](初期値） 

巧刷ずる用紙サイズに対して、もっとも拡大率が大きくなるよラに、自動的 
に倍率が設定されて印刷されまず。 PDF ファイルの原稿サイズに応じて、 
A4 またはレターサイズのどちらかを自動的に判別し、印刷されまず。 

-[100% 傳倍)] 

巧刷ずる用紙サイズにかかわらず、等倍で印刷されまず。 

-[カタログ（ル冊子)] 

印!刷ずる PDF ファイルのページ構成に応じて、カタログのようにページを 
割り付けて両面印刷しまず。ただし、ページ構成によっては、カタログ印刷 
ができない場合がありまず。その場合は、[自動倍率]で印刷されまず。ま 
た、[用紙サイズ]で [ A4] を設定している場合は、 A4 サイズの用紙に巧 
刷されまず。[用紙サイズ]で[自動]を設定している場合は、 A 3 または 
A4 サイズの用紙に印刷されまず。 


-にアップ] 

1枚の用紙に、2ページ分の原稿を割り付けて印刷しまず。2アップを選択 
した場合、用紙サイズは、 A4 固定になりまず。 

- [4 アップ] 

1枚の用紙に、4ページ分の原稿を割り付けて印刷しまず。4アップを選択 
した場合、用紙サイズは、 A4 固定になりまず。 


補足 

• この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けら 
れていて、[プリント処理モード]で [PS] を選択している場合は表示され 
ません。 

-[カタログ（ル冊子）]は、両面印刷モジュール（オプション）が必要でず。 
両面機能がない場合は、片面に印刷されまず。 

カラーモード 

カラーで印刷ずるか、白黒で印刷ずるかを設定しまず。 

-[カラー（自動)](初期値） 

原稿のページごとにカラーか白黒か自動的に判断されまず。白黒が外の色が 
使われている場合はカラーで印刷され、白黒だけが使われている場合は白黒 
で巧刷されまず。 

-[白黒] 

白黒で印刷されまず。 


[PCL] 


このメニューで設定できる項目については、本機に同栖されているドライバー CD キット 
の CD - ROM 内の 『 PCL ェミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 
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[PostScript]_ 

PostScript に関する設定をしまず。 


補足 

-このメニューは、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合に表示さ 
れまず。 



設定項目 

説明 

用紙選択モード 

PostScript の DMS (Deferred Media Selection) 機能を有効にずるかど 
ラかを設定しまず。 

•[自動](初期値） 

DMS 機能を有効にしまず。 

-[トレイから選択] 

DMS 機能を無効にしまず。用紙トレイから選択されまず。 

カラーモード 

PostScript 動作時、 PDF 用のカラーモードの初期値を設定しまず。 

-[カラー](初期値） 

-[白黒] 

フォント 未搭載時 
処理 

ジョブで指定された PostScript フォントがなかった場合の処理を設定しま 
ず。 

-[フォントを置き換え](初期値） 

ジョブで指定されたフォントを置き換えて印刷しまず。置き換えられるフォ 
ントは Courier でず。置き換えられたフォントが日本語の場合は、正しく 
巧刷されません。日本語フォントで印刷ずる場合は[フォント置き換え]で 
[ATCx を使用ずる]を選択してください。 

-[プリントを中止] 

印!刷を中止しまず。 

フォント 置き換え 

ジョブで指定された PostScript フォントがなかった場合、フォントの置き 
換えで ATCx を使用ずるかどうかを設定しまず。 

ATCx 機能は、ジョブで指定されたフォントが本機に搭載されていない日本 
語フォントの場合に、本機に搭載されている日本語の PostScript フォント 
に置き換えて印刷ずる機能でず。 

- [ATCx を使用ずる](初期値） 

.[ATCx を使用しない] 
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[XPS]_ 

XPS に関する設定をしまず。 

補足 

• XPS とは、 XML Paper Specification の略でず。 


1 リント言語の設定 


XPS 

XPS 


PrintTicket 処理 


設定項目 

説明 

PrintTicket 処理 

XPS 文書内に記述された印刷設定 (PrintTicket) を読む込むときの本機の 
動作を設定しまず。 

-無効（初期値） 

PrintTicket 処理をしません。 

-標準モード 

PrintTicket 処理を標準モードで行いまず。 

• 準拠モード 

PrintTicket で記述された印刷設定を Microsoft の仕様に準拠した動作で 
行いまず。 


[レポート/リスト] 


各種レポート/リストを E 口刷しまず。レポート/リストの詳細、および印刷方法は、「7.2 
レポート/リストを印刷ずる J (P. 218) を参照してください。 

補足 

-本機に取り付けられているオプション品によって、印刷できるレポート/リストが異なりまず。詳細は、 
「レポート/リストを印刷ずる J (P. 218) を参照してください。 


[メーター確認] 


E 口刷した枚数を操作パネルのディスプレイに表示しまず。メーターは、カラーモードなど 
によって区分されていまず。メーターの詳細、および確認手順は、「カラーモード別に総 
印刷枚数を確認ずる（メーター) J (P. 222) を参照してください。 
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[機械管理者ゾニュー] 


[機械管理者メニュー]には、[ネットワーク/ポート設定]、[システム設定]、[プリント 
設定]、[メモリー設定]、[画質補正]、[初期化/データ削除]のメニュー項目がありまず。 

ネットワーク/ポート設定_ 


[ネットワーク/ポート設定]では、コンピユーターに接続されている本機のインターフエ 
イスの種類、およびその通信に必要な条件を設定しまず。 

I; パラレル ] 

補足 

-このメニューは、パラレルポート（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 
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設定項目 

説明 

プリン h モード 
指定 

巧刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 

*1 (参昭 P. 174) 

- [ART EX ] [ PS ] [ART IV] に〇川] |：ESC/P] [HP-GL/2] [PCL] [TIFF] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [HexDump] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで巧刷しまず。*3 (参照 P .174) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

. に〇川] [ HP-GL/2] [PCL] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、巧刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使うと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

Adobe 通信 
プロトコル 

PostScript の通信プロトコルを設定しまず。 

-[標準](初期値） 

通信プロトコルが ASCII 形式のときに設定しまず。 

. [バイナリー] 

通信プロトコルがバイナリー形式のときに設定しまず。データによっては巧 
刷処理が[標準]に比べて速くなることがありまず。 

- [TBCP] 

通信プロトコルに ASCII 形式とバイナリー形式が混在し、それらを特定の 
制御コードによって切り替えるときに設定しまず。 


補足 

• この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けら 
れている場合に表示されまず。 

. コンピューターのプリンタードライバーが出力ずるデータの形式に合わせ 
て設定してください。 

-ここでの設定は、 PostScript で印刷される場合にだけ有効でず。 

自動排出時間 

データが受信されない状態が継続したとき、本機内に残っているデータを自 
動的に印刷して排出ずる時間を設定しまず。 

時間は5〜1275秒の間で、5秒単位に設定しまず。また、最後のデータを 
受信してから、ここで設定した時間内に次のデータが受信されない場合は、 
ジョブの終了と判断されまず。*2 (参照 P .174) 

- [30 秒](初期値） 

双方向通信 

パラレルインターフェイスの双方向送信 aEEE1284) を有効にずるか、無 
効にずるかを設定しまず。 

-[有効](初期値） 

-[無効] 
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[LPD] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 LPD ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを設 
定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 


補足 

- LPD ポートを起動ずるには、 IP アドレスの設定が必要でず。 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

プリン h モード 
指定 

印刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
(参昭 P . 174 ) 

- [ART EX] [PS] [ART IV] に〇川] |：ESC/P] [HP-GL/2] [PCL] [TIFF] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [HexDump] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、印刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3慘照 P .174) 


補足 

.[ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

-に〇川] [ HP-GL/2] [PCL] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表71^されまず。 
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設定項目 

説明 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使うと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

コネクション 

タイムアウト 

巧刷データの受信中に、データが送られなくなってから接続を切断ずるまで 
の時間を、2〜3600秒の間で、1秒単位に設定しまず。*2 (参照 P .174) 

- [16 秒](初期値） 

TBCP フイ ルター 

PostScript データを処理ずるときに、 TBCP フィルターを有効にずるか、 
無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 


補足 

- PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合 
に表示されまず。 

ポート番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。*2 (参照 P .174) 

- [515] (初期値） 


補足 

-他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。 

セツション数 

本機に、 LPD で同時に接続できるクライアントの最大数を、1〜10の間で 
設定しまず。 

•[引（初期値） 

プリント順序 

印刷データの順序について設定しまず。 

. [データ処理順](初期値） 

本機がデータを処理した順序で印刷しまず。 

-[プリント受け付け順] 

本機がデータを受信した順序で印刷しまず。 
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[NetWare] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 NetWare ポートの状態を起動にずる力、、停止にずる 
かを設定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

トランスポート 
プロトコル 

NetWare で使うトランスポート層のプロトコルを設定しまず。 IPX/SPX、 
TCP/IP のどちらか、または両方が選択できまず。 

- [TCP/IP,IPX/SPX] (初期値） 

- [TCP/IP] 

.[IPX/SPX] 


補足 

- TCP/IP を使う場合は、コンピューター側、本機側ともに IP アドレスが必 
要でず。 

プリン h モード 
指定 

巧刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
慘昭 P, 1 74) 

- [ART EX] [PS] [ART IV] に 01 川 |：ESC/P] [HP-GL/2] [PCL] [TIFF] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [HexDump] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3 (参照 P .174) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

. に〇川] [ HP-GL/2] [PCL] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 
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設定項目 

説明 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使ラと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

検索回数 

ファイルサーバーを検索ずる回数を設定しまず。 

1〜100回の間で1回単位、または上限なしを設定しまず。検索間隔は1 
分でず。*2 (参照 P . 1 74) 

-[上限なし](初期値） 

•[1 回]〜[100回] 

TBCP フイ ルター 

PostScript データを処理ずるときに、 TBCP フイルターを有効にずるか、 
無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 


補足 

- PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合 


に表示されまず。 
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に MB] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 SMB ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを設 
定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

トランスポート 

プロトコル 

SMB で使うトランスポート層のプロトコルを設定しまず。 

NetBEUI、TCP/IP のどちらか、または両方が選択できまず。 

- [TCP/IP,NetBEUI] (初期値） 

- [TCP/IP] 

.[NetBEUI] 


補足 

- TCP/IP を使う場合は、コンピューター側、本機側ともに IP アドレスが必 
要でず。 

プリン h モード 
指定 

印刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
(参昭 P . 174 ) 

- [ART EX ] [ PS ] [ART IV ] に 01 川 |：ESC/P] [HP-GL/2] [PCL] [TIFF] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [HexDump] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3慘照 P .174) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

. に〇川] [ HP-GL/2] [PCL] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表71^されまず。 
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設定項目 

説明 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使ラと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

TBCP フイ ルター 

PostScript データを処理ずるときに、 TBCP フイルターを有効にずるか、 
無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 

補足 

- PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合 
に表示されまず。 
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[IPP] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 IPP ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを設 
定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

プリン h モード 
指定 

印刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
慘昭 P , 1 74) 

- [ART EX] [PS] [ART IV] に〇川] |：ESC/P] [HP-GL/2] [PCL] [TIFF] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [HexDump] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、印刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3 (参照 P.174) 


補足 

.[PS] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

-に〇川] [ HP-GL/2] [PCL] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表71^されまず。 
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設定項目 

説明 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使うと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P.174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

アクセス権制御 

巧刷ジョブの中止や削除、本機をポーズ状態にずるときやポーズ状態の解除 
をずるときに、アクセス権制御を有効にずるか無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 

DNS 使用 

本機を認識ずるときに、 DNS (Domain Name System) に登録した名前を 
使ラかどラかを設定しまず。 

-[有効](初期値） 

DNS 名を使用しまず。 

IP アドレスを使用します。 

追加ポート番号 

追加ポート番号を 1 〜 65535 の間で設定しまず。* 2 慘照 P.174) 

- [80] (初期値） 


補足 

• 他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP/SOAP/UPnP/ 
WSD/BMLinkS ポートは、同じポート番号を共用できまず。 

タイムアウト 

印刷データの受信中、データが送られなくなってから接続を切断ずるまでの 
時間を、〇〜 65535 秒の間で 1 秒単位に設定しまず。 

- [60 秒](初期値） 

TBCP フイルター 

PostScript データを処理ずるときに、 TBCP フイルターを有効にずるか、 
無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 


補足 

- PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合 
に表示されまず。 
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[EtherTalk] 

補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 EtherTalk ポートの状態を起動にずる力、、停止にずる 
かを設定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使ラと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 


[Bonjourj 

補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


ネットトク/が-卜設定 


Bonjour 

Bonjour 


ポートの起動 


設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 Bonjour ポートの状態を起動にずるか、停止にずるか 
を設定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 

補足 

.Multicast DNS 機能を使う場合は[起動]にしてください。また 、 Boujour 
を使用して検出したプリンターで印刷ずるためには、 LPD ポートも起動し 
まず。 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 
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[USB-1 (2.0)] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 USB 2.0 (High Speed ) ポートの状態を起動にずる 
か、停止にずるかを設定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 


注記 

. メモリーが不足した場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メモリー 
設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

プリン h モード 
指定 

巧刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
(参昭 P , 1 74) 

- [ART EX ] [ PS ] [ART IV ] に 01 川 ESC / P ] [ HP - GL /2] [ PCL ] [ TIFF ] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [ HexDump ] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3 (参照 P .174) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

. に〇川] [ HP - GL /2] [ PCL ] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、巧刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使うと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

自動排出時間 

データが受信されない状態が継続したとき、本機内に残っているデータを自 
動的に印刷して排出ずる時間を設定しまず。 

時間は5〜1275秒の間で、5秒単位に設定しまず。*2 (参照 P . 174)ま 
た、最後のデータを受信してから、ここで設定した時間内に次のデータが受 
信されない場合は、ジョブの終了と判断されまず。 

- [30 秒](初期値） 
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設定項目 

説明 

Adobe 通信 
プロトコル 

PostScript の通信プロトコルを設定しまず。 

-[標準](初期値） 

通信プロトコルが ASCII 形式のときに設定しまず。 

-[バイナリー] 

データに対して特別な処理を必要としない場合に使用しまず。データによっ 
ては印刷処理が[標準]に比べて速くなることがありまず。 

- [ TBCP ] 

通信プロトコルに ASCII 形式とバイナリー形式が混在し、それらを特定の 
制御コードによって切り替えるときに設定しまず。 

- [ RAW ] 

通信プロトコルが Raw 形式のときに設定しまず。 Macintosh から、 USB 
経由で EPS 形式のファイルが正しく印刷できない場合に選択しまず。 

補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けら 
れている場合に表示されまず。 

•コンピューターのプリンタードライバーが出力ずるデータの形式に合わせ 
て設定してください。 

-ここでの設定は、 PostScript で印刷される場合にだけ有効でず。 

-通常は、初期値の鳩對で使用してください。 


[USB-2 (2.0)] 
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設定項目 

説明 

プリン h モード 
指定 

巧刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
慘昭 P . 1 74) 

- [ART EX ] [ PS ] [ART IV ] に〇川] |： ESC / P ] [ HP - GL /2] [ PCL ] [ TIFF ] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [ HexDump ] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで巧刷しまず。*3慘照 P .174) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

. に〇川] [ HP - GL /2] [ PCL ] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、巧刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使うと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

自動排出時間 

データが受信されない状態が継続したとき、本機内に残っているデータを自 
動的に印刷して排出ずる時間を設定しまず。 

時間は5〜1275秒の間で、5秒単位に設定しまず。*2 (参照 P . 174)ま 
た、最後のデータを受信してから、ここで設定した時間内に次のデータが受 
信されない場合は、ジョブの終了と判断されまず。 

- [30 秒](初期値） 

Adobe 通信 
プロトコル 

PostScript の通信プロトコルを設定しまず。 

-[標準](初期値） 

通信プロトコルが ASCII 形式のときに設定しまず。 

• [バイナリー] 

データに対して特別な処理を必要としない場合に使用しまず。データによっ 
ては印刷処理が鳩準]に比べて速くなることがありまず。 

- [ TBCP ] 

通信プロトコルに ASCII 形式とバイナリー形式が混在し、それらを特定の 
制御コードによって切り替えるときに設定しまず。 

- [ RAW ] 

通信プロトコルが Raw 形式のときに設定しまず。 Macintosh から 、 USB 
経由で EPS 形式のファイルが正しく印刷できない場合に選択しまず。 


補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けら 
れている場合に表示されまず。 

. コンピューターのプリンタードライバーが出力ずるデータの形式に合わせ 
て設定してください。 

-ここでの設定は、 PostScript で印刷される場合にだけ有効でず。 

-通常は、初期値の鳩準]で使用してください。 
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[Port 910 0] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 Po け9100ポートの状態を起動にずる力、、停止にずる 
かを設定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

プリン h モード 
指定 

印刷データの処理方法（使用ずるプリント言語）を設定しまず。 

•[自動](初期値） 

コンピューターから受信したデータが、どのプリント言語で記述されている 
かを自動で判別し、データに合わせて適切な印刷を行いまず。 *1 
慘昭 P , 1 74) 

- [ART EX ] [ PS ] [ART IV ] に 01 川 |： ESC / P ] [ HP - GL /2] [ PCL ] [ TIFF ] 
コンピューターから受信したデータを、それぞれのデータとして処理しま 
ず。 

• [ HexDump ] 

コンピューターから受信したデータの内容を確認ずるため、巧刷データを 
16進表記形式と対応ずる ASCII コードで印刷しまず。*3 
(参照 P . 1 74) 


補足 

- [ PS ] は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 

-に〇川] [ HP - GL /2] [ PCL ] は、ェミュレーションキット（オプション）、 
または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 

PJL 

コンピューターから送られてくる PJL コマンドを有効にずるか、無効にずる 
かを設定しまず。 

PJL コマンドとは、印刷ジョブを制御ずるコマンドで、プリンタードライ 
バーを使って印刷ずる場合に必要でず。 PJL コマンドを使ラと、その時点で 
本機がどのプリント言語で処理していても、次のデータのプリント言語を指 
定できまず。 *5 (参照 P .174) 

-[有効](初期値） 

-[無効] 
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設定項目 

説明 

コネクション 

タイムアウト 

巧刷データの受信中に、データが送られなくなってから接続を切断ずるまで 
の時間を、 2 〜 65535 秒の間で、 1 秒単位に設定しまず。* 2 
(参照 P. 1 74) 

- [60 秒](初期値） 

ポート番号 

ポート番号を、 1 〜 65535 の間で設定しまず。 

- [9100] (初期値） 


補足 

• 他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。 

TBCP フイ ルター 

PostScript データを処理ずるときに、 TBCP フィルターを有効にずるか、 
無効にずるかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 


補足 

- PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられている場合 
に表示されまず。 


[BMLinkS] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 BMLinkS ポートの状態を起動にずるか、停止にずる 
かを設定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

ポート番号 

ポート番号を、 1 〜 65535 の間で設定しまず。 

- [80] (初期値） 


補足 

• 他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP/SOAP/UPnP/ 
WSD/BMLinkS ポートは、同じポート番号を共有できまず。 
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[UPnP] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 UPnP ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを 
設定しまず。 

-胞動] 

-[停止](初期値） 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

ポー h 番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。 

- [80] (初期値） 

補足 

• 他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP / SOAP / UPnP / 
WSD/BMLinkS ポートは、同じポート番号を共有できまず。 


[WSD] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 WSD ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを 
設定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

ポート番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。 

- [80] (初期値） 

補足 

-他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP / SOAP / UPnP / 
WSD/BMLinkS ポートは、同じポート番号を共有できまず。 
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I ； S0AP] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 SOAP ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを 
設定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

ポー h 番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。 

- [80] (初期値） 

補足 

• 他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP / SOAP / UPnP / 
WSD / BMLinkS ポートは、同じポート番号を共有できまず。 


[SNMP 設定 ] 

補足 

- SNMP の設定は、複数台のプリンターをリモートで管理ずるアプリケーシヨンを使う場合に必要でず。 
プリンターの情報は SNMP で管理されていて、アプリケーションは SNMP からプリンターの情報を収 
集しまず。 


ネットトク/が-卜設定 


SNMP 設定 

SNMP 設定 



ポートの起動 




SNMP 設定 




トランスホ。-げロト]ル 


設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、 SNMP ポートの状態を起動にずるか、停止にずるかを 
設定しまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 

注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 
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設定項目 

説明 

トランスポート 
プロトコル 

SNMP で使うトランスポート層のプロトコルを設定しまず。 IPX 、 UDP のど 
ちらか、または両方が使えまず。 

- [ UDP ] (初期値） 

- [ IPX ] 

.[ IPX , UDP ] 

補足 

- UDP を使ラ場合は、コンピューター側、本機側ともに IP アドレスが必要で 
ず。 

- IPX 、 UDP どちらのプロトコルを使うかは、アプリケーシヨンのマニュア 
ルを参照してください。 


[TCP/IP 設定 ] 
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設定項目 

説明 

IPv 4 設定 


IPv 4 設定を行いまず。 


IP アドレス 
取得方法 

TCP / IP を使うために必要な情報 （ IP アドレス、サブネットマスク、 
ゲートウェイアドレス）の取得方法を設定しまず。 

- liDHCP / Autonet ] (初期値） 

AutolP 機能付きの DHCP (Dynamic Host Configuration 
Protocol ) サーバーから自動的に取得しまず。 

-[手動] 

操作パネルを使って、手動で設定しまず。設定ずる IP アドレスにつ 
いては、ネットワーク管理者に確認してください。 

- [ DHCP ] 

DHCP サーバーから自動的に取得しまず。 

- [ BOOTP ] 

BOOTP から自動的に取得しまず。 

- [ RARP ] 

RARP から自動的に取得しまず。 



補足 

- |； DHCP / Autonet ]、[ DHCP ]、[ BOOTP ]、 または [ RARP ] から、 
[手動]に変更ずると、 IP アドレスの設定画面が表示されることがあ 
りまず。その場合は、手動で IP アドレスを設定してください。 


IP アドレス、 
サブネットマ 
スク、 

ゲー トウエイ 
アドレス 

自動で取得されたアドレスを確認ずる場合や、手動で IP アドレスを設 
定ずる場合に使用しまず。 

アドレスは、 XXX 、 XXX 、 XXX 、 XXX の形式で入力しまず。 IP アドレ 
スとゲートウェイアドレスの XXX に設定できるのは〇〜255までの 
数値でず。ただし、先頭の XXX に限り、127と224〜255は無効 
でず。また、サブネットマスクの各 XXX に設定できるのは、0、 

128、192、224、240、248、252、254、255の数値でず。*2 
(参照 P. 174) 



注記 

-誤った IP アドレスを設定ずると、ネットワーク全体に悪影響を及ぼ 
ずことがありまず。 

-サブネットマスクの設定では、正しい値を入力しなかった場合（途 
中のビットを0に設定した場合など）、数値の設定後に〈メニュー〉 
ボタンを押しても、前回の設定値に戻りまず。正しい値が設定され 
るまで、ほかの項目設定へ移行できません。 

-明示的にゲートウェイアドレスを指定ずる必要があるときだけ設定 
してください。自動的にゲートウェイアドレスが設定できる環境で 
は、設定ずる必要はありません。 
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[インターネツ h サービス] 



設定項目 

説明 

ポートの起動 

電源を入れたときに、インターネットサービスポートの状態を起動にずるか、 
停止にずるかを設定しまず。[起動]に設定ずると、 CentreWare Internet 
Services を利用し、 Web ブラウザーを介して本機の状態やジョブの状態を 
表示したり、本機の設定を変更したりできまず。 

-[起動](初期値） 

-[停山 


補足 

-インターネットサービスを起動ずる場合は、コンピューター側、本機側とも 
に IP アドレスの設定が必要でず。 


注記 

-ポートを起動したときに、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停 
止ずることがありまず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、[メ 
モリー設定]でメモリー割り当て容量を変更してください。 

ポート番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。 

- [80] (初期値） 


補足 

-他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。ただし、 
HTTP プロトコルを使用ずるインターネットサービス/ IPP / SOAP / UPnP / 
WSD/BMLinkS ポートは、同じポート番号を共用できまず。 
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[WINS サーパー設定 ] 



設定項目 

説明 

DHCP から 
アドレス取得 

WINS (Windows Internet Name Service ) を利用ずるために必要な、 WINS 
サーバーの IP アドレスを DHCP サーバーから自動的に取得ずるかどうかを指 
定しまず。 

-[ずる] 

-[しない](初期値） 


補足 

-自動的に取得しない場合、手動で設定ずるアドレスについては、ネットワー 
ク管理者に確認してください。 

-[ずる]から[しない]に変更ずると、 IP アドレスの設定画面が表示される 
ことがありまず。その場合は、手動で IP アドレスを設定してください。 

- IP アドレスの取得方法が手動に設定されている場合は、[しない]で固定で 
ず。 

プライマリー IP 
アドレス 
セカンダリー IP 
アドレス 

これらの項目は、自動で取得されたアドレスを確認ずる場合や手動でアドレス 
を設定ずる場合に使用しまず。アドレスを xxx . xxx . xxx . xxx の形式で入力しま 
ず。 XXX は〇〜255までの数値でず。*2 (参照 P . 1 74) 

プライマリ ー IP アドレスが無効の場合、セカンダリ ー IP アドレスも無効にな 
りまず。 


注記 

-誤った IP アドレスを設定ずると、ネットワーク全体に悪影響を及ぼずこと 
がありまず。 
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[Ethernet 設定 ] 


ネットトク/が-卜設定 
Ethernet 設定 


設定項目 

説明 

Ethernet 設定 

Ethernet インターフェイスの通信速度/コネクターの種類を設定しまず。 
•[自動](初期値） 

100 M (全二重）、100 M (半二重）、 10 M (全二重）、 10 M (半二重）を 
自動的に切り替えまず。 

.[100 M (全二重)] 

100 M (全二重）に固定して使ラ場合に選択しまず。 

- [100 M (半二重)] 

100 M (半二重）に固定して使う場合に選択しまず。 

•[10 M (全二重)] 

10 M (全二重）に固定して使ラ場合に選択しまず。 

- [10 M (半二重)] 

10 M (半二重）に固定して使ラ場合に選択しまず。 


[IPX/SPX フレームタイス 


ネットトク/が-卜設定 
IPX / SPX フレ-ムタイプ 


設定項目 

説明 

IPX / SPX フレーム 
タイプ 

IPX/SPX のフレームタイプを設定しまず。 

•[自動](初期値） 

フレームタイプを自動で設定しまず。 

-に thernetll ] 

Ethernet 仕様のフレームタイプを使いまず。 

- Ethernet 802.3] 

IEEE 802.3仕様のフレームタイプを使いまず。 

- Ethernet 802.2] 

IEEE 802.2仕様のフレームタイプを使いまず。 

• Ethernet SNAP ] 

SNAP 仕様のフレームタイプを使いまず。 
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[ 受付制限 （ IPv4)] 


補足 

• 受信制限は 、 CentreWare Internet Services でも設定できまず。設定例については、 「 IP アドレス 
による受信制限 J ( P . 230) を参照してください。 



N 0.10 

フイルタ-アト' レス 


設定項目 

説明 

受付 IP アドレス制限 

IP アドレスを使って受信制限をずるかどうかを設定しまず。 

-[しない](初期値） 

•[ずる] 

受付 IP アドレス設定 

受け付ける IP アドレスを制限ずる場合に、印刷を受け付ける IP アドレスを 
登録しまず。 IP アドレスは、10個まで登録できまず。登録した IP アドレス 
には、フイルターアドレスを設定しまず。 IP アドレス、フイルターアドレス 
は、 xxx . xxx . xxx . xxx の形式で入力しまず。 

XXX は〇〜255までの数値でず。*2 (参照 P . 1 74) 

たとえば、 [ IP アドレス]:129.249.110.23、[フイルターアドレス]: 
255.255 .255.0 と設定した場合、印刷を受け付ける IP アドレスは、 

129.249 .110* (1 〜 254) でず。 


I I 受付 IP アト''レス設定胃 
No. 10 


N 0.10 

IP アドレス 


138 5操作パネルでの設定 













[SNTP 設定 ] 


ネットトク/が-卜設定 

SNTP 設定 


SNTP 設定 

NTP サ-八''-との同期 








SNTP 設定 
接続間隔 



SNTP 設定 

NTP サ-八''- IP アト''レス 


設定項目 

説明 

NTP サーバーとの 
同期 

NTP サーバーと同期して、本機のシステム時計の時刻を合わせるかどラかを 
設定しまず。 

-[しない](初期値） 

-[ずる] 

接続間隔 

NTP サーバーに接続ずる間隔を1〜500時間の間で、1時間単位に設定し 
まず。 

- [168 時間](初期値） 

NTP サーバー IP 
アドレス 

NTP サーバーの IP アドレスを設定しまず。 

IP アドレスは、 xxx.xxx.xxx.xxx の形式で入力しまず。 XXX は〇〜255ま 
での数値でず。 

- [000.000.000.000] (初期値） 


[HTTP-SSL/TLS 通信 ] 


補足 

- SSL / TLS プロトコルを使用して、 HTTP の通信データを暗号化ずる場合に設定しまず。この項目は、 
本機に証明書が登録されている場合に表示されまず。 

- HTTP の通信の暗号化、および本機に必要なサーバー証明書については、 「 HTTP 通信の暗号化設定 J 
( P . 241) を参照してください。 


ネットトク/が-卜設定 
HTTP - SSL/TLS 通信 


HTTP - SSL/TLS 通信 
有効/無効の設定 







1 


HTTP - SSL/TLS 通信 
ポート#号 


設定項目 

説明 

有効/無効の設定 

SSL / TLS 通信を使用ずるかどうかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

SSL / TLS 通信を使用しません。 

-[有効] 

SSL / TLS 通信を使用しまず。 

ポー h 番号 

ポート番号を、1〜65535の間で設定しまず。 

-[443](初期値） 

補足 

-他のポートのポート番号と、同じ番号を使用しないでください。 
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[IPsec 通信 ] 


ネットトク/が-卜設定 
IPsec 通信 


設定項目 

説明 

IPsec 通信 

コンピューターからネットワーク上の本機へデータを送るときに、データを 
パケット単位で暗号化して送信ずるかどラかを設定しまず。 

-[無効](初期値） 

-[有効] 

補足 

• Windows Vista をお使いの場合だけ使用できまず。 

- IPsec の設定方法については、 「 IPSec を使用して暗号化ずるための設定 j 
( P . 244) を参照してください。 


[IEEE 802 .lx 設定 ] 


ネットトク/が-卜設定 

IEEE 802 . lx 設定 


IEEE 802 . lx 設定 

802 . lx 認証の使用 








IEEE 802 . lx 設定 
認証方式 



IEEE 802 . lx 設定 
サ-八’-証明書の検証 


設定項目 

説明 

802 . lx 認証の使用 

IEEE 802.1 X 認証を使用ずるかどうかを設定しまず。 

-[使用しない](初期値） 

-[使用ずる] 

認証方式 

IEEE 802 . lx の認証方式を設定しまず。 

- [ EAP - MD 5] (初期値） 

- |： EAP - MS - CHAPv 2] 

- [ PEAP / MS - CHAPV 2] 

サーバー 証明書の 
検証 

サーバー証明書の検証をずるかどラかを設定しまず。 

-[しない](初期値） 

-[ずる] 
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[システム設定] _ 

[システム設定]は、本機の動作設定を行ラためのメニューでず。 

[ 異常警告音 ] 


システム設定 
異常警告音 


設定項目 

説明 

異常警告音 

紙づまりなどの異常が発生し、ジョブが異常状態のまま保留になったときに鳴 
る音でず。鳴らずかどラかを設定しまず。音量の調整はできません。 

• [鳴にず] 

-[鳴らさない](初期値） 


[ 操作パネル設定 ] 



設定項目 

説明 

操作パネル制限 

暗証番号を設定して、メニュー操作を制限ずるかどラかを設定しまず。 

-[しない](初期値） 

•[ずる] 

補足 

-[ずる]に設定ずると、暗証番号設定画面が表示されまず。暗証番号として 
12巧の数字を、〈▲>、〈▼>ボタンを押して入力してください。〈►>、 <◄> 
ボタンで巧を移動できまず。 

-日音証番号として、[000000000000]は設定できません。 

暗証番号設定 

操作パネル制限を設定している場合に暗証番号を変更できまず。 

新しい暗証番号を12巧の数字で入力してください。2回入力した暗証番号 
が一致した場合に、暗証番号が変更されまず。 

補足 

-[操作パネル制限]を[ずる]に設定しないと、暗証番号を変更できません。 

認証エラーアクセス 
拒否 

認証エラーが発生した場合に、アクセスを拒否ずるかどうかを設定しまず。 

-[しない] 

-[ずる](初期値） 

認証回数 

認証エラーが発生した場合に、アクセスを拒否ずるまでのエラー回数を1〜 

10回の間で、1回単位に設定しまず。 

- [5 回](初期値） 

補足 

-[認証エラーアクセス拒否]が[しない]に設定されている場合は、[しな 
し、]と表示されまず。 
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[メニュー自動解除 ] 


システム設定 
メニュー自動解除 


設定項目 

説明 

メニュー自動解除 

メニューが表示された状態を自動的に解除ずるかどラかを、1〜30分の間 
で、1分単位に設定しまず。*2 (参照 P .174) 

-[しない](初期値） 

•[1 分後]〜 [30 分後] 


[低電カモード ] 


システム設定 
お電カモード 


設定項目 

説明 

低電カモード 

お電カモードは、一定の時間が経過ずると、自動的にフューザー部の温度を 
下げて機械の消費電力を節約ずる機能でず。この機能を使用ずるかどラかを 
設定しまず。 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

補足 

-[スリープモード]の設定が[無効]になっている場合は、[低電カモード] 

を[無効]に設定できません。 

参照 

-「2.4節電モードを設定/解除ずる J ( P .49) 


[低電力移巧時亂 


システム設定 
お電力移行時間 


設定項目 

説明 

お電力移行時間 

低電カモードに移行ずるまでの時間を1〜240分の間で1分単位に設定し 
まず。*2 (参照 P .174) 

•[1 分後](初期値） 

参昭 

. 「2.4節電モードを設定/解除ずる J ( P .49) 
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I ; スリープモード] 


システム設定 
スリープモード 


設定項目 

説明 

スリープモード 

スリープモードは、お電カモードよりもさらに機械の消費電力を節約ずる機 
能でず。この機能を使用ずるかどラかを設定しまず。 

-[有効](初期値） 

-[無効] 

補足 

-[低電カモード]の設定が[無効]になっている場合は、[スリープモード] 

を[無効]に設定できません。 

参照 

. 「2.4節電モードを設定/解除ずる J ( P .49) 


[スリープモード移行時間] 


システム設定 
スリ-/モ - K ' 移行時間 


設定項目 

説明 

スリープモード 
移行時間 

スリープモードに移行ずるまでの時間を1〜240分の間で1分単位に設定 
しまず。 *2 (参照 P .174) 

•[1 分後](初期値） 

参照 

-「2.4節電モードを設定/解除ずる J ( P . 49) 

-「操作例：スリープモードへの移行時間を変更ずる J ( P . 1 08) 


[自動ジョブ履歴] 


システム設定 
自動ジョブ履歴 


設定項目 

説明 

自動ジョブ履歴 

処理を行った印刷データに関ずる情報（ジョブ履歴レポート）を、自動的に 
巧刷ずるかどラかを設定しまず。 

-[プリントしない](初期値） 

ジョブ履歴レポートを自動的に印刷しません。 

-[プリントずる] 

過去に自動で排出されていない印刷データの履歴が、記憶領域いっぱいに 
なった時点 （50 件）で、古いものから自動的に印刷されまず。実行中や実 
行待ちの印刷データは記録されません。 
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[ジョブの表示設定] 



設定項目 

説明 

実行中/待ちジョブ 

巧刷を実行中、または待機中のジョブの情報表示について設定しまず。 

-[情報を制限しない](初期値） 

-[情報を制限ずる] 

完了ジョブ 


完了ジョブの情報表示について設定しまず。 


ジョブの表示 

完了したジョブの表示方法について設定しまず。 

-[表示しない] 

-[認証中は表示ずる] 

-[常に表示ずる](初期値） 


認証中の 
表示対象 

完了したジョブについて、全てのユーザーのジョブを表示ずるか、認 
証ユーザーのみの情報を表示ずるかを設定しまず。 

-[ずべて](初期値） 

-[認証ユーザーのジョブ] 


表示情報の 
制限 

完了ジョブの表示情報を制限ずるかを設定しまず。 

-[制限しない](初期値） 

-[制限ずる] 


[レポート両面プリント] 

補足 

-この項目は、両面印刷モジュール（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
-卜両面グリント 


設定項目 

説明 

レポート両面 
プリント 

レポート/リストを印刷ずるときに、片面に印刷ずるか両面に印刷ずるかを 
設定しまず。 

-[片面](初期値） 

• [両面] 
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[プリント可能領域] 


システム設定 
プリント可能領域 


設定項目 

説明 

プリント可能領域 

プリント可能領域を拡張ずるかどうかを設定しまず。エミュレーシヨン 
に〇川、 HP - GL /2、 ESC / P 、 PCL ) や PostScript で巧刷ずる場合に有効 
でず。 

-[標準](初期値） 

-[拡尉 


[ノけーシート設定] 



設定項目 

説明 

バナーシート出力 

バナーシートを出力ずるかどうかを設定しまず。 

-[出力しない](初期値） 

バナーシートを出力しません。 

• [スタートシート] 

文書の始めに出力しまず。 

-[エンドシート] 

文書の終わりに出力しまず。 

• [スタート+エンドシート] 

文書の始めと終わりに出力しまず。 

バナーシートトレイ 

バナーシート用の用紙を給紙ずるトレイを設定しまず。 

-[トレイ 1] (初期値） 

-[トレイ 2] 〜[トレイ 4] 

補足 

-装着していないトレイは表示されません。 


[セキュリティープリント操作] 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
セキュリティ-プリント操作 


設定項目 

説明 

七キユりティー 
プリント操作 

セキュリティープリントの印刷を、操作パネルから実行できるよラにずるか 
どラかを設定しまず。 

-[有効](初期値） 

操作パネルからセキュリティープリントを実行できまず。 

. [が効] 

操作パネルからセキュリティープリントを実行できません。 
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[システム時計] 

補足 

-ここで設定された曰付/時刻が、レポートやリストに印刷されまず。 



設定項目 

説明 

曰付 

2002年01月01日のように、丫丫丫丫 / MM / DD の形式で設定しまず。 

時刻 

12時02分のように、 HH / MM の形式で設定しまず。 

日付表示切替 

日付の表示順序を設定しまず。 

• [ yyyy / mm / dd ] (初期値） 

年/月/日の順で表示しまず。 

• [ mm / dd / yyyy ] 

月/日/年の順で表示しまず。 

• [ dd / mm/yyyyj 
曰/月/年の順で表示しまず。 

時刻表示切り替え 

時刻表示の方法を設定しまず。 

- [12 時間制](初期値） 

-に4時間制] 

タイムゾーン 

タイムゾーンを設定しまず。 

サマータイム設定 
サマータイム開始曰 
サマータイム終了曰 

サマータイムについて設定しまず。 
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[最初のプリン h 速度] 


システム設定 
最初のプリント速度 


設定項目 

説明 

最初のプリント速度 

最初の印刷の速度を、カラー優先にずるか、白黒優先にずるかを設定しまず。 

-[カラー優先](初期値） 

-[白黒優先] 


[カラーモード自動の動作] 


システム設定 
カラ-モ - K ' 自動の動作 


設定項目 

説明 

カラーモード自動の 
動作 

カラー印刷の自動判別機能について設定しまず。 

-[カラー/白黒を判別](初期値） 

印刷時にカラー/白黒を判別し、印刷しまず。 

-[カラーで出力] 

ずべてカラーで巧刷しまず。 


[ドラム寿命動作] 


システム設定 
ドラム寿命動作 


設定項目 

説明 

ドラム寿命動作 

ドラムカートリッジの交換時期が近づくと、寿命の約1500ページ > 前に予 
備用意のメッセージが表示され、寿命の約800ページ>前になると交換時期 
が近いことを示ずメッセージが表示されまず。 

ドラムカートリッジの交換時期になったとき、印刷を停止ずるかどうかを選 
択しまず。 

-[プリント停止ずる](初期値） 

ドラムカートリッジ交換のメッセージ表示後は、新しいドラムカートリッジ 
に交換ずるまで印刷は停止されまず。 

• [プリント停止しない] 

ドラムカートリッジの交換時期になっても、ずぐに印刷は停止されません。 
しばらくの間は、継続して使用できまず。ただし、交換時期が過ぎても印刷 
を続けると、印刷画質など本機の性能に影響が出ることがありまず。新しい 
ドラムカートリッジに交換ずることをお勧めしまず。なお、まったく交換せ 
ずに印刷を続けると、所定の枚数を印刷後にドラムカートリッジの寿命と判 
断して、本機を保護ずるために強制的に印刷を停止しまず。 


*: 印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異なり 
まず。詳しくは、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について J ( P . 276) を参照してください。 
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[ミリ/インチ切り替え] 


システム設定 
ミリ/インチ切り替え 


設定項目 

説明 

ミリ/インチ 

切り替え 

操作パネルで長さを表示/入力ずるときの単位を設定しまず。 

•[ミリ ( mm )] (初期値） 

-[インチ （")] 


[データ暗号化] 


注記 

-[データ暗号化]の設定を変更した場合、八ードディスクが初期化されまず。 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
データ 暗号化 


データ 暗号化 
暗号化処理 


n 





1 


データ 暗号化 
暗号化 キー 


設定項目 

説明 

暗号化処理 

システム内部（八ードディスク）のデータの暗号化をずるかどラかを設定し 
まず。 

-[しない](初期値） 

•[ずる] 

暗号化キー 

データを暗号化ずる場合の暗号化キーを数字12巧で設定しまず。 

補足 

-[暗号化キー]は、セキュリティー対策上の必要から、設定を行っても、必 
ず設定画面には [0 ] が表示されまず。 


[ HDD の上書き消去] 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
HDD の上書き消去 


設定項目 

説明 

HDD の上書き消去 

八ードディスク内のデータを上書き消去をずるかどラか、上書き消去ずる場 
合は、その回数を設定しまず。 

-[しない] 

•[1 回] 

- [3 回](初期値） 
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[プリントジョブの追越] 


補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
プリントシ''がの追越 


設定項目 

説明 

プリン h ジョブの 
追越 

プリントジョブの追い越しを許可ずるか、禁止ずるかを設定しまず。 

-[禁止](初期値） 

-[許可] 


[ソフトウェアのダウン ロー ド] 


システム設定 
ソフ WI アダウンロ-ド 


設定項目 

説明 

ソフトウェアダウン 
口ード 

ソフトウェアダウンロードを許可ずるか、禁止ずるかを設定しまず。 

-[許可](初期値） 

-際止] 


[集計管理の運用] 


システム設定 
集計管理の運用 


設定項目 

説明 

集計管理の運用 

本機にあらかじめ登録されている認証登録ユーザーを利用して、集計管理を 
ずるかどラかを設定しまず。[ずる]に設定ずると、[プリンター集計レポー 
卜]に代わって、[プリンター集計管理レポート]が印刷されまず。 

-[しない](初期値） 

-[ずる] 
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[認証の設定] 
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設定項目 

説明 

認証情報設定 




情報保存先 

認証情報を NV メモリー ([NVM]) と八ードディスクのどちらに保 
存ずるかについて設定しまず。 

- [NVM] (初期値） 

. [八ードディスク] 

補足 

•ネット認証/集計が設定されている場合に表示されまず。 


認証失敗の 

不正なアクセスを検知ずるために、 10 分間に設定した回数だけ認証 


記録 

に失敗したとき、[エラー履歴レポート]に認証失敗を記録ずるかど 
ラかを設定しまず。 

. [しない] 

-[ずる](初期値） 

[ずる]にずる場合は、認証失敗を記録ずる失敗回数を 1 〜 600 の 
間で設定しまず。初期値は 10 回でず。 

補足 

-認証に失敗しても、[エラー履歴レポート]に記録が残るだけで、「[操 
作パネル設定 L (P.141) のよラなアクセス拒否は行われません。 


外部認証 

外部認証情報を保存ずるかどラかを設定しまず。 


情報保存 

-[しない](初期値） 

-[ずる] 

補足 

-八ードディスク（オプション）が取り付けられていて、認証方式に 
外部認証が設定されている場合に表示されまず。認証方式は 
CentreWare Internet Services で設定しまず。詳細は、 
CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 

認証プリントの設定 

認証登録ユーザー情報を使った認証プリントについて設定しまず。 


受信時の 

PJL 命令で、外部からのプリント受信を制御できまず。[制御しない] 


P 儿命令 

を選択したとき、または PJL 命令がないときは、後述の[受信制御] 

の設定を使用しまず。 

-[制御しない](初期値） 

-[制御ずる] 

補足 

-この機能は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている 
場合に表示されまず。 


出力時の 

P 儿命令で、外部からのプリントジョブのプリントを制御できまず。 


P 儿命令 

-[制御しない](初期値） 

-[制御ずる] 

補足 

-この機能は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている 
場合に表示されまず。 
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設定項目 

説明 


受信制御 

受信したプリントジョブを、どのよラに扱ラかを設定しまず。 

-[プリントの認証に従ラ](初期値） 

. [プライベートプリント保存] 

認証機能を利用しているいないにかかわらず 、 User ID が付いた 
ジョブをずべてプライベートプリントに保存しまず。 

-[認証プリントに保存] 

認証機能を利用しているいないにかかわらず、受信したジョブをず 
ベて認証プリントに保存しまず。 

ミモ記 

-[認証プリントに保存]に設定ずると、認証に成功してもしなくて 
も、プリントジョブはずべて保存されまず。不要なプリントジョブ 
を増やさないためには、保存期間を設定して保存期間を過ぎたプリ 
ントジョブを自動的に削除ずるよラに設定ずるか、手動で削除して 
ください。保存期間を設定ずる方法については、「[保存文書設定 ] J 
( P .153) を参照してください。 

補足 

-この機能は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている 
場合に表示されまず。 

-[プライベートプリント保存]および[認証プリントに保存]に設 
定ずると、プリンタードライバーで、セキュリティープリント、サ 
ンプルプリント、時刻指定プリントを指示しても無視されまず。 

ジョブ認証 
時の処理 

プリントジョブを受信した際の処理方法について設定しまず。 

「認証成功のジョブ J 

認証が成功したジョブを受信した際の処理方法について設定しまず。 

. [プリント](初期値） 

印!刷しまず。 

. [プライべートプリント保存] 

プライベートプリントに保存しまず。 

「認証が不正のジョブ J 

認証が不正のジョブを受信した際の処理方法について設定しまず。 

-[認証プリントに保存] 

-[ジョブを中止](初期値） 

「 UserlD なしのジョブ J 

UserlD がないジョブを受信した際の処理方法について設定しまず。 

-[認証プリントに保存] 

-[ジョブを中止](初期値） 

補足 

-この機能は、八ードディスク（オプション）が取り付けられていて 
[受信制御]で[プリントの認証に従ラ]を選択している場合に表 
示されまず。 
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[保存文書設定] 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 



設定項目 

説明 

文書の保存期間 

蓄積文書の保存期間を設定しまず。設定した期間が経過ずると、蓄積文書は 
自動的に削除されまず。 

-[設定しない](初期値） 

保存したままにしまず。 

-[日数と削除時刻] 

日数と時刻で保存期間を設定しまず。 

-[時間] 

削除ずるまでの時間を設定しまず。 

保存期間（曰数） 

保存期間（日数）を1〜14曰の間で設定しまず。 

- [7 日](初期値） 

経過後の削除時刻 

文書を削除ずる時刻を設定しまず。 

- [3:00 AM ] または [3:00] (初期値） 


補足 

-[システム設定] > [システム時計] > [時刻表示切り替え]の設定によつ 
て、12時間表示または24時間表示で設定しまず。 

保存期間（時間） 

保存期間（時間）を1〜23時間の間で設定しまず。 

- [4 時間](初期値） 


[ソフトウェアオプション] 

補足 

-この項目は、セキュリティ拡張キット（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


システム設定 
ソフトウ I アオ/シヨン 


mi 7 オプション 
1 リンタ-セキ1リテイ-キット 


1 リンタ-セキュリティ-キット 
有効化 


設定項目 

説明 

プリンター 

セキュリティー 

キット 

機械に取り付けたセキュリティ拡張キットを有効にしまず。[有効化]を選択 
ずると、確認メッセージが表示されまず。 〈 OK > ボタンを押してください。 

補足 

-一度プリンターセキュリティーキットを有効化ずると、取り付けているセ 
キュリティ拡張キット ROM は、他の機械で使用できません。 

-機能をクリアしたり無効化したい場合は、弊社プリンターサポートデスクま 
たは販売店にお問い合わせください。 
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[イメージログ管理設定] 


注記 

-イメージログ管理機能を使用したい場合は、販売店にご相談ください。 

補足 

-この項目は、セキュリティ拡張キット（オプション）と八ードディスク（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。 



設定項目 

説明 

イメージログ管理 

イメージログ管理機能を使用ずるかどラかを設定しまず。通常は[し 
ない]で固定されていまず。イメージログ管理機能を使用ずる場合 
は、販売店にご相談ください。 

-[しない](初期値） 

•[ずる] 

イメージログ作成 

イメージログを作成ずるかしないかを設定しまず。 

. [しない] 

-[ずる](初期値） 

ログの作成保証レベル 

ジョブに対して、イメージログが確実に作成されるかどラかのレベル 
を設定しまず。 

•[局] 

イメージログを漏れなく作成しまず。そのため、本機の動作•運用 
に影響が出ることがありまず。 

•[倾（初期値） 

本機のパフォーマンスを優先し、可能な範囲で作成しまず。そのた 
め、イメージログが抜けてしまうことがありまず。 
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設定項目 

説明 

イメージログ転送 

イメージログをログサーバーに転送ずるための機能について設定しま 
ず。 


転送機能 

イメージログの転送機能を使用ずるかどうかを設定しまず。 

-[使用しない](初期値） 

-[使用ずる] 


転送動作 

自動転送の設定をしまず。 

-[一時停止] 

-[ジョブ単位で転送] 

-[まとめて転送](初期値） 



補足 

-[ジョブ単位で転送]は、[ログの作成保証レベル]が[高]のとき 
に表示されまず。 


転送 

タイミング 

イメージログの転送タイミングを設定しまず。それぞれについて[無 
効][有効]を設定しまず。初期値は、ずべて[有効]でず。 

-[ジョブ終了時] 

-[電源投入時] 

-[一定時間経過時] 

-[一定ログ数保存時] 


転送保証 
レベル 

ログ管理サーバへデータを転送ずるときの保証レベルを設定しまず。 
•[倾（初期値） 

•[高] 



補足 

•[高]に設定ずると漏れなくデータを転送しまずが、データ転送の間 
は本機のパフォーマンスの低下や、一時停止が発生ずることがあり 
まず。 
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[プリント設定] _ 

[ プリント設定 ] では、自動トレイ選択や用紙トレイについて設定しまず。 
補足 

. 自動トレイ選択については、「自動トレイ選択について J ( P .104) を参照してくださし、。 

[用紙の置き換え] 


プリント設定 
用紙の置き換え 


設定項目 

説明 

用紙の置き換え 

自動トレイ選択によって選択された用紙トレイに用紙がない場合に、ほかの 
用紙トレイにセットされている用紙に置き換えて印刷をずるかどラかを設定 
しまず。置き換えをずる場合は、サイズを指定しまず。 

-[しない](初期値） 

置き換えはしないで、用紙補給のメッセージを表示しまず。 

-[大きいサイズを選択] 

選択されている用紙サイズの次に大きなサイズの用紙に置き換えて、等倍で 
印!刷しまず。 

-[近いサイズを選択] 

選択されている用紙サイズに最も近いサイズの用紙に置き換えて印刷しま 
ず。必要に応じて、自動的にイメージを縮ルずることがありまず。 

-[手差しトレイから給紙] 

手差しトレイにセットされている用紙に印刷しまず。 

補足 

-コンピューター側から指定があった場合は、コンピューター側の指定が優先 
されまず。 


[用紙種類エラーの処理] 


プリント設定 
用紙種類 I ラ-の処理 


設定項目 

説明 

用紙種類 エラーの 
処理 

印刷ジョブで指定している用紙種類がセットされている用紙トレイがない場 
合にどラずるかを設定しまず。 

-[確認画面表示](初期値） 

用紙種類の確認を促ずメッセージを表示しまず。 

-[プリントずる] 

メッセージを表示しないで、現在セットされている用紙種類で印刷しまず。 
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[トレイの用紙種親 



設定項目 

説明 

h レイ1 

トレイ1にセットずる用紙の種類を設定しまず。 

-[普通紙](初期値)、[再生紙]、[上質紙]、[うら紙]、[厚紙1]、[厚紙 1( A )]、 
[厚紙 1( B )]、 [厚紙 1( C )]、 [厚紙 1( S )]、 [厚紙1(うら面）]、[厚紙 1( A ) 
(うら面）]、[厚紙 1( B ) (うら面）]、[厚紙 HC ) (うら面）]、[厚紙1に)（う 
ら面）]、[厚紙2]、[厚紙 2( A )]、 [厚紙 2( B )]、 [厚紙 2( C )]、 [厚紙 2( D )]、 
[厚紙 2( S )]、 [厚紙2(うら面）]、[厚紙 2( A ) (うら面）]、[厚紙 2( B ) (うら 
面）]、[厚紙2に)（うら面）]、[厚紙 2( D ) (うら面）]、[厚紙2に)（うら面）]、 
[ OHP フィルム]、1：コート紙1]、1：コート紙1(うら面）]、[コート紙2]、 
[コート紙2(うら面）]、[ラベル紙]、 [1 .ユーザー 1] 〜 [5 .ユーザー 5] 


補足 

•[1. ユーザー 1] 〜 [5. ユーザー 5] には、[用紙種類名称設定]で設定し 
た名称が表示されまず。 

- ( A )、（ B )、（ C )、（ D )、（ S ) は、画質の処理方法を表しまず。画質の処理 
については、「用紙の画質処理 J ( P .161) を参照してください。 

h レイ2〜 h レイ4 

トレイ2〜4にセットずる用紙の種類を設定しまず。 

-[普通紙](初期値)、[再生紙]、[上質紙]、[うら紙]、[厚紙！]、[厚紙 1( A )]、 
[厚紙 1( B )]、 [厚紙 1( C )]、 [厚紙 1( S )]、 [厚紙1(うら面）]、[厚紙 1( A ) 
(うら面）]、[厚紙 1( B ) (うら面）]、[厚紙1に)（うら面）]、[厚紙1に)（う 
ら面）]、[厚紙2]、[厚紙 2( A )]、 [厚紙 2( B )]、 [厚紙 2( C )]、 [厚紙 2( D )]、 
[厚紙 2( S )]、 [厚紙2(うら面）]、[厚紙 2( A ) (うら面）]、[厚紙 2( B ) (うら 
面）]、[厚紙2に)（うら面）]、[厚紙 2( D ) (うら面）]、[厚紙2に)（うら面）]、 
[ OHP フィルム]、1：コート紙1]、1：コート紙1(うら面）]、[コート紙2]、 
[コート紙2(うら面）]、[ラベル紙]、 [1 .ユーザー 1] 〜 [5 .ユーザー 5] 


補足 

-装着していないトレイは表示されません。 

•[1. ユーザー 1] 〜 [5. ユーザー 5] には、[用紙種類名称設定]で設定し 
た名称が表示されまず。 

- ( A )、（ B )、（ C )、（ D )、（ S ) は、画質の処理方法を表しまず。画質の処理 
については、「用紙の画質処理 J ( P .161) を参照してください。 

トレイ5 (手差し） 

手差しトレイにセットずる用紙の種類を設定しまず。 

-[普通紙](初期値)、[再生紙]、[上質紙]、[ラら紙]、[厚紙！]、[厚紙！ 
(うら面）]、[厚紙2]、[厚紙2(うら面）]、 [ OHP フィルム]、[コート紙 
1]、[コート紙1(うら面）]、[コート紙2]、[コート紙2(うら面）]、[ラべ 
ル紙]、[封筒]、[ラず紙]、 [1 .ユーザー 1] 〜 [5 .ユーザー 5] 


補足 

•[1. ユーザー 1] 〜 [5. ユーザー 5] には、[用紙種類名称設定]で設定し 
た名称が表示されまず。 
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[トレイの用紙色] 


プリント設定 
トレイの用紙色 


トレイの用紙色 
トレイ1 








トレイの用紙色 
トレイ2 



トレイの用紙色 
トレイ3 



トレイの用紙色 
トレイ4 


設定項目 

説明 

トレイ1〜トレイ4 

トレイにセットした用紙の色を設定しまず。 

•[白](初期値）、[青]、[黄色]、[緑]、[ピンク]、[透明]、[アイボリー]、 
[グレー]、[クリーム]、[山吹色]、[ホ]、[オレンジ]、 [1.] 〜 [5. ]、 
[その他] 

補足 

-装着されていないトレイは表示されません。 

•[1.] 〜 [5.] には、[用紙色名称設定]で設定した名称が表示されまず。 


[用紙の優先順位] 
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設定項目 


普通紙、再生紙、 
上質紙、ラら紙、 
ユーザー 1 〜 5 


説明 


自動トレイ選択によつて選択されるトレイにセツトされている用紙の種類の 
優先順位を設定しまず。初期値は、普通紙 [1 番目]、再生紙に番目]、ラ 
ら紙[設定しない]、上質紙 [3 番目]、それが外は[設定しない]でず。 


•[1 〜15番目] 


設定ずる優先順位を選択しまず。 

[設定しない] 

優先順位を設定しません。この場合、自動トレイ選択の対象になりません。 


補足 

•[1. ユーザー 1] 〜 [5. ユーザー 5] には、[用紙種類名称設定]で設定し 
た名称が表示されまず。 

-異なる用紙種類に同じ優先順位の設定もできまず。その場合に選択される卜 
レイは、[トレイの優先順位]によって決定しまず。 


[トレイの優先順位] 


プリント設定 
トレイの優先順位 


トレイの優先順位 

1 番目 








トレイの優先順位 

2 番目 



トレイの優先順位 

3 番目 


設定項目 

説明 

1番目〜3番目 

自動トレイ選択によって選択されるトレイの優先順位を設定しまず。手差し 
トレイは、自動トレイ選択の対象外でず。 

-[トレイ1〜 4] 

任意のトレイを設定しまず。初期値の優先順位はトレイ1〜4の順番でず。 

補足 

-各優先順位に同じトレイは設定できません。に番目]が設定できるトレイ 
は、 [1 番目]で設定したトレイが外で、 [3 番目]が設定できるトレイは、 

[1 番目]と [2 番目]で設定したトレイが外になりまず。残りのトレイが 
優先順位4になりまず。 

-この項目は、オプションのトレイが取り付けられている場合に表示されま 
ず。 
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[トレイの用紙サイズ] 


プリント設定 


トレイの用紙サイス'' 


トレイ1 

トレイの用紙サイス'' 



トレイ1 


n 

自動 


トレイ1 
定形外 





トレイの用紙サイス'' 


トレイ4 


トレイ4 



自動 





トレイ4 
定形外 


設定項目 

説明 

トレイ1〜トレイ4 

各トレイの用紙サイズを設定しまず。 

•[自動](初期値） 

センサーによって用紙サイズを自動検出しまず。 

-[定形外] 

たて方向のサイズとよこ方向のサイズを任意の数値に設定しまず。 

[定形外]を選択して表示される[たて（丫）方向のサイズ]と[よこ（ X )方 
向のサイズ]で設定してください。 

補足 

-装着していないトレイは表示されません。 

-定形外サイズの設定手順については、「トレイの用紙サイズを設定ずる J 
( P . 99) を参照してください。 
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[用紙の画質処理] 
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設定項目 

説明 

普通紙、再生紙、 

それぞれの用紙に対ずる画質処理（用紙種類）を設定しまず。 

上質紙、ラら紙、 

• [ A ] ([上質紙]の初期値） 

1■ユーザー!〜 

J 紙 （82 g / m 2 ) など、カラー専用の上質紙に適した画質でず。 

5. ユーザー 5 

• [ B ] ([普通紙]、[ラら紙]の初期値） 

一般的に使われているオフィス用紙 （ P 紙、 C 2 (シーツー）紙など）に適 
した画質でず。 

• [ C ] ([再生紙]の初期値） 

再生紙 （ C 2「 （シーツーアール）紙、 WR 100 紙など）に適した画質でず。 
•に] 

地合が悪い用紙で、印刷時に画質のムラが発生ずる場合に選択しまず。 
•に]〜に] 

拡張用設定のため、使用しません。 

•に] 

- JD コート （104.7 g / m 2)、 J コート （95.0 g/m と）など、105 g / m 2 が下 
のコート紙に適した画質でず。 

補足 

- [5 .ユーザー 5] は 、 JD コート （104.7 g / m 2 )、J コート （95.0 g / m 2) な 
ど、 105 g / m 2 が下のコート紙に最適な条件でず。 

-地合が悪い用紙とは、光に透かして見たときに、表面の透過度にムラが目立 
つ用紙でず。 

厚紙 1、 

それぞれの用紙に対ずる画質処理（用紙種類）を設定しまず。 

厚紙 1( ラら面） 

• [ A ] (初期値） 

• [ B ] 

耐水用ペーパーなどに適した画質でず。 

•に] 

ホワイトフィルムなどに適した画質でず。 

•に] 

ユーザー設定が可能な画質でず。 

厚紙 2、 

それぞれの用紙に対ずる画質処理（用紙種類）を設定しまず。 

厚紙 2 (ラら面） 

• [ A ] (初期値） 

- [ B ]、[ C ] 

名刺用紙などに適した画質でず。 

•に] 

使用しません。 

•に] 

フィルムラべルや耐水フィルムコート紙などに適した画質でず。 
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[用紙種類名称設定] 



[用紙色名称設定] 
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[ ID 印字機能] 


プリント設定 
ID 印字機能 


設定項目 

説明 

ID 印字機能 

特定の位置に、ユーザー ID を印刷しまず。 

-[しない](初期値） 

ユーザー ID を印刷しません。 

-に上] 

ユーザー ID を、用紙の左上部分に印刷しまず。 

-店上] 

ユーザー ID を、用紙の右上部分に印刷しまず。 

-に下] 

ユーザー ID を、用紙の左下部分に印刷しまず。 

-店下] 

ユーザー ID を、用紙の右下部分に印刷しまず。 


[奇数ページの両面] 

補足 

-この項目は、両面印刷モジュール（オプション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


プリント設定 
奇数ページの両面 


設定項目 

説明 

奇数ページの両面 

両面印刷時の、奇数ページ原稿の最終ページに対ずる印刷方法を設定しまず。 

-[片面](初期値） 

片面分の最終ページを、片面印刷時と同じく両面印刷を行ラための給紙動作 
をしないで印刷しまず。両面の印刷動作をしないため、高速に印刷できまず。 

• 丽面] 

最終ページは片面のみのデータでずが、両面印刷時と同じく両面印刷を行ラ 
ための給紙動作を行いまず。用紙に上下、または左右の区別がある用紙（穴 
あき用紙など）に印刷ずる場合は、印刷の向きをそろえることができまず。 


[未登録フォームへ印字] 


プリント設定 
未登録フォ-ムへ印字 


設定項目 

説明 

未登録フォームへ 
印字 

印刷時に指定されたフォームが未登録だった場合に、巧刷を中止ずるか 、デー 
夕のみ印刷ずるかを設定しまず。 

-[ずる（データのみ)](初期値） 

-[しない] 
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[基本の用紙サイズ] 


プリント設定 
基本の用紙サイズ 


設定項目 

説明 

基本の用紙サイズ 

各プリントモードの[用紙サイズ]の初期値を設定しまず。 

- [ A 4] (初期値） 

. [8.5 x 1 n 


[サイズ検知切り替え] 


プリント設定 
サイス''検知切り替え 


設定項目 

説明 

サイズ検知切り替え 

トレイ1〜4から、用紙サイズを自動検知ずるときの、サイズ検知モードを 
設定しまず。 

使用ずる国に合わせて選択しまず。日本国内で使用ずる場合は、 [ AB 系]に 
設定してください。 

自動検知できるサイズの組み合わせについては、下の表を参考にしてくださ 
い。 

補足 

-自動検知できるサイズの用紙でも、お使いの機種によって使用できない場合 
がありまず。本機で使用できる用紙のサイズは、「使用できる用紙 J ( P .88) 

を参照してください。 


■サイズ検知モードと自動検知できるサイズ 


用紙サイズ グループ 

AB 系 （8 X 13") 

AB 系 

セットずる場所 

サイズ/向き \ 

了 

で 

A 

1 

T 

r 

A 

の 

巧 

邮 

T 

で 

A 

1 

T 

r 

A 

の 

巧 

邮 

A 6 II ? 

X 

X 

X 

X 

A 5 II ? 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 4 D 

〇 

〇 

〇 

〇 

八の 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 3 II ? 

〇 

〇 

〇 

〇 

bsD 

〇 

〇 

〇 

〇 

BSE ? 

〇 

〇 

〇 

〇 

B の 

〇 

〇 

〇 

〇 

n X 17"〇 

〇 

X 

〇 

〇 

8.5 X 14"[? 

〇 

X 

〇 

〇 
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用紙サイズグループ 

AB 系 （8 X 13") 

AB 系 

セットずる場所 

サイズ/向き \ 

て 

で 

A 

i 

了 

で 

A 

の 

巧 

邮 

乙 

て 

で 

A 

1 

了 

で 

A 

の 

巧 

邮 

乙 

8.5 X 131 口 

〇 

X 

〇 

〇 

8.5 X IT'D 

〇 

〇 

〇 

〇 

8.5 X 1 1" 口 

〇 

〇 

〇 

〇 

12 X 18 "D 

X 

〇 

X 

〇 

SRA 3 *1 





八開（台湾、中国） D 

X 

X 

X 

X 

十六開（台湾、中国） D 

X 

X 

X 

X 

はがき D 

X 

〇 

X 

〇 

長形 3 号 D 

X 

〇 

X 

〇 


*1SRA3 は、 1 トレイモジュールの場合に使用できまず。 


用紙サイズ グループ 

AB 菜（八開/十六開） 

AB 系 

(8 X 137 8 X 14") 

インチ系 

セットずる場所 

サイズ/向き \ 

T 

で 

A 

了 

r 

A 

の 

巧 

邮 

乙 

T 

r 

A 

T 

r 

A 

の 

巧 

邮 

乙 

T 

r 

A 

-1^ 

T 

r 

A 

の 

巧 

邮 

乙 

A6II? 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

A5II? 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 4 D 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

八の 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

A3II? 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

bsD 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

BSE? 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

B4II? 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

n X 17"D 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

8.5 X 14"D 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

8.5 X 13"D 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

8.5 X IT'D 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

8.5 X 1 r 口 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

12 X IS"!!? 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

SRA3 *1 







八開（台湾、中国） D 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 


操作パネルでの設定 





用紙サイズ グループ 

AB を（八開/十六開） 

AB 糸 

(8 X 137 8 X 14") 

インチ系 

セットずる場所 

ア 

T 

r 

ア 

T 

r 

T 

T 

で 

\ 

で 

A 

で 

A 

で 

A 

\ 

A 

CJl 

A 

CJl 

A 

の 


) 

而 

) 

而 

) 

而 

サイズ/向き \ 


邮 

己 

占 

邮 

乙 

占 

邮 

乙 

十六開 （ 台湾、中国 ） D 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

はがき D 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

長形 3 号 D 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 


*1 SRA 3 は、 1 トレイモジュールの場合に使用できまず。 


[メェ 11 _ 設を 1 *2 (参照 P . 1 74) 


[メモリー設定]は、各インターフェイスのメモリーや、フオームメモリーの容量を変更 
しまず。 


注記 

-メモリー容量を変更ずると、メモリーがリセットされるので、各メモリー領域に格納されているデータ 
は、ずべて消去されまず。 

-メモリーの全体量を超えた割り振りはできません。電源を入れたときに、設定値が搭載メモリー容量を 
超えた場合は、システムによって自動的に調整されまず。 

-ポートを起動に設定したときにメモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に停止ずることがありま 
ず。この場合は、使っていないポートを停止ずるか、メモリーの割り当て容量を変更してください。た 
だし、パラレル、 USB -1 (2.0)、 USB -2 に. 0) ポートは自動的に停止ずることはありません。 

補足 

• メモリーの割り当ては、プリントぺージバッファを除き、操作パネル、または CentreWare Internet 

c © rvic © c マ、言を"^で、ま丰サ" 

-プリントページバッファは、実際の印刷イメージを描画ずる領域でず。プリントページバッファの容量 
は、直接変更できません。プリントページバッファには、ほかの用途向けにメモリーを割り当てたあと 
の、残った領域が割り当てられまず。 

解像度の高い文書を印刷ずるときは、プリントページバッファの容量が大きくなるように設定してくだ 
さい。 

実際に割り当てられたプリントぺージバッファ容量は、[機能設定リスト]で確認できまず。また、 
CentreWare Internet Services を使っても確認できまず。 
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設定項目 

説明 

PS 使用メモリー 

PostScript の使用メモリー容量を指定しまず。 

1 6.00 〜96.00 MB の間で、0.25 MB 単位でメモリー容量を設定し 
まず。設定できる最大値はメモリーの空き容量によって変化しまず。 

-に4.00 MB ] (初期値） 

補足 

-この項目は、 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り 
付けられている場合に表示されまず。 

ART EX フォーム 
メモリー 

ART EX プリンタードライバー用フォームのメモリー容量を指定しま 
ず。 

128〜2048 KB の間で、 32 KB 単位にメモリー容量を設定しまず。 
設定できる最大値はメモリーの空き容量によって変化しまず。 

- [128 KB ] (初期値） 

八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、フォー 
ム用のメモリーは八ードディスクが使用されまず。容量は変更でき 
ません。ディスプレイには[八ードディスク]と表示されまず。 

ミモ記 

-メモリーに格納されているデータは、本機の電源を入れ直ずと消去さ 
れまず。 

ART IV フォーム 
メモリー 

ART IV 用フォームのメモリー容量を指定しまず。 

128〜2048 KB の間で、 32 KB 単位でメモリー容量を設定しまず。 
設定できる最大値はメモリーの空き容量によって変化しまず。 

- [128 KB ] (初期値） 

八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、フォー 
ム用のメモリーは八ードディスクが使用されまず。容量は変更でき 
ません。ディスプレイには[八ードディスク]と表示されまず。 

ミモ記 

-メモリーに格納されているデータは、本機の電源を入れ直ずと消去さ 
れまず。 

ART IV ユーザ 
定義メモリ 

ART IV のユーザー定義で使ラメモリー容量を指定しまず。 

32〜2048 KB の間で、 32 KB 単位でメモリー容量を設定しまず。 
設定できる最大値はメモリーの空き容量によって変化しまず。 

- [32 KB ] (初期値） 

ミモ記 

-メモリーに格納されているデータは、本機の電源を入れ直ずと消去さ 
れまず。 

HPGL 才 一 h 

レイアウ h メモリー 

HP-G し HP - GL /2 才ートレイアウトで使うメモリー容量を指定しま 
ず。 

64〜 5120 KB の間で、 32 KB 単位でメモリー容量を設定しまず。 
設定できる最大値はメモリーの空き容量によって変化しまず。 

- [64 KB ] (初期値） 

八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合は、オー 
トレイアウト用のメモリーは八ードディスクが使用されまず。容量 
は変更できません。ディスプレイには[八ードディスク]と表示さ 
れまず。 

補足 

-この項目は、ェミュレーションキット（オプション）または 
PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられてい 
る場合に表示されまず。 
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設定項目 

説明 

受信バッファ容量 

インターフェイスごとに、受信バッファ（コンピューターから送信さ 
れるデータを一時的に蓄えておく場所）のメモリー容量を設定しま 
ず。 LPD 、 SMB 、 IPP の場合は、スプール処理の有無、配置場所、 
メモリー容量をそれぞれ設定しまず。 

受信バッファ容量は、使用状況と目的に応じて変更できまず。受信 
バッファ容量を増やずと、各インターフェイスに対応ずるコンピュー 
ターの解放が早くなることがありまず。設定できる最大値はメモリー 
の空き容量によって変化しまず。 

補足 

-ポートが停止している場合は、対応ずる各項目は表示されません。 

-コンピューターから送信されるデータ量によっては、メモリーの容 
量を増やしてもコンピューターの解放時間が変わらない場合があり 
まず。 


パラレル 

メモリー、 

NetWare 

メモリー、 

IPP メモリー、 
USB -1 に. 0) 

USB -2(2.0) 

メモリー、 

Port 9100 

メモリー 

64〜1024 KB の間で、 32 KB 単位にメモリー容量を設定しまず。 
初期値はパラレル、 USB -1 に.0)、 USB -2 に. 0) は [64 KB ]、 そのほ 
かは [256 KB ] でず。 

補足 

- [IPP メモリー]は、八ードディスク（オプション）が取り付けられ 
ていない場合に表示されまず。八ードディスクが取り付けられてい 
る場合は、 [ IPP スプール]が表示されまず。 

. パラレルメモリーは、パラレルポート（オプション）が取り付けら 
れている場合に表示されまず。 


EtherTalk 

メモリー 

1024〜2048 KB の間で、 32 KB 単位でメモリー容量を設定しま 
ず。初期値は [1024 KB ] でず。 

補足 

-に therTalk メモリー]は、 PostScript ソフトウェアキット（オプ 
ション）が取り付けられている場合に表示されまず。 


LPD スプール、 
SMB スプール 

-[スプールしない](初期値） 

スプール処理は行われません。あるコンピューターから LPD、SMB 
の印刷処理をしている間は、ほかのコンピューターからの同じイン 
ターフェイスでのデータを受信できません。 

LPD の場合は、 LPD 専用の受信バッファのメモリー容量を、1024 
〜 2048 KB の間で 32 KB 単位で設定しまず。初期値は [1024 KB ] 

SMB の場合は、 SMB 専用の受信バッファのメモリー容量を、64〜 

1 024 KB の間で 32 KB 単位に設定しまず。初期値は [256 KB ] でず。 

-[八ードディスクスプール] 

スプール処理を行いまず。スプール処理用の受信バッファは、八一 
ドディスクが使用されまず。この項目は、八ードディスク（オプショ 
ン）が取り付けられている場合に表示されまず。 

• [メモリースプール] 

スプール処理を行いまず。スプール処理用の受信バッファは、メモ 
リーが使用されまず。この候補値を選択したときは、スプール処理 
用の受信バッファのメモリー容量を、 0.5 〜32.00 MB の間で 
0.25 MB 単位で設定しまず。初期値は [1.00 MB ] でず。なお、設 
定したメモリー容量よりも大きい印刷データは、受信できません。こ 
のよラなときは、[八ードディスクスプール]、または[スプールし 
ない]を選択してください。 



ミモ記 

- LPR バイトカウントを無効にしている場合、スプールメモリーで設 
定されている容量より大きな容量の文書を送信ずると、ジョブの送信 
が繰り返されてしまいまず。この場合には、プリンタードライバーの 
プロパティダイアログボックスで[ポート]タブを開いて、 LPR パ' 
イトカウントを有効にずるか、メモリースプールの容量を文書容量よ 
りも大きい値に変更してください。 
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設定項目 

説明 

(受信バッ 
ファ容量） 

IPP スプール 

-[スプールしない](初期値） 

スプール処理は行われません。あるコンピューターからの IPP の巧 
刷処理をしている間は、ほかのコンピューターからの同じインター 
フェイスでのデータを受信できません。 IPP 専用の受信バッファの 
メモリー容量を、64〜1024 KB の間で 32 KB 単位で設定しまず。 
初期値は [256 KB ] でず。 

-[八ードディスクスプール] 

スプール処理を行いまず。スプール処理用の受信バッファは、八一 
ドディスクが使用されまず。 



補足 

- [ IPP スプール]は、八ードディスク（オプション）が取り付けられ 
ている場合に表示されまず。八ードディスクが取り付けられていな 
い場合は 、 [IPP メモリー]が表示されまず。 


[画質補正] _ 

[画質補正]は、印刷画質が悪いときに本機を調整しまず。 

[階調補正] 

参昭 

-階調補正の操作手順：「7.9階調を補正ずる J ( P . 253) 


画質補正 


階調補正 

階調補正 



解像度 




階調補正 




階調 


設定項目 

説明 

解像度 

解像度優先の階調補正チャートを印刷し、本機の階調を補正しまず。 

-[階調補正チャート] 

階調補正チャートを印刷し、イエロー （ 丫）、マゼンタ （ M ) 、シアン （ C ) 

の色階調がずれていないかを確認し、補正値を読み取りまず。 

-[補正セット] 

補正値を設定しまず。各色とも-6〜+6の間で補正しまず。 

階調 

階調優先の階調補正チャートを印刷し、本機の階調を補正しまず。 

-[階調補正チャート] 

階調補正チャートを印刷し、イエロー （ 丫）、マゼンタ （ M ) 、シアン （ C ) 

の色階調がずれていないかを確認し、補正値を読み取りまず。 

-[補正セット] 

補正値を設定しまず。各色とも-6〜+6の間で補正しまず。 
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[転写電圧オフセット調整] 
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[初期化/データ削除] 


[初期化/データ削除]では 、 NV メモリーに記憶されているプリンター設定値、ネット 
ワークポート、八ードディスク（オプション）の初期化、および本機に登録されている 
フォームなどのデータを削除しまず。 

補足 

-初期化によってそれぞれの設定は、初期値に戻りまず。 



設定項目 

説明 

NV メモリー 
初期化 

NV メモリーを初期化しまず 。 NV メモリーを初期化ずると、各種項目の候補 
値は初期値に戻りまず。 


補足 

- NV メモリーとは、電源を切っても本機の設定内容を保持できる不揮発性の 
メモリーのことでず。 

八ードディスク 
初期化 

八ードディスク（オプション）を初期化しまず。 

初期化によって消去されるデータは、追加フォント 、 ART EX . ART IV 、 

201 H 、 ESC / P 、 HP - G し HP - GL /2 、PCL の各フォーム 、 ART IV ユー 
ザー定義データ、セキュリティープリント文書、サンプルプリント文書、時 
刻指定プリント文書でず。セキュリティープリント、サンプルプリント、時 
刻指定プリントの各ログは、消去されません。 


補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表 
示されまず。 
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設定項目 

説明 

データー括削除 

NV メモリー、八ードディスク（オプション）のデータを一括して初期化し 
まず 。 NV メモリーを初期化ずると、各種項目の候補値は初期値に戻りまず。 
また、八ードディスクを初期化ずると、追加フォント、201 H、ART EX . 

ART IV 、 HP - G し HP - GL /2、 ESC / P、PCL の各フォーム 、 ART IV ユー 
ザー定義データ、セキュリティープリント文書、サンプルプリント文書、時 
刻指定プリント文書が消去されまず。セキュリティープリント、サンプルプ 
リント、時刻指定プリントの各ログは、消去されません。 

ミモ記 

-八ードディスクが装着されている場合、処理に時間がかかることがありまず 
(約1時間が上)。処理中は、操作パネルのランプが点滅しまず。処理中は、 
電源を切らないようにしてください。 

集計レポート初期化 

集計レポートを初期化しまず。初期化ずると、集計値が0になりまず。 

参昭 

. 「[プリンター集計レポート]のデータを初期化ずる J ( P . 224) 

機能別カウンター 

機能別カウンターを初期化しまず。初期化ずると、カウンターの値が0にな 

初期化 

りまず。 

フォーム/マクロの 

登録されているフォーム/マクロを削除しまず。 

削除 

.[ART EX フォーム削除] 

ART EX プリンタードライバー用フォームを削除しまず。 

- [ART IV フォーム削除] 

ART IV 用フォームを削除しまず。 

-に01 H フォーム削除] 

ェミュレーションの201 H 用フォームを削除しまず。 

-に SC / P フォーム削除] 

ェミュレーションの ESC / P 用フォームを削除しまず。 

- [ PCL マクロ削除] 

ェミュレーションの PCL 用マクロを削除しまず。 

補足 

-に 01 H フォーム削除]、 [ PCL マクロ削除]は、ェミュレーションキット 
(オプション）または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取 
り付けられている場合に表示されまず。 

-登録されているフォームがない場合は、[フォーム登録はありません]と表 
71^されまず。 

フォント削除 

登録されているフォントを削除しまず。 

- [ PCL フォント削除] 

ェミュレーションの PCL 用フォントを削除しまず。 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）、およびェミュレーションキッ 
卜（オプション）または PostScript ソフトウェアキット（オプション）が 
取り付けられている場合に表示されまず。 

. 登録されているフォントがない場合は、[フォント登録はありません]と表 
示されまず。 

セキュリティ 

セキュリティープリントやプライベートプリントとして蓄積されている文書 

文書削除 

を削除しまず。 

補足 

-この項目は、八ードディスク（オプション）が取り付けられている場合に表 
示されまず。 

-文書がない場合は、[文書はありません]と表示されまず。 
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[言語切り替え] 


メニュー 

言語切り替え 


設定項目 

説明 

言語切り替え 

操作パネルの表示言語を設定しまず。 

-[日本語](初期値） 

日本語で表示しまず。 

- English ] 

英語で表示しまず。 


補足 

- English ] に設定した場合、プリンタードライバーや弊社ソフトウェアは英語版を使用してください。 
なお、英語版のプリンタードライバー 、 ContentsBridge U 川 ity は、 「 A .4 製品情報の入手方法 j 
( P . 278) を参照して葬社のホームぺージからダウンロードしてください。 


#1[自動]設定時、自動判別の結果が本機に実装されていないプリント言語だった場合 
や、対象になるプリント言語に該当しない場合、そのデータは消去されまず。 

^ 〈▼〉または〈▲〉ボタンで候補値を変更ずるときに、ボタンを押し続けると、連続 

的に表示を変えることができまず。また、〈▼〉と〈▲〉ボタンを同時に押ずと、初 
期値が表示されまず。 

ダンププリントの各列は、次の項目が印刷されまず。 

Count ジョブの先頭データからのバイト数が印刷されまず。 

16進数表記コード印刷データを4バイトごとに区切り、16進表記形式で印刷さ 
れまず。 

ASCII コード 印刷データを J に X 0201 の8単位符号を使用して印刷されま 

ず 。 JIS X 0201 で定義されていない文字は、 UD と EP 刷され 
まず。 

*4 文字列一覧 


No . 

文字種 

文字 

1 

空白 

スペース 

2 

半角カナ 

アアイイウゥ II オォカキクケ]サシスセソタチツテトナこヌネノ八ヒフへホ 7 ミム 
)( モヤャむたラリルレ□ワヲン 

3 

アルファベット 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWX 丫 Zabcdef 
ghijklmnopqrstuvwxyz 

4 

数字 

0123456789 

5 

記号 

!"#$%&|()*+，-./:;〈=> ?@ [¥] 八_、 


-[有効]の設定時、プリントモード指定が [ HexDump ] に設定されている場合、 
PJL コマンドも [ HexDump ] で出力されまず。 

- PJL コマンドで本機に実装されていないプリント言語が指定された場合、データは 
消去されまず。 
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53 


つたとまには 


本機の使用中にトラブルが発生し、どのように対処したらよいかわからないときには、ま 
ず、が下の症状の中に該当ずるものがないかを探してください。 

該当ずる項目があったら、「処置 J の説明を参照して対処してください。 

該当ずる項目がない、または該当ずる処置をしても改善されない場合は、弊社プリンター 
サポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 


6.1 紙づまりの処置 


用紙が詰まると、機械が停止してアラームが鳴りまず。操作パネルのエラーランプが点丹 
して、ディスプレイにメッセージが表示されまず。メッセージに表示されている紙づまり 
の位置を操作パネルの左にある表示部で確認して、詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い0 

紙づまりの処置が終了ずると、自動的に用紙が詰まる前の状態から印刷が再開されまず。 


カバ ー A 内での紙づまり （ P .177) 
カバ ー B 内での紙づまり （ P .179) 


手差しトレイでの紙づまり （ P .176) 


カバ ー C 内での紙づまり （ P . 1 79) 


A 注意 

-機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。特に、ヒューザー部 
や ローラー 部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないでください。ケガややけど 
の原因となるおそれがありまず。ただちに電源スイッチを切り、弊社プリンターサポー 
トデスクまたは販売店にご連絡ください。 


注記 

-紙づまりが発生したとき、紙づまり位置を確認しないで用紙トレイを引き出ずと、用紙が破れて機械の 
中に紙片が残ってしまラことがありまず。故障の原因になるので、紙づまりの位置を確認してから処置 
をしてください。 

-紙片が本機内に残っていると、紙づまりの表示は消えません。 

-紙づまりの処置をずるときは、本機の電源を入れたまま行ってください。電源を切ると、本機内に残っ 
ている印刷データや、本機のメモリーに蓄えられた情報が消去されまず。 

-本機内部の部品には触れないでください。印字不良の原因になりまず。 

補足 

-機械に貼られているラベル中の下図のアイコンは、紙づまり除去方法といラ意味でず。用紙が詰まった 
ときには、このアイコンがついているラベルの指示も参考にしてください。 


紙づまり除去方法 
アイコン 
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手差しトレイでの紙づまり 


1. 手差しトレイの奥（用紙の差し込み口付近) 
を点検し、詰まっている用紙を取り除きま 
ず。 

用紙が破れた場合は、内部に紙片が残って 
いないかを確認してください。 


注記 

-手差しトレイに用紙を複数枚セットしている場合は、 
いつたんずべての用紙を取り除いてください。 



トレイ1〜4での紙づまり 


注記 

-紙づまりの位置を確認しないでトレイを引き出ずと、用紙が破れて機械の中に紙片が残ってしまうこと 
がありまず。故障の原因になるので、操作パネルの左にある表示部で紙づまりの位置を確認してから処 
置してください。 



2 . 


詰まっている用紙や、しわになっている用 
紙を取り除きまず。 

用紙が破れた場合は、内部に紙片が残って 
いないかを確認してください。 
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カバー A 内での紙づまり 


注記 

-用紙を取り除くとき、左側面上部のカバー内にある転写ベルト（黒のフイルム上のベルト）には触れな 
いようにしてください。転写ベルトに引つかき傷、巧れ、または手の脂が付くと印字品質がお下しまず。 
-転写ローラーの一部にトナーの巧れが付着している場合がありまずが、画質には影響ありません。 


1. 手差しトレイを倒しまず。次に リリース レ 
バーを 上げながら、 カバー A をゆっくりと 
開けまず。 



2. 詰まっている用紙の先端がセンタートレイ 
の方向に出ている場合は、排出方向にまっ 
ずぐに引いて用紙を取り除きまず。 



3. カバー A 内の詰まっている用紙を取り除き 
まず。 

用紙が破れた場合は、内部に紙片が残って 
いないかを確認してください。 



4. フュー ザ ーユニッ トの上下に用紙が詰まつ 
ている場合は、上方向にまっすぐ引いて用 
紙を取り除きまず。 


注記 

-フューザーユニットは高温になっていまず。触れない 
よラにしてください。やけどの原因になるおそれがあ 
りまず。 
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5. カバー A の中央部を押して、ゆっくりと開 
じ、そのあと手差しトレイを上げまず。 

注記 

-カバーを閉じるときは、カバーと本体の間に指を挟ま 
ないようにを意してください。 
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カバー B 内での紙づまり（両面印刷モジュール（オプション）装着時) 



1. リリースレバーを 引きながら、 カバー じを 
ゆっくりと開けまず。 







[n| 




知 






J 
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2. 詰まっている用紙を取り除きまず。 


3. カバ ー C をゆっくりと閉じまず。 
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6.2 電源、異常音など、機械本体のトラブル 


症状 

原因/処置 

電源が入らない 

本機の電源が切れていませんか？ 

電源スイッチの〈1 >側を押して、電源を入れてください。 


電源コードが抜けている、またはゆるんでいませんか？ 

本機の電源を切り、電源コードを電源コンセントと本機に差し込み直してください。そ 
のあとで、本機の電源を入れてください。 


正しい電圧のコンセントに接続していまずか？ 

本機は、適切な定格電圧および定格電流のコンセントに、単独で接続してください。 

パネルに何も表示されない 

節電モードに入っている可能性がありまず。操作パネルの〈節電> ボタンを押して、節 
電モードを解除してください。 

節電モードが解除できない場合は、電源コードがきちんと差し込まれていることを確 
認し、電源を入れ直しまず。 

それでも改善されない場合は、機械の故障かもしれません。葬社プリンターサポート 
デスクまたは販売店にご連絡ください。 

異常な音がずる 

本機の設置場所は、水平でずか？ 

安定した平面の上に移動してください。 


トレイが外れていませんか？ 

トレイを本機の奥までしっかり押し込んでください。 


本機内に異物が入っていませんか？ 

電源を切り、本機内部の異物を取り除いてください。本機を分解しないと取り除けな 
い場合は、葬社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

プリンター内部に結露が発生 
した 

操作パネルを使用して、スリープモードに移行ずる時間を1時間が上に設定し、電源 
を入れたまま放置してください。機内があたたまり、約1時間で水滴がなくなり、正 
常に使用できまず。 


参照 

-スリープモード：「[システム設定 L ( P .143) 

スリープモードに移行しない 

操作パネルでスリープモードへの移行を[無効]に設定していませんか？ 

操作パネルで、[スリープモード]を[有効]に設定してください。 
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6-3 印刷が正しくできないトラブル 


症状 

原因/処置 

〈エラー> ランプが 
点滅している 

お客様自身では対処できないエラーが発生していまず。表示されているエラーメッ 
セージやエラーコードを書き留めたラえで電源を切り、電源プラグをコンセントから 
抜いて、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

〈エラー> ランプが 
点丹している 

操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示されていませんか？ 

操作パネルに表示されているエラーメッセージを確認して、エラーの対処をしてくだ 
さい。 

印刷を指示したのに〈プリント 
可> ランプが点滅、点丹しない 

インターフェイスケーブルが抜けていませんか？ 

電源スイッチをいったん切り、インターフェイスケーブルの接続を確認してください。 


本機がオフライン状態、またはメニューを設定している状態になっていませんか？ 
オフライン状態の場合は〈オンライン〉ボタンを、メニュー画面が表示されていると 
きは〈メニュー〉ボタンを押して、解除してください。 


使用ずるプロトコルの設定が正しくされていまずか？ 

使用ずるポートが起動されているかを確認してください。また 、 CentreWare 
Internet Services でプロトコルの設定が正しくされているかを確認してください。 


参照 

. 「ネットヮーク/ポート設定 J ( P . 11 5) 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 


コンピューターの環境が正しく設定されていまずか？ 

プリンタードライバーなどコンピューターの環境を確認してください。 

〈プリント可> ランプが点丹、点 
滅したまま排紙されない 

データが本機内部に残っていまず。印刷の中止、または残っているデータの強制排出 
をしまず。 

〈オンライン〉ボタンを押してオフライン状態にしてから、印刷を中止ずる場合は〈プ 
リント中止> ボタンを、データを強制排出ずる場合は、 〈0 K > ボタンを押してくださ 
し、。中止および排出が終わったら、もう一度〈オンライン〉ボタンを押して、本機を 
オンライン状態にしまず。 


補足 

-パラレル/ USB ポートを使用している場合、〈オンライン> ボタンを押ずタイミング 
によって、データ受信がジョブの途中になることがありまず。この場合、それが降 
の印刷データは 〈0 K > ボタンを押したあとに、新しい印刷ジョブとして認識され、 
最後にオフラインを解除したあとに印刷されまず。またそのとき、正常に印刷され 
ないことがありまず。 
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症状 

原因/処置 

印!刷できない 

パラレルケーブルで接続している場合、コンピューターは双方向通信に対応していま 
ずか？ 

工場出荷時、本機の双方向通信の設定は、[有効]になっていまず。コンピューターが 
双方向通信に対応していないと、印刷できません。この場合は、操作パネルで、双方 
向通信の設定を撫効]にしてから印刷してください。 

参昭 

-「[パラレル] J (P.115) 

ネットワークプリンターの場合、本機の IP アドレスは正しく設定されていまずか？ 

また、受信制限の設定が間違っている可能性もありまず。 

本機の設定が正しいかどラか確認し、必要であれば変更してください。 

参昭 

.「IP アドレス （IPv4) を設定ずる J (P. 33) 

.「IP アドレスによる受信制限 J (P. 230) 

1回の印刷指示で送信される印刷データの容量が、受信容量の上限を超えている可能性 
がありまず。受信バッファの設定をメモリースプールにしている場合に、この現象が発 
生ずることがありまず。 

1つの印刷ファイルでメモリーの上限を超えてしまう場合には、印刷ファイルをメモ 
リー容量の上限よりルさいサイズに分割して印刷を指示しまず。 

印刷ずるデータファイルが複数ある場合には、1回に印刷ずるファイルの量を減らし 
て印刷してください。 

巧刷に時間がかかる 

受信バッファ容量の不足が考えられまず。解像度の高い文書を印刷ずるときは、操作 
パネルの[メモリー設定]で使用しない項目のメモリー容量を減らして、プリントぺ一 
ジバッファの容量が大きくなるようにしてください。 

受信バッファ容量を増やずと、印刷処理が速くなることがありまず。印刷ずるデータ 
の量に応じて、バッファ容量を調整してください。 

また、使用していないポートを停止して、ほかの用途向けにメモリーを割り当てるこ 
とをお勧めしまず。 

参昭 

-「[メモリー設定] J (P.167) 

プリンタードライバーの[印刷モード]の設定で、[高画質]が選択されていません 
か？[グラフィックス]タブの[印刷モード]の設定を[標準]または[高速]に変 
要ずると、印刷にかかる時間を短縮できることがありまず。 

参照 

-プリンタードライバーのヘルプ 

TrueType® フォントの印刷方法によっては、巧刷に時間がかかることがありまず。プ 
リンタードライバーの[詳細設定]タブにある[フォントの設定]で、 TrueType フォ 
ントの印刷方法を変更してください。 

参昭 

-プリンタードライバーのヘルプ 

印刷を指示していないのに、 
[プリントしていまず]が表示 
される 

(パラレル/ USB インターフエ 
イス使用時） 

本機の電源を入れたあとに、コンピューターの電源を入れませんでしたか？〈プリン 
卜中止> ボタンを押して、印刷を中止しまず。 

補足 

-本機の電源を入れるときは、コンピューターの電源が入っていることを確認してく 
ださい。 

印字された文書の上部が 
欠ける 

思った位置に印刷されない 

用紙ガイドは、正しい位置にセットされていまずか？ 

用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。 

参昭 

-「4.2用紙をセットずる J (P. 94) 

プリンタードライバーで余白の設定が正しいかどうかを確認してください。 

参昭 

-プリンタードライバーのヘルプ 
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6.4 印字品質や画質のトラブル 


症状 


原因/処置 


印刷がラずい 


用紙が湿気を含んでいまず。新しい用紙と交換してください。 


(かずれる、不鮮明) 


使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてくださし、。 


参昭 

. 「使用できる用紙 J ( P . 88) 


ドラムカートリッジ、またはフューザーユニットが劣化、または損傷していまず。ド 
ラムカートリッジ、およびフューザーユニットの状態によって、交換が必要な場合が 
ありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店にご連絡ください。 


トナーセーブ機能が有効になっていませんか？ 

プリンタードライバーの[詳細設定]タブで、トナーセーブのチェックを外してくだ 
さい。 


参昭 

-プリンタードライバーのヘルプ 


もっと濃く巧刷したい場合は、巧刷時にプリンタードライバーで[グラフィックス]夕 
ブの[画質調整]または[カラーバランス]を選択し、各設定を変更して印刷してみ 
てください。 


参昭 

. プリンタードライバーのヘルプ 


別の用紙種類の設定に変更して、印刷してみてください。たとえば、普通紙を設定し 
ていた場合は上質紙や再生紙に、厚紙！を設定していた場合は厚紙2に、設定を変更 
して印刷してみてください。 


色点や色線が印刷される 用紙搬送路に巧れが付着している場合もありまず。数枚印刷してくださし、。 

等間隔に巧れが起きる - 

本機の内部が巧れている可能性がありまず。 

本機の内部を清掃してください。 


Pririter 

• ••••••. 



Erinta; 


参照 

. 「本機内部の清掃 J ( P . 262) 


ドラムカートリッジ、またはフューザーユニットが劣化、または損傷していまず。ド 
ラムカートリッジ、およびフューザーユニットの状態によって、交換が必要な場合が 
ありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店にご連絡ください。 
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症状 


原因/処置 


指でこずるとかずれる 
トナーが定着しない 
用紙がトナーで巧れる 


fripter 




選択されているトレイの用紙種類が適切ではありません。別の用紙種類の設定に変更 
して、印刷してみてください。たとえば、普通紙を設定していた場合は上質紙や再生 
紙に、厚紙！を設定していた場合は厚紙2に、設定を変更して印刷してみてください。 


用紙が湿気を含んでいまず。新しい用紙と交換してください。 


使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてくださし、。 
参昭 

. 「使用できる用紙 J ( P . 88) 


フューザー ユニッ トが劣化、または損傷していまず。フューザー ユニッ トの状態によつ 
て、交換が必要な場合がありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店 
にご連絡ください。 


用紙全体がめりつぶされて印 
刷される 


ドラムカートリッジが劣化、または損傷していまず。ドラムカートリッジの状態によつ 
て、交換が必要な場合がありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店 
にご連絡ください。 



高圧電源の故障が考えられまず。葬社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連 
絡ください。 


何も印刷されない 


一度に複数枚の用紙が搬送されていまず（重送)。用紙をよくさばいてからセットし直 
してください。 


ドラムカートリッジが劣化、または損傷していまず。ドラムカートリッジの状態によつ 
て、交換が必要な場合がありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店 
にご連絡ください。 


高圧電源の故障が考えられまず。葬社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連 
絡ください。 


N _ 

白抜けや白筋が出る 使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてください。 


Pri - … 

D "***，. 打 ter 

一一‘ wsr 

Printer 



P ] ; n い r 


P】Lnt !r 


P】Lnt ir 


P】Lnt ir 




参照 

-「使用できる用紙 J ( P . 88) 


用紙が湿気を含んでいまず。新しい用紙と交換してください。 


ドラムカートリツジが正しくセットされていません。 
正しくセットし直してください。 


本機の内部が巧れている可能性がありまず。 
本機の内部を清掃してください。 

参照 

-「本機内部の清掃 J ( P . 262) 


本機内部に結露が発生している可能性がありまず。 

操作パネルを使用して、スリープモードに移行ずる時間を1時間が上に設定し、電源 
を入れたまま放置してください。機内があたたまり、約1時間で水滴がなくなり、正 
常に使用できまず。 


参昭 

-スリープモード：「[システム設定 L ( P .141) 


ドラムカートリッジ、またはフューザーユニットが劣化、または損傷していまず。ド 
ラムカートリッジ、およびフューザーユニットの状態によって、交換が必要な場合が 
ありまず。葬社のプリンターサポートデスク、または販売店にご連絡ください。 
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症状 

原因/処置 

画像の一部が抜けて白, [ 
画像周辺にトナーが飛 
画像全体に青みがかか- 

ミになる 
び散る 
つている 

転写電圧の設定が適切でない可能性がありまず。 

操作パネルで電圧を調整してください。 

参昭 

-「7.10転写電圧を調整ずる J ( P . 260) 

巧 

別の用紙種類の設定に変更して、印刷してみてください。たとえば、普通紙を設定し 
ていた場合は上質紙や再生紙に、厚紙！を設定していた場合は厚紙2に、設定を変更 
して印刷してみてください。 

文字が 1 

こじむ 

Printer 

Printer 

Printer 

Printer 


使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてください。 

参照 

-「使用できる用紙 J ( P . 88) 

用紙が湿気を含んでいまず。新しい用紙と交換してください。 

本機内部に結露が発生している可能性がありまず。 

操作パネルを使用して、スリープモードに移行ずる時間を1時間が上に設定し、電源 
を入れたまま放置してください。機内があたたまり、約1時間で水滴がなくなり、正 
常に使用できまず。 

参昭 

. スリープモード：「[プリント設定 L ( P .156) 

文字化けずる 

画面表示と印刷結果が一致し 
ない 

本機に標準で搭載されていないフォントを使用して印刷していまず。アプリケーショ 
ンで使用しているフォントを確認してください 。 PostScript (オプション）を使用し 
ている場合は、必要なフォントをダウンロードしてください。 


MEAnIRWn 

e«a6u 

か 》口 6|£ 

，a 客-が，化¬ 
り りが ホ 1/2" 


TrueType フォントをプリンターフォントに置き換える設定になっていませんか？ 
プリンタードライバーの、[詳細設定]タブにある[フォントの設定]で 、 TrueType 
フォントの印刷方法を変更してください。 

参貝导 

• プリンタードライバーのヘルプ 

斜めに E 

口刷される 

它でけたらで 
它で i むがで 
が in がで 


用紙ガイドが正しい位置にセットされていません。用紙ガイドを正しい位置にセット 
してください。 

参昭 

-「4.2用紙をセットずる J ( P . 94) 

カラー文書なのに白黒で印刷 
される 

印刷時にプリンタードライバーの搭本]タブで[カラーモード]が[白黒]になっ 
ていませんか？ 

[カラーモード]を[カラー（自動判別）]に設定してください。 

参昭 

. プリンタードライバーのヘルプ 

印刷の濃度や色味の再現性が 
悪くなった 

操作パネルから階調補正チャートを巧刷して、本機に付属の階調補正用色見本と比較 
し、必要に応じて、補正をしてください。 

参昭 

-「7.9階調を補正ずる J ( P . 253) 
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症状 原因/処置 

OHP フィルム/はがき/封筒本機で使用できない種類の OHP フィルム、はがき、封筒がセットされていまず。適切 
にきれいに印刷されない な用紙をセットしてください。 

参昭 

-「使用できる用紙 J ( P . 88) 

プリンタードライバーのプロパティや操作パネルで、用紙の種類が適切に設定されて 
いるか確認してください。 

参昭 

-「[トレイの用紙種類 ] J ( P .157) 

. プリンタードライバーのヘルプ 

プリンタードライバーで、トナーセーブ機能が有効になっていたり、解像度がおく設 
定されていまず。プリンタードライバーの[詳細設定]タブで、設定を変更してくだ 
さい。 

参照 

. プリンタードライバーのヘルプ 
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6.5 トレイや用紙送りのトラブル 


症状 

原因/処置 

用紙が送られない 
紙づまりが起こる 
用紙が重送される 
用紙が斜めに送られる 
用紙にしわがつく 

用紙は正しくセットされていまずか？ 

用紙を正しくセットしてください。また、ラベル紙、 OHP フィルム、はがき、封筒な 
どをセットずる場合は、用紙の間に空気が入るように、よく紙をさばいてください。 

用紙が湿気を含んでいませんか？ 

新しい用紙と交換してください。 

適切な用紙を使用していまずか？ 

使用できる用紙をセットしてください。ただし、用紙の種類や用紙の状態によっては、 
用紙にしわがつくことがありまず。 

参昭 

-「使用できる用紙 J ( P . 88) 

トレイが外れていませんか？ 

トレイを本機の奥までしっかり押し込んでください。 

本機は水平な場所に設置されていまずか？ 

安定した平面の上に移動してください。 

用紙ガイドは、正しい位置にセットされていまずか？ 

用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。 

参昭 

-「4.2用紙をセットずる J ( P . 94) 

用紙の継ぎ足しをしていませんか？ 

トレイにセットしてある用紙を使い切る前に、用紙を継ぎ足ずとこのよラな現象が起 
こることがありまず。セットしている用紙をよくさばいてから、もう一度セットして 
ください。用紙を補給ずるときは、セットしている用紙を使い切ってから補給してく 
ださい。 

トレイ1〜4からトレイが正 
しく選択されない 

用紙ガイドは、正しい位置にセットされていまずか？ 

用紙ガイドの位置がずれていると、本機は正しくセットされている用紙のサイズを検 
知できないことがありまず。用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。 

プリンタードライバーのプロパティや操作パネルで、トレイの設定、および用紙サイ 
义用紙種類が適切に設定されているかを確認してください。 

参照 

-「[プリント設定 ] J ( P .156) 

. プリンタードライバーのヘルプ 

手差しトレイから用紙が送ら 
れない 

プリンタードライバーの[トレイ/排出]タブで[用紙トレイ選択]を[自動]にし 
ていませんか。手差しトレイは自動トレイ選択の対象ではありません。 

参照 

-プリンタードライバーのヘルプ 
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6.6 主なエラー 木 ツセージとエラーコード 


主なエラーメッセージ巧0音順) _ 

操作パネルに表示されるまなエラーメッセージについて説明しまず。 

補足 

. メッセージが1画面で表示できない場合は、〈▼>〈▲>ボタンで画面を切り替えてください。 


メッセージ 

状態/原因/処置 

エラー終了しました 

去ホホ-ホホホ 

エラーが発生して、正しく印刷されませんでした。 

ディスプレイに表示されているエラーコード「***-***_!を確認して処置してください。 


参昭 

• 「エラーコード J ( P .194) 

カバ ー X を 

閉じてください 

(X : A 〜 C のいずれか） 

カバ ー X が開いていまず。 

表示されているカバーをしっかりと閉じてください。 

紙づまり：カバー A を開け、 

レバー A 1 を引いて 
用紙を上に引き出し 
除去してください 

本機内部で紙づまりが発生していまず。 

カバ ー A を開け、レバー A 1 を引いて、紙が詰まっている位置を確認してから詰まっ 
ている用紙を取り除いてください。 

参照 

• 「6.1紙づまりの処置 J ( P .175) 

紙づまり：カバ ー X を 
開けて、用紙を除去 
してください 
(X : A 〜 C のいずれか） 

本機内部で紙づまりが発生していまず。 

表示されているカバーを開け、紙が詰まっている位置を確認してから詰まっている 
用紙を取り除いてください。 

参昭 

• 「6.1紙づまりの処置 J ( P .175) 

紙づまり：トレイ5 (手差 
し）の用紙をずべて除 
去し、もラー度セットし 
てください 

手差し部分で紙づまりが発生していまず。 

手差しトレイから詰まっている用紙を取り除いてください。そのあと、手差しトレ 
イに用紙をセットし直してください。 

参昭 

• 「6.1紙づまりの処置 J ( P .175) 

紙づまり：トレイ N を引 
き出し用紙を除去し 
用紙ガイドの位置を 
確認してください 
(N :1〜4のいずれか） 

本機内部で紙づまりが発生していまず。 

トレイ N を引き出し、詰まっている用紙を取り除いてください。そのあと、トレイ 
の用紙ガイドが正しい位置になっていることを確認してください。 

0 カラーモード制限 
機械管理者に確認 

カラーモードが制限されているため、プリントを一時停止しました。 

白黒モードに変更して出力し直ずか、機械管理者に確認してください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

手差しに用紙を補給 
くサイズ+方向>く紙質> 

手差しトレイの用紙がなくなりました。 

表示されているサイズ-方向-紙質に従って、手差しトレイに用紙をセットしてく 
ださい。 


参照 

-「手差しトレイに用紙をセットずる J ( P . 94) 
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メッ七ージ 

状態/原因/処置 

0手差しの用紙を確認 

手差しトレイに正しい用紙がセットされていません。 

くサイズ+方向>く紙質> 

表示されているサイズ-方向-紙質に従って、手差しトレイに用紙をセットしてく 
ださい。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参昭 

. 「手差しトレイに用紙をセットずる J ( P . 94) 

0手差しを確認し [ OK ] 

手差しトレイに正しい用紙がセットされていません。 

くサイズ+方向>く紙質> 

表示されている用紙が手差しトレイにセットされているかを確認し、 〈 OK > ボタン 
を押してください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

電源を切/入して 

本機に故障が発生していまず。 

ぐたゴ い ***—*** 

電源スイッチを切り、操作パネルのディスプレイが消巧してから、再度電源スイッ 
チを入れてください。再びエラーコードが表示された場合は、ディスプレイに表示 
されているエラーコード「***-*气|を確認してから、弊社プリンターサポートデス 
ク、または販売店にご連絡ください。 


参昭 

- 「エラーコード J ( P .194) 

0トナーカートリッジのタイプが 

本機に適したトナーカートリッジではありません。 

違ぃまず ：X 

本機に適したトナーカートリッジを正しくセットしてください。 

(X : K 、 C 、 M 、 丫のぃずれか） 

補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参昭 

-「消耗品の種類と購入について J ( P . 208) 

Q トナーカートリッジを交換 

ブラックのトナーカートリッジのトナーがなくなりました。または、トナーカート 

してくださぃ ： K 

リッジに異常が発生しました。 

ブラックのトナーカートリッジを新しいものに交換してください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参昭 

-「トナーカートリッジを交換ずる J ( P . 210) 

Q トナーカートリッジをセット 

X のトナーカートリッジがセットされていません。 

してくださぃ ：X 

表示されたトナーカートリッジを正しくセットしてください。 

(X : K 、 C 、 M 、 丫のぃずれか） 

補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参照 

-「トナーカートリッジを交換ずる J ( P . 210) 

トナー回収ボトル R 5 を 

トナー回収ボトルが正しくセットされていません。 

セットしてくださぃ 

本機に適したトナー回収ボトルを正しくセットしてください。 


参照 

-「トナー回収ボトルを交換ずる J ( P . 215) 

. 「消耗品の種類と購入について J ( P . 208) 

トナー回収ボトル R 5 を 

トナー回収ボトルがいっぱいになりました。 

交換してくださぃ 

新しいトナー回収ボトルと交換してください。 


参昭 

-「トナー回収ボトルを交換ずる J ( P . 215) 

-「消耗品の種類と購入について J ( P .208) 
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メッセージ 

状態/原因/処置 

Q ドラムカー h リッジ X の 
タイプが違いまず 
(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

本機に適したドラムカートリッジではありません。 

本機に適したドラムカートリッジを正しくセットしてください。 

補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参昭 

-「消耗品の種類と購入について J ( P . 208) 

ドラムカートリッジ X を 

交換してください 

(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

ドラムカートリッジ X の寿命でず。または、ドラムカートリッジ X に異常が発生し 
ました。 

表示されたドラムカートリッジを新しいものと交換してください。 

ドラムカートリッジ X を 

セットしてください 

(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

ドラムカートリッジ X がセットされていません。 

表示されたドラムカートリッジを正しくセットしてください。 

参昭 

-「ドラムカートリッジを交換ずる J ( P . 212) 

. 「消耗品の種類と購入について J ( P .208) 

トレイ N (優先）にセット 
くサイズ+方向>く紙質> 

(N :1 〜 4 のいずれか） 

印刷時に指定した用紙（サイズまたは紙質）がセットされているトレイの用紙がな 
くなりました。 

該当ずるトレイに用紙をセットしてください。また、印刷時に指定した用紙（サイ 
ズまたは紙質）がセットされているトレイが本機にない場合もこのメッセージが表 
示されまず。この場合は、本機のトレイのいずれかを表示されているサイズ•方向. 
紙質の用紙に変更してください。 


参照 

. 「トレイ 1 〜 4 に用紙をセットずる J ( P . 97) 

トレイ N の用紙ガイド 
と用紙の位置を確認 
(N :1 〜 4 のいずれか） 

トレイ N が引き出されていまず。 

用紙が正しくセットされていることを確認してから、トレイ N をしっかり押し込ん 
でください。 

トレイ N に用紙を補給 
くサイズ+方向>く紙質> 

(N : 1 〜 4 のいずれか） 

用紙トレイ N の用紙がなくなりました。 

表示されているサイズ.方向.紙質に従って、用紙トレイ N に用紙をセットしてく 
ださい。 


参照 

. 「トレイ 1 〜 4 に用紙をセットずる J ( P . 97) 

0 トレイ N の用紙を確認 
くサイズ+方向>く紙質> 

(N :1 〜 4 のいずれか） 

用紙トレイ N に正しい用紙がセットされていません。 

表示されているサイズ-方向-紙質に従って、用紙トレイ N に用紙をセットしてく 
ださい。 


補足 

-〈インフォメーション> ボタンを押ずと、操作パネルに詳しく情報が表示されまず。 


参照 

. 「トレイ 1 〜 4 に用紙をセットずる J ( P . 97) 

0 部品交換を依頼して 

<卞^ さし、去**—*** 

定期交換部品の寿命でず。 

が下の***-***を確認してから、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご 
連絡ください。 

94-420 : 48 万枚定期交換キット 

94-422 : 20 万枚定期交換キット 

プリントできまず 

Q 交換依頼 ***-*** 


補足 

-〈インフォメーション> ボタンを押ずと、操作パネルに詳しく情報が表示されまず。 
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ゾッセージ 

状態/原因/処置 

プリントできまず 

定期交換部品の交換時期が近づいていまず。 

0 交換時期 ***-*** 

が下の ***_*** を確認してください。 

94-417 : 48万枚定期交換キット 

94-419 : 20万枚定期交換キット 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

プリントできまず 

定期交換部品であるフューザユニットキットの寿命でず。 

0 フューザ ー R 8 交換 

弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 


補足 

-〈インフォメーション〉ボタンを押ずと、操作パネルに情報が表示されまず。 

プリントできまず 

定期交換部品であるフューザユニットキットの交換時期が近づいていまず。 

0フューザ ー R 8 交換時期 

補足 

-〈インフォメーション〉ボタンを押ずと、操作パネルに情報が表示されまず。 

プリントできまず 

本機に何らかの障喜が発生していまず。 


電源スイッチを切り、操作パネルのディスプレイが消好してから、再度電源スイッ 
チを入れてください。再びエラーコードが表示された場合は、ディスプレイに表示 
されているエラーコード 「***-*** j を確認して処置してください。 


参照 

• 「エラーコード J ( P .194) 

プリントできまず 

X のトナーカートリッジの残量が非常に少なくなっていまず。残りの印刷可能ペー 

0トナー交換時期 ：X 

ジは約40ページ でず。表示された X の新しいトナーカートリッジを至急用意し 

(X : K 、 C 、 M 、 丫のいずれか） 

てください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

プリントできまず 

DNS から IP アドレスを取得できませんでした。 

0 DNS サーバ更新不可 

手動で IP アドレスを設定してください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 

プリントできまず 

IP アドレスが重複していまず。 IP アドレスを変更してください。 

BIPvx アドレス重複 
(VX : v 4 または v 6) 

補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参照 

- 「 IP アドレス （ IPv 4) を設定ずる J ( P . 33) 

プリントできまず 

同じ SMB ホスト名が存在していまず。 

B 同じ SMB ホスト名あり 

ホスト名を変更してください。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 


参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 
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メッセージ 

状態/原因/処置 

プリントできまず（黒） 

Q トナー交換 ：X 
[プリント中止]でキャンセル 
(X : C 、 M 、 丫のいずれか） 

白黒印刷だけができる状態でず。 

カラー印刷を行ラ場合は、表示された X のトナーカートリッジを新しいものと交換 
してください。 

補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

プリントできまず 

Q トナー予備用意 :X 

(X : K 、 C 、 M 、 丫のいずれか） 

X のトナーカートリッジの交換時期がぶづいていまず。 

表示された X の新しいトナーカートリッジの予備を用意してください。 

残りの印刷可能ぺージは、標準トナーカートリッジの場合は1200〜1500ぺ一 
ジ >1、大容量トナーカートリッジの場合は2400〜3000ぺージ でず。 


補足 

-〈インフォメーション > ボタンを押ずと、操作パネルに詳しい情報が表示されまず。 

プリントできまず 

0 ドラム交換 ：X 

(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

ドラムカートリッジ X の寿命でず。 

表示されたドラムカートリッジを新しいものと交換してください。このメッセージ 
は、操作パネルの[システム設定] > [ドラム寿命動作]が[プリント停止しない] 

に設定されている場合に表示されまず。 


補足 

-〈インフォメーション>ボタンを押ずと、操作パネルに詳しく情報が表示されまず。 

プリントできまず 

0 ド' ラム交換時期 ：X 

(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

まもなく表示されたドラムカートリッジの交換時期になりまず。新しいドラムカー 
トリッジ X を用意してください。残りの印刷可能ぺージ数は、約800ぺージ#1でず。 

補足 

-〈インフォメーション〉ボタンを押ずと、操作パネルに情報が表示されまず。 

プリントできまず 

0 ドラム予備用意 ：X 

(X : R 1 〜 R 4 のいずれか） 

ドラムカートリッジ X の交換時期が近づいていまず。 

表示された新しいドラムカートリッジの予備を用意してください。残りの印刷可能 
ぺージ数は、約1500ぺージ *1 でず。 

プリントできまず 

B ボトル R 5 交換時期 

トナー回収ボトルの交換時期が近づいていまず。新しいトナー回収ボトルを用意し 
てください。 

残りの印刷可能ページ数は、約1500ページでず。 


補足 

-〈インフォメーション〉ボタンを押ずと、操作パネルに情報が表示されまず。 

フロントカバーを開 
け、左側のレバーを 
右方向に戻し、カバー 
を閉じてください 

フロントカバー内部にあるドラムカートリッジカバーをロックしているレバーが正 
しい位置になっていません。 

レノく一の位置を右方向に戻し、カバーを閉じてください。 

フロントカバーを 
閉じてください 

フロントカバーが開いていまず。 

フロントカバーを閉じてください。 

用紙種類がないため 
他の用紙に変更 
[0 K ] でプリント開始 
[プリント中止]でキャンセル 

用紙トレイに、プリンタードライバーで指定した用紙種類の用紙がセットされてい 
ません。操作パネルの 〈 OK > ボタンを押して、異なる種類の用紙に巧刷ずるか、〈プ 
リント中止> ボタンを押して印刷を中止してください。 


*1 :巧刷できるページ数は、印刷条件や原稿の内容によって、大きく変化しまず。詳細は、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の 


寿命について J ( P .276) を参照してくださし、。 
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エラーコード 


エラーコードとは、エラーが発生して E 口刷が正常に終了しなかった場合や、本体に故障が 
発生した場合、本機の操作パネルに表示される6がの数字でず。 

このコードは、エラーの原因を突き止めるための、大切な情報でず。エラーメッセージと 
ともに、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご連絡ください。 

なお、お客様で対処できる エラーコー ドについて、下表に記載しました。 エラーコー ドが 
表示された場合は、まず、下表に該当ずる エラー コードがないかを確認してください。 
エラー コードは、番号のルさい順に並んでいまず。 

補足 

• 表中の XPS とは、 XMS Paper Specification の略でず。 


エラーコード 

原因/処置 

016-400 

802.1 X 認証のユーザー名あるいはパスワードが異なっていまず。 

ユーザー名あるいはパスワードを確認して正しく入力してください。それでも状態が改善されな 
いときは、ネットワーク環境に問題がないかを確認してください。 

016-401 

802.1 X 認証方式が処理できません。 

本機の認証方式を、認証サーバーに設定されている認証方式と同じものに設定し直してくださ 
い。 

016-402 

認証接続がタイムアウトになりました。 

本機と物理的ネット接続されている「認証装置 J のスイッチ設定やネット接続を確認し、正しく 
接続されているか確認してください。 

016-403 

ルート証明書が一致しませんでした。 

認証サーバーを確認し、本機に認証サーバーのサーバー証明書のルート証明書を格納してくださ 
い。 

サーバー証明書のルート証明書が入手できない場合は、デバイスの 802 .lx の設定項目の、「サー 
バー証明書の検証 J を無効にしてください。 

016-404 

内部エラーが発生しました。 

再度同じ操作を行ってください。それでも状態が改善されない場合は、機械の故障が考えられま 
ず。弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

016-461 

操作パネルで[イメージログ転送]の[転送保証レベル]が[高]に設定されている場合、未転 
送イメージログ停滞による新規ジョブ作成制限によって、新規ジョブが生成されません。 

イメージログを管理ずるサーバーの状態やネットワークの状態を確認し、イメージログサーバー 
へのイメージログ転送を阻喜ずる要因を解消してください。 

次のどちらかの方法で処置してください。 

-転送設定の確認を行い、未転送ログをずべて転送ずる 
-操作パネルでイメージログの[ログの作成保証レベル]を[低]に変更ずる 
この場合、イメージログは未転送のまま順次消去されることがありまず。 

016-503 

メール送信時に SMTP サーバーの名前が解決できませんでした。 

CentreWare Internet Services の[プロパティ]で、 SMTP サーバーの設定が正しいかを確 
認してください。また、 DNS サーバーの設定も確認してください。 


参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 

016-504 

メール送信時に POP3 サーバーの名前が解決できませんでした。 

CentreWare Internet Services の[プロパティ]で、 POP3 サーバーの設定が正しいかを確 
認してください。また、 DNS サーバーの設定も確認してください。 


参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 

016-505 

メール送信時に POP3 サーバーへのログインに失敗しました。 

CentreWare Internet Services の[プロパティ]で、 POP3 で使用ずるユーザー名とパス 
ワードが正しいかを確認してください。 


参照 

• CentreWare Internet Services のヘルプ 
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エラーコード 

原因/処置 

016-506 

本機のイメージログ格納領域が不足しているため、イメージログの書き込みに失敗しました。 

もう一度、ジョブを実行してください。それでも同じエラーが発生ずる場合は、次のどちらかの 
方法で処置してください。 

-不要なイメージログを削除ずる 

-操作パネルでイメージログの[ログの作成保証レベル]を[低]に変更ずる 
この場合、作成されたイメージログの内容は保障されません。 

016-507 

イメージログ管理機能を使用しているときに、サーバーへのイメージログの転送に失敗しまし 
た。 

サーバーやネットワークの状態を確認してください。 

016-508 

イメージログ管理機能を使用しているときに、サーバーへのイメージログの転送に失敗しまし 
た。 

サーバーから本機へのイメージログの転送ルールを設定してください。 

016-509 

イメージログ管理機能を使用しているときに、サーバーから本機へのイメージログの転送ルール 
が設定されていないため、イメージログの転送に失敗しました。 

サーバーから本機へのイメージログの転送ルールを設定ずるか、操作パネルで[イメージログ転 
送]の[転送機能]を[使用しない]に変更してください。 

016-510 
016-51 1 
016-512 

イメージログ管理機能を使用しているときに、サーバーから本機へのイメージログの転送ルール 
が設定されていないため、イメージログの転送に失敗しました。 

サーバーから本機へのイメージログの転送ルールを設定してください。 

016-513 

SMTP サーバーとの接続でエラーが発生しました。 

SMTP サーバー、またはネットワークに負荷がかかっていまず。しばらく待ってから、もう一度 
操作してください。 

016-514 

XPS 文書の処理中にエラーが発生しました。 

XPS Viewer から 、 ART EX プリンタードライバーなど、本機用の別のプリンタードライバー 
を使用して 印刷して ください。 

016-515 

XPS 文書の処理中に、メモリー不足が発生しました。 

[印刷モード]が[高画質]の場合は[標準]にして、もう一度印刷をしてください。それでも 
状態が改善されないときは搞速]にして印刷をしてください。 

それでも状態が改善されないときは、オプションの増設メモリーを取り付けてください。 

016-516 

PrintTicket の処理中に、エラーが発生しました。 

プリントジョブを送信しているアプリケーションの使用方法、印刷指示内容に問題がないかを確 
認してください。 

問題がない場合は、プリントジョブを送信しているアプリケーションの製造元にアプリケーショ 
ンの動作を確認してください。それでも解決しない場合は、弊社のプリンターサポートデスクま 
たは販売店にご連絡ください。 


補足 

- PrintTicket とは、 XPS ファイルに含まれる、印刷設定に関ずる情報でず。 

016-517 

PostScript (オプション）で製本印刷中にエラーが発生しました。 

ぺージデバイス ProcessColorModek HWResolution 、 DeveiceRenderingInfo を途中で 
切り替えないように PostScript ファイルを書き換えてください。 

016-518 

PostScript (オプション）で製本印刷中にエラーが発生しました。 

PS 製本印刷と WaterMark / UUID の指定は同時に実行できません。どちらか一方だけにしてく 
ださい。 

016-519 

巧刷可能制限枚数の上限に達しました。 

さらに印刷を行う場合は、機械管理者に相談してください。 

016-700 

プリンタードライバーで設定したセキュリティープリントの暗証番号が、本機に設定してある暗 
証番号最小巧数よりも巧数が少なかったため、処理を中断しました。 

プリンタードライバーで設定ずる暗証番号を、本機に設定してある暗証番号最小が数よりも多い 
巧数に設定してください。 

016-701 

メモリーが不足したため 、 ART EX の印刷データを処理できませんでした。 

解像度をおくしたり、両面印刷や N アップをしないで、再度印刷を指示してください。 


参昭 

. プリンタードライバーのヘルプ 
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エラーコード 

原因/処置 

016-702 

プリントぺージバッファが不足したため 、 ART EX または PostScript の印刷データを処理でき 
ませんでした。 

次のいずれかの方法で対処してください。 

-[印刷モード]が[高精細]の場合は、[標準]にずる 
-[詳細設定]タブの[ページ印刷モード]を[ずる]にずる （ART EX のみ） 

-プリントぺージバッファを増やず 

-増設メモリー（オプション）を取り付けて、メモリーを増設ずる 

参照 

. [印刷モード]/ [ぺージ印刷モード]:プリンタードライバーのヘルプ 
-プリントぺージバッファ：「[メモリー設定 L ( P . 1 67) 

016-705 

八ードディスク（オプション）が取り付けられていないので、セキュリティープリント文書が登 
録できませんでした。 

セキュリティープリント機能を使用ずるには、八ードディスク（オプション）を取り付ける必要 
がありまず。 

016-706 

セキュリティー/サンプルプリントの最大ユーザー数を超えました。 

本機内に蓄積されている不要な文書やセキュリティープリントの登録ユーザーなどを削除し、も 
ラー度印刷を指示してください。 

016-707 

八ードディスク（オプション）が取り付けられていないか、または八ードディスクの故障などで、 
サンプルプリントが印刷できませんでした。 

サンプルプリント機能を使用ずるには、八ードディスクが必要でず。 

016-708 

八ードディスク（オプション）の領域が不足しているため、印刷できませんでした。 

八ードディスク内の不要なデータを削除して、空き容量を増やしてください。 

016-709 

ART EX 処理でエラーが発生しました。 

印刷ジョブを一度削除して、印刷し直してください。 

016-710 

八ードディスク（オプション）が取り付けられていないか、または八ードディスクの故障などで、 
時刻指定プリントができませんでした。 

時刻指定プリント機能を使用ずるには、八ードディスクが必要でず。 

016-71 1 

設定されているメールサイズの上限設定を超えていまず。 

添付ファイルの解像度や倍率を低くしてデータ量を少なくずるか、数回に分けて送信してくださ 
い。 

016-716 

八ードディスク（オプション）の容量が不足したので、 TIFF ファイルをスプールできませんで 
した。 

八ードディスク内の不要なデータを削除して、空き容量を増やしてください。 

016-718 

メモリーが不足したため、 PCL の印刷データを処理できませんでした。 

解像度を低くしたり、両面印刷や N アップをしないで、もう一度印刷を指示してください。 

016-719 

プリントページバッファが不足したため、 PCL のプリントデータを処理できませんでした。 
プリントぺージバッファを増やしてください。 

016-720 

PCL の巧刷データに処理できないコマンドが含まれていまず。 

印!刷データを確認して、印刷し直してください。 

016-721 

印刷処理中にエラーが発生しました。次の原因が考えられまず。 

1操作パネルで[プリント設定]の[用紙の優先順位]が、ずべての用紙で[設定しない]に設 
定されているときに、自動トレイ選択で印刷を指示している 

2 ESC / P のコマンドエラー 

1については、自動トレイ選択で印刷をずる場合は、[用紙の優先順位]で、用紙のどれかを[設 
定しない]が外に設定してください。また、ユーザー定義用紙を選択ずると、自動的に[用紙の 
優先順位]が[設定しない]に設定されてしまうので、ミ主意してください。2については、印刷 
データを確認してください。 

参照 

-用紙の優先順位の設定：「[用紙の優先順位 L ( P .158) 
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エラーコード 

原因/処置 

016-726 

操作パネルで[プリントモード指定]が[自動]に設定されている場合に、プリント言語を自動 
的に選択できませんでした。次の原因が考えられまず。 

1 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が装着されていない状態で、 PostScript デー 
夕を送信した 

2ェミュレーションキットまたは PostScript ソフトウェアキット（両方ともオプション）が装 
着されていない状態で、 HP - GL /2、 201 H 、 PCL データを送信した 


必要なオプションを装着してください。 

016-728 

TIFF ファイルにサポートしていない Tag が含まれていました。 

印刷データを確認してください。 

016-729 

TIFF データの色数、解像度が有効範囲の上限を超えているため、印刷できませんでした。 

TIFF ファイルの色数、解像度を変更して、もラー度印刷を指示してください。 

016-730 

ART IV でサポートされていないコマンドを検知しました。 

巧刷データを確認し、ェラーを引き起こずコマンドを削除して、もう一度印刷を指示してくださ 
い。 

016-731 

TIFF データが途中で切れていて印刷できませんでした。 

もラー度印刷を指示してください。 

016-732 

ェミュレーションで、指定されたフォームが登録されていません。 

フォームを再登録して、もラー度印刷を指示してください。 

016-733 

次のどちらかの原因が考えられまず。 

1メール送信時、宛先メールアドレスの@の右側の文字列から IP アドレスを取得できない 

2 メール送信時、@の右側のインターネットアドレスを DNS で解決できない 


1については、宛先メールアドレスが正しく入力されているかを確認してください。 

2については、 DNS サーパーアドレスを正しく設定してください。 

016-738 

PostScript (オプション）で製本を指定したが、出力できない用紙サイズが設定されていまず。 
製本が可能な用紙サイズを指定して、もラー度印刷を指示してください。 

016-739 

PostScript (オプション）で製本を指定したが、原稿サイズと用紙サイズの組み合わせが合っ 
ていません。 

製本が可能な原稿サイズと用紙サイズの組み合わせを指定して、もラー度印刷を指示してくださ 
い。 

016-740 

PostScript (オプション）で製本を指定したが、製本ができない用紙トレイが設定されていまず。 
製本が可能な用紙トレイを指定して、もラー度印刷を指示してください。 

016-746 

PDF ファイルに、本機では対応していない機能が含まれているため、印刷できませんでした。 
Adobe Reader を使って PDF ファイルを開き、[ファイル]メニューの[印刷]から巧刷を指 
示してください。 

016-748 

八ードディスク（オプション）の領域が不足しているため、印刷できません。 

巧刷データを分割ずる、複数部印刷している場合は1部ずつ印刷ずるなどで、印刷データのペー 
ジ数を少なくしてください。 

また、八ードディスク内の不要なデータを削除して空き容量を増やしてください。 

016-749 

JCL コマンドの構文ェラーが発生しました。 

印!刷設定を確認ずるか、 JCL コマンドを訂正してください。 

016-750 

ContentsBridge Utility などの PDF や XPS を直接送信ずるアプリケーションで印刷を指示し 
ましたが、 PDF または XPS とともに送信されるプリントジョブチケットに、本機で対応してい 
ない文法、または本機で対応していない巧刷指示が含まれていました。 

ContentsBridge Utility など、プリントジョブを送信しているアプリケーションの使用方法、 
印刷指示内容に問題がないかを確認してください。問題がない場合は、葬社ではなくプリント 
ジョブを送信しているアプリケーション作成会社にアプリケーションの動作を確認してくださ 
い。 

それでも解決しない場合は、機能設定リスト、ジョブ履歴レポート、および送信しているプリン 
トジョブチケット付きのプリントデータを取得のラえ、葬社プリンターサポートデスクまたは販 
売店に連絡してください。 

016-751 

PDF ファイルを 、 PDF Bridge 機能を使用して巧刷できませんでした。 

Adobe Reader を使って PDF ファイルを開き、[ファイル]メニューの[印刷]から巧刷を指 
示してください。 
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エラーコード 

原因/処置 

016-752 

メモリーが不足しているため、 PDF ファイルを PDF Bridge 機能を使用して印刷できませんで 
した。 

ContentsBridge Utility を使用している場合は、[印刷設定]ダイアログボックスで[巧刷モー 
ド] の設定を次のよラに変更してください。 

-[高画質]が選択されていた場合は、[標準]に変更ずる 
-鳩對が選択されていた場合は、搞勘に変更ずる 


補足 

- ContentsBridge Utility を使用しないで PDF ファイルを直接印！刷している場合は、 「[ PDF]j 
( P .110) を参照して操作パネルで [ PDF ] の設定を変更してください。 

016-753 

PDF ファイルのパスワードが、本機に設定されている暗証番号、または 

ContentsBridgeUtility で設定した暗証番号と一致しません。 

正しい暗証番号を、本機、または ContentsBridge Utility で設定して、もう一度印刷を指示し 
てください。 


補足 

- ContentsBridge Utility を使用しないで PDF ファイルを直接印刷している場合は、 「[ PD 鬥 j 
( P .110) を参照して操作パネルで [ PDF ] の設定を変更してください。 

016-755 

印!刷が許可されていない PDF ファイルは印刷できません。 

Adobe Acrobat を使用して、 PDF ファイルの印刷禁止の指定を解除してから、もう一度印刷 
を指示してください。 


参照 

• Adobe Acrobat に付属のマニュアル 

016-756 

認証/集計管理機能を使用して運用している場合、本機に印刷できるユーザーとして登録されて 
いません。機械管理者に確認してください。 

016-757 

入力した暗証番号が間違っていまず。正しい暗証番号を入力してください。 

016-758 

認証/集計管理機能を使用して運用している場合、カラー印刷を利用できるユーザーとして登録 
されていません。機械管理者にご相談ください。 

016-759 

認証/集計管理機能を使用して運用している場合、印刷できる上限ページ数に達しました。機械 
管理者にご相談ください。 

016-760 

PostScript (オプション）の処理中にェラーが発生しました。次のどちらかの方法で処置して 
ください。 

-プリンタードライバーで、旧]刷モード]の[高画質]が選択されていた場合は、鳩準]に変 
要ずる 

- PS 使用メモリーを増やず 


参照 

-[印刷モード]:プリンタードライバーのヘルプ 
. PS 使用メモリー：「[メモリー設定 L ( P .167) 

016-761 

イメージ処理中にェラーが発生しました。 

[グラフィックス]タブの[印刷モード]が[高精細]の場合は[標準]にして、もう一度印刷 
を指示してください。それでも印刷できない場合は、[詳細設定]タブの[ページ印刷モード]を 
[ずる]に設定して印刷してください。 


参照 

-[印刷モード]/ [ぺージ印刷モード]:プリンタードライバーのヘルプ 

016-762 

実装されていないプリント言語が指定されました。 

本機は標準で 、 ART EX . ESC / P 、 TIFF 、 PDF データを処理できまず。 PostScript データを 
送信したい場合は、オプションの PostScript ソフトウェアキットを取り付けてください。また、 
201 H 、 HP - G し HP - GL /2、 PCL データを送信したい場合は、オプションの PostScript ソフ 
トウェアキットまたはェミュレーションキットを取り付けてください。 

016-763 

POP サーバーとの接続でェラーが発生しました。 

本機に設定した、 POP サーバーの IP アドレスを確認してください。 

016-764 

SMTP サーバーに接続できませんでした。 

サーバーの管理者にご相談ください。 
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エラーコード 

原因/処置 

016-765 

SMTP サーバーの八ードディスクの容量がいっぱいのため、メール送信ができませんでした。 

サーバーの管理者にご相談ください。 

016-766 

SMTP サーバーでエラーが発生しました。 

サーバーの管理者にご相談ください。 

016-767 

あて先のメールアドレスを間違って指定したため、 SMTP サーバーからの応答コード： 550、 
551または553を受信し，メール送信に失敗しました。 

あて先のメールアドレスを確認し、もう一度送信してください。それでもエラーが出る場合はシ 
ステム管理者に相談してください。 

016-768 

本機のメールアドレスが正しくないため、 SMTP サーバーに接続できませんでした。 

本機のメールアドレスを確認してください。 

016-769 

SMTP サーバーが配送確認 （ DSN ) に対応していません。 

配送確認 （ DSN ) の設定をしないで、メールを送信してください。 

016-773 

本機の IP アドレスが正しく設定されていません。 

DHCP 環境を確認してください。または、固定の IP アドレスを本機に設定してください。 

016-774 

八ードディスク（オプション）の容量が不足しているため、圧縮変換処理ができませんでした。 
八ードディスク内の不要なデータを削除して、空き容量を増やしてください。 

016-781 

ファイル転送時に、 SMTP サーバーに接続できませんでした。 

ネットワークケーブルの接続を確認してください。 

016-789 

メール処理に必要な八ードディスク（オプション）の容量を超えたため、処理が中断されました。 
解像度や倍率をおくしてデータ量を少なくずるか、数回に分けて送信してください。 

016-792 

プリンター集計レポートを印刷ずる場合に、ジョブの履歴が取得できませんでした。ジョブの履 
歴は存在しません。 

016-793 

八ードディスク（オプション）の容量が不足しました。八ードディスク内の不要なデータを削除 
して空き容量を増やずか、八ードディスクを初期化してください。 

016-798 

八ードディスク（オプション）が故障しているため、指定されたプリントはできません。 

弊社のプリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

016-799 

プリントデータに不正なパラメーターが含まれていまず。 

たとえば、プリンタードライバーまたはアプリケーションで、用紙サイズ、給紙トレイ、両面指 
定、排出トレイなどが、本機では処理できない組み合わせに設定されている可能性がありまず。 
設定を変更してから、もラー度印刷を指示してください。 

または、用紙が正しくセットされていません。 

用紙ガイドが正しくセットされているか、セットした用紙が上限を越えていないか、原稿の用紙 
サイズとプリンター本体にセットされている用紙サイズが一致しているか確認してください。 

018-400 

本機の IPsec 設定が正しくありません。 

認証方式を[事前共有鍵]に設定した場合はパスワード、認証方式を[デジタル署名]に設定し 
た場合は IPsec 証明書を設定し直してください。 

018-595 

LDAP サーバーのデータベース上に、現在使用中のにカードと同じ情報を持つエントリーが複 
数見つかりました。 

LDAP サーバーのデータべース上に、ユーザーのエントリーが同じに力ード情報を持たないよ 
うに修正してください。 

018-596 

LDAP サーバーの認証でエラーが発生しました。 

もラー度同じ操作を行ってください。それでも状態が改善されない場合は、葬社プリンターサ 
ポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

024-700 

八ードディスク（オプション）、またはメモリーの故障のため、複製管理機能を使用できません。 
電源を切/入してください。それでも状態が改善されないときは、葬社プリンターサポートデス 
クまたは販売店にご連絡ください。 

024-742 

プリントオプションで製本を指定したジョブのプリント枚数が、製本を作成可能な枚数を超えま 
した。 

プリントオプションで、製本を作成可能な枚数ごとに分冊ずるか、製本の作成を解除してくださ 
い。 
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024-746 

指定した紙質と組み合わせができない機能（用紙サイズ、用紙トレイ、両面印刷のどれか）が指 
定されました。 

巧刷データを確認してください。 

024-747 

プリンターパラメーターの組み合わせが不正でず。原稿サイズ、用紙サイズ、給紙トレイ、両面 
巧刷、排出トレイなどで、組み合わせできない機能が指定されていまず。 

プリントデータを確認して、もう一度、プリントを指示してください。 

024-775 

プリントオプションで製本を指定したジョブのプリント枚数が、製本を作成可能な枚数を超えま 
した。 

プリントオプションで、製本を作成可能な枚数ごとに分冊ずるか、製本の作成を解除してくださ 
い。 

027-400 

本機との通信に失敗しました。 

他のメッセージが表示されている場合はそちらの内容を確認してください。パネル操作中なら操 
作を完了してください。リモートアクセス中ならアクセスが終了ずるまで待ってください。それ 
でも解消しない場合は電源を切/入してください。実施しても問題が解消しない場合は、葬社プ 
リンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

027-442 

IPv 6 の IP アドレスが重複していまず。 

本機 IPv 6 「ステートレス自動設定アドレス Ij 、 またはネットワーク上機器の IPv 6 アドレスを 
変更して、 IP アドレスの重複を解消してください。 

027-443 

IPv 6 の IP アドレスが重複していまず。 

本機 IPv 6 「ステートレス自動設定アドレス 2 j 、 またはネットワーク上機器の IPv 6 アドレスを 
変更して、 IP アドレスの重複を解消してください。 

027-444 

IPv 6 の IP アドレスが重複していまず。 

本機 IPv 6 「ステートレス自動設定アドレス 3 j 、 またはネットワーク上機器の IPv 6 アドレスを 
変更して、 IP アドレスの重複を解消してください。 

027-445 

手動設定した IPv 6 の IP アドレスが間違っていまず。 

正しい IPv 6 アドレスを設定し直してください。 

027-447 

IPv 6 アドレスが重複していまず。 

本機の IPv 6 「リンクローカルアドレス J 、 またはネットワーク上機器の IPv 6 アドレスを変更し 
て、 IP アドレスの重複を解消してください。 

027-500 

応答メール送信時の SMTP サーバーの名前が解決できませんでした。 

CentreWare Internet Services から SMTP サーバーの設定が正しいかを確認してください。 

027-501 

POP 3 プロトコル利用時に、 POP 3 サーバーの名前が解決できませんでした。 

CentreWare Internet Services から POPS サーバーの設定が正しいかを確認してください。 

027-502 

POP 3 プロトコル利用時に、 POP 3 サーバーへのログインに失敗しました。 

CentreWare Internet Services から POP 3 サーバーで使用ずるユーザー名とパスワードが正 
しく設定されているかを確認してください。 

027-503 

POP サーバーでエラーが発生しました。 

もラー度同じ操作をしてください。それでも状態が改善されない場合は、葬社プリンターサポー 
トデスクまたは販売店にご連絡ください。 

027-504 

SMTP サーバーでエラーが発生しました。 

もラー度同じ操作をしてください。それでも状態が改善されない場合は、葬社プリンターサポー 
トデスクまたは販売店にご連絡ください。 

027-796 

メール受信時に添付文書だけを印刷ずるよラに設定している場合に、文書が添付されていない 
メールを受信したので、そのメールが破棄されました。 

メール本文やメールヘッダー情報なども巧刷したい場合は 、 CentreWare Internet Services 
の[プロパティ]タブで設定を変更してください。 

027-797 

受信メールの出力先が不正でず。正しい出力先を指定して、もラー度メールを送信してください。 

042-337 

本機の右側面にある通気口がふさがれている場合がありまず。 

右側面の障喜物を取り除いたあと、数分後に電源を入れ直してください。 

それでも、同様のエラーコードが表示された場合は、葬社プリンターサポートデスク、または販 
売店にご連絡ください。 
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077-215 

本体とオプションのトレイモジュール1段/3トレイキャビネット（用紙トレイ2〜 4) との間 
で通伊了 ； 一 力《発牛しホした 

本機の電源を切り、トレイキャビネットのコネクターケーブルが本体のコネクターに正しく接続 
されていることを確認してください。 

そのあとで、本機の電源を入れても状態が改善されないときは、葬社のプリンターサポートデス 
クまたは販売店にご連絡ください。なお、用紙トレイ1は使用できまず。 

11 6-388 

八ードディスク（オプション）が取り付けられていません。八ードディスクを取り付けてくださ 
い。 

11 6-389 

増設メモリー（オプション）が必要でず。増設メモリーを取り付けてください。 

116-701 

メモリーが不足したため、両面印刷ができません。 

メモリー（オプション）を増設ずることをお勧めしまず。 

n 6-702 

文書中に使用されている TrueType フォントを PostScript フォントを使用して印刷しました。 
そのため、予期しない改行や八イフンによって、思った結果と印刷結果が異なる場合がありまず。 
その場合は、 PostScript プリンタードライバーの[デバイス設定]にある[フォント代替表] 

の設定を変更してください。 

11 6-703 

PostScript (オプション）でエラーが発生しました。 

印刷データを確認ずるか、プリンタードライバーの[詳細]タブのスプールの設定で、双方向通 
信のチェックを外してください。 

116-710 

受信データが HP - G し HP - GL /2 スプールサイズを超えたため、正しい原稿サイズ判定が行われ 
ていない可能性がありまず。 

HP - G し HP - GL /2 才ートレイアウトメモリーの割り当て量を増やず力、、八ードディスク（オプ 
ション）を取り付けることをお勧めしまず。 

116-71 1 

指定した ART EX フォームのサイズと向きが、印刷ずる用紙と合っていません。 

用紙サイズと向きを、指定した ART EX フォームに合わせて、もう一度印刷を指示してください。 

116-712 

ART EX フォームメモリーが不足したため、フォームが登録できません。 

不要なフォームを削除ずるか 、 ART EX フォームメモリーの領域を増やしてください。 

116-713 

八ードディスク（オプション）がいっぱいになったため、ジョブを分割して印刷しました。 

八ードディスク内の不要なデータを削除して、空き容量を増やしてください。 

116-714 

HP - G し HP - GL /2 コマンドエラーが発生しました。 

印刷データを確認してください。 

116-715 

ART EX フォームの登録上限数に達したので、フォームが登録できませんでした。 

不要なフォームを削除してください。 

116-718 

指定した ART EX 用フォームは登録されていません。 

登録されているフォームを使用ずるか、フォームを登録してください。フォームの登録状態は、 
[ART EX フォーム登録リスト]で確認できまず。 

参昭 

-「7.2レポート/リストを印!刷ずる J ( P . 218) 

n 6-720 

PCL メモリーが不足したため、印刷できません。 

不要なポートを停止ずるか、各メモリーのバッファサイズを調整してください。 

または、メモリーを増設ずることをお勧めしまず。 

11 6-737 

ART IV ユーザー定義メモリーが不足したため、ユーザー定義データが登録できません。 

不要なデータを削除ずるか 、 ART IV ユーザー定義メモリーの領域を増やしてください。 

11 6-738 

指定した ART IV フォームのサイズと向きが、印刷ずる用紙と合っていません。 

用紙のサイズと向きを、指定した ART IV フォームに合わせて、もう一度印刷を指示してくださ 
い。 

n 6-739 

ART IV フォームメモリー、または八ードディスク（オプション）の容量が不足して、フォーム、 
またはロゴデータが登録できません。 

不要なデータを削除ずるか 、 ART IV フォームメモリーの領域を増やしてください。 

11 6-740 

印刷データにプリンターの制限値を超える値が使用されているため、数値演算エラーが発生しま 
した。 

印!刷データを確認してください。 
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エラーコード 

原因/処置 

116-741 

ART IV フォームの登録上限数に達したので、フォームが登録できませんでした。 

不要なフォームを削除してください。 

11 6-742 

ART IV ロゴデータの登録上限数に達したので、ロゴデータが登録できません。 

不要なロゴデータを削除してください。 

11 6-743 

ART IV フォームメモリーが不足して、フォーム、またはロゴデータが登録できません。 

ART IV フォームメモリーの領域を増やずか、八ードディスク（オプション）を取り付けること 
をお勧めしまず。 

11 6-745 

ART IV コマンドエラーが発生しました。 

印刷データを確認してください。 

11 6-746 

指定した ART IV 用フォームは登録されていません。 

登録されているフォームを使用ずるか、フォームを登録してください。 

フォームの登録状態は、 [ ARTIV ， PR 201 H ， ESC / P ユーザー定義リスト]で確認できまず。 

11 6-747 

HP - G し HP - GL /2 の有効座標エリアに対して、ぺーパーマージン値が大きずぎまず。 

ペーパーマージン値を少なくして、もう一度印刷を指示してください。 

11 6-748 

HP - G し HP - GL /2 の印刷データに描画データがありません。 

印!刷データを確認してください。 

11 6-749 

指定されたフォントがないため、ジョブを中止しました。 

フォントをインス!ルずるか、プリンタードライバー側でフォント置き換えを設定してくださ 
い。 

11 6-780 

本機が受信したメールの添付文書に問題がありまず。 

添付文書を確認してください。 


参照 

-「3.11電子メールを使って印!刷ずる-メールプリント -J ( P . 82) 
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6.7 ネットワーク関連のトラブル 


ネットワーク環境で印刷できないなどのトラブルについては、本機に同捆されているドラ 
イバ ー CD キットの CD - ROM 内の 『マニュアル （ HTML 文書)』を参照してください。 
ここでは 、 CentreWare Internet Services とメールプリント / StatusMessenger 機 
能を使用している場合や IPv 6 に接続している場合に、発生しやずいトラブルについて、 
原因と処置方法を説明しまず。操作パネルにエラーメッセージやエラーコードが表示され 
ている場合は、「6.6まなエラーメッセージとエラーコード J ( P .189) を参照して処置し 
てください。 


CentreWare Internet Services 使用時のトラブル 


症状 

原因/処置 

CentreWare Internet 

Services に接続できない 

本機は正常に作動していまずか？ 

本機の電源が入っているか確認してください。 


インターネットサービスが起動されていまずか？ 

[機能設定リスト]を印刷して確認してください。 


URL は正しく入力されていまずか？ 

URL をもう一度確認してください。接続できない場合は、 IP アドレスを入力して接 
続してください。 


HTTP のポート番号は正しいでずか？ 

HTTP のポート番号をもラー度確認してください。ポート番号を変更した場合は、 
接続ずるときに、アドレスの後ろに 「: j に続けてポート番号を指定ずる必要があり 
まず。 

例） http://printerl . example . conrrSO / 


SSL / TLS サーバー通信を有効にしている場合、アドレス欄に正しく入力していまず 
か？ 

SSL / TLS サーバー通信を有効にしている場合は、 Web ブラウザーのアドレス欄に 
「 httpj ではなく、 「 h な psj から始まるアドレスを入力しまず。また、 SSL / TLS の 
ポート番号を変更した場合は、接続ずるときに、アドレスの後ろに 「: j に続けてポー 
卜番号を指定ずる必要がありまず。 

例） https://printerl . example . com :80/ 


プロキシサーバーを使用していまずか？ 

プロキシサーバーによっては、接続できない場合がありまず。 

プロキシサーバーを使わないで接続してください。 


参昭 

- Web ブラウザーのヘルプ 

Web ブラウザーに[しばらくお 
待ちください]などのメッセージ 
が表示されたままになる 

そのまましばらくお待ちください。 

状態が変わらない場合は、 Web ブラウザーの表示を更新してみてください。状態が 
変わらない場合は、本機が正常に作動しているかを確認してください。 

最新の情報が表示されない 

[更新]をクリックしてください。 

[表示更新]が機能しない 
左側のメニューを選択しても、画 
面が切り替わらない 
表示が遅い 

指定されている OS や Web ブラウザーを使用していまずか？ 

「1.5 CentreWare Internet Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照し 
て、使用している OS や Web ブラウザーが使用できるかどうかを確認してください。 

プロキシサーバーを使用していると、状態が正しく表示されなかったり、表示が遅 
くなったりずる場合がありまず。 

プロキシサーバーを使わないで接続してください。 


使用している Web ブラウザーに古い状態がキャッシュされている可能性がありま 
ず。 

Web ブラウザーのキャッシュをずベてクリアしてください。 
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症状 

原因/処置 

画面の表示が崩れる 

Web ブラウザーのウインドウサイズ、または表示フォントサイズを変更してくださ 
い。 

日本語が正しく設定できない 

シフト J にコードを使用してください。また、半角カタ文字は使用できない場合が 
ありまず。 

[新しい設定を適用]をクリック 
しても反映されない 

入力した値は正しいでずか？ 

入力できる値が外を入力した場合は、エラーメッセージが表示されまず。 

入力した値を確認してください。 

パスワード入力画面が表示され 
る 

CentreWare Internet Services の機械管理者のパスワードの初期値は、次のとお 
りでず。 

-ユーザー名：11111 
• パスワード： x-admin 


メールプリント /StatusMess 飢 ger 機能使用時のトラブル 


症状 

原因/処置 

メールプリントができない 

本体メールアドレスは設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

[メール受信]がオンに設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

SMTP サーバーの IP アドレス、 POP 3 サーバーの IP アドレス（受信プロトコル 
で POP 3 を選択している場合）などが、正しく設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

POP ユーザー名、およびパスワードが正しく設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

受信許可ドメインを設定していませんか。 

CentreWare Internet Services で、自分のドメインが受信許可ドメインに含ま 
れているかどうかを確認してください。 

SMTP サーバ ー 、 POP サーバーは正常に作動していまずか。 

ネットワーク管理者に確認してください。 

メールプリントで添付の PDF 
ファイルが印刷されない 

メモリー容量が不足していると、印刷できないことがありまず。容量の大きな添付 
ファイルを頻繁に印刷ずる場合は、メモリーを増設ずることをお勧めしまず。 

メール通知サービスで、本機の 
状態がメールされない 

本体メールアドレスは設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

[メール通知]がオンに設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

SMTP サーバーの IP アドレス、 POP 3 サーバーの IP アドレス（受信プロトコル 
で POP 3 を選択している場合）などが、正しく設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

POP ユーザー名、およびパスワードが正しく設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services で、設定を確認してください。 

送信ずる通知項目が正しく設定されていまずか。 

CentreWare Internet Services のプロパティ画面で、設定を確認してください。 

送信先メールアドレスは正しく入力されていまずか。 

CentreWare Internet Services のプロパティ画面で、正しい送信先を入力して 
ください。 

SMTP サーバ ー 、 POP サーバーは正常に作動していまずか。 

ネットワーク管理者に確認してください。 
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IPv 6 接続時のトラブル 


症状 

原因/処置 

CentreWare Internet Services で、 
SSL を有効に設定している場合に、 
h け p ://[ IPv 6 アドレス]を指定しても 
h け ps ://[ IPv 6 アドレス]サイトへリダ 
イレクトされない 

SSL を有効に設定している場合、 https ://[ IPv 6 アドレス] 
サイトを指定してください。 

IPv 6 ネットワークを介して印刷した場 
合、ペーパーセキュリティーが正しく動 
作しない 

IPv 4 環境で運用してください。 

IPv 6 環境ではぺーパーセキュリティーは正しく動作しませ 
ん。 

Windows Vista と通信できない 

Windows Vis ねに IPv 6 固定アドレスを設定しまず。 

通信を許可ずるホストアドレスとして、設定した IPv 6 固定 
アドレスを本機に登録してください。 

リンクローカルアドレスを指定ずると 
きに本機にアクセスできない 

リンクローカルアドレスにスコープ識別子を付加してくだ 
さい。 

たとえば Windows Vista の Internet Explorer 7を利用 
して、 fe 80::203: baff : fe 4 致9010を指定してアクセスず 
る場合には、 Windows Vista のイーサネットアダプタロー 
カルエリア接続の番号 (例： 8) をスコープ識別子として付 
力□し、 fe 80::203: baff : f 648:9010%8と入力しまず。 

ルーターを越える検索が正しく動作し 
ない 

SMB を使った検索でルーターを越える場合、宛先アドレス 
を直接入力してください。 

マルチキャストに応答ずるのは、口ーカルリンク内でのマ 
ルチキャスト ( FF 02::1) のみでず。 


IPv 6 環境での印刷時のトラブル 


症状 

原因/処置 

DNS サーバーが存在しない IPv 6 ネッ 
トワーク環境で、 Windows Vista から 
Windows 共有プリンターが使用でき 
ない。 

Windows Vista 上の hosts ファイルに本機のコンピユー 
夕一名を登録して ください。 

格納先例： 

C :¥ Windows ¥ systenn 32¥ driver ¥ etc¥hosts ファイル 
に登録しまず。 

NetWare で IPv 6 通信できない 

IPv 4 で運用してください。 

Bonjour で IPv 6 通信できない 

IPv 4 で運用してください。 


その他 IPv 6 使用時のトラブル 


症状 

原因/処置 

DocuShare など外部アクセス接続 
サービスで、接続先 URL に IPv 6 アド 
レスで指定ずると正しく動作しない 
例： 

http ://[ ipv 6:2001: db 8:: l ] 

IPv 6 環境では DNS サーバーを運用し、接続先 URL を 
FQDN で指定してください。 

DNS サーバーが存在しない IPv 6 ネッ 
トワーク環境において、 SMB 認証の 
SMB サーバー設定にコンピューター名 
を指定ずると認証に失敗ずる 

認証サーパ'—のコンピューター名に、 IPv 6 アドレスを直接 
指定してください。 
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症状 

原因/処置 

UPnP で IPv 6 機器を検索できない 

IPv 6 環境では WSD のデイスカバリ機能を使用してくださ 
い。 

出力されたジョブログに IPv 6 アドレス 
が正しく記載されない 

IPv 4 で運用してください。 
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6.8 カスタムモードについて 


トナーカートリッジやドラムカートリッジの交換時期になると、交換についてのメッセー 
ジが表示されまず。 

カスタムモードでプリンターを使用したい場合は、次の手順に従って、カスタムモードに 
設定してから、対応したトナーでご使用ください。なお、このモードを使用したとしても、 
完全に空になったトナーはご使用できません。 

注記 

-カスタムモードによる本機の使用は、本来の本機の機能、性能が保たれないことがあり、当社推奨品に 
おける品質保証の範囲外となりまず。そのまま使い続けると、本機が故障ずる原因となることがありま 
ず。本機の故障となった場合は、有償修理となりまず。 

-カスタムモードでは、「[ドラム寿命動作 ] J ( P . 147)の設定が無視されまず。また、トナーカートリッ 
ジやドラムカートリッジの残量表示が行われません。 

補足 

-カスタムモードから通常のモードに戻ずには、が下の手順3で[オフ]を選択しまず。 


1. 操作パネルの〈▼〉と <0 K > ボタンを同時 
に押しまず。 

消耗品メニューが表示されまず。 


2. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

現在の設定が表示されまず。 


3. 〈▼〉ボタンを押して、[オン]を表示しまず。 


4. <►> または 〈0 K 〉 ボタンを押しまず。 

確認画面が表示されまず。 


5. <0 K > ボタンを押しまず。 

カスタムモードへの変更が開始されまず。 

6. 電源を切り、ディスプレイの表示が消えた 
後、10秒待ってから、電源を入れまず。 
起動後にカスタムモードに切り替わりま 
ず。 
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7 日常管理 

7.1 消耗品を交換ずる 

消耗品の種類と購入について 

本製品には、が下の消耗品がありまず。消耗品のご注文は、お買い求めの販売店にご連絡 
ください。 


注記 

-本機は、純正消耗品を使用しているときに印刷品質や本機の性能がもっとも安定ずるように設計されて 
いまず。純正品と異なる仕様の消耗品を使用された場合、プリンター本来の性能を発揮できない場合や、 
本機が仕様外の消耗品が原因で故障したときに有償修理となる場合がありまず。純正品をご使用いただ 
けまずと、万一のトラブルのときも安/こ、してサポートを受けることができまず。本来の性能を得るため 
にも、純正品の使用をお勧めしまず。 

-印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異なりまず。 
詳しくは、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について J ( P . 276) を参照してください。 


品名 

商品コード 

印刷可能ページ数 
(参考値） 

トナーカートリッジ（ブラック） 

CT 201125 

約7,500ぺージ 

トナーカートリッジ（シアン） 

CT 201126 

約6,000ぺージ 

トナーカートリッジ（マゼンタ） 

CT 201127 

約6,000ぺージ 

トナーカートリッジ（イェロー） 

CT 201128 

約6,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ（ブラック） 

CT 201129 

約15,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ（シアン） 

CT 201130 

約12,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ（マゼンタ） 

CT 201131 

約12,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ（イェロー） 

CT 201132 

約12,000ぺージ 

ドラムカートリッジ 

CT 350615 

約40,000ぺージ 

トナー回収ボトル 

CWAA 0731 

約25,000ぺージ 


US 

-本機購入時に同姻されているトナーカートリッジの印刷可能ページ数は、トナーカートリッジ（ブラッ 
ク）が約4,000ぺージ、トナーカートリツジ（シアン、マゼンタ、イエロー）が約3,000ぺージでず。 


A 警告 

-床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けんかを湿らした布などで 
拭き取ってください。掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが、電気接点の火花など 
により、発火または爆発ずるおそれがありまず。大量にこぼれた場合、弊社プリンター 
サポートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

-トナーカートリッジは、絶対に火中に投じないでください。トナーカートリッジに残っ 
ているトナーが発火または爆発ずる可能性があり、火傷のおそれがありまず。使い終 
わった不要なトナーカートリッジは、必ず弊社プリンターサポートデスクまたは販売店 
にお渡しください。弊社にて処理いたしまず。 
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A 注意 

-ドラム（感光体）を絶対に加熱したり表面をはがしたりしないでください。健康を害ず 
る原因となるおそれがありまず。 

-ドラム（感光体）やトナーカートリッジは幼児の手が届かないところに保管してくださ 
し、。幼児がトナーを飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談し指示を受けてください。 

-ドラム（感光体）やトナーカートリッジを交換ずる際は、トナーが飛散しないようにを 
意してください。また、トナーが飛散した場合は、トナーが皮膚や巧服に付いたり、卜 
ナーを吸引したり、または目や口に入らないよラにミ主意してください。 

-次の事項に従って、応急処置をしてください。 

•トナーが皮膚や衣服に付着した場合は、石けんを使って水でよく洗い流してください。 
-トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで15分が上多量のかでよく洗い、 
必要に応じて医師の診断を受けてください。 

•トナーを吸引した場合は、新鮮な空気のところへ移動し、多量の水でよくラがいをし 
てください。 

•トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだトナーを吐き出し、水でよく 口の中をずずぎ、 
多量のかを飲んでください。ずみやかに医師に相談し指示を受けてください。 


消耗品の取り扱いについて 

-消耗品の箱は、立てた状態で保管しないでください。 

-消耗品/メンテナンス品は、使用ずるまでは開封せずに、次のような場所を避けて保管 
してください。 

-高温多湿の場所 
-火気がある場所 
-直射日光が当たる場所 
. ほこりが多い場所 

-消耗品は、消耗品の箱や容器に記載された取り扱い上の注意をよく読んでから使用して 
ください。 

-消耗品は、予備を置くことをお勧めしまず。 

使用済みミ肖耗品の回収 

回収されたドラムカートリッジやトナーカートリッジ、トナー回収ボトルは、環境保護 • 
資源有効ミ舌用のため、リサイクルしていまず。不要となりましたドラムカートリッジや卜 
ナーカートリッジ、トナー回収ボトルは適切な処置が必要でず。必ず弊社プリンターサ 
ポートデスクまたは販売店へお渡しください。 
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トナーカートリツジを交換する 


トナーカートリッジには、シアン （ C )、 マゼンタ （ M )、 イエロー ( Y )、 ブラック （ K ) 
の4種類がありまず。 

トナーカートリッジの交換時期が近づくと、操作パネルのディスプレイに次のよラなメッ 
セージが表示されまず。 


メツ七ージ 

処置 

プリントできまず 

0 トナー予備用意： X >1 

ずぐに交換ずる必要はありませんが、表示されたトナーカートリッ 
ジの予備を用意してください。 

残りの印刷可能ぺージ数は、標準トナーで1200〜1500 ぺージ >2、 
大容量トナーで2400〜3000ページ*2でず。 

プリントできまず 

Q トナー交換時期： 

まもなく表示されたトナーカートリッジの交換時期になりまず。 
残りの印刷可能ページ数は、約40ページでず。 

0 トナーカートリツジを 
交換してください ： K 

本機は停止し、印刷できなくなりまず。操作パネルの左にある表示 
部で、該当ずるトナーカートリッジの位置を確認しまず。「交換手 
順 J ( P . 210) を参照し、ブラックのトナーカートリッジを交換して 
ください。 

プリントできまず（黒） 

0 トナー交換 ：X 
[プリント中止]でキャンセル 

(X : C 、 M 、 丫のいずれか） 

プリンタードライバーのカラーモードで白黒を選択ずることで、白 
黒印刷を実行ずることができまずが、カラー印刷をずることはでき 
ません。カラー印刷を行いたい場合には、操作パネルの左にある表 
示部で、該当ずるトナーカートリッジの位置を確認しまず。「交換手 
順 J ( P . 210) を参照し、メッセージの色のトナーカートリッジを交 
換してください。 


>1: X には C 、 M 、 丫、 K のいずれかが表示されまず。それぞれトナーカートリッジの色で、 C はシア 
ン、 M はマゼンタ、丫はイエロー、 K はブラックを表しまず。 

印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異な 
りまず。詳しくは、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について J ( P . 276) を参照してくださし、。 


注記 

-トナーカートリッジを交換ずるときは、本機の電源を入れたまま行ってください。 

-トナーで床などを巧さないように、取り出したトナーカートリッジを置く場所には、あらかじめ紙など 
を敷いておいてください。 

-一度本機から取り外したトナーカートリッジは、再使用しないでください。画質不良やトナー巧れの原 
因になりまず。 

-取り外したトナーカートリッジを振ったり、たたいたりしないでください。残ったトナーがこぼれるこ 
とがありまず。 

-トナーは人体に無喜でずが、手や衣服についたときにはずぐに洗い流してください。 

-トナーカートリッジは、開封後1年が内に使い切ることをお勧めしまず。 


交換手順 
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2. メッセージに表示されている色のトナー 
カートリッジを、手前に静かに引いて、取 
り出しまず。 


注哥 

-トナーカートリッジはゆっくり引き出してくださし、。 
トナーが飛び散ることがありまず。 



3. 取り出したトナーカートリッジと同じ色の 
新しいトナーカートリッジを用意し、図の 
よラに、軽く 3、4回上下左右によく振り、 
トナーを巧 一にし まず。 



4. トナーカートリツジのラベル部を上に向け 
て、奥に突き当たるまで差し込みまず。 




6. フロントカバーを 閉じまず。 
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ドラムカートリツジを交換する 


ドラムカートリッジの交換時期が近づくと、操作パネルのディスプレイに次のよラなメッ 
セージが表示されまず。 


メッセージ 

処置 

プリントできまず 

B ドラム予備用意： X >1 

ずぐに交換ずる必要はありませんが、表示されたドラムカートリッ 
ジの予備を用意してください。 

残りの印刷可能ページ数は、約1500ページ でず。 

プリントできまず 

0 ドラム交換時期： 

まもなく表示されたドラムカートリッジの交換時期になりまず。 
残りの印刷可能ページ数は、約800ページでず。新しいドラム 
カートリッジを用意してください。 

プリントできまず 

0 ドラム交換： 

ドラム寿命動作で継続を選択した場合に、ドラムカートリッジ 
の寿命となった場合に表示されまず。しばらくは印刷を継続できま 
ずが品質が保証できませんので、新しいドラムカートリッジに交換 
ずることをお勧めしまず。 

ドラムカートリッジ） cl を 
交換してください 

ドラムカートリッジの寿命でず。 

本機は停止し、印刷できなくなりまず。操作パネルの左にある表示 
部で、該当ずるドラムカートリッジの位置を確認しまず。「交換手 
順 J ( P . 21 2) を参照して、メッセージに表示されたドラムカート 
リッジを交換してください。 


*1 : X には、 R 1、 R 2、 R 3、 R 4 のいずれかが表示されまず。それぞれドラムカートリッジの名称で 
ず。 

*2 :印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異な 
りまず。詳しくは、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について J ( P . 276) を参照してください。 
*3: この場合は、[プリントできまずドラム交換： X ]のまま、メッセージは移行しません。設定に 
ついては、「7.2.2機械管理者メニュ ー J の「[ドラム寿命動作 ] J ( P .147) を参照してくださし、。 


交換手順 


注記 

-ドラムカートリツジの交換は、本機の電源を入れたまま行ってください。 

-操作パネルの左にある表示部で、該当ずるドラムカートリツジの位置 （ R 1、 R 2、 R 3、 R 4) を確認し 
てから、交換してください。 
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3. ドラム カー トリツジの カバーを 開けまず。 


4. メッセージに表示されている、ドラムカー 
トリッジの取っ手をつかみ、静かに引き抜 
きまず。 

ここでは、 R 1 を例に説明しまず。 


注記 

-ドラムカートリッジを引き抜くときは、床に落とさな 
いよラに、両手で持ってください。 

-ドラムカートリッジに付着したトナーに触れないよ 
うにを意してください。 


5. 使用済みドラムカートリッジは、新しいド 
ラムカートリッジの箱に同捆されているポ 
リ袋に入れ、新しいドラムカートリッジを 
取り出したあと、その箱にしまいまず。 


注記 

-箱から取り出したドラムカートリッジは、立てた状態 
で置かないでください。 

6. 新しいドラムカートリッジ（保護カバー付 
き）の先端の突起部を機械の2つの巧に差 
し込みまず。 


7. 先端を差しんだ状態で、上面の黒の保護 
紙を引き抜きまず。 
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8. オレンジ色のつまみを前方にスライドし、 
保護カバー内のドラムカートリツジをまつ 
ずぐに押し込みまず。 



9. 保護カバーを取り外し、最後に外からドラ 
ムカートリッジを押して、確実にセットし 
まず。 


US 

•取り外した保護カバーは、ドラムカートリッジの箱に 
しまってください。 



10. ドラムカートリッジのカバーを閉じまず。 




12. フロントカバーを閉じまず。 
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トナー回収ボトルを交換ずる 


E 口刷後のドラムに残ったトナーは、集められてトナー回収ボトルにたまりまず。トナー回 
収ボトルの交換時期が近づくと、操作パネルのディスプレイに次のよラなメッセージが表 
示されまず。 


メッセージ 

処置 

プリントできまず 

0 ボトル R 5 交換時期 

まもなくトナー回収ボトルがの交換時期になりまず。残りの印刷可 
能ぺージ数は、約1500ぺージ *1 でず。 

トナー回収ボトル R 5 を 
交換してください 

本機は停止し、印刷できなくなりまず。「交換手順 J ( P . 215) を参 
照して、トナー回収ボトルを交換してください。 


:印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異な 
りまず。詳しくは、 「 A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について J ( P . 276) を参照してくださし、。 


注記 

-トナー回収ボトルを交換ずるときは、本機の電源を入れたまま行ってください。電源を切ると、プリン 
ター内に残っている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報が消去されまず。 

-トナー回収ボトルを交換ずるとき、回収されたトナーがこぼれて床面を巧ずことがありまず。あらかじ 
め床に紙などを敷いて作業してください。 


交換手順 


トナー回収ボトルを交換した場合は、続けて LED スキャナー部を清掃しまず。 


本機が処理中でないことを確認し、フロン 
トカバーを開けまず。 




3. 図のように、もう一方の手を添えて、トナー 
回収ボトルを引き抜きまず。 


注記 

-トナー回収ボトルを引き抜くとき、床に落とさないよ 
うにを意してください。 
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4. 使用済みトナー回収ボトルは、新しい卜 
ナー回収ボトルの箱に同栖されているポリ 
袋に入れて、封をしまず。 



これで、トナー回収ボトルの交換は終了でず。 
続けて、 LED スキャナー部を清掃しまず。 
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9. 清掃棒を止まるところまで引き出したら、 
元に戻ず操作を 2 〜 3 回繰り返して清掃し 
まず。 

4 か所、ずべて同様に清掃してください。 

注記 

-清掃棒は、止まるところまでしっかり引き出してくだ 
さい。また、元に戻ずときも最後までしっかり押し込 
んでください。 

-無理な力で清掃棒を引き抜かないでください。 




12. フロントカバーを閉じまず。 
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12 レポート/リストを巧刷ずる 


ここでは、レポート/リストの種類と EP 刷方法を説明しまず。 


レポート/リストの種類 


本機には、コンピユーターからの印刷データを印刷ずるほかに、次のレポート/リストを 
E 口刷ずる機能がありまず。 

補足 

-レポート名が操作パネルでの表示名と異なる場合は、括弧内に操作パネルでの表示名を記載していま 
ず。 


レポート名 

(操作パネルでの表示名） 

印刷に必要な 
オプシヨン品 

説明 

ジョブ履歴レポート 


コンピューターから送られた印刷データが、正しく印刷された 
力、、実行結果を印刷しまず。[ジョブ履歴レポート]には、最新 
の50件までの印刷ジョブが印刷されまず。 

この[ジョブ履歴レポート]は、50件を超えるごとに自動的に 
巧刷させるかどラかを、操作パネルで設定できまず。「[自動ジョ 
ブ履歴 ] J ( P .143) を参照してください。 

エラー履歴レポート 

- 

本機に発生したエラーに関ずる情報が印刷されまず。 

プリンター集計レポート 
(集計レポート） 


コンピューター別（ジョブオーナー別）に、本機で印刷した総 
ページ数、使用した用紙の総枚数の情報が印刷されまず。 

印刷枚数は、カラーと白黒別にカウントされていまず。集計レ 
ポートは、データを初期化した時点からのカウントとなりまず。 



参照 

. 「7.3巧刷枚数を確認ずる J ( P . 222) 

プリンター集計管理レポート 
(集計レポート） 


集計機能を使用している場合は[集計レポート]を選択ずると、 
本レポートが印刷されまず。 

登録ユーザー別に、今まで印刷した白黒累積ページ数、カラー累 
積ページ数、印刷に使用した用紙の累積枚数が確認できまず。 



参昭 

-集計機能について：「7.8ユーザー登録による利用の制限と集計 
管理機能について J ( P . 248) 

機能設定リスト 

— 

本機の八ードウエア構成やネットワーク情報など、各種の設定状 
態が印刷されまず。オプション品が正しく取り付けられているか 
どうかを確認ずるときなどに印刷しまず。 

フォントリスト 

に〇川、 HP - GL / 

2で使用できる 
フォントの一覧 
は 、 PostScript 
ソフトウェア 
キッ h またはェ 
ミュレーシヨン 
キット装着時） 

ART EX . ART IV 、 ESC / P、PDF Bridge 、201 H 、 HP - GL /2 
で使用できるフォントの一覧が印刷されまず。 

PCL フォントリスト 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウェアキット 

PCL で使用できるフォントの一覧が印刷されまず。 

PostScript ® フォントリスト 
( PS フォントリスト） 

PostScript ソフ 
トウェアキット 

PostScript で使用できるフォントが巧刷されまず。 
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レポート名 

(操作パネルでのま示名） 

印刷に必要な 
オプション品 

ART IV ， PR 20 川， ESC/P 
ユーザー定義リスト 
(ユーザー定義リスト） 

に 01 H について 
は 、 PostScript ソ 
フトウェアキット 
またはェミュレー 
シヨンキット装着 
時） 

ART IV 、 ESC / P および201 H プリントモードで登録された 
フォーム、ロゴ、パターンの登録内容が巧刷されまず。 

ART EX フオーム登録リスト 
(ART EX フオームリスト） *1 


オーバーレイ印字機能で、フォームとして登録した文書の一覧が 
印!刷されまず。 

参照 

. フォームの登録：プリンタードライバーのヘルプ 

PostScript ® 論理プリンター 

登録リスト 

( PS 登録リスト）>1 

PostScript ソフ 
トウェアキット 

登録されている1〜20までの PostScript 論理プリンターの設 
定が印刷されまず。 

補足 

-論理プリンターの設定は 、 CentreWare Internet Services 
で行いまず。各項目については 、 CentreWare Internet 
Services のヘルプを参照してください。 

PC - PR 201 H 設定リスト 
に01 H 設定リスト） 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウェアキット 

201 H プリントモードでの設定が印刷されまず。 

詳細は、本機に同姻されているドライバ ー CD キット内の CD - 
R 0 M 内の『201 H エミュレーシヨン設定ガイド』を参照してく 
ださい。 

PC - PR 201 H 論理プリンター • 
メモリー登録リスト 
に01 H 登録リスト） *1 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウェアキット 

登録されている1〜5までの201 H 論理プリンターの設定が巧 
刷されまず。 

補足 

-論理プリンターの設定は、操作パネルからメモリー登録をずる 
力 、、 CentreWare Internet Services で行いまず。各項目に 
ついては 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照 
してください。 

ESC / P 設定リスト*1 

— 

ESC / P プリントモードの設定が印刷されまず。 

詳細は、本機に同姻されているドライバ ー CD — ROM 内の 『ART 
IV 、 ESC / P エミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 

ESC / P 論理プリンター-メモ 
リー登録リスト 
( ESC / P 登録リスト） *1 


登録されている1〜20までの ESC / P 論理プリンターの設定が 
印!刷されまず。 

補足 

-論理プリンターの設定は、操作パネルからメモリー登録をずる 
力 、、 CentreWare Internet Services で行いまず。各項目に 
ついては 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照 
してください。 

HP - GL /2® 設定リスト*1 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
h ウェアキッ h 

HP - G し HP - GL /2 プリントモードでの設定値が印刷されまず。 
詳細は、本機に同徊されているドライバ ー CD キット内の CD - 
ROM 内の 『 HP - G し HP - GL /2 エミュレーシヨン設定ガイド』 

を参照してください。 

HP - GL /2® 論理プリンター•メ 
モリー登録リスト 
( HP - GL /2 登録リスト） *1 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウェアキット 

登録されている1〜20までの HP - G し HP - GL /2 論理プリン 
ターの設定が印刷されまず。 

補足 

-論理プリンターの設定は、操作パネルからメモリー登録をずる 
力 、、 CentreWare Internet Services で行いまず。各項目に 
ついては 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照 
してください。 

HP - GL /2 パレットリスト*1 

ェミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウェアキット 

カラーパレットの設定値が印刷されまず。 


7.2 レポート/リストを印!刷ずる 219 




レポート名 

(操作パネルでのま示名） 

印刷に必要な 
オプション品 

TIFF / JPEG 設定リスト 
( TIFF 設定リスト）>1 

— 

TIFF / JPEG プリントモードでの各設定が印刷されまず。 

TIFF / JPEG 論理プリンター登 
録リスト 

( TIFF 登録リスト ）*1 


登録されている1〜20までの TIFF / JPEG 論理プリンターの設 
定が印刷されまず。 

補足 

-論理プリンターの設定は 、 CentreWare Internet Services で 
行いまず。各項目については 、 CentreWare Internet Services 
のヘルプを参照してください。 

PDF 設定リスト 

- 

PDF ダイレクトプリントの操作パネルでの設定が印刷されまず。 

PCL 設定リスト*1 

エミュレーシヨ 

ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウエアキット 

PCL プリントモードでの設定値が印刷されまず。 

詳細は、本機に同徊されているドライノ V '- CD キットの CD-ROM 
内の 『 PCL エミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 

PCL マクロ登録リスト 
( PCL マクロリスト） *1 

エミュレーシヨ 
ンキット、または 
PostScript ソフ 
トウエアキット 

登録したマクロやフォームなどが印刷されまず。 

蓄積文書リスト 

八ードディスク 

セキュリティー/サンプル/時刻指定プリント機能で、本機に蓄 
積された文書の一覧が印刷されまず。 

参照 

-「3.5機密文書を印刷ずる-セキュリティープリント - j ( P . 66) 

-「3.6出力結果を確認してから印刷ずる-サンプルプリント -J 
( P . 70) 

. 「3.7指定した時刻に印刷ずる-時刻指定プリント -J ( P . 74) 

受信ドメイン制限リスト 
(ドメイン制限リスト） 

八ードディスク 

受信を許可ずるドメインの登録状況が印刷されまず。 

使用済み製品回収情報シート 
(製品回収シート） 


使用済みの本機の回収を依頼ずる場合に、情報シートが印刷され 
まず。お客様から葬社のプリンターサポートデスクまたは販売店 
に本機の情報を通知していただくことによって、本機の回収経路 
が決定しまず。 

参昭 

-使用済み製品回収情報シートの記入欄は、お客様にご記入いた 
だく必要はありません。 

機能別カウンターレポート 

- 

機能別の出力枚数が印刷されまず。 

隠し印刷サンプルリスト 

セキュリティ拡 
張キット 
八ードディスク 

複製管理機能で作成ずる隠し印刷のサンプルが印刷されまず。 

参昭 

. 「複製管理 J ( P . 232) 

ぺーパーセキユリテイーサン 
プルリスト 

セキュリティ拡 
張キット 
八ードディスク 

複製管理機能のペーパーセキュリティーで作成ずるデータのサ 
ンプルが印刷されまず。 

参昭 

• 「ぺーパーセキュリティ J ( P . 234) 

バーコードサンプル 


GS 1-128 バーコードのサンプルが印刷されまず。 

[ A 3 バーコードモード ON ] [ A 3 バーコードモード OFF ] [ A 4 
バーコードモード ON ] [ A 4 バーコードモード OFF ] の4種類 
ありまず。 


:これらの項目は[レポート/リスト]メニューで[プリント言語]を選択ずると表示されまず。 
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レポート/リストを巧刷ずる _ 

レポート/リストは、操作パネルから印刷を指示しまず。ここでは、[機能設定リスト]を 
印刷ずる場合を例に説明しまず。ほかのレポート/リストも同様の手順で印刷できまず。 

1. 操作パネルの〈メユー〉ボタンを押して、 

メニュー画面を表示しまず。 


2. [レポート/リスト]が表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ジョブ履歴レポート]が表示されまず。 


4. [機能設定リスト]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

E 口刷を開始させる画面が表示されまず。 


6. <0 K > ボタンで印刷しまず。 

レポートが E 口刷されまず。 


7. E 口刷が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 
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7-3 印刷枚数を確認ずる 


E 口刷の総枚数は、そのカウントの仕方によつて確認方法が異なりまず。 


カラーモード別に総印刷枚数を確認する（メーター) 


メーターは、カラーモードによって区分されていまず。操作パネルのディスプレイの表示 
で、メーター別の総印刷枚数を確認できまず。 


メーター1 

白黒印刷 

メーター2 

通常は使用しません 

メーター3 

カラー印刷 


補足 

-アプリケーション側でに C プロファイルなどを使って色変換した印刷データを、[カラー（自動判別)] 
で印刷した場合、モニター上で白黒に見える原稿でもカラーで印刷されまず。 

また、その場合、メーターはメータ ー3 (カラー巧刷）がカウントされまず。 

-両面印刷で出力ずる場合、使用しているアプリケーションによっては、部数を指定ずるときの条件など 
により、自動的にページ調整の白紙を挿入ずることがありまず。この場合、アプリケーションが挿入ず 
る白紙出力は1ぺージとしてカウントされまず。 


メーターの確認方法は、次のとおりでず。 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [メーター確認]が表示されるまで、〈▼〉ボ 
タンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[メーター！]が表示されまず。 


4. 〈▲〉または〈▼〉ボタンを押して、確認し 

たいメーターを表示しまず。 



5. 確認が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 
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コンピューター別に印刷枚数を確認ずる（[プリンター集計レポート]) 


コンピューター別（ジョブオーナー別）に、本機で E 口刷した総ページ数、使用した用紙の 
総枚数が、カラーと白黒それぞれについて、[プリンター集計レポート]で確認できまず。 
[プリンター集計レポート]は、データを初期化した時点からのカウントになりまず。 
[プリンター集計レポート]の EP 刷やデータの初期化は、操作パネルから行いまず。 

補足 

-認証/集計管理機能を使用している場合は、[プリンター集計レポート]は印刷できません。代わりに、 
[プリンター集計管理レポート]が印刷されまず。[プリンター集計管理レポート]に切り替わると、そ 
れまでのプリンター集計のカウントは初期化されまず。 

参昭 

. 印!刷方法：「レポート/リストを印！刷ずる J ( P . 221) 


[プリンター集計レポート]の EP 刷結果について 


[プリンター集計レポート]には、次の項目が印刷されまず。 





ぺージ数 







枚数 





カラー 




白黒 


カラー 

白黒 





サイズ 



カラー 

白黒 


カラー 

白黒 


ジョブォーナー名 

A 3 

A 4 

B 4 

B 5 

その他 

総ぺージ数総ペー Ji 


緩枚数 

総枚数 


Userl 

0 

549 

0 

0 

0 

549 

1 

550 

294 

1 

295 

User2 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

UserS 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

UnknownUser 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

Report/List 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

終合計 

1 

550 

1 

0 

0 

552 

5 

557 

297 

5 

302 


ジョブオーナー名 

最大200ユーザーまでのオーナー名が印刷されまず。ジョブオーナーの指 
定をしない場合、または201人めが降のユーザーの印刷ジョブの場合は、 
最後から2つめの 「 UnknownUserj 欄に集計されまず。レポート/リス 
卜の出力は、最後の 「 Repo け/ Listi 欄に集計されまず。 

カラー A 3 ページ数 

A 3 サイズの用紙に、カラーで印刷したページ数でず。 

カラ ー A 4 ぺージ数 

A 4 サイズの用紙に、カラーで印刷したページ数でず。 

カラ ー B 4 ぺージ数 

B 4 サイズの用紙に、カラーで印刷したページ数でず。 

カラ ー B 日ぺージ数 

B 5 サイズの用紙に、カラーで印刷したページ数でず。 

カラーその他ぺージ数 

上記が外のサイズの用紙に、カラーで印刷したページ数でず。 

カラー総ぺージ数 

カラーで印刷した総ページ数でず。 

白黒総ページ数 

白黒で印刷した総ページ数でず。 

総ページ数 

実際に印刷した総ページ数でず。1印刷ジョブが終了ずるたびにカウント 
されまず。 

カラー総枚数 

カラーで印刷に使用した用紙の枚数でず。 

白黒総枚数 

白黒で印刷に使用した用紙の枚数でず。 

総枚数 

巧刷に使用した用紙の総枚数でず。1印刷ジョブが終了ずるたびにカウン 
卜されまず。 
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[プリンター集計レポート]のデータを初期化ずる 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [初期化/データ削除]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[NV メモリー初期化]が表示されまず。 


6. [集計レポート初期化]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

処理を開始させる画面が表示されまず。 



8. <0 K > ボタンを押しまず。 

データが 初期化されまず。 


9. 処理が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 


機能別に印刷枚数を確認ずる（[機能別カウンターレポート]) 


本レポートでは、2アップ機能や両面印刷機能 
を使用した場合のプリントページ数や、プリン 
卜枚数を確認できまず。 

参照 

-印!刷方法：「レポート/リストを印!刷ずる J ( P . 221) 


プリンター関連カウンター 


プリントぺージを 

総ページを 

4 

カラー 

総ページな 

0 

プリンター 

0 

レポート 

0 

2 アップ 

0 

2 アップなか 

0 

am 

おページ狡 

4 

プリンター 

0 

レポート 

4 

2 アップ 

0 

2 アップなか 

0 

プリントかが 

おプリントか数 

4 

プリンター 

0 

レポート 

4 

両面プリント枚を 

総プリント枚数 

0 

プリン ター 

0 

レポート 

0 

うら巧プリント枚な 

おプリント巧数 

0 

プリンター 

0 

レポート 

0 
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7.4 Web ブラウザーでプリンターの状態を確認 
/管理ずる _ 

本機を TCP / IP 環境に設置した場合、ネットワーク上のコンピューターの Web ブラウ 
ザーを使用して、本機の状態を確認したり、本機の設定を行ったりできまず。 

この機能を 、 CentreWare Internet Services と呼びまず。 

CentreWare Internet Services では、本機にセツトされている消耗品や用紙などの残 
量も確認できまず。 



補足 

• 詳しい CentreWare Internet Services の使用方法については、「1.5 CentreWare Internet 
Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-本機を口ーカルプリンターとして使用している場合は 、 CentreWare Internet Services は使用でき 
ません。 
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7.5 電子乂ールでプリンターの状態を確認ずる 


本機が接続されているネットワークに、メールの送受信ができる環境がある場合には、コ 
ンピューターから E 口刷を指示したジョブの終了をメールで知らせたり、消耗品や用紙など 
の状況などを、指定したメールアドレスに通知したりずるよラに設定できまず。 

この機能を、メール通知サービスといいまず。 


メール通知サービスで通知される情報 


メール通知サービスで通知される情報には、次のよラなものがありまず。 


情報の種類 

説明 

ジョブの終了通知 

コンピューターから印刷が指示されたジョブの結果（正常終了、中止、要 
確認）を通知しまず （ART EX プリンタードライバー使用時のみ)。 

消耗品などの状態通知 

あらかじめ設定した内容（消耗品の状態、用紙の状態など）を指定された 
あて先へメールで通知しまず。 

トナーやドラムカートリッジの状態を定期的に通知ずるので、タイムリー 
に交換時期を把握できまず。 

あて先は、ネットワーク管理者、または共用のアドレスを登録ずることを 
お勧めしまず。 


メール通知サービスを使用ずるための設定 


メール通知サービスを使用ずるためには、ネットワーク環境やメール環境の設定が必要で 
ず。設定が済んでいるかどラか、ネットワーク管理者に確認してください。 

ネットワーク環境 _ 

-メールアカウントの登録 


メール環境の設定（本機側) 


CentreWare Internet Services を使用して、ポート起動、本体メールアドレス、 TCP / 
IP 環境、メールサーバーなどを設定しまず。 

メール環境に合わせて、[プロパティ]の次の項目を設定しまず。 

補足 

-設定後は、必ず[新しい設定を適用]をクリックして本機の電源を切り、入れ直しまず。 

-[メール通知設定]は、[ポート起動]で[メール通知]の[起動]にチ X ックを付けて、本機の電源を 
切り、入れ直ずと表示されまず。 


項目 

設定項目 

説明 

本体説明 

管理者メールアドレス（設定推 
奨)、本体メールアドレス 

「メールプリントをずるための環境設定 J の 
「本体説明 J ( P . 83) を参照してください。 
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項目 

設定項目 

説明 

一般設定>メー 
ル通知* >メー 
ル通知設定 

(* : メール通知 
を起動ずると表 
示されまず） 

通知先メールアドレス 

通知先のメールアドレスを、英数字と 「@j 
「. J 「- J 「」で、128バイトが内で説明しまず。 

通知状態設定 

通知ずる内容をあて先別に設定できまず。 

-消耗品の状態 
-交換部品の状態 
-用紙の状態 
-排出先の状態 
-ジャム状態 
-インターロック状態 
-フォルトの通知 

定期通知設定 

メール通知を行う間隔などについて設定しま 
ず（設定任意)。 

ネットワーク設 
定>ポート起動 

メール通知 

チェックを付けまず。 

ネットワーク設 
定>プロトコル 
設定 > TCP/IP 

ホスト名、ドメイン名 、 DHCP 
からアドレスを取得 / DHCPV 6- 
lite からアドレスを取得 、 DNS 
サーバーアドレス1〜3 、 DNS 
の動的更新 aPv 4/ IPv 6)、 ドメ 
イン検索リストの自動生成、検索 
ドメイン名1〜3、タイムアウ 
卜、 DNS の名前解決の IPv 6 優先 

「メールプリントをずるための環境設定 J 
( P . 82) を参照してください。 

ネットワーク設 
定>プロトコル 
設定> SMTP 
サーバー 

SMTP サーバ ー IP アドレス（ホ 
スト名）とポート番号、本体メー 
ルアド レス、 SMTP 送信の認証、、 
SMTP AUTH - ログイン名、 
SMTP AUTH - パスワード 

「メールプリントをずるための環境設定 J の 
「ネットワーク設定 > プロトコル設定> 
SMTP サーバ ー J ( P . 85) を参照してくださ 

い。 


プリンタードライバーのプロパティでの設定（コンピューター側） 

EP 刷を指示したジョブの結果をメールで受け取るためには 、 ART EX プリンタードライ 
バーのプロパティ でが下の設定をしまず。ここでは 、 Windows XP を例に説明しまず。 

1. [スタート]メニューから、[プリンタと FAX ] を選択しまず。 

2. 本機のプリンターアイコンを選択し、[ファイル]メニューから[プロパティ]をク 
リックしまず。 

3. [全般]タブで[印刷設定]をクリックしまず。 

[ E 口刷設定]ダイアログボックスが表示されまず。 

4. [詳細設定]タブをクリックしまず。 


7.5 電子メールでプリンターの状態を確認ずる 227 




5. [ジョブ終了をメールで通知]のチェックを付けまず。 


I を本 II トレイ/排化 II ヴラフィ》ウス II スタンプ/フォーム r 詳細設定 L 
□白化を巧を） □トナーを巧な） 


シートお)： 


囚ジョブが了をィールで迸細(曲 

1ブリンタの i さミを脯る 


メ-ルアドレス吸： 

用巧の置き換えを)： 


1__ 

] [■ブリンタの設定を巧いる 



その他の設定(ヴラフィックスの詳細 i さ走など）- 

設定巧目 ( D : 


アブ1 ブザーシヨンろみの姑:欄おおの 
アブリケーシヨンズーム 

- 

の 

パーコードモード 

な ル 

織； 

しない 

を 


用おトレイ遥巧の処理方まが： 
I 標準 


3 


感用沾トレイ涅巧の化巧方まをおちします。巧冷 I ま H 勇準]ぞ涅巧してください。 


フォントの設定の''' I 〔バージョン店き13の 〕I 情おに戻す屯 ）I 


I I キャン它ル j 通用曲 


6. [メールアドレス]に、通知先のメールアドレスを半角英数字で入力しまず。 

7. [0 K ] をクリックしまず。 
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7.6 セキュリティー機能について 


セキュリティー機能の概要 


ここでは、機械管理者を対象に、本機が持っている各種セキュリティー機能とその設定方 
法を説明しまず。詳しくは、それぞれの参照先をごらんください。 


機能 

説明 

参照先 

通信の暗号化 

本機とネットワーク上のコンピューターの間で通信ずる場合 
に、通信データを暗号化できまず。 

-クライアントコンピューターから本機への HTTP 通信を暗 
号化 

. 本機から外部サーパ'-への HTTP 通信を暗号化 （ SSL/TLS 
クライアント） 

- IPSec を使用して暗号化 

「7.7暗号化機能を設定 
ずる J ( P . 240) 

セキュリティープリント 

第王者に見られたくない文書や機密書類などを出力ずる場 
合、出カデータを本体内に一時蓄積し、あらためて本体の操 
作パネルでパスワードを入力して出力しまず。 

補足 

. 八ードディスク（オプション）が必要でず。 

「3.5機密文書を印刷ず 
る-セキュリティープリ 

ント -J ( P . 66) 

1 C カードによるプライ 
ベートプリント、オンデマ 
ンドプリント 

本機にに 力ー ドシステムを接続して、 1 C 力ー ド認証によって 
出力しまず。出カデータは、プライベートプリントの場合は 
本体内に、オンデマンドプリントの場合はサーバー内に一時 
的に蓄積されまず。 

補足 

-八ードディスク（オプション）が必要でず。 

- 1 C カードシステムについては、葬社の販売店にご相談くだ 
さい。 

「3.8プライベートプリ 
ント J ( P .77) 

「3.9オンデマンドプリ 
ント J ( P . 78) 

HDD 暗号化 

システム内部 （NV メモリー、八ードディスク（オプション）） 

のデータを暗号化ずるための設定を行いまず。 

注記 

-この項目の設定を変更ずると、八ードディスクが初期化さ 
れまず。 

補足 

-八ードディスク（オプション）が必要でず。 

「[データ暗号化] J 
( P .148) 

HDD 上書き消去 

八ードディスク（オプション）内のデータを上書き消去しま 
ず。上書き消去を複数回行ラことで、八ードディスクに記録 
されていた情報を確実に消去ずることができまず。 

補足 

-八ードディスク（オプション）が必要でず。 

「[ HDD の上書き消去] J 
( P .148) 

IP アドレスによる受信制限 

使用できるコンピューターの IP アドレスを登録して、印刷を 
受け付ける IP アドレスを制限できまず。 

「[受付制限 （ IPv 4)] J 
( P . 1 38) 

または、 

「 IP アドレスによる受信 
制限 J ( P . 230) 

操作パネルのロック 

パスワードによって操作パネルの操作に制限をかけることが 
できまず。 

「[操作パネル設定] J 
( P .141) 

ユーザー登録による利用制 
限 

本機にユーザー情報を登録ずることによって 、 CentreWare 
Internet Services へのアクセスや、コン ピュー ターからの 
巧刷ができるユーザーを限定できまず。 

「7.8ユーザー登録によ 
る利用の制限と集計管理 
機能について J ( P . 248) 


7.6 セキュリティー機能について 229 




機能 

説明 

参照先 

ィメージログ機能 

本機で実行されたジョブの文書を画像データとして保存し、 
ジョブの利用者、利用時刻、部数などのデータとともに、口 
グとして蓄積/管理しまず。 

補足 

-セキュリティ拡張キット（オプション）および八ードディ 
スク（オプション）が必要でず。 

この機能を使用したい場 
合は販売店にお問い合わ 
せください。 

「[イメージログ管理設 
定 ] J ( P .154) 

複製管理機能 

ページ全体に日時や番号、複製制限コード（デジタルコー 
ド）を印字ずることによって、機密文書などの複写を抑止し 
まず。 

「複製管理機能について J 
( P . 232) 


補足 

-セキュリティ拡張キット（オプション）および八ードディ 
スク（オプション）が必要でず。 


監査ログ機能 

いつ、誰が、どのよラな作業を本機で行ったかを記録しま 
ず。 

「監査ログ機能について J 
( P . 237) 


IP アドレスによる受信制限 


本機では、使用できるコンピューターの IP アドレスを登録して、印刷を受け付ける IP ア 
ドレスを制限できまず。ここでは 、 CentreWare Internet Services を使用した設定方 
法を説明しまず。 

補足 

- IPv 4 のネットワーク環境では、操作パネルを使った設定もできまず。操作パネルでの設定については、 
「慢付制限 （ IPv 4 )]j ( P .138) を参照してください。 


1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 

補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がねからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[0 K ] をクリックしまず。 

1. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

2. 左側のメニューから[セキュリティー] > [受付 IP アドレス制御]をクリックしまず。 
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3. [アクセス制御- IPv 4] または[アクセス制御- IPv 6] の[受付 IP アドレス制御]に 
チェックを付け、[追加]をクリックしまず。 



4. 表示された画面で、[受付 IP アドレス]に、 TCP / IP で接続を許可ずる IP アドレスを 
設定しまず。 

5. [ IP アドレスマスク]に、[受付 IP アドレス]で登録した IP アドレスに対ずるアドレ 
スマスクをプレフイツクス長の形式で設定しまず。 

IPv 4 での設定を例にずると、[受付 IP アドレス]を129.249.110.23、 [ IP アドレ 
スマスク]を24に設定した場合、印刷を受け付ける IP アドレスは、1 29.249.1 10.中 
は1〜 254) になりまず。 



6. 設定ができたら、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 

7. 本機を再起動ずる画面が表示されるので、[再起動]をクリックしまず。 
本機が再起動し、設定した値が反映されまず。 
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複製管理機能について 


複製管理機能は、ページ全体に日時や文字、背景、隠し文字デジタル情報を E 口刷ずること 
で、文書の複製を抑止したり、コピーの履歴を確認できる機能でず。詳しくは、 
CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 


注記 

-複製管理機能による文書の複製制限は、常に機能ずることを保証ずるものではありません。原稿や設定 
条件によっては、機能が有効に働かない場合がありまず。詳しくは販売店にお問い合わせください。 

-複製管理機能を使用または使用できなかったことによって発生した損喜については、葬社はその責任を 
負いかねまずので、あらかじめご了承ください。 

補足 

-セキュリティ拡張キット（オプション）および八ードディスク（オプション）が必要でず。 


複製管理機能には、が下の種類がありまず。 

-複製管理 

あらかじめ本機に登録されているパターンを使用して、原稿に日付や背景を隠し印刷し 
まず。この原稿をコピーずると、桜紙や VOID 紙のように隠し E 口刷が浮き上がりまず。 

•ぺーパーセキュリティ 

隠し文字のほかに複製制限コード（デジタルコード）を埋め込むことで、出力した原稿 
のコピー/スキャン / FAX 送信を禁止したり、情報漏えい時に作業履歴を追跡したりず 
ることができまず。なお、コピー/スキャン/ FAX 送信を禁止ずるには、対応した機器 
やソフトウェアが必要になりまず。 

- UUID 印字 

原稿に識別 ID ( UUID ) を印刷ずることで、この文書の印刷ログを検索できまず。 


複製管理 


ページ全体に日時や背景を隠し E 口刷しまず。出力した原稿をコピーずると、隠し印刷した 
文字列や背景が浮き上がりまず。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare Internet 
Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[ OK ] をクリックしまず。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 
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3. 左側のメニューから[セキュリティー]> [複製管理] > [複製管理]をクリックしまず。 
[複製管理]画面が表示されまず。 


な製管巧 




I 巧ずする日巧のお巧： 
居し巧 a 初期な： 

I 义宇刊の大きさ： 

を忌バさーン： 
^巧«のち： 

印刷の巧ち： 

文宇/ち届コントラスト： 

クライアントブ IJ ント： 


f[*20yy/mm/dd ||〇 
ド巧き化し。 击一* 
「48ポ<0卜り4〜 80) 


FUJI XEROX 


■苗べづがまモミれましを 


4. 各項目を設定しまず。 



©戻る-© •囚国め P 括まかぉ前:入。 宿) 10’或困， 己む 

アドレス屯) I http：// 192.168 .1.1 00 



設定項目 

説明 

巧刷ずる日付の形式 

印刷日時の印字パターンを設定しまず。ここで設定した値は、複製管理 
機能全体で共通になりまず。 

• に Oyy / mm / dd ] 

• [ dd / mm /20 yy ] 

• [ mm / dd /20 yy ] 

• に Oyy 年/ mm 月 dd 日] 

隠し印刷初期値 

文字の埋め込み方を設定しまず。 

-[浮き出し] 

背景に隠された文字列が浮き出して印字されまず。文字列の部分は、 
[背景パターン]で設定したパターンで印字されまず。 

-[白おき] 

背景に隠された文字列が白おきされて印字されまず。白おきされた文 
字が外の背景には、[背景パターン]で設定したパターンが印字され 
まず。 

文字列の大きさ 

複製管理で印字される文字の大きさを、24〜80ポイントの範囲で1 
ポイント刻みで設定できまず。 

背景パターン 

複製管理機能の隠し印刷に使用ずる背景パターンを設定しまず。 

. [ウエーブ]/ [サークル]/ [ストライプ]/ [チエーン]/ [ビーム] 

/ [ひし形]/ [ひまわり]/ [扇] 

印!刷の色 

複製管理で印字される文字の色を設定しまず。 

•[黒]/ [マゼンタ]/ [シアン] 

巧刷の濃度 

複製管理で印刷される文字の濃度を設定しまず。 

-[うずい]/ [ふつう]/ [濃い] 

文字/背景コントラスト 

複製管理で印字される文字/背景のコントラストを設定しまず。コント 
ラスト1〜9の9種類から選択しまず。 


補足 

-文字/背景のコントラストは、[隠し印刷サンプルリスト]を印刷し 
て確認してから、設定してください。 
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設定項目 

説明 

クライアントプリント 

クライアント側のコンピユーターから印刷したときに、強制的に複製管 
理を印字ずるかどラかを設定しまず。 

. [しない] 

•[ずる] 


5. 各項目の設定ができたら、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 

ぺーパーセキュリテイ 


注記 

- IPv6 ネットワークを使用して印刷した場合、ペーパーセキュリティは正しく動作しません。 

ページ全体に日時や番号のほかに複製制限コード（デジタルコード）を隠し印刷しまず。 
この文書はコピー禁止文書になり、ペーパーセキュリティ対応機器からコピー/スキヤン 
/ FAX 送信などのジョブを実行しようとずると強制的に中止されまず。また、情報漏えい 
の際には、専用のアプリケーションを使用ずることで、いつ、どこで、誰が出力したのか 
を追跡できまず。 

補足 

-文字列の隠し印刷については、「複製管理 J (P. 232) を参照してください。 

. デジタルコードの解析には、富±ゼロックス株式会社製アプリケーション 「PaperSecurity Analyze 。 
(別売）が必要でず。詳細は販売店までお問い合わせください。 


1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 

補足 

- CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare Internet 
Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[0 K ] をクリックしまず。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [複製管理] > [ペーパーセキュリティ] 
をクリックしまず。 

[ぺーパーセキュリティ]画面が表示されまず。 


0戻る，©- 囚固り 户おお祇おちに入り@ 0’凌廚 ，日な 



1 a 集計設ま 
J がキュIパ 
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日巧曲ち3 

曲述^ 


ブを示の制巧 
ミ管巧をI情扣の i き: 


THE 1JOCLMKNT COM 化 、V 

FUJI XEROX 


I ブ mf ティ 


ぺーパーセキュリテイ 


Ik 巧バスワード： 

Iユーヴー定ま文ず列： 




I クライアントブ y ント： 


巧坦 MR コード： 
!文ず刊初期值： 


F ねし ■! 

― ■ 

I * み ■ 


i 文字/をるコントラスト： 
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4. 各項目を設定しまず。 


設定項目 

説明 

解析パスワード 

文書の追跡情報を解析ずるときのパスワードを、4〜12文字で設定し 
まず。 


補足 

-本機では追跡情報の解析はできません。富±ゼロックス株式会社製ア 
プリケーシヨン 「PaperSecurity Analyze 。 （別売）が必要でず。 
詳細は、販売店までお問い合わせください。 

ユーザー定義文字列 

追跡情報として埋め込む隠し文字の文字列を、32文字が内で設定しま 
ず。 

クライアントプリント 

クライアント側のコンピューターから印刷したときに、強制的に隠し文 
字列を印字ずるかどラかを設定しまず。 

-[しない] 

•[ずる] 

レポート/リスト 

レポート/リストを印刷したときに、強制的に隠し文字列を印字ずるか 
どラかを設定しまず。 

. [しない] 

•[ずる] 

複製制限コード 

ペーパーセキュリティーのジョブ実行禁止の指定をずるかしないかを 
設定しまず。[埋め込む]に設定ずると、デジタルコードが埋め込まれ 
まず。 

-[埋め込まない] 

-[埋め込む] 

文字列初期値 

隠し文字列の印字で埋め込む文字列を設定しまず。 

-[なし] 

-[禁複写] 

-[コピ ー] 

-愼写] 

-[文字列登録] 


補足 

-任意の文字列を登録ずる場合は、[文字列登録]をクリックして表示 
される画面で文字列を入力し、[新しい設定を適用]をクリックして 
ください。 

背景パターン 

隠し印刷に使用ずる背景パターンを設定しまず。 

-[ウエーブ]/ [サークル]/ [ストライプ]/ [チエーン]/ [ビーム] 

/ [ひし形]/ [ひまわり]/ [扇] 

印!刷の色 

複製管理で印字される文字の色を設定しまず。 

•[黒]/ [マゼンタ] 

文字/背景コントラスト 

複製管理で印字される文字/背景のコントラストを設定しまず。コント 
ラスト1〜9の9種類から選択しまず。 


補足 

-文字/背景のコントラストは、[ぺーパーセキュリティーサンプルリ 
スト]を印刷して確認してから、設定してください。 


5. 各項目の設定ができたら、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 
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UUID 印字 


E 口刷ジョブごとに識別 ID ( UUID ) をページに E 口刷しまず。専用のアプリケーションを使 
用ずることで、印字された UUID を検索キーとして印刷ジョブのログを検索できまず。ま 
た、イメージログ管理機能を使用している場合は、ログ管理機能と連携して管理できまず。 

補足 

. 文字列の隠し印刷については、「複製管理 J ( P . 232) を参照してください。 

- UUID の解析には、専用のアプリケーションが必要でず。詳細は販売店までお問い合わせください。 

-イメージログ管理機能については「セキュリティー機能の概要 J ( P . 229) を参照してださい。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 

補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare Internet 
Services でプリンターを設定ずる J ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[0 K ] をクリックしまず。 


2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [複製管理]> [ UUID ] をクリックしまず。 
[ UUID ] 画面が表示されまず。 
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岛亡!かが記註サーバー設ミ 

U 夕け "TP アドしフまII祀 

曲芭直ログ 

IgiiF 巧まの記志 

曲! 

1抗しい i さちを巧巧II元に房す1 

巧註巧き留1 

曲 

: (gssL/r じ記ち 
白 to なお昔巧 
la 巧點菅ま 

W ベ—バ—わホ1 U ティ 

:曲画 

を〇ジョづを示のお1化 

视がぞ巧ち巧がの i さち 
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4. 各項目を設定しまず。 


設定項目 

説明 

UUID 印!字 

UUID 印!字をずるかしないかを設定しまず。 

. [しない] 

-[ずる] 

印字位置 

UUID の印字位置を設定しまず。 

-[左上]/ [中央上]/ [右上]/ [左下]/ [中央下]/ [右下] 

印字位置の微調整（縦方向） 

UUID 印字位置を縦方向に0〜 100 mm の間で微調整しまず。 

印字位置の微調整（横方向） 

UUID 印!字位置を横方向に〇〜 200 mm の間で微調整しまず。 


補足 

-微調整値は、用紙の端を 0 mm として値を大きくずると用紙中央方向 
に移動しまず。ただし、印字位置で[中央上]または[中央下]を選 
択した場合、よこ方向の調整値は用紙の中央を 100 mm としていま 
ず。印字位置で [ 中央上]または [ 中央下]を選択ずる場合は、微調 
整値をいったん1 00 mm に設定してから調整してください。 
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設定項目 

説明 

ラら面の印字位置 

ラら面の UUID 印!字位置を設定しまず。 

-[おもて面と同じ] 

-[おもて面と対称] 


5. 各項目の設定ができたら、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 


監査ログ機能について 


監査ログ機能は、いつ、誰が、どのよラな作業を本機で行ったのかを確認ずることができ 
る機能でず。この機能を使用ずると、本体の不正使用や不正使用の試みを監視できまず。 

注記 

-監査ログ機能を使用または使用できなかったことによって発生した損喜については、葬社はその責任を 
負いかねまずので、あらかじめご了承ください。 

補足 

-最大50件までログを保存しまず。八ードディスク（オプション）を取り付けると、最大15,000件ま 
でログを保存しまず。最大保存数を超えると、古いログから自動的に削除されまず。 

-監査ログを取り出ずには、 HTTPS を設定しておく必要がありまず。設定方法については、 「 HTTP 通 
信の暗号化設定 J ( P . 241) または 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 


監査ログ機能を有効にずる 


監査ログ機能を使用ずるためには、事前に機能を有効にずる必要がありまず。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し 
[ OK ] をクリックしまず。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [監査ログ]をクリックしまず。 

[監査ログ]画面が表示されまず。 


乃イルを）偏をた）表示な？もちに入口姐ツールな 

©戻る，©.因固り户ぉぉ f 

アドレス也）： h«ps：// 192,168 .1.1 00 


Internet Services 


laBoj 


)€) 0’& 因-己 it 


•胶設定 
I 旧じ!ネットワーク設定 
I 田〇ヴ-ピス設走 
自計設定 


を H 一設定 



Sfa 巧製营巧 
巧〇ジョづま示のおけ反 
:な〇 视がぞ 巧を巧がの巧ち 
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監査ログ 


ち芭ロヴの E め： に]) ft 巧 

|«足：本巧に届居モ舌なするためには、居査ロヴをを巧じするホ里びあります* 


巧しい設ミを通用〕 G 元に戻す I 


まロヴさ取り化すには HTTPS; 


;を設定する必罢びあります* 
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4. [監査ログを有効にずる]の[監査ログの起動]にチ X ックをつけ、[新しい設定を適 
用]をクリックしまず。 



監査ログを取り出ず _ 

監査ログデータはテキストデータ ( auditfile . txt ) として取り出ずことができまず。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し 
[0 K ] をクリックしまず。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [監査ログ]をクリックしまず。 

[監査ログ]画面が表示されまず。 

4. [監査ログの取り出し]の[リンク先]をクリックしまず。 
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5. [ファイルのダウンロード]画面が表示されるので、[保存]をクリックし、監査ログ 
データ ( auditfile . txt ) を保存しまず。 


6. 
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7.7 暗号化機能を設定ずる 


暗号化機能について 


本機では、ネットワーク上にあるほかのコンピューターと通信ずる場合に、通信データを 
暗号化できまず。 

■ クライアントから本機への HTTP 通信を暗号化ずる （ SSL / TLS サー 
JK — ) 

本機の SSL/TLS 通信機能を有効にずることで、本機とネットワーク上のコンピューター 
間での HTTP 通信を暗号化できまず。 

本機の HTTP サーバーを利用ずるポートには、 SOAP ポート、インターネットサービス 
( HTTP ) ポート、 IPP ポートがありまず。 

クライアントから本機への HTTP 通信の暗号化には、 SSL/TLS プロトコルを使用しま 
ず。 

SSL/TLS サーバーで利用ずる SSL/TLS サーバー証明書は、作成済みの証明書を使用ず 
るか、 CentreWare Internet Services を使用して作成しまず。 

補足 

• 作成済みの証明書を使用ずる場合は 、 CentreWare Internet Services を使って証明書をインポート 
してください。詳しくは 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 

- HTTP の通信を暗号化ずると、 IPP ポートで印刷ずるときに通信データを暗号化 （ SSL 暗号化通信） 
できまず。 

-発行した証明書の有効期限は1年でず。 

■ 本機から外部サーパーへの HTTP の通信を暗号化ずる （ SSL / TLS クラ 
イアン h ) 

外部サー八一と本機との HTTP 通信の暗号化には、 SSL/TLS プロトコルを使用しまず。 

通常、証明書を設定ずる必要はありませんが、外部のサーバーが SSL クライアント認証 
を要求ずる設定の場合には、 CentreWare Internet Services を使用して、本機に作成 
済みの SSL/TLS クライアント証明書をインポートし、設定ずる必要がありまず。 

また、サーバー証明書の検証を有効にして外部サーバーの検証を行ラ場合には、外部サー 
J 又一の SSL/TLS サーパ'—証明書を検証ずるために、そのルート証明書を CentreWare 
Internet Services から本機に登録ずる必要がありまず。 

補足 

.CentreWare Internet Services を使って作成済みの証明書をインポートずる方法については、 
CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 

■ IPSec を使用し暗号化ずる 

IPSec を使用して本機と暗号化通信ができまず。 

また、本機では、 IKE 認証方式を事前共有鍵、またはデジタル署名から選択できまず。デ 
ジタル署名を選択ずる場合は、本機に IPSec 用証明書が必要でず。 

CentreWare Internet Services を使用して、作成済みの IPSec 用証明書をインポート 
しまず。 

補足 

- IPSec 用証明書としてインポートずる証明書に V 3 拡張 （ KeyUsage ) がある場合には、デジタル署名 
のビットがオンに設定されている必要がありまず。 
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HTTP 通信の暗号化設定 


ここでは、 HTTP の通信を暗号化ずるための設定について説明しまず。 


本機側の設定 _ 

本機に証明書を設定しまず。 

ここでは 、 CentreWare Internet Services で自己証明書 （ SSL サーバー用）を作成 
し、 SSL / TLS 通信を有効にずる手順を説明しまず。各項目の詳細は 、 CentreWare 
Internet Services のヘルプを参照してください。 

補足 

• CentreWare Internet Services で、作成済みの証明書をインポートして使用ずることもできまず。 
作成済みの証明書のインポートについては 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してく 
ださい。 

注記 

-本体で生成した自己証明書、または証明書の文字コードが UTF -8 で記載された証明書を使って SSL 通 
信を行ラ場合、が下の現象が発生しまず。 

.Windows 98 SE が前の OS 環境で Internet Explorer を利用ずると証明書の発行者/発行先が正 
しく表示されません。 

• MacOS X 1 0.2 の OS 環境で Internet Explorer を利用ずると SSL で接続できません。 

これは、証明書の文字コード （ UTF -8) を 0 S が認識できないためでず。上記 0 S 環境でご利用の場合 
は 、 Netscape 7を使用してください。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がねからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[0 K ] をクリックしてください。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 

3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [証明書の設定]をクリックしまず。 
[証明書の設定]画面が表示されまず。 



4. 証明書を作成しまず。[自己証明書の作成]をクリックしまず。 
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5. 表示された画面で、[公開キーのサイズ]と[発行者]を設定し、[新しい設定を適用] 
をクリックしまず。 

補足 

-設定内容を適用しないで、表示を元に戻ず場合は、[元に戻ず]をクリックしまず。 



6. 設定が更新されたら、 Web ブラウザーの再読み込みを実行しまず。 

7. 左側のメニューから[セキュリティー]> [ SSL / TLS 設定]をクリックしまず。 

8. [HTTP — SSL / TLS 通信]の[有効]にチェックを付け、[新しい設定を適用]をク 
リツクしまず。 



9. 本機を再起動ずる画面が表示されるので、[再起動]をクリックしまず。 

本機が再起動し、設定した値が反映されまず。 

補足 

• CentreWare Internet Services を起動ずると、[プロパティ]の[セキュリティー]の下に[証明書 
管理]が表示されまず。[証明書管理]では、証明書の情報の確認や選択、証明書のエクスポート、削 
除などをずることができまず。 
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通信を暗号化した場合の CentreWare Internet Services へのアクセス 
方法 


HTTP の通信を暗号化した場合 、 CentreWare Internet Services にアクセスずるには、 
ブラウザーのアドレス欄に、 「 httpj ではなく 「 httpsj から始まるアドレスを入力しまず。 

- IP アドレスの入力例 
https :// 192.168 .1.1 00/ 

• インターネットアドレスの入力例 
https :// xxx . yyyy . zz . vvv / 


IPP ポートで通信データを暗号化して E 日刷ずるための設定 


HTTP の通信を暗号化ずると、 IPP ポートで E 口刷ずるときに、通信データを暗号化できま 
ず。 

プリンター側の設定で、 IPP ポートが[起動]に設定されていない場合（初期値：[停止]) 
は、「1.4使用ずるポートを起動ずる J ( P . 37) を参照して起動してください。 

次に、コンピューターにプリンタードライバーをインストールし、出カポートを IPP ポー 
卜に設定しまず。 

が下に 、 Windows XP の例で、プリンタードライバーをインス!ルずる手順を説明し 
まず。 

補足 

-インス!ル手順についての詳細は、ドライバ ー CD キットの CD - ROM 内の『マニュアル （ HTML )』 
を参照してください。 

1. [スタート]メニューから、[プリンタと FAX ] を選択しまず。 

2. [プリンタのタスク]の[プリンタのインス!ル]を選択しまず。 

3. [次へ]をクリックしまず。 

4. [ネットワークプリンタ、またはほかのコンピューターに接続されているプリンタ]を 
選択し、[次へ]をクリックしまず。 

5. [インターネットまたは自宅/会社のネットワーク上のプリンタに接続ずる]を選択 
し、 [ URL ] に次の URL を入力して[次へ]をクリックしまず。 

「 h な ps ://( お使いの機種の IP アドレス )/ ipp/j 


ブリンタの ii 加ウィサード 


ブリン如)をを 

プリンタのるおまたはアドレスがす B 月ね巧をは、プリンタをなますることぴできます。 


殺商するプリンタを!旨ミしてください。 

〇ブリン々をき昭する地） 

〇指定したプリンタ(こ巧巧するけリンタをき昭する(こはこのオプションを遇巧してじか]を州ック )◎ 
るがI ] 

例:妈 server か r inter 

© インタ—ネット上まを(ま自ミ冷化のネ》トワ-ウ上のプリンタじ巧続するり） 

URL： Ihttps：// 192.168.1100 /ipp/ ] 

f?ij：http：//server/pnnters/myprinter/.pr inter 


[ く房る电）〕[ホへ化)> )I キヤン t ルI 



6. [ディスク使用]をクリックしまず。 

7. 表示された画面でに D - ROM のドライブ名）：プリンタードライバーが格納されてい 
るフォルダー名を入力し、 [ OK ] をクリックしまず。 

8. 本プリンターのドライバーを選択して、 [ OK ] をクリックしまず。 
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9. 通常使うプリンターに設定ずる場合は[はい]を、設定しない場合は[いいえ]を選 
択して、[次へ]をクリックしまず。 

10. [完了]をクリックしまず。 


IPSec を使用して暗号化ずるための設定 


ここでは、 IPSec を使用して暗号化ずるための設定について説明しまず。 

補足 

-この機能は 、 Windows Vista でのみ使用できまず。 

コンピューター側の設定 _ 

Windows Vis ねで IPSec の設定をしまず。詳しくは 、 Windows Vista のヘルプを参照 
してください。 

本機側の設定 


CentreWare Internet Services で IPSec の設定をしまず。 

本機では、 IKE 認証方式を事前共有鍵、またはデジタル署名から選択できまず。デジタル 
署名を選択ずる場合は、本体の証明書が必要でずので、まず、 「 HTTP 通信の暗号化設定 J 
( P . 241) を参照して証明書を設定してから、 IPSec の設定をしてください。 

事前共有鍵を選択ずる場合は、事前に事前共有鍵の発行が必要でずので、機械管理者にお 
問い合わせください。その後、 IPSec の設定をしてください。 

■ 証明書の設定 

CentreWare Internet Services で HTTP の通信を暗号化ずる設定を行ってから、作成 
済みの証明書を本機にインポートして、 IPSec 用証明書として設定しまず。 

補足 

- HTTP の通信を暗号化ずる方法については、 「 HTTP 通信の暗号化設定 J ( P . 241) を参照してください。 
• CentreWare Internet Services の項目の詳細については 、 CentreWare Internet Services のへ 
ルプを参照してください。 


1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がねからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる J ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[ OK ] をクリックしてください。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 
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左側のメニューから[セキュリティー] > [証明書の設定]をクリックしまず。 
[証明書の設定]画面が表示されまず。 



表示された画面で、[パスワード]とインポートずる証明書のファイル名を指定して、 
[インポート]をクリックしまず。 
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証巧ま管理 


I 註巧まの目的： 
一おの*巧： 


©本は 

〇巧试されたルート iP 月贼巧 
〇や間 iPfl 碟閲 
〇その化 


[lPS< 


を巧ホをのみ邮 ■] 


6. Web ブラウザーの再読み込みを実行しまず。 

7. 左側のメニューから[セキュリティー] > [証明書管理]をクリックしまず。 

[証明書管理]画面が表示されまず。 

8. [カテゴリー]を[本体]、[証明書の目的]を [IP Sec ] に設定し、[一覧の表示]を 
クリックしまず。 


曰回区! 


©戻る . 0 .因国め户がまもも'鼠;入。ザガィ 7 @をを国 □ 

ァドレス魁过 h け ps:// 192.16日.リ邮_ 


FUJI XEROX 


目!パ-ジがま示されました 自りゎトラネット 


9. 設定ずる証明書にチェックを付け、[証明書の表示]をクリックしまず。 

10. [証明書の選択]をクリックしまず 

11. 本機を再起動ずる画面が表示されるので、[再起動]をクリックしまず。 

本機が再起動し、設定した値が反映されまず。 

これで、 IPSec 用の証明書が設定されました。続けて、 IPSec の設定をしまず。次項 
の手順3に進んでください。 


■ IPSec の設定 

CentreWare Internet Services で IPSec の設定をしまず。 

補足 

.CentreWare Internet Services の項目の詳細については 、 CentreWare Internet Services のへ 
ルプを参照してください。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 
補足 

• CetreWare Internet Services へのアクセス方法がねからない場合は、「1.5 CentreWare Internet 
Services でプリンターを設定ずる j ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[ OK ] をクリックしてください。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 


Internet Services 
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3. 左側のメニューから、[セキュリティー]> [ IPSec ] をクリックしまず。 
[ IPSec ] 画面が表示されまず。 



4. [プロトコル]の[有効]にチェックを付けまず。 

5. [IKE 認証方式]で[事前共有鍵]、または[デジタル署名]を選択しまず。 

6. [IKE 認証方式]を[事前共有鍵]に設定した場合は、[共有鍵]と[共有鍵の照合] 
に、 IPsec 通信の共通鍵を入力しまず。 


7. [IKE SA のライフタイム](分単位）を5〜28800の数値で入力しまず。 

8. [IPSecSA のライフタイム](秒単位）を300〜172800の数値で入力しまず。 
補足 

- [IKE SA のライフタイム]が下の時間になるように入力しまず。 

9. [DH グループ]で [ G 1] またはに 2] を選択しまず。 

10. [ PFS ] で、[有効]にチェックを付けると、 PFS 機能を起動できまず。 

11. [相手アドレスの指定 [ IPv 4]] または[相手アドレスの指定 [ IPv 6]] に、通信ずる 
相手先の IP アドレスを入力しまず。 

12. [IPSec 未対応機器との通信 J で、 IPSec 未対応機器と通信ずるかどラかを選択しまず。 

13. 各項目の設定ができたら、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 

補足 

-設定内容を適用しないで、表示を元に戻ず場合は、[元に戻ず]をクリックしまず。 

14. 本機を再起動ずる画面が表示されるので、[再起動]をクリックしまず。 

本機が再起動し、設定した値が反映されまず。 


7.7 暗号化機能を設定ずる 247 







7.8 ユーザー登録による利用の制限と集計管理 

機能について 


本機には、あらかじめ登録しておいたユーザー情報を使って、利用できる機能に制限をか 
ける認証機能と、その認証機能を元にして、各機能の利用状況を管理ずる集計管理機能が 
ありまず。 

ここでは、機械管理者を対象に、認証/集計管理機能の概要と、使用ずる場合に必要な設 
定について説明しまず。 

認証/集計管理機能の概要_ 


制限される機能 


認証/集計管理機能を利用ずることによって制限される機能は、次のとおりでず。 


■ CentreWare Internet Services へのアクセス 

Web ブラウザーを使って本機にアクセスずるときに、認証画面が表示され、ユーザー ID 
やパスワードなどの入力が必要になりまず。本機に登録されているユーザー、または機械 
管理者が外は 、 CentreWare Internet Services を使用できません。 

■ コンピューターからの印刷 

ジョブの種類によって、次のよラに印刷が制限されまず。 


ジョブの種類 

制限される機能 

本機用プリンタードライバー 
を使用した印刷 

プリンタードライバーで、ユーザー ID やパスワードなどの認証情報 
を設定ずる必要がありまず。本機に送信されたジョブのラち、認証 
情報が本機に登録された内容と一致ずる場合だけ、印刷できまず。 
また、本機でカラー印刷が禁止されている場合は白黒印刷しかでき 
ません。プリント上限ページ数が設定されている場合は、使用量が 
制限に達ずると、が降の印刷はできません。 

本機用プリンタードライバー 
を使用しない場合 （BMLinkS 
利用時や、メールプリントな 
ど） 

本機で、[ユーザー指定なしの印刷の許可]の[有効]にチェック 
を付けた場合だけ、印刷できまず。初期値はチェックは付いていま 
せん。 
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集計機能 


認証/集計管理機能を利用ずると、[プリンター集計レポート]に代わって、[プリンター 
集計管理レポート]が出力されまず。 

ユーザー別に、今まで印刷した白黒累積ページ数、カラー累積ページ数、印刷に使用した 
用紙の累積枚数が確認できまず。 

また、本レポートは、データを初期化した時点からのカウントになりまず。 

参照 

-印!刷方法：「レポート/リストを印！刷ずる J ( P . 221) 

. データの初期化：「[プリンター集計レポート]のデータを初期化ずる J ( P . 224) 


DocuPrint C 2250 

プリンター集計管理レポート 




が期化 II 時2007/08/29 09:49 AM 

User ID のないジョブの山みが W しない 

No . ユーザー ち User ID 

上巧ページ巧 J 

~ 白 g カラー 白)！ R 

R 巧べージ巧 

カラー K 巧巧巧 

レポート印脚り時： 2007/08/29 09:50 AM 
ペー己-;1贴紛 

Report/Lisl 

UserO] 


0 0 0 

0 0 0 


婷行か 


0 0 0 



認証/集計管理機能を使用ずるための設定 


集計管理の運用の設定 _ 

認証/集計管理機能を有効にずるには、操作パネルの[機械管理者メニュー] > [システ 
ム設定]で、[集計管理の運用]を[ずる]に設定しまず。 

本機へのユーザー情報の登録 


操作パネルで[集計管理の運用]を[ずる]に設定ずると 、 CentreWare Internet Services 
で、利用ユーザーを登録できるよラになりまず。 

補足 

-各項目の詳細は 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照してください。 

1 . Web ブラウザーを起動し 、 CentreWare Internet Services にアクセスしまず。 

補足 

• CentreWare Internet Services へのアクセス方法がわからない場合は、「1.5 CentreWare 
Internet Services でプリンターを設定ずる J ( P . 38) を参照してください。 

-操作中に機械管理者のユーザー名とパスワードを求める画面が表示された場合は、各項目を入力し、 
[0 K ] をクリックしてください。 

2. [プロパティ]タブをクリックしまず。 
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3. 左側のメニューから[セキュリティー] > [認証管理]をクリックしまず。 
[認証管理 >1/2] 画面が表示されまず。 



4. ユーザー名や暗証番号がないジョブに対して、 EP 刷を許可ずる場合は、[ユーザー指 
定なし印刷の許可]の[有効]にチェックを付けまず。 

5. [次へ]をクリックしまず。 

[認証管理 >2/2] 画面が表示されまず。 



6. [ユーザー登録番号]を設定し、[編集]をクリックしまず。 
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7. 表示された画面で各項目を設定し、[新しい設定を適用]をクリックしまず。 



補足 

-ここで設定したユーザー ID やパスワードは、プリンタードライバーでも使用しまず。 
-設定内容を適用しないで、表示を元に戻ず場合は、[元に戻ず]をクリックしまず。 

8. 複数のユーザーを登録ずる場合は、手順5〜7を繰り返しまず。 


プリンタードライバーのプロパティでの設定（コンピューター側） 

プリンタードライバーのプロパティでが下の設定をしまず。このユーザー ID とパスワー 
ドが本機に登録されている認証情報と一致しないと EP 刷できません。ここでは 、 Windows 
XP を例に説明しまず。 


補足 

-プリンタードライバーの各項目についての詳細は、プリンタードライバーのヘルプを参照してくださ 
い。 


1. [スタート]メニューから、[プリンタと FAX ] を選択しまず。 

2. 本機のプリンターアイコンを選択し、[ファイル]メニューから[プロパティ]をク 
リックしまず。 

3. [初期設定]タブで[認証情報の設定]をクリックしまず。 


FX DocuPrint C2250 のブ日/{ティ 「？い<〕 


I 全股 II 兴ち II ボート II 詳細設定 II をのち巧 r 巧巧設ミ 1プリンタ巧ぶ I 


回 mmim 
記 i 正を巧モード (M): 

ほ巧する記註'博報を)： 


1ユーザー 

^1 1 User ID/Account ID 

_ d 

1 記1を括報の記を(の... 1 

ヘッダー/フッター ED 刷の設定制限の: 

カラーモード制限に)： 


1しない 

A \ 1しない 

___ 


[ フォント虽き換そテーブルの S 集(助'' I じユーザーち责田化を)'.' I〔憤をに戻す也)〕 

^~~ oic ][ キサシ t ル~~1~適巧曲~I ( ~^~ ] 
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4. [認証情報の設定]ダイアログボックスで各項目を設定し、 [0 K ] をクリックしまず。 
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7.9 階調を補正ずる 


E 口刷画質の色階調がずれた場合に、簡易的に階調を補正できまず。 

補正ずることによって、本機の E 口刷画質を一定の品質に保てまず。 

補正は、階調補正チャートを E 口刷して、本機に付属の「階調補正用色見本 J と濃度を比較 
して濃度設定値を求め、本機に設定値を入力して行いまず。 

C (シアン ）、 M (マゼンタ ）、 Y (イエロー )、 K (ブラック） 各色の低濃度 ( Low ) /中濃度 
( Mid ) /高濃度 （ High ) を調整できまず。 

階調補正をしたあと、濃度設定値を初期値（工場出荷時の値）に戻ずときは、ずべての値 
を [0] に設定してください。 [0] にずると E 口刷時に階調補正は働きません。 

補足 

-階調補正をしてもたびたび色階調がずれる場合は、葬社のプリンターサポートデスクまたは販売店にお 
問い合わせください。 

-濃度設定値を工場出荷時の値（ずべて [0]) にしても、設置時の画質に戻るということではありませ 
ん。お使いの期間が長くなると、プリンターの経時変化、環境変化、印刷枚数などの影響によって、設 
置時の画質とは異なりまず。 


階調補正操作の流れ 


階調補正操作の流れは、次のとおりでず。 


>準備•用意するもの 

-本機に付属の階調補： 
正用色見本 I 

-手差しトレイに A 4 サ： 
イズの用紙をたて置- 
きにセットしておく - 


操作パネルでの操作 


階調補正チャート\ 
(解像度優先/階調 
優先）の印刷 


濃度設定値を 
求める 


(CentreWare Internet Services を利用） 



Web ブラウザーで\ 
濃度設定値の入力 


惭しい設定を適用する] 
を押す 


参昭： 参昭： ■ 参昭： 

「階調補正チヤート「濃度設定値を決める J : CentreWare 


参照： を巧刷ずる J (P. 255) 

「手差しトレイに用紙 
をセットずる J (P. 94) 


I Internet Services 

■ のヘルプ 

■ 

ネットワークが 
使用できない 


操作パネルでの 
濃度設定値の入力 


参貝导： 

「濃度設定値を入力ずる J (P. 258) 
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階調補正を実行ずる 


階調補正チャートを印刷ずる 


階調補正チャートには、解像度優先と階調優先の2種類がありまず。 

解像度優先は、テキストのように精細度を重視ずる部分に対ずる補正をずるためのシート 
でず。階調優先は、グラデーションなどを含むグラフィックスや、写真イメージのよラに 
階調の滑らかさに対ずる補正をずるためのシートでず。 

階調補正チャートは、手差しトレイを使用して A 4 D の用紙に E 口刷しまず。 


1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [画質補正]が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[階調補正]が表示されまず。 


6. 〈▲〉または〈▼〉ボタンを押して、 E 口刷 

したいチャート（[解像度]または[階 
調])を選択しまず。（例：[解像度]) 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[階調補正チャート]が表示されまず。 


8. <0 K > ボタンで決定しまず。 

右のよラな画面が表示されまず。 


9. 手差しトレイに A 4 サイズをたて置きに 
セットしたら、 〈0 K 〉 ボタンで印刷しまず。 
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績度設定値を決める 


濃度設定値は、 EP 刷した[階調補正チャート]と、本機に付属の「階調補正用色見本 J の 
濃度を比較して求めまず。 

階調補正チャートの補正パッチとそれぞれの中間から、色見本の濃度に近いものを探しま 
ず。設定範囲は、 -6 〜+6の13段階でず。 

階調補正用色見本に記載されている手順も合わせてごらんください。 

補足 

-工場出荷時の濃度設定値はずべて [0] でず。 

1. EP 刷した階調補正チャートを、補正ずる色の上下のガイド（点線）に沿って山折りに 
しまず。 



2. チャートの補正ずる濃度を、色見本の同じ濃度の場所に合わせまず。 

(例：お濃度 （ L )。 お濃度 （ L ) の補正をずる場合は、 Low と Low を合わせまず。) 
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3. チャートの [•] E 口を起点にチャートを上下にずらして、色見本との誤差を目盛りか 
ら読み取りまず。 

注哥 

-マイナス （-) とプラス （+) の方向に注意して読み取ってください。 


階調補正チャー h 測定部 

； L_r 


階調補正用色見本の濃度が 
この間に近い場合は、し 5 j 


この間に近い場合は、し 3 j 


この間に近い場合は、し1」 


この間に近い場合は、 「+1 j 


この間に近い場合は、「+3」 


この間に近い場合は、 「+5 j 



h 階調補正用色見本の濃度が 
この濃度に近い場合は、しも 


^この濃度に近い場合は、し4」 


^この濃度に近い場合は、 「-2 j 


^この濃度に近い場合は、「0」 


この濃度に近い場合は、 「+2 j 


この濃度に近い場合は、「+4」 


この濃度に近い場合は、 「+6 j 



►- 〇 


階調補正 
用色見本 

4. 該当ずる[誤差]ボックスに、誤差を記入しまず。 

5. 同じ色の、ほかの2つの濃度も、同様に誤差を読み取りまず。 

6. 同様に CM 丫 K の残りの色に対して手順1〜5を繰り返して、誤差を読み取りまず。 


左記の場合、階調補正用色見本に近い階調 
補正チャートの濃度は、中瓜位置からマイ 
ナス方向に2番めの 「 Aj の濃度となり、誤 
差はし 2 j です。 
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7. ずべての色の濃度誤差を記入したら、チャートの左側にある[設定値計算表]の 
[誤差]の該当ずる箇所に書き写しまず。（例：シアン） 


■シアン ■マゼンダ ■イエロー ■ブラック プロセス 

DocuPrint C 2250 巧る！じ巧る！ M 巧る！ Y 巧る！ K クレ- 


階調補正チャート 



8. 計算表の式に従って設定値を求め、[設定値]に記入しまず。 
補足 

-[現在値]には、前回の補正時に入力した値が表示されまず。 
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續度設定値を入力ずる _ 

[階調補正チャート]の設定値計算表の[設定値]に記入した濃度設定値を、 Web ブラウ 
ザー上の CentreWare Internet Services 、 または操作パネルで、本機に設定しまず。 

補足 

- CentreWare Internet Services では、[プロパティ] > [—般設定] > [階調補正]で濃度設定値を 
入力できまず。この場合の設定方法については 、 CentreWare Internet Services のヘルプを参照し 
てください。 


ここでは、シアンの高濃度をし 2 j に設定ずる例で説明しまず。 

1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 

メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [画質補正]が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


5. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[階調補正]が表示されまず。 


6. 〈▲〉または〈▼〉ボタンを押して、 E 口刷 

したいチャート（[解像度]または[階 
調])を選択しまず。（例：[解像度]) 


7. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[階調補正チャート]が表示されまず。 


8. 〈▼〉ボタンを押して、[補正セット]を表 

71^しまず。 


9. <►> または 〈0 K 〉 ボタンで選択しまず。 

[シアン （ C )] が表示されまず。 

ここでは、シアンの濃度を補正しまずので、 
このまま次の手順に進んでください。 


10. <►> または 〈 OK 〉 ボタンを押しまず。 
補正値を入力ずる画面が表示されまず。 
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11.〈►〉 ボタンでフィールド （ L : 低濃度/ 

M :中濃度 / H :高濃獻を移動しながら、 
〈▲〉〈▼〉ボタンで補正値を入力しまず。 
(例： H =-2) 


シアン （ C ) 解像度 
L = 0, M = 0, H = -2 


補足 

-補正値は、 -6 〜6の範囲で選択できまず。 


12. 補正値を入力したら、 〈 OK 〉 ボタンで決定 
しまず。 

13. ほかのカラー濃度も補正ずる場合は、手順 
9の画面が表示されるまで〈戻る〉ボタン 
を押して戻り、同様に指定しまず。 

14. ずべての補正値が指定できたら、〈メ 
ニュー〉ボタンでプリント画面に戻りまず。 


シアンに）解像度 
• L = 0, M = 0, H = -2 


補正の結果を確認ずるには、「階調補正チャートを印刷ずる J ( P . 254) を参照して、該当 
ずるチャートを E 口刷しまず。 

結果に満足できないときは、再度補正を行いまず。 

[プロセスグレー]は、 CMY を掛け合わせて作られているグレーでず。補正が正常に行わ 
れると、このグレーがブラックの色味に近づきまず。 

プロセスグレーの中に、 CMY のどれかの色が強く感じられる場合は、その色を再度補正 
しまず。 
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7.10転写電圧を調整ずる 


次のよラな症状が頻繁に発生ずる場合は、転写電圧の設定が適切でない可能性がありま 
ず。その場合は、操作パネルで調整してください。 

-画像の一部が白点になる（転写電圧をマイナス方向に変更ずる） 

-画像周辺にトナーが飛び散る（転写電圧をプラス方向に変更ずる） 

-画像全体が青みがかかっている（転写電圧をプラス方向に変更ずる） 


転写電圧は、用紙の種類ごとに1〜16までの値（単位： 1) で設定できまず。初期値は、 
[6] でず。 

1. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 

メニュー画面を表示しまず。 


2. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
〈▼〉ボタンを押しまず。 


3. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


4. [画質補正]が表示されるまで、〈▼〉ボタ 
ンを押しまず。 


5. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

[階調補正]が表示されまず。 


6. [転写電圧オフセツト調整]が表示されるま 
で、〈▼〉ボタンを押しまず。 


7. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

用紙種類を選択ずる画面が表示されまず。 


8. 設定ずる用紙種類が表示されるまで、〈▼〉 
ボタンを押しまず。（例：厚紙 1) 


9. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 

現在の設定値が表示されまず。 


10. 〈▲〉〈▼〉ボタンで値を入力しまず。(例： 10) 
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n .〈 OK 〉 ボタンで決定しまず。 


厚紙1 
•10 


12. ほかの用紙種類も調整ずる場合は、〈◄〉ま 
たは〈戻る〉ボタンで手順8に戻り、同様 
に指定しまず。 


13. 設定が終わったら、〈メニュー〉ボタンを押 
して、プリント画面に戻りまず。 
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7.11 清掃について 


ここでは、本機を良好な状態に保ち、いつもきれいな E 口刷ができるようにずるため、プリ 
ンターの清掃方法について説明しまず。 


A 警告 

-機械の性能の劣化を防ぎ安全を確保ずるため、清掃には指定されたものをご使用くださ 
し、。スプレータイプのクリーナーは、引火や爆発の危険がありまずので、絶対に使用し 
ないでください。 


A 注意 

-機械の清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントからおい 
てください。電源スイッチを切らずに機械の清掃や保守を行うと、感電の原因となるお 
それがありまず。 


本機外部の清掃 


約1か月に1回、本機の外部を清掃してください。本機の外側を、水でめらし固く絞っ 
た柔らかい布でふきまず。そのあと、乾いた柔らかい布で水分をふき取りまず。巧れが取 
れにくい場合は、柔らかい布に薄めた中性洗剤を少量含ませて軽くふいてください。 

注記 

-洗剤を直接本機に向けてスプレーしないでください。スプレー液が隙間から内部に入り込み、トラブル 
の原因になることがありまず。また、中性洗剤が外の洗浄液は、絶対に使用しないでください。 



本機内部の清掃 


本機内部の LED スキャナー部は、通常、トナー回収ボトルの交換時に行いまず。ただし、 
E 口刷に白筋や色筋がでるなど、画質に影響がある場合は、次の手順で、に D スキャナー 
部を清掃してください。 

注記 

-清掃棒は、それぞれのドラムカートリッジ挿入口の内側にセットされていまず。 

1. フロントカバーを開けまず。 
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5. 清掃棒を止まるところまで引き出したら、 
元に戻ず操作を 2 〜 3 回繰り返して清掃し 
まず。 

4 か所、ずべて同様に清掃してください。 


注記 

-清掃棒は、止まるところまでしっかり引き出してくだ 
さい。また、元に戻ずときも最後までしっかり押し込 
んでください。 

-無理な力で清掃棒を引き抜かないでください。 
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7.12 プリンターを移動ずるときは 


プリンターを移動ずるときは、次の手順で行ってください。 

注記 

-機械の重さは、 63.0 kg (本体のみ、消耗品を含む）でず。必ず3人が上で持ち運んでください。 

-機械を持ち上げるときは、腰を痛めないよラ、ひざを折り、指示された手かけ部分を持ってから立ち上 
がるよラにしてください。 

-オプションのトレイを取り付けている場合は、プリンター本体から取り外して運搬してください。プリ 
ンター本体との固定が不十分な場合、落下によるケガの原因になりまず。トレイの取り外し方は、オプ 
シヨン品に付属の設置手順書を参照してください。 



1. プリンターの上面右側にある電源スイッチの〈の〉側を押し、電源を切りまず。 

2. 電源コード、インターフェイスケーブルなど、ずべての接続コードを外しまず。 

3. 手差しトレイにある用紙を取り除き、手差しトレイを閉じまず。取り出した用紙は捆 
包して、湿気やホコリのない場所に保管しまず。 

4. 本機からトレイを引き出し、トレイにセットされている用紙を取り出しまず。取り出 
した用紙は捆包して、湿気やホコリのない場所に保管しまず。 

5. トレイを、本機の奥までしっかり押し込みまず。 

6. 本機を持ち上げて、静かに移動しまず。長距離を移動ずる場合は、本機を捆包して運 
送してください。 

注記 

-本機を持ち上げるときは、必ず、冒頭のを記の記載に従ってください。 
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A 付録 

A .1 主な仕様 


DocuPrint C 2250 の仕様 


項目 

内 容 

商品コード 

NL 300028 

形式 

デスクトツプ 

プリント方式 

LED ゼログラフィー 


注記 

* LED +乾式電子写真方式 

定着方式 

ヒートローラー（オイルレス） 

ウォームアツプ•タイム 

28秒が下（電源投入時、室温 22° C ) 

連続プリント速度 

【トレイ1力、ら給紙】 

■上質紙、普通紙、再生紙、裏紙4、薄紙 
片面：カラー、モノクロ 

25枚/分 （ A 4 D ) *2 

19.5 枚/分 （ A 4 口） 

16.5 枚/分 （ B 4 D ) 

14枚/分 （ A 3 こ？） *5 
両面：カラー、モノクロ 

20ぺージ/分 （ A 4 し 1) *3 

11.3 ぺージ/分 （ A 4 D ) 

10.3ぺージ/分 （ B 4 口） 

9ぺージ/分 （ A 3 こ？） *5 
■ 0 HP フィルム 
片面：カラー、モノクロ 

15枚/分 （ A 4 D ) 

12.5 枚/分 （ A 4 口） 

10枚/分 ( B 4 D ) 

8枚/分 （ A 3 口）*已 
■厚紙 r 4、 コート紙 r 4、 ラベル紙4 
片面：カラー 

15枚/分 （ A 4 D ) 

12.5 枚/分 （ A 4 口） 

10枚/分 ( B 4 D ) 

8枚/分 （ A 3 口）*已 
片面：モノクロ 

25枚/分 （ A 4 D ) 

19.5 枚/分 （ A 4 口） 

16.5 枚/分 （ B 4 D ) 

14枚/分 （ A 3 こ？） *5 
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項目 

内 容 

連続プリント速度 
(続き） 

両面：カラー 

12.7 ぺージ/分 ( A 4 D ) 

7ぺージ/分 （ A 4 D ) 

6.5 ぺージ/分 （ B 4 口） 

5.5 ぺージ/分 （ A 3 II ?) *5 
両面：モノクロ 

20ぺージ/分 （ A 4 D ) 

11.3 ぺージ/分 （ A 4 II ?) 

10.3ぺージ/分 （ B 4 口） 

9ぺージ/分 （ A 3 こ？） *5 
■厚紙2、コート紙2 
片面：カラー、モノクロ 

15枚/分 （ A 4 D ) 

12.5 枚/分 （ A 4 口） 

10枚/分 ( B 4 D ) 

8枚/分 （ A 3 口）*5 

【手差しトレイから給紙】 

■上質紙、普通紙、再生紙、裏紙薄紙 
片面：カラー、モノクロ 

23.6 枚/分 ( A 4 D ) 

18.6 枚/分 （ A 4 口） 

15.8 枚/分 （ B 4 口） 

13.5 枚/分 （ A 3 D ) *5 

11.6 枚/分 (432.1 〜483.0 mm ) 

両面：カラー、モノクロ 

19.8 ぺージ/分 ( A 4 D ) 

11.2 ページ/分 （ A 4 II ?) 

10.1ぺージ/分 （ B 4 口） 

9.2 ぺージ/分 （ A 3 D ) *5 

8.4 ぺージ/分 (432.1 〜483.0 mm ) 

■ OHP フイルム 
片面：カラー、モノクロ 

14.2 枚/分 ( A 4 D ) 

12枚/分 （ A 4 D ) 

9.6 枚/分 （ B 4 口） 

7.7 枚/分 （ A 3 口）*已 

6.8 枚/分 (432.1 〜483.0 mm ) 

■厚紙 r 4、 コート紙 r 4、 ラベル紙=^4 
片面：カラー 

14.2 枚/分 ( A 4 D ) 

12枚/分 （ A 4 D ) 

9.6 枚/分 （ B 4 D ) 

7.7 枚/分 （ A 3 口）*已 

6.8 枚/分 (432.1 〜483.0 mm ) 

片面：モノクロ 

23.6 枚/分 ( A 4 D ) 

18.6 枚/分 （ A 4 口） 

15.8 枚/分 （ B 4 口） 

13.5 枚/分 （ A 3 D ) *5 

11.6 枚/分 (432.1 〜483.0 mm ) 
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項目 

内 容 

連続プリント速度 
(続き） 

両面：カラー 

12.5 ぺージ/分 ( A 4 D ) 

7.2 ぺージ/分 （ A 4 II ?) 

6.5 ぺージ/分 （ B 4 口） 

5.8 ぺージ/分 （ A 3 II ?) *5 

5.3 ぺージ/分 （432.1 〜483.0 mm ) 

両面：モノクロ 

19.8 ぺージ/分 ( A 4 D ) 

11.2 ページ/分 （ A 4 II ?) 

10.1ぺージ/分 （ B 4 口） 

9.2 ぺージ/分 （ A 3 D ) *5 

8.4 ぺージ/分 (432.1 〜483.0 mm ) 

■厚紙2、コート紙2 
片面：カラー、モノクロ 

14.2 枚/分 ( A 4 D ) 

12枚/分 （ A 4 D ) 

9.6 枚/分 ( B 4 C ?) 

7.7 枚/分 （ A 3 口）*已 

6.8 枚/分 (432.1 〜483.0 mm ) 


注記 

はがき、 OHP フイルム、封筒などの用紙種類、サイズやプリン 
卜条件によって、プリント速度が低下ずる場合がありまず。また、 
画質調整のためプリント速度が低下ずる場合がありまず。 

*2 A 4 D 同一原稿連続プリント時。 

*3 A 4 D 連続プリント時。 

# 4 裏紙、厚紙！ラら面、コート紙1ラら面、ラベル紙は、片面のみ 
でず。 

用紙の幅方向が 182 mm が下の用紙については、用紙の長さ方 
向が短い場合であっても A 3 サイズと同じ印刷速度になりまず。 

ファーストプリント 

カラー 8.3 秒 ( A 4 D /トレイ1から給紙した場合） 

モノクロ 6.3 秒 ( A 4 D /トレイ1から給紙した場合） 


注記 

* 当社、テストパターンにより測定。プリンターが動作してから1 
ぺージ目の出力が完了ずるまでの時間。カラーはカラー優先モー 
ド (初期値）、モノクロはモノクロ優先モード設定値の値となり 
まず。 

解像度 

データ処理解像度： 300 dpi 多値 

600 dpi 多値 

1200 X 1200 dpi 


出力解像度： 600 X 600 dpi 

1200 X 1200 dpi 

1200 X 2400 dpi 

階調/表現色 

各色256階調（1，670万色） 
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項目 


内 容 


用紙サイズ 手差しトレイ： 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 A 6、 B 6、 11 xl 7"( Ledger )、 
8.5 x 14"( Legal )、8.5 x 13"( Legal )、8.5 x 11"( Letter )^ 9 x 11"、 
12 x 18"、5 x 7"、 表紙 A 4、11 x 15"、 八開、十六開、 SRA 3、 
往復はがき、郵便はがき（日本郵便製）>1、封筒（長形3号、 C 4、 
C 5、 Com #10、 Monarch 、 DL ) 、ユーザー定義（幅 88.9 〜 
320 mm 、 

長さ 98.4 〜1200 mm )、 長尺に 97 x 900 mm 、297 xl 200 mm ) 
注記 

*1100 x 148 mm 、 1 GOg / m ^ 

トレイ 1 〜 4 (トレイ 2 〜 4 はオプション）： 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 11 xl 7"( Ledger )、8.5 x 14"( Legal )、 
8.5 x 13"( Legal )、8.5 x 11"( Letter )、 八開、十六開、 SRA 3* i 、 
12 xl 8"* i 、 ユーザー定義（トレイモジュール1段： 

幅1 39.7 〜320.0 mm 、 長さ1 82.0 〜457.2 mm / 

標準トレイ、3トレイキャビネット：幅139.7〜297.0 mm 、 
長さ182.0〜431.8 mm ) 

注記 

*1 トレイモジュール1段（オプション）のみ 
両面印刷（オプション）： 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、66.11 x 17"( Ledger )、8.5 x 14"( Legal )、 
8.5 x 13"( Legal )、8.5 x 1 1 "( Letter ). 11 x 15、9 x 11".12 x 18"、 
表紙 A 4、 八開、十六開、 SRA 3、 ユーザー定義（幅128.0 mm 
〜320.0 mm 、 長さ1 39.7 mm 〜457.2 mm ) 

像欠け幅：先端/後端/両端 4.1 mm 

用紙種類 手差しトレイ： 

普通紙 （60 〜 79g/m2)、 再生紙 （60 〜 79g/m2)、 

上質紙 （80 〜 105g/m2)、 薄紙 （55 〜 59g/m2)、 

厚紙1 (1 06〜1 69g/m2)、 厚紙 2(1 70〜 256g/m2)、 ラベル紙、 
コート紙1 ( 106〜1 69g/m2) 、コート紙2 ( 170〜 256g/m と)、 
OHP フィルム、封筒、はがき 

トレイ1(標準）： 

普通紙 （60 〜 79g/m2)、 再生紙 （60 〜 79g/m2)、 

上質紙 （80 〜 105g/m2)、 厚紙！ （1 06〜1 69g/m2)、 

厚紙2 (170 〜 256g/m2)、 ラベル紙、 

コート紙1 (106 〜 169g/m2)、 

コート紙2 (170 〜 256g/m2)、OHP フィルム 

トレイ 2 〜 4 (オプション）： 

普通紙 （60 〜 79g/m2)、 再生紙 （60 〜 79g/m2)、 

上質紙 （80 〜 105g/m2)、 厚紙！ （1 06〜1 69g/m2)、 

厚紙2 (170 〜 256g/m2)、 ラベル紙、 

コート 紙 1(106 〜 1699/ のと)、 

コート紙2 (170 〜 256g/m2)、OHP フィルム 


A .1 主な仕様 269 




項目 

内 容 

用紙種類 

両面印刷（オプション）： 

普通紙 （60 〜 79 g / m 2)、 再生紙 （60 〜 79 g / m 2)、 

上質紙 （80 〜1 05 g / m 2) 、厚紙1 ( 106〜1 69 g / m 2) 、 

コート紙1 (106〜169 g / m 2) 


注記 

* 当社 P 紙 （64 g / m 2 ) 

* 推奨紙をご使用ください。用紙の種類によっては、正しく印刷で 
きない場合がありまず。インクジエット専用用紙はご使用になら 
ないようお願いしまず。 

* 使用環境が乾燥地、寒冷地、高温多湿の場合、用紙によってはプ 
リント不良などの品質低下が発生ずる場合がありまずのでごを 
意ください。 

* 使用済みの用紙の裏面や事前印刷用紙への巧刷では、プリント不 
良などの品質低下が発生ず場合がありまずのでごを意ください。 

* 封筒は糊付けの無いものをご使用ください。 

* 使用される用紙の種類や環境条件により印刷品質に差異が生じ 
る場合がありまずので、事前に印刷品質の確認を推奨しまず。 

* 推奨紙については、販売店もしくは弊社プリンターサポートデス 
クまでお問い合わせください。 

給紙容量 

標準： 

手差しトレイ100枚、トレイ！ 560枚 
オプション： 

トレイモジュール1段560枚 （560 枚 XI 段） 

3トレイキャビネット 1680枚 （560 枚 x 3 段） 

標準と3トレイキャビネットに手差しを合わせて、最大2340枚 


注記 

* 当社 P 紙 （64 g / m 2 ) 

出カトレイ容量 

標準：約400枚（フ X イスダウン） 


注記 

* 高温高湿下で自動両面印刷をずる場合は、早めにセンタートレイ 
から取り除いてください。 

* 当社 P 紙 （64 g / m 2 ) 

両面機能 

オプション 

CPU 

MPC 8349 E /667 MHZ 

メモリー容量 

標準： 256 MB 、 メモリースロット2個（空スロット1個） 
オプション： 256 MB /512 MB /1 GB 増設メモリー（最大 1.5 GB ) 


注記 

* 出カデータの種類や内容によっては、記載されるメモリー容量で 
も出力画像を保証できない場合がありまず。 

八ードディスク 

オプション： 40 GB 

搭載フォント 

標準：日本語2書体评成明朝体™ W 3、 平成角ゴシック体™ W 5、 
欧文30書体、 MM フォント2書体） 

オプション 

• PostScript フォント： 

-平成2書体、欧文136書体、 0 CR - B フォント、 

バーコードフォント 

-モリサワ2書体、欧文136書体、 0 CR - B フォント、 

バーコードフォント 
- PCL フォント： 

-欧文81書体 
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項目 

内 容 

ページ記述言語 

標準： ART-EX 

オプション： Adobe ® PostScript ® 3™ *1 

注記 

*1 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に使用できまず。 

エミュレーシヨン 

標準： 

ART IV 、 ESC / P 、 TIFF 、 PDF、XPS 
オプション：# 1 

HP - GL / HP - GL 2、201 H、PCL X し PCL 5 c 

注記 

*1 PostScript ソフトウェアキット（オプション）またはェミュレー 
ションキット (オプション）が取り付けられている場合に使用で 
きまず。 

対応 0 S 

Windows ® 2000、 Windows ® XP 、 

Windows ® XP x 64 Edition、Windows Vista ®、 

Windows Vista ® x 64 Edition 、 Windows ® 2000 Server 、 
Windows Server ® 2003、 

Windows Server ® 2003 64 Edition、Mac OS *2 

注記 

最新対応 OS については販売店、または弊社プリンターサポート 
デスクまでお問い合わせください。 

*2 Mac OS 8.6/9.2.2 、 Mac OS X 10.3.9/1 0.4.10 に対応 。 Mac 
OS X 10.3.9,10.4 .10 は、標準で提供ずる 、 Mac PDF ドライ 
バーでも使用できまず。 

インターフェイス 

標準： USB 2.0 ( Hi - Speed)、Ethernet ( lOBase - T 、 1 OOBase - 
TX ) 

オプション：双方向パラレル （ IEEE 1284 準拠） 

対応プロトコル 

TCP/IP ( LPD 、 Po け9100、 DHCP 、 HTTM / HTTP 、 SNMP 、 IPP )、 
SMB 、 NetWare 、 WSD 、 Bonjour ( mDNS )*\ EtherTal い ]、 
BMLinkS 

ミ主記 

*1 PostScript ソフトウェアキット（オプション）が取り付けられ 
ている場合に使用できまず。 

電源 

AC 100 V ±10%、 15 A 、50/60 HZ 共用 

注記 

* 推奨コンセント容量。機械側最大電流 12.5 A 

動作音 
(本体のみ） 

稼動時：カラー: 6.9 B 、54.5 dB ( A ) 

白黒： 6.8 B 、53.5 dB ( A ) 

待機時： 4.3 B 、25.5 dB ( A ) 

注記 

* に07779に基づいた測定 

単位 B : 音響パワーレベル （ LwAd ) 

単位 dB ( A ) :放射音圧レベル（バイスタンダ位置） 
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項目 

内 容 

消費電力 

最大：1230 W 、 スリープモード時： 1.5 W が下 
平均：待機時 100 W 、 

カラー連続プリント時 450 W 、 

モノクロ連続プリント時400 W 


ミモ記 

* お電カモード時：平均 70 W 

(本製品は、電源プラグがコンセントに差し込まれていても、電源 
スイッチが切れた状態では電力の消費はありません。） 

大きさ（本体のみ） 

幅 640 x 奥行 665*1 X 高さ 399 mm 


注記 

手差しトレイは閉じた状態 

質量 

本体： 63.0 kg (消耗品含む、本体のみ） 

両面印刷モジュール： 1.3 kg 
トレイモジュール1段：13.0 kg 

3トレイキャビネット： 32.7 kg 
専用キャビネット： 17.7 kg 
専用キャスター台： 5.5 kg 

使用環境 

使用時：温度：1〇〜32で湿度：15〜85%(結露による障喜は除く） 

非使用時：温度：-10〜40で湿度： 5〜85% (結露による障喜 
は除く） 


ミモ記 

* 使用直前の温度、湿度の環境、プリンター内部が設置環境になじ 
むまで、使用される用紙の品質によってはプリント品質の低下を 
招く場合がありまず。 


BMLinkS について： 

本機では、 PostScript ソフトウェアキット、またはェミュレーシヨンキットを装着ずると 、 BMLinkS 
プリントサービスが使用できまず。使用ずる場合は、本機の [ BMLinkS ] ポートを[起動]にし、プ 
リンタードライバーとマニュアルをが下のアドレスからダウンロードしてください。 
http :// www . jbnnia . or . J p/bm 1 1 n ks / 

ポートの起動については 、 「[BMLinkSL ( P . 1 30) を参照してください。 BMLinkS は、 JBMIA が 
推奨しているオフィス機器インターフェイスでず。本機は、仕様環境 BMLinkS 2007に準拠し、 
JBMIA による BMLinkS 認証を受けていまず。 

実装 サービス 名：プリント サービス 


印刷保証領域 


補足 

. 実際の印字領域は、各プリンター制御言語によって異なることがありまず。 


印刷不可領域 


す 4.1 mm 


* 実際の印字が先端 4.1 mm 未満にされた場 
合、画像、用紙種類、環境によって、紙づま 
りが発生ずることがありまず。 
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内蔵フォント 


標準でが下のフォントを内蔵していまず。 

補足 

-オプションの PostScript で使用できるフォントについては、 PostScript ソフトウェアキットに同姻 
されている CD - ROM 内のマニュアルを参照してください。 

-オプションの PCL で使用できるフォントについては、プリンター本体に同姻されているドライバ ー CD 
キットの CD - ROM 内の 『 PCL ェミュレーシヨン設定ガイド』を参照してください。 


ストロークフオント （ HP - GL /2 専用) 


-日本語スト ロークフオン ト 
-欧文+カタカナスト ロークフオン ト 


アウ h ラインフオン h 


搭載されているアウトラインフォントと使用できるぺージ記述言語またはエミュレー 
シヨンモードとの関係は、 次のとおりでず。なお、標準で搭載されているアウトライン 
フォントは、 PostScript では使用できません。 


装備 



名称 

ART - 

EX 

ART IV 

ESC / P 、 
201 H 

HPGL 、 

HPGL 2 

PDF 

Bridge 

和文 

平成明朝体 W 3 

• 

• 

• 

• 

• 


平成角ゴシック体 W 5 

• 

• 

• 

• 

• 


平成明朝体 W 3 P 





• 


平成角ゴシック体 W 5 P 





• 


平成明朝体 W 3 拡張部 


• 

• 




平成角ゴシック体 W 5 拡張部 


• 

• 




TBMM ( プロポーシヨナル用） 



• 




TBGB (プロポーシヨナル用） 



• 



欧文 

平成明朝体 W 3 ( 口ーマン） 


• 

• 

• 



平成角ゴシック体 W 5 ( サンセリ 
フ） 


• 

• 

• 



平成角ゴシック体 W 5 ( FMT ) 


• 





Enhanced Classic 


• 





Enhanced Modern Bold 


• 





ITC Zapf Dingbats 





参 


Arial 

• 

• 



• 


Arial Bold 

• 

• 



参 


Arial Italic 

• 

• 



• 


Arial Bold Italic 

• 

• 



• 


Courier 

• 

• 



• 


Courier Bold 

• 

• 



• 
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名称 

ART - 

EX 

ART IV 

ESC / P 、 
201 H 

HPGL 、 

HPGL 2 

PDF 

Bridge 


Courier Italic 

• 

• 



• 


Courier Bold Italic 

• 

• 



• 

欧文 

Times New Roman 

• 

• 



• 


Times New Roman Bold 

• 

• 



• 


Times New Roman Italic 

• 

• 



• 


Times New Roman Bold Italic 

• 

• 



• 


Century 

• 






Symbol 

• 

• 



• 


Wingdings 

• 






OCRBLetM 


• 

• 




GoldSEMM 





• 


GoldSAMM 





• 


補足 

- ART IV では、下記の対応で指定しまず。 

Arial : CS Triumvirate 

Arial Bold : CS Triumvirate Bold 

Arial Italic : CS Triumvirate Italic 

Arial Bold Italic : CS Triumvirate Bold Italic 

Courier : CSCourier Medium 

Courier : CSCourier Bold 

Courier : CSCourier Oblique 

Courier : CSCourier BodI Oblique 

Times New Roma : CSTimes 

Times New Roma : CSTimes Bold 

Times New Roma : CSTimes Italic 

Times New Roma : CSTimes Bold Italic 

Symbol : CSSymbol 

ビットマップフォント （ ESC / P 、20 川のみ) 


和文 

. ESC/P ビットマップフォント（平成角ゴシック体、 24 x 24 ドット） 

欧文 

. ESC/P ビットマップフォント（平成角ゴシック体、 24 x 24 ドット） 
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A .2 オプション品の紹介 


まなオプション品はが下のとおりでず。お買い上げの際には、販売店までご連絡くださし、。 


商品名 

商品コード 

備考 

機能拡張キット（八ードディスク） 

EC 100974 

八ードディスクを必要とずる機能については、 「 A .6 八ード 
ディスクの取り付け J ( P . 284) を参照してください。 

増設システムメモリーに 56 MB ) 

EC 1 00975 

メモリー容量を増やしまず。 

増設メモリーを必要とずる機能や状況については、 「 A .5 増 
設メモリーの取り付け J ( P . 279) を参照してください。 

増設システムメモリー （512 MB ) 

EC 1 00976 

増設システムメモリー (1 GB ) 

EC 1 00977 

パラレルポート 

EC 100983 

パラレルインターフェイスを使用ずる場合に必要でず。 

パラレルインターフェイスケーブル 
(IBM PC/AT 用 D - sub 25 Pin ) 

E 3200011 

本機をローカルプリンターとして使用ずる場合に必要で 
ず。 

トレイモジュール1段 

QL 300013 

標準紙 （ P 紙）を560枚までセットできる用紙トレイでず。 
プリンター本体の直下に取り付けまず。 

3トレイキャビネット 

QL 300014 

標準紙 （ P 紙）を560枚までセットできる用紙トレイが3 
段で構成されていまず。プリンター本体の直下に取り付け 
まず。 

両面印刷モジュール 

QL 300015 

自動で両面印刷ずる場合に必要でず。 

ェミュレーシヨンキット 

EL 300672 

201 H 、 HP - G し HP - GL /2、 PCL 5 c、PCL で巧刷できる 
ようになりまず。ェミュレーシヨンキットと PostScript ソ 
フトウェアキットは、同時に取り付けることはできません。 

PostScript ソフトウェアキット 
(モリサワ2書体） 

EL 300673 

本機を PostScript 対応プリンターとして利用でき、 
Macintosh からも印刷できるようになりまず。 

また、201 H 、 HP - G し HP - GL /2、 PCL 5 c、PCL でも巧 
刷できるよラになりまず。 

ェミュレーシヨンキットと PostScript ソフトウェアキッ 
卜は、同時に取り付けることはできません。 

PostScript ソフトウェアキット 
(平成2書体） 

EL 300674 

セキュリティ拡張キット 

EL 300675 

が下の機能を使用ずる場合に必要でず。 

-イメージログ機能 
-複製管理機能 

セキュリティ拡張キットの機能を使用ずるには、増設メモ 
リーと八ードディスクが必要でず。 

専用キャビネット 

EL 300670 

本機をキャビネットの上に置いて使用できまず。 

専用キャスター台 

EL 300671 

本機を専用キャスター台の上に置いて使用できまず。 


-商品の種類や商品コードは2009年3月現在のものでず。 

-商品の種類や商品コードは変更されることがありまず。 

-最新の情報については、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い合わせください。 
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A .3 消耗品と定期交換部品の寿命について 


消耗品の寿命について 


消耗品 

印刷可能ページ数 

トナーカートリッジ（ブラック） 

約7,500ぺージ 

トナーカートリッジ 
(シアン/マゼンタ/イエロー） 

約6,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ（ブラック） 

約15,000ぺージ 

大容量トナーカートリッジ 
(シアン/マゼンタ/イエロー） 

約12,000ぺージ 

ドラムカートリッジ 

約40,000ぺージ 

トナー回収ボトル 

約25,000ぺージ 


注記 

- h ナ ーにつ いて 

A 4 D サイ义画像密度各色5%連続印刷時の参考値でず。実際の交換サイクルは印刷条件、出力内容、 
用紙サイズ、種類や環境によって異なりまず。 

-ドラムについて 

プリント可能ページ数は A 4 D サイズ、片面プリント、1度にプリントずる枚数を平均3枚として連続 
プリントした使用条件における参考値でず。実際のプリント可能ページ数は、が上の諸条件の変更に加 
え、連続プリント枚数、用紙サイズ、用紙の種類、用紙送り方向、給紙•排紙トレイの設定、白黒力 
ラー自動選択*やその他のモード選択の使用状況、本体の電源 ON / OFF に伴う初期化動作、プリント 
品質維持のための調整動作などの使用環境により変動し、参考値の半分が下になる場合がありまず。あ 
くまでも目安としてお考えください。 

* プリンターで[カラー（自動）]を選択した場合は、データによっては、モノクロのぺージであっても、 
カラーのドラムを消費ずることがありまず。 

-トナー回収ボトルについて 

プリント可能ぺージ数は、 A 4 D サイ义片面プリント、画像密度各色5%、カラー.モノクロ比率6: 
4で連続印刷したときの参考値でず。実際の交換サイクルは印刷条件、出力内容、用紙サイズ、種類や 
環境によって異なりまず。 


定期交換部品の寿命について 


部品名 

交換寿命 

フュ ーザユニットキット 

約100,000 ぺージ 

20万枚定期交換キット 

約200,000 ぺージ 

48万枚定期交換キット 

約480,000 ぺージ 


注記 

-本機には、その機能、性能を維持ずるために、定期的に交換しなければならない部品がありまず。これ 
を定期交換部品といいまず。 

交換の周期は、 A 4 D の普通紙を連続片面印刷した場合の目安でず。実際に印刷可能なページ数は、使 
用ずる用紙サイズ、種類、印刷環境、などの印刷条件や、電源投入頻度などにより大きく異なる場合が 
ありまず。これは実際の寿命に影響ずる要因をある仮定に基づき印刷ページ数に置き換えて表示してい 
るためでず。 

たとえば、フューザーユニットの寿命の支配的要因は通電時間になりまずが、これを印刷ページ数に換 
算して表記しているためでず。 

定期交換部品はエンジニアによる交換作業となりまず。部品代の他に別途作業料金が必要でず。 

スポット保守サービスには定期交換部品代は含まれません。別途料金が発生しまず。 

無償保証期間中に、交換表示が出て定期交換部品を交換ずる場合は、部品代が必要となりまず。 
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補足 

-フューザユニットキットの交換時期を示ずメッセージは、交換寿命の約10,000ページ前に表示されま 
ず。20万枚定期交換キット、48万枚定期交換キットの交換時期を示ずメッセージは、交換寿命の約 
1，500ページ前に表示されまず。 


補修用性能部品について 


弊社は、本製品の補修用性能部品（機械の機能を維持ずるために必要な部品）を、機械本 
体の製造終了後 7 年間保有していまず。 
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A .4 製品情おの入手方法 


最新のプリンタードライバーについて 


最新のプリンタードライバーは、弊社のホームページからダウンロードできまず。 

補足 

-通信費用はお客様の負担になりまずのでご了承ください。 

1. プリンターのプロパティダイアログボックスの[詳細設定]タブにある[バージョン 
情報]をクリックしまず。 

2. [Fuji Xerox ホームぺージ]をクリックしまず。 

Web ブラウザーが起動して、ホームページが表示されまず。 

3. 指示に従って、該当ずるプリンタードライバーをダウンロードしまず。 

補足 

-本機に同姻されているドライバ ー CD キットの CD - ROM を使って葬社のホームぺージを参照ずること 
もできまず。 CD - ROM をセットずると表示される画面から、[ホームページ]をクリックしてください。 
-解社のダウンロードサービスぺージのアドレス （ URL ) は、次のとおりでず。 
http://download.fujixerox.co.jp/ 

-最新のプリンタードライバーの機能については、プリンタードライバーのヘルプを参照してくださし、。 


本機のファームウェアのバージヨンアップについて 


弊社では、プリンター本体に組み込まれたソフトウェア（が下、ファームウェアと呼びま 
ず）を、コンピューターからバージョンアップずるツールを提供していまず。 

最新のファームウェアおよびバージョンアップ用ツールは、下記の弊社ホームページのア 
ドレス （ URL ) から取り出ずことができまず。 

表示されたホームページの指示に従って、該当ずるファームウェアをダウンロードしてく 
ださい。 

http :// download . fujixe 「 ox . co . jp / 

補足 

-通信費用はお客様の負担になりまずのでご了承ください。 
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A -5 増設メモリーの取り付け 


本機では、次のよラな場合に、オプションの増設メモリーを取り付ける必要がありまず。 

•プリンタードライバーのページ印刷モードを使用して印刷ずる場合 
ページ印刷モードを[ずる]に設定ずると、プリンター本体の印刷処理方法が変更され 
まず。 EP 刷ずるデータが大きい場合や、 EP 刷を指示してもなかなか出力されない場合に 
は、[ずる]を選択して印刷を試してください。 

- E 口刷時にメモリー不足のメッセージが頻繁に表示される場合 


また、プリンタードライバーの印刷モードの設定と印刷ずる用紙サイズ、その他のオプ 
ション品の増設によって、メモリーの増設が必要な場合がありまず。 

必要なメモリー容量については、が下を参考にしてください。 

補足 

-プリンタードライバーの種類によって、必要なメモリー容量は異なりまず。 

-が下のメモリー容量は、本機が工場出荷時の設定であることを前提にした数値でず。必要なメモリー 
容量は、本機の使用環境、プロトコルの起動状態や受信バッファサイズによって異なりまず。 

-本機に取り付けられる増設メモリー、および増設メモリーのごを文は、 「 A .2 オプション品の紹介 J 
( P . 275) を参照してください。 


ART - EX プリンタードライ八'一 



メモリー容量 
片面 

メモリー容量 
両面 

印刷モード 

用紙サイズ 

出力可能 

出力可能 

標準 

A 5 

標準に 56 MB ) 

標準に 56 MB ) 

B 5 

A 4 

B 4 

A 3 

定形外 

長尺 

に 97 x 1200 mm ) 

- 

高画質 

A 5 

標準に 56 MB ) 

標準に 56 MB ) 

B 5 

A 4 

B 4 

A 3 

定形外 

長尺 

(297 x 1200 mm ) 

- 

高精細 

A 5 

標準に 56 MB ) 

標準に 56 MB ) 

B 5 

A 4 
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メモリー容量 
片面 

メモリー容量 
両面 

印刷モード 

用紙サイズ 

出力可能 

出力可能 

高精細 

B 4 

標準に 56 MB ) 

標準に 56 MB ) 


A 3 




定形外 




長尺 

に 97 x 1200 mm ) 

512 MB 

(標準 + 256 MB ) 

- 


PostScript プリンタードライバー 



メモリー容量 
片面 

メモリー容量 
両面 

印刷モード 

用紙サイズ 

出力可能 

出力可能 

高速 

A 5 

標準に 56 MB ) 

標準に 56 MB ) 

B 5 

A 4 

B 4 

A 3 

定形外 

長尺 

(297 x 1200 mm ) 

- 

高画質 

A 5 

512 MB 

(標準 + 256 MB ) 

512 MB 

(標準 + 256 MB ) 

B 5 

A 4 

B 4 

A 3 

定形外 

長尺 

(297 x 1200 mm ) 

76呂 MB 

(標準 + 512 MB ) 

- 

高精細 

A 5 

512 MB 

(標準 + 256 MB ) 

512 MB 

(標準 + 256 MB ) 

B 5 

A 4 

B 4 

A 3 

定形外 

長尺 

に 97 x 1200 mm ) 

- 
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オプション品の増設時 


八ードディスク（オプション）やセキュリティ拡張キット（オプション）を装着した場合、 
本機の状況によってメモリーの増設が必要でず。 

必要なメモリー容量については、が下を参考にしてください。 


現在の本機の状態 

八ードディスク増設時 

セキュリティ拡張キット装着時 
(八ードディスク増設も必要） 

本体のみ 

不要（標準） 

512 MB が上 
(標準+ 256 MB が上） 

本体+ェミュレーシヨンキット 

不要（標準） 

512 MB が上 
(標準+ 256 MB が上） 

本体+ PostScript ソフトウェアキット 

日 12 MB が上 
(標準+ 256 MB が上） 

512 MB が上 
(標準+ 256 MB が上） 


増設 X モリーの取り付け 

ここでは、本機に増設メモリーを取り付ける手順を説明しまず。 



US 

. 本機のメモリー用スロットは2つでず。スロット！には標準で 256 MB のメモリーが取り付けられて 
いまず。増設メモリーはスロット2に取り付けてください。 

-スロット2に 1 GB の増設メモリーを取り付けた場合は、さらにスロット1を 512 MB の増設メモ 
リーと交換ずることで、最大1 .5 GB までメモリー容量を増やずことができまず。 


1 . プリンターの上面右側にある電源スイッチ 
の〈〇〉側を押し、電源を切りまず。 

2. 電源コードを、コンセントおよびプリン 
ター本体からおきまず。 
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3. 本体右側面奥の 2 か所のネジを緩めまず。 



4. コントローラーボードの取っ手を引き出し 
たら、取っ手を持ってコントローラーボー 
ドをゆっくり取り出し、机などの平らな場 
所に置きまず。 


注記 

-コントローラーボードは、落とさないよラに両手を 添 
えて取り出してください。 



5. 増設メモリーは、右図の M 2 スロットに差 
し込みまず。 



切り欠き部分を本体側の M 2 スロットの凸 
部に正しく合わせて、まっすぐに差し込み、 
さらに両側を上から強く押しまず。 


補足 

-増設メモリーは確実に押し込んでください。 

-増設メモリーが確実に挿入されると、両側にあるツメ 
が立ち上がりまず。 



6. 


コントロ ーラーボードを本体に戻しまず。 
コントローラーボードの取っ手を持ち、プ 
リンター本体に差しみまず。 
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コントローラーボードは奥までしっかり押 
し込んでください。 




8. 電源コードを接続しまず。 

プリンターの電源スイッチの〈 I 〉側を押し、電源を入れまず。 

9. [機能設定リスト]を巧刷して、[プリント設定]内の[メモリー]の[総容量]が正 
しく印刷されることを確認しまず。 

参昭 

-リストの巧刷方法：「レポート/リストを巧刷ずる J ( P . 221) 


これで、増設メモリーの取り付けは完了でず。 

補足 

-増設メモリーの取り付けが完了したら、プリンタードライバーのプロパティダイアログボックスでプリ 
ンター構成を変更してください。変更方法は、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。 
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A -6 八ードディスクの取り付け 


本機では次のよラな場合に、八ードディスク（オプション）を取り付ける必要がありまず。 
. 装着しないと使用できない機能 

サンプルプリント/セキュリティープリント/メールプリント/プライベートプリント 
/時刻指定プリント/フォントダウンロード/セキュリティ拡張キットの機能 /IEEE 
802.1 X 認証機能 / IPsec の証明書機能 

-装着ずることで機能が向上ずる機能 

フォームなどの登録数/電子ソート機能の性能/スプール容量/ ログ採取数 
ここでは、本機にオプションの八ードディスクを取り付ける手順を説明しまず。 



1. プリンターの上面右側にある電源スイッチ 
の〈〇〉側を押し、電源を切りまず。 

2. 電源コードを、コンセントおよびプリン 
ター本体から抜きまず。 



3. 本体右側面奥の2か所のネジを緩めまず。 



4. コントローラーボードの取っ手を引き出し 
たら、取っ手を持ってコントローラーボー 
ドをゆっくり取り出し、机などの平らな場 
所に置きまず。 


注記 

-コントローラーボードは、落とさないよラに両手を 添 
えて取り出してください。 
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5. J \- ドディスクから出ているコネクター 

ケーブルを外側にして、コントローラー 
ボード上の金属のフレームの上に差し込み 
まず。 

八ードディスクの突起部をフレームのくぼ 
みに正しくはめてください。 



6. 八ードディスクから出ているコネクター 
ケーブルを、それぞれコントローラーボー 
ド上のコネクターに接続しまず。 



7. コントローラーボードを本体に戻しまず。 
コントローラーボードの取っ手を持ち、プ 
リンター本体に差し込みまず。 



コントローラーボードは奥までしっかり押 
し込んでください。 




9. 電源コードを接続しまず。 

プリンターの電源スイッチの〈 I 〉側を押し、電源を入れまず。 
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10. [機能設定リスト]を巧刷して、[システム設定]内の[機械構成]に[内蔵八ード 
ディスク]と印刷されていることを確認しまず。 

参昭 

-リストの印!刷方法：「レポート/リストを印!刷ずる J ( P . 221) 

これで、八ードディスクの取り付けは完了でず。 

補足 

-八ードディスクの取り付けが完了したら、プリンタードライバーのプロパティでプリンター構成を変更 
してください。変更方法は、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。 
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A .7 セキュリティ拡張キットの取り付け 


ここでは、本機にオプションのセキュリティ拡張キットを取り付ける手順を説明しまず。 



1 . プリンターの上面右側にある電源スイッチ 
の〈〇〉側を押し、電源を切りまず。 


2. 電源コードを、コンセントおよびプリン 
ター本体から抜きまず。 




4. コントローラーボードの取っ手を引き出し 
たら、取っ手を持ってコントローラーボー 
ドをゆっくり取り出し、机などの平らな場 
所に置きまず。 


注記 

• コントローラー ボードは、落とさな いよ ラに両手を添 
えて取り出してください。 
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5. セキュリティ拡張キット ROM は、右図の 
R 2 スロットに差し込みまず。 


切り欠き部分を本体側の R 2 スロットの凸 
部に正しく合わせて、まっすぐに差し込み、 
さらに両側を上から強く押しまず。 

US 

- ROM は確実に押し込んでください。 

- ROM が確実に挿入されると、両側にあるツメが立ち 
上がりまず。 


6. コントローラーボードを本体に戻しまず。 
コントローラーボードの取っ手を持ち、プ 
リンター本体に差し込みまず。 


コントローラー ボードは奥までしっかり押 
し込んでください。 


7. 2か所のネジを締めて、コントローラーボー 

ドを固定しまず。 


8. 電源コードを接続しまず。 

プリンターの電源スイッチの〈 I 〉側を押し、電源を入れまず。 
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これで、セキュリティ拡張キットの取り付けは完了でず。 

続けて、操作パネルで、セキュリティ拡張キットの機能を有効に設定しまず。手順9に進 
みまず。 

注記 

-セキュリティ拡張キットは、一度プリンターに取り付け、操作パネルから有効に設定ずると、そのプリ 
ンターが外では使用できなくなりまず。 


9. 操作パネルの〈メニュー〉ボタンを押して、 
メニュー画面を表示しまず。 


10. [機械管理者メニュー]が表示されるまで、 
[▼] ボタンを押しまず。 


11.<►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[ネットワーク/ポート設定]が表示されま 
ず。 


12. [システム設定]が表示されるまで、 [▼] ボ 
タンを押しまず。 


13. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[異常警告音]が表示されまず。 


14. [ソフトウェアオプション]が表示されるま 
で、 [▼] ボタンを押しまず。 


15. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[プリンターセキュリティーキット]が表示 
されまず。 

補足 

-[設定できるオプションはありません]と表示された 
場合は、正しくセキュリティ拡張キット ROM が取り 
付けられていません。 ROM を取り付け直してくださ 
い。 

16. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[有効化]が表示されまず。 


17. <►> または 〈 OK 〉 ボタンで選択しまず。 
[[ OK ] で有効化開始]が表示されまず。 


18 . 


< OK > ボタンで決定しまず。 
有効化処理が開始されまず。 


1 リンタ-セキ1リテイ-キット 
有効化処理中でず 


1 リンタ-セキュリティ-キット 
有効化 


1 リンタ-セキュリティ-キット 
[0 K ] で有効化開始 


システム設定 
異常警告音 


システム設定 
ソフトウ I アオプシヨン 


ソフ所アオプション 
1 リンタ-セキュリティ-キット 
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19. [有効化しました]と表示されたら、〈メ 
ニュー〉ボタンを押して、プリント画面に 
戻りまず。 


1 リンタ-セキュリティ-キット 
有効化しました 


注記 

-ずでに他のプリンターで使用されたセキュリティ拡張キットを取り付けた場合は、[シリアル番号エ 
ラー]というメッセージと、取り付けたプリンターのシリアル番号が表示されまず。セキュリティ拡 
張キットは、一度プリンターに取り付け、操作パネルから有効に設定ずると、そのプリンターが外で 
は使用できません。また、本機用の正しいセキュリティ拡張キットを取り付けていない場合は、[有効 
化できません]のメッセージが表示されまず。 
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A -8 パラレルポートの取り付け 


ここでは、本機にオプションのパラレルポートを取り付ける手順を説明しまず。 

パラレルポートとフレームは、オプション品に同栖されている手順書を参照して、あらか 
じめ組み立てて置いてください。 



US 

-オプション品に同個されているクランプは、本機では使用しません。 



1. プリンターの上面右側にある電源スイッチ 
の〈の〉側を押し、電源を切りまず。 

2. 電源コードを、コンセントおよびプリン 
ター本体からおきまず。 
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4. コントローラーボードの取っ手を引き出し 
たら、取っ手を持ってコントローラーボー 
ドをゆっくり取り出し、机などの平らな場 
所に置きまず。 

注記 

-コントローラーボードは、落とさないよラに両手を 添 
えて取り出してください。 



5. コントローラーボード上の2か所のネジを 
外し、ダミーの板を取り外しまず。 


補足 

-ここで外したネジは、手順7で使いまず。 



6. パラレルポート （ フレーム付き ） とコント 
ローラー ボードのコネクターを合わせて、 
上から差し込みまず。 



7. 手順日で外したネジで、外側からパラレル 
ポートを固定しまず。 



8. 


コントロ ーラーボードを本体に戻しまず。 
コントローラーボードの取っ手を持ち、プ 
リンター本体に差しみまず。 
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コントローラーボードは奥までしっかり押 
し込んでください。 




10. 変換ケーブルをパラレルポートのコネク 
夕一に接続しまず。 


US 

. 変換ケーブルの他方の コネクターに パラレルケーブ 
ルを接続しまず。詳しくは「1.2ケーブルを接続ずる J 
( P . 31) を参照してください。 

11. 電源コードを接続しまず。 

プリンターの電源スイッチの〈 I 〉側を押 
し、電源を入れまず。 



12. [機能設定リスト]を E 口刷して、[コミユニ 
ケーシヨン設定]内に[パラレル]の項目 
が印刷されていることを確認しまず。 


参照 

-リストの巧刷方法：「レポート/リストを巧刷ずる J ( P . 221) 


これで、パラレルポートの取り付けは完了でず。 
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49 を意/制限事項 


本体のを意と制限 


ここでは、本機を使用ずるラえでのを意、および制限について説明しまず。 


八ードディスク（オプション）について 


-八ードディスクを取り付けている場合、本機の使用中に停電などで電源が切られると、 
八ードディスク内のデータが壊れることがありまず。 

-節電モード時に八ードディスクへアクセスがある場合には、〈節電〉ランプが点滅しま 
ず。〈節電〉ランプが点滅中は、電源を切らないでください。 

-八ードディスクを装着した場合、 Ipd 、 SMB . IPP からの印刷データの格納先として、 
八ードディスクが指定できまず。また 、 ART EX、ART IV 、201 H (オプション）、 
ESC / P 、 HPGL /2 (オプション ）、 PCL (オプション）それぞれのフォームの格納先は、 
八ードディスク固定になりまず。ほかの領域には変更できません。 

-八ードディスクの初期化によって消去されるデータは、追加フォント 、 ART EX . ART 
IV 、201 H (オプション）、 ESC / P 、 HP - GL /2 (オプション）の各フォーム 、 ART IV 
ユーザー定義データでず。セキュリティー/サンプル/時刻指定プリント文書、各ログ 
は、消去されません。 


印刷結果が設定と異なるとき 


-プリントページバッファの容量不足が原因で、次のよラに、設定と異なる結果になるこ 
とがありまず。この場合、メモリーの増設をお勧めしまず。 

-両面印刷の指定が片面印刷で印刷される 

-ジョブが中止される（プリントページバッファに展開できない場合、そのページを含 
むジョブが中止されまず） 

-1，200 dpi の Idot の点や線などを直接印刷指示した場合は、ゼログラフィー原理に 
よって、印字結果が指示どおりにならないことがありまず。 


オプションについて 


-オプションの八ードディスクや増設メモリーが必要な機能については、 「 A . 日増設メモ 
リーの取り付け J ( P .279)、「 A .6 八ードディスクの取り付け J ( P .284) を参照してく 
ださい。 

• 本機を PostScript 対応プリンターとして使用ずる場合は、オプションの PostScript 
ソフトウェアキットが必要でず。 

. 20川、 HP - GL /2、 PCL をェミュレートずる場合は、オプションのェミュレーション 
キットが必要でず。 

- PostScript ソフトウェアキットとェミュレーションキットは、同時に装着できませ 
ん。ただし、201 H 、 HP - GL /2、 PCL ェミュレーション機能は、 PostScript ソフト 
ウェアキットを装着しても使用できまず。 


両面印刷でのメーターのカウントについて 


両面印刷で出力ずる場合、使用しているアプリケーションによっては、部数を指定ずると 
きの条件などにより、自動的にページ調整の白紙を挿入ずることがありまず。この場合、 
アプリケーションが挿入ずる白紙出力は1ページとしてカウントされまず。 
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XPS 対応ドライバーについて 


XPS 対応ドライバーは 、 「Windows Vista 用 J に開発されたアプリケーシヨン•ソフト 
ウェアで印刷ずるためのプリンタードライバーでず。 

マイクロソフト社の Windows Vista の互換性に起因ずる問題により 、 Windows Vista 
が前の Windows 用に開発されたアプリケーシヨン-ソフトウェア（マイクロソフト社の 
2007 Office system も含まれまず）からは正しく印刷されないことがありまず。 

マイクロソフト社の2007 Office system ( Word 、 Excel 、 PowerPoint ) からの XPS 
E 口刷には、 Contents 巳 ridge ユーティリティの2007 Office system 用アドインをお 
使いください。 

また、 XPS 対応ドライバーを使用ずる際は、ご使用になるプリンターが XPS 印刷機能を 
有していることを事前に必ずご確認ください 。 XPS E 口刷機能のないプリンターに対して 
XPS 対応ドライバーを使用ずると、意図しない用紙出力が発生ずることがありまず。 
その他の注意制限事項については、弊社のホームぺージ （ www . fujixerox . co . jp ) を参照 
ください。 

「XPSj とは 、 「XML Paper Spedficationj の略でず。 


TCP/IP ( Ipd ) のを意と制限 


TCP/IP ( Ipd ) でのを意/制限事項は、次のとおりでず。 


本機側の設定について 


• IP アドレスの設定には十分注意してください。 IP アドレスはシステム全体で管理され 
ているアドレスでず。ネットワーク管理者と十分相談のうえ、設定してください。 

-ネットワーク環境によっては、サブネットマスクやゲートウェイアドレスの設定が必要 
になりまず。ネットワーク管理者に相談のうえ、必要な項目の設定をしてください。 

-ポート状態を「起動 J に設定したとき、メモリーが不足ずると、ポート状態が自動的に 
「停止 J に設定されることがありまず。この場合は、使っていないポートを「停止 J に 
ずるか、メモリー割り当て容量を変更ずるか、メモリーを増設してください。 

-使用環境に応じて、受信バッファ容量 [ LPD スプール]のサイズを設定してください。 
送信されたデータより、受信バッファ容量 [ LPD スプール]のサイズがルさい場合、受 
信できないことがありまず。 


コンピューター側の設定について 


• IP アドレスの設定には十分を意してください。 IP アドレスはシステム全体で管理され 
ているアドレスでず。ネットワーク管理者と十分相談のうえ、設定してください。 


• MS (Network Information Service ) の管理下で使用されているコンピューターで、 
ネットワーク （ IP アドレスなど）の設定を行う場合は、 MS の管理者に相談してください。 
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電源を切るとき 


本機の電源を切るときは、次の点にミ主意してください。 

- [ LPD スプール]の設定が[メモリースプール]のとき 
E 口刷中のデータを含め、本機のメモリーにスプールされた EP 刷データはずべて削除され 
まず。再び電源を入れたときは、 EP 刷データは存在しません。ただし、 EP 刷指示の直後 
に電源を切った場合、印刷データがコンピューター上に保存されることがありまず。こ 
の場合、再び電源を入れたときは、新しく E 口刷指示が行われた場合でも、保存されてい 
る印刷データから順に印刷されまず。 


- [ LPD スプール]の設定が[八ードディスクスプール]のとき 
E 口刷中のデータを含め、本機の八ードディスクにスプールされた EP 刷データはずべて保 
存されまず。再び電源を入れたときは、新しく印刷指示が行われた場合でも、保存され 
ている印刷データから順に印刷されまず。 


- [ LPD スプール]の設定が[スプールしない]のとき 
E 口刷中のデータを含め、本機の受信バッファにスプールされた EP 刷データはずべて削除 
されまず。再び電源を入れたときは、印刷データは存在しません。ただし、印刷指示の 
直後に電源を切った場合、印刷データがコンピューター上に保存されることがありま 
ず。この場合、再び電源を入れたときは、新しく印刷指示が行われた場合でも、保存さ 
れている印刷データから順に印刷されまず。 


印刷ずるとき 


• [ LPD スプール]の設定が[八ードディスクスプール]、または[メモリースプール]のとき 
E 口刷データの受信を開始したときに、 E 口刷データのサイズが八ードディスク、またはメ 
モリーの残り容量より大きい場合、その印刷データは受信できません。 

補足 

-印刷データが受信容量を超えた場合、コンピューターによってはずぐに再送信ずることがありまず。こ 
のときコンピューターが八ングアップしたように見えまず。対処として、コンピューター側でその印刷 
データの送信を中止してください。 

- [ LPD スプール]の設定が[スプールしない]のとき 
あるコンピューターから EP 刷要求を受け付けていた場合、別のコンピューターからの印 
刷要求を受け付けることができません。 

-コンピューターの IP アドレスやコンピューター名を変更した場合 
コンピューターの IP アドレスやコンピューター名を変更した場合、本機側からの問い 
合わせ処理や取り消し処理が正常に行われなくなりまず。本機の受信バッファに印刷 
データがない状態で、本機の電源を切/入してください。 

補足 

-本機の受信バッファにある印刷データの印刷中止/強制排出は、操作パネルから操作できまず。操作方 
法は、「2.5巧刷を中止ずる/確認ずる J ( P . 51) を参照してください。 
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IPv 6 接続のを意と制限 


IPv 6 接続時のを意制限事項は次のとおりでず。 

-マルチプレフィックス環境 （ IPv 6 グローバルアドレスを複数扱う環獄では、本機か 
ら外部ネットワークへの送信に失敗ずる可能性がありまず。 

-マルチプレフィックス環境 （ IPv 6 グローバルアドレスを複数扱う環獄では、登録さ 
れていないアドレスで通信されることがありまず。 

-自動設定ずる IPv 6 アドレス （ IPv 6 自動設定アドレス、 IPv 6 DNS サーバーアドレス） 
には、取得した IPv 6 アドレスが運用上使用できないアドレスが設定されることがあり 
まず。運用上使用できない IPv 6 アドレスとは、サイトローカルアドレスけ ecO ::) や 
文書作成用アドレス空間 （2001 : db 8::/32) のアドレスのことでず。 

- IP 動作モードがデュアルスタックで、 IPv 4/ IPv 6 ともに DNS 情報が設定されていて、 
FQDN で指定されている装置と通信ずるとき、本機の起動直後には、 IPv 4 の DNS 情 
報が使用されることがありまず。 

. 本機の IP アドレスとして表示されるアドレスが変わることがありまず。たとえば、デュ 
アルスタックモードで IPv 4 アドレスと IPv 6 アドレスのどちらか一方が表示されなし、、 
IPv 6 アドレスの内容が変わるなどでず。 

- IPv 6 ネットワークを使用して E 口刷した場合、ペーパーセキュリティが正しく動作しま 
せん。 IPv 4 で運用してください。 

. IPv 6 環境では、時刻サーバーとの同期はできません。 IPv 4 環境で時刻サーバーにアド 
レスを直接指定してください。 

. IPv 6 での印刷は、次のバージョンの OS でだけ動作しまず。 


• Windows Vista 

• Common Unix Printing System が IPv 6 対応で E 口刷可能な Linux distribution 
- WINS は IPv 6 ネットワークでは通信できません。 

. NetWare は IPv 6 ネットワークでは通信できません。 IPv 4 で運用してください。 

- SSL 通信に自己生成証明書を使用ずる場合、プリンター URL の指定方法に、次の制限 
事項がありまず。 

(1) FQDN で指定ずる場合（ IPv 4、 IPv 6 共通） 

自己証明書作成前に、デバイスのホスト名とドメイン名を正しく指定しておく必要 
がありまず。 

例： FQDN が csw . ipv 6. domain . local の場合、ホスト名に csw 、 ドメイン名に 
ipv 6. domain . local を指定しまず 

(2) IPv 4 アドレスで指定ずる場合 

IPv 4 モードまたはデュアルモードで作成した自己証明書をインポートしておく必 
要がありまず。 

(3) IPv 6 アドレスで指定ずる場合 

Secure IPP ( IPP - S ) で通信ができません。 

-巳 onjour は IPv 6 ネットワークでは通信できません。 IPv 4 で運用してください。 

-次のよラな場合、同一機器のアドレスとして判断できないことがあるため、ユーザーが 
LPD でプリント指示をした印刷ジョブの状態確認 （ Ipq ) やキャンセル （ Iprm ) を実 
施できないことがありまず。 

1. 同ーホストで IPv 4 と IPv 6 を同時に動作させている場合 

2. 同ーホストで複数の IPv 6 アドレスを同時に動作させている場合 

-ジョブログに IPv 6 アドレスが正しく記載されないことがありまず。 IPv 4 で運用してく 
ださい。 

- SMB を使った検索でルーターを超える場合、あて先のアドレスを直接入力してくださ 
し、。マルチキヤストに応答ずるのは、口ーカルリンク内でのマルチキャスト （ FF 02::1) 
だけでず。 
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- DNS サーバーが存在しない IPv 6 ネットワーク環境で、 SM 巳認証の SM 巳サーバー設 
定にコンピューター名を指定ずると認証に失敗しまず。認証サーバーのコンピューター 
名は、 IPv 6 アドレスを直接指定してください。 

- DocuShare などの外部アクセスサービスで、接続先 URL に IPv 6 アドレスを指定ず 
ると正しく動作しません。 IPv 6 環境では DNS サーバーを運用し、接続先 URL を FQDN 
で指定してください。 


設定情報の複製機能についてのを意と制限 


設定情報の複製機能は、プリンターに設定された設定値を複製し、別のプリンターに取り 
込む機能でず。 

設定値の複製ファイルの作成、および取り込みは、 CentreWare Internet Services の 
[プロパティ]タブ> [一般設定] > [設定情報の複製]で行いまず。 

ここでは、設定情報の複製機能を使用ずるときのを意/制限事項を説明しまず。 

. 本機能では、プリンターのずベての設定について、複製•取り込みをずることはできま 
せん。まに CentreWare Internet Services の[プロパティ]タブで設定できる項目 
が対象でず。複製-取り込みの対象となる範囲を次表に示しまず。 


機能 

カテゴリー 

ネットワーク/ポート 

Ethernet 

パラレル* 

* オプシヨンのパラレルポートが必要でず。 

USB 

USB -2 

EtherTalk * 

* オプシヨンの PostScript ソフトウエアキットが必要でず。 

NetWare 

TCP/IP (IP 動作モード） 

TCP / IP(IPv 4 ) 

TCP / IP ( IPv 6) 

TCP/IP (デュアルスタック） 

SSDP 

SMB 

LPD 

Port 9100 

HTTP 

WSD 

メール 

木 ール設定* 

* タイトルは除きまず。 

SMTP サーバー 

LDAP (LDAP デイレクトリサービス） 

LDAP (LDAP ユーザーの関連付け） 

LDAP (LDAP 認証） 
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機能 

カテゴリー 

認証システム 

認証システム設定 

認証システム設定 ( Kerberos ( Solaris )) 

認証システム設定 （Windows 2000/2003) 

認証システム設定 （ SMB ) 

管理 

メール通知設定 

SNMP 設定 

SNMP ( vl / v 2) 

SNMP ( v 3) 

SNMP(SNMP 設定 IPv 4) 

SNMP(SNMP 設定 IPv 6) 

ジョブ表示の制限 

監査ログ 

監査ログ 

オンデ7ンドプリントサービ 
ス 

オンデマンドプリントサービス設定 

受付 IP アドレス制限 

受付 IP アドレス制限 （ IPv 4) 

受付 IP アドレス制限 （ IPv 6) 

複製管理 

複製管理 

集計設定 

集計管理 

集計管理情報の設定 


• CentreWare Internet Services の[プロパティ]タブでの設定項目であっても、次 
の場合は、取り込み対象とならないことがありまず。 

-複製元と取り込み先のプリンターの構成（オプションの有無等）が異なる場合 
-取り込み先のポートが[停止]になっている項目 

-複製元プリンターに、固定の IP アドレスを割り当てている場合は、次の点にミ主意して 
ください。 

- IP アドレス値は複製できません。 

-複製元の IP アドレス割り当てが固定の場合には、複製先へ複製後、正しい IP アドレ 
スを本機の操作パネルから設定ずるとともに、各種ポートの起動/停止の状態が、正 
しく設定されていることを確認してください。 

IP アドレスが設定されていない状態で使用した場合、 TCP / IP を使用ずる設定は自動 
的に無効になりまず。 
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A .10 用語集 _ 

[ lOBASE - T ] 

IEEE 802.3 の規格の中で、 10 Mbps 、 ベースバンド、ツイストペアケーブルのことでず。 

【100 BASE - TX 】 

1 0 BASE - T の拡張版で 、 FastEthernet (ファーストイーサネット）とも呼ばれるもの 
の一つでず。通信速度が 100 Mbps で、10巳 ASE - T の 10 Mbps から大幅に高速になつ 
ていまず。 

【ART IV 】 

Advanced Rendering Tool の略で、富±ゼ□ックス株式会社がぺージプリンター用に 
開発したプリンター 

制御言語でず。 IV はバージョンを表しまず。 

【ART EX 】 

富±ゼロックス株式会社製のページ記述言語でず。 

に MLinkS 】 

Business Machine Linkage Service の略で、ネットワーク上に接続されたマルチベン 
ダ OA 機器間での統合的なインターフェイス仕様のことでず。 

[ BOOTP ] 

BOOTstrap Protocol の略で、 TCP / IP のネットワークに接続されたクライアントが、 
サーバーから自動的にネットワーク設定を読み込むためのプロトコルでず。 

に D - R 0 M 】 

コンパクトディスク （ CD ) にコンピューター用ソフトウェアや画像などのデータを記録 
したものでず。 

【 CMYK 】 

カラー EP 刷などでの色の表現方法でず 。 C (シアン ）、 M (マゼンタ ）、 Y (イェロー ）、 K 
(ブラック）の4色に分解し、その4種類の色を重ね合わせて印刷しまず。 

【 DHCP 】 

Dynamic Host Configuration Protocol の略で 、 DHCP サーバーから DHCP クライ 
アントに IP アドレスを自動的に割り当てるプロトコルのことでず。 

に NS 】 

Domain Name System の略で、インターネットでホスト名から IP アドレスを入手ずる 
ための名前解決サービスでず。 

【 dpi 】 

Dot Per Inch の略で、1インチ（約 25.4 mm ) 幅に印字できるドット数を表ず単位で 
ず。解像度を示ず単位として使用しまず。 

【 EtherTalk 】 

Macintosh 専用のネットワークソフトウェア 「 AppleTalk ® j の通信プロトコルの一つ 
でず。 

[ HTTP ] 

インターネット上で WWW サーバーと通信をずるためのプロトコルのことでず。 
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[ICM] 

Image Color Matching の略で 、 Windows 98 /Windows Me/Windows 2000/ 
Windows XP/Windows Server 2003で採用さも/ている色管理由ソフトウェアでず。 
デバイスによる色の違いを補正し、画面とプリンターによる印刷結果の色を一致させま 
ず。 

[Image Enhancement ( イメージェン八ンスメント）】 

白黒の境目を滑らかにして睾ザ睾ザを減らし、疑似的に解像度を高める機能でず。 

[IPP] 

HTTP を使用して印刷ずるためのプロトコルでず。 

【 IP アドレス】 

TCP / IP プロトコルによるネットワークで使用されるアドレスでず。ル数点で区切られた 
4つの数値 （10 進数）で表しまず。 

【 IPsec 】 

データをパケット単位で暗号化して、改ざんなどから保護ずるセキュリティー巧術でず。 

[IPv4 アドレス】 

TCP / IP プロトコルによるネットワークアドレスのうち、ピリオドし）で区切られた4つ 
の数値 （10 進数）で表ずアドレスでず。 

【 IPv6 アドレス】 

TCP / IP プロトコルによるネットワークアドレスのラち、コロン（：）で区切られた4つ 
の数値 （16 進数）で表ずアドレスでず。現在、一般的に使用されている IPv 4 の次の世 
代の IP アドレスとして使用が始まっていまず。 

【 NetWare 】 

Novell 社が開発したネットワーク 0 S でず。 

【 N ァップ】 

複数ページ分を1枚の用紙に印刷ずる機能でず。 

に S 】 

コンピューターの八ードウェアとソフトウェアの基本的な動きを制御し、管理ずるソフト 
ウェアで 、 Operating System の略でず。アプリケーシヨンソフトウェアなどが動作ず 
るための±台となりまず。 

に DF ファイル】 

このマニュアルでは、米国 Adobe Systems 社が開発した Acrobat というソフトウェ 
アで作成したオンラインドキュメントを 「 PDF ファイル J と呼びまず。 PDF ファイルを 
画面に表示ずるには 、 Adobe Acrobat Reader というソフトウェアをコンピューターに 
インス! - ールずる必要がありまず。 

に ort 9100】 

Windows 2000 /Windows XP/Windows Vista/Windows Server 2003上でデータ 
を送信できる、ネットワーク通信方法でず。 

標準 TCP / IP ポートモニター上で使用できまず。 

[ppm] 

1分間に印刷されるページ数を表ず単位でず。 
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に rintTicket 】 

Windows Vista のアプリケーシヨンによって作成された XPS ファイルに含まれる、 E 口 
刷設定に関ずる情報でず。 

に MB 】 

Windows ネットワーク （ Microsoft ネットワーク）上でデータを送信できるネットワー 
ク 通信 方法で、 Windows 98 /Windows Me/Windows NT 4.0 /Windows 2000/ 
Windows XP/Windows Vista/Windows Server 2003上で使用できまず。 

に NMP 】 

ネットワークに接続された機器を、ネットワークを経由して管理ずるプロトコルでず。 
管理ずる側には SNMP マネージヤーというソフトウェアを、管理される側には SNMP 
ェージェントというソフトウェアを組み込んで実行しまず。 

【 TCP / IP 】 

□ARPANET (Defense Advanced Research Project Agency NetWork ) で開発 
されたネットワークプロトコルでず。インターネットの標準プロトコルであり、パーソナ 
ルコンピューターから大型コンピューターまで、さまざまな機種で使用されていまず。 

【 USB 】 

Universal Serial 巳 us の略で、コンピューターと周辺機器との間のデータ転送方式の一 
つでず。電源を入れたままで接続できる「ホットプラグ J 機能に対応しており、コンピュー 
ターと周辺機器を簡単に接続できまず。 

[ WINS ] 

Windows Internet Name Services の略で、 TCP / IP 環境でコンピューター名から IP 
アドレスを入手ずるための名前解決サービスでず。 

[ WWW ] 

World Wide Web の略でず。インターネットでホームページを提供ずるしくみのことで 
ず。 


【 XPS ファイル】 

XML Paper Specification ファイルの略でず。米国 Microsoft 社が開発したファイル 
形式でず 。 Windows Vista のアプリケーションによって作成しまず。 XPS ファイルを表 
示ずるには 、 XPS Viewer というソフトウェアをコンピューターにインス!ルずる必要 
がありまず。 

【アドレス】 

ネツトワーク上のノード（各コンピューターや端末など）を識別ずるために割り当てられ 
る情報（一意の識別子）のことでず。また、メモリーに個別に割り当てられた番地のこと 
もアドレスと呼びまず。 

【アプリケーションソフトウェア】 

コンピューター上で作業を行ラ道具となるソフトウェアのことでず。ワープロ、表計算、 
グラフィツクス、データベースなど、数多くのアプリケーションソフトウェアが販売され 
ていまず。 

【アンインス!ル】 

コンピューターに組み込んだソフトウェアを削除ずることをいいまず。 


【巧き領域】 

用紙に対して実際に印字可能な領域でず。 
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【インストール】 

ソフトウェアや八ードウェアをコンピューターや周辺機器に組み込み、使えるよラにずる 
ことでず。プリンタードライバーなどのソフトウェアをコンピューターのシステムに組み 
込むことや、八ードディスクをプリンターに組みむことをいいまず。 

このマニュアルでは、まにコンピューターにソフトウェアを組み込むことを「インス! 

ル J と呼びまず。 

【インストーラー】 

ソフトウェアをコンピューターにインス!ルずるための専用ソフトウェアのことでず。 

【インターフェイス】 

互いに異なるシステム（系）が接触ずる部分を指しまず。コンピューターとプリンターの 
間、人間と機械との間などを指ず場合によく使用されまず。 

インターフェイスの仕様、特に電気的仕様のことを単にインターフェイスということもあ 
りまず。 


【インターフェイスケーブル】 

複数の装置を相互に接続ずるケーブルのことでず。 

プリンターとパーソナルコンピューターを直接接続ずるパラレルケーブルや USB ケーブ 
ル、プリンターをネットワークに接続ずるイーサネットケーブルなどがありまず。 

【エミユレーシヨン】 

他社のプリンターで印刷した場合と同等の E 口字結果を得ることができるよラに、プリ 
ンターを動作させることでず。このモードをエミュレーシヨンモードと呼びまず。 

【オンラインヘルプ】 

コンピューターの画面に表示されるマニュアルでず。 


【解像度】 

画像の細かさを表しまず。通常！インチあたりのドット数（単位は dpi ) で表し、この数 
値が大きいほど解像度が高い（細部まで表現できる）といいまず。 

鹏調】 

色と色のなめらかさをいいまず。グラデーションのステップ数で階調数を表し、その数値 
が大きいほどなめらかになりまず。 

【クゾック】 

マウスボタンを1回、押して離ずことでず。このマニュアルでは、マウスの左ボタンをク 
リックずることを「クリック J と呼び、右ボタンをクリックずることを、「右クリック J と 
呼びまず。 

また、マウスのボタンをすばやく 2 回続けて押し、離ずことを「ダブルクリック J と呼び 
まず。 


け—バ — 】 

ネットワーク上で情報を蓄積し、ほかのコンピューターにサービスを提供ずるコンピュー 
ターのことをいいまず。 

逆に、サー八一にサービスを要求ずるコンピューターを「クライアント J といいまず。 
【受信バッファ】 

バッファとはコンピューターから送信されたデータを、一時的に蓄えておく場所でず。受 
信バッファのメモリー容量を増やずことによって、コンピューターの解放を早くずること 
ができまず。 
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【初期値】 

工場出荷時、および NV メモリー初期化時の設定でず。 

【ジョブ】 

コンピューターが行ラー連の処理を指しまず。たとえば、1つのファイルを E 口刷ずる処理 
が1件の印刷ジョブになりまず。印刷の中止や排出は、このジョブ単位で行われまず。 

【双方向通信】 

2つの装置間で互いに情報を送信したり、受信したりずる通信のことでず。双方向通信に 
よって、コンピューターから E 口刷データを送るだけでなく、プリンターからコンピュー 
ターに E 口刷状況などの情報を送ることができまず。 


【ソート】 


複数部数を印刷したとき、1部ごとに1、2、3...1、2、3...の順で排出ずることを「ソー 
卜 J と呼びまず。 


【ソフトウェア】 


コンピューターを動かずためのプログラムでず。 0 S もアプリケーションソフトウェアも 
ソフトウェアの一種でず。 

【ネッ h ワークプリンター】 

このマニュアルでは、イーサネットケーブルでネットワークに接続したプリンターを 
「ネットワークプリンター J と呼びまず。 

【パラレルインターフェイス】 

コンピューターと周辺機器との間のデータ伝送方式の一つでず。複数ビットのデータを同 
時に転送しまず。代表的なものにセントロニクスがあり、プリンターなどの周辺機器との 
接続に使用しまず。 

【フォント】 

書体や字体のことでず。統一性を持ったデザインでまとめられた文字の1セットを指しま 
ず。 

【ブラウザー】 

インターネットで、 WWW サーバーの情報をコンピューターに表示し、見るためのソフ 
トウエアでず。代表的なものには 、 Netscape Navigator や Internet Explorer などが 
ありまず。 


【プリンタードライバー】 

アプリケーションで作成したデータをプリンターが解釈できるデータに変換ずるための 
ソフトウェアでず。 

【プリントぺージバッファ】 

E 口刷データを実際に展開し、蓄えておく場所でず。 


【フルカラー】 

コンピューターの画面に表示できる最大の色数で、約1，677万色でず。 

【プロトコル】 

複数の装置やコンピューターシステムが、互いに通信ずるための約束事でず。八ードウエ 
ア間で情報を転送ずる場合の手順の取り決めや、2つのコンピューターがネットワークを 
介して通信ずるための手順の取り決めのことでず。 
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【ポート】 

コンピューターが周辺装置と情報をやりとりずるための接続部分のことでず。 

【メートル坪量】 

1 m 2 の用紙1枚の質量でず。 

【口ーカルプリンター】 

このマニュアルでは、パラレルケーブルまたは US 目ケーブルでコンピューターと直接接 
続したプリンターを「ローカルプリンター J と呼びまず。 

【ログイン】 

コンピューターシステムの資源（ネットワーク上の八ードディスクやプリンターなど）に 
アクセスできる状態にずることでず。また、ログインを終了ずることを「ログアウト J と 
呼びまず。 
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記号-英数 

〈▲〉〈▼〉〈◄〉〈►〉ボタン . 46 

201 H . 109 

201 H 設定リスト . 219 

201 H 登録リスト . 219 

2アップー【まとめて1枚】 . 55 

ART EX フォーム登録リスト . 219 

巳 MLinkS . 130 

Bonjour . 1 25 

CentreWare Internet Services .225 

概要 .38 

使用時のトラブル . 203 

設定できる項目 . 40 

ヘルプ . 41 

Contents 巳 ridge Utility . 79 

ESC / P 設定リスト . 219 

ESC / P 登録リスト . 219 

ESCP . 109 

Ethernet 設疋 . 137 

EtherTalk . 125 

HDD 暗号化 . 229 

HDD の上書き消去 . 148, 229 

HPGL . 109 

HP - GL /2 設定リスト . 219 

HP - GL /2 登録リスト . 219 

HP - GL /2 パレツ hU ス h . 219 

HTTP - SSL/TLS 通信 . 139 

HTTP 通信の暗号化 . 241 

に力ードによるプライべートプリント、 

オンデマンドプリント . 229 

ID 印字機能 . 164 

IEEE 802 . lx 設定 . 140 

IPP . 123 

IPsec . 301 

IPsec 通信 . 140 

IPSec を使用した暗号 . 244 

IPv 4 アドレス . 301 

IPv 6 アドレス . 301 

IPv 6 環境での印刷時のトラブル . 205 

IPv 6 接続時のトラブル . 205 

IPv 6 接続のを意と制限 . 297 

IPX / SPX フレームタイプ . 137 

IP アドレス （ IPv 4) を設定ずる . 33 

IP アドレス （ IPv 6) を設定ずる . 36 

IP アドレスによる受信制限 . 230 

LPD . 117 

Ipd . 295 

NetWare . 119 

N アップ . 55 

OHP 合紙 . 55 

〈 OK 〉 ボタン . 46 

PCL . 112 

PCL 設定リスト . 220 

PCL フォントリスト . 218 

PCL マクロリスト . 220 


一【0000】の【】内は、本書で使用している用語でず。 


PDF . no 

PDF 巳 ridge 機能 . 79 

PDF 設定リスト . 220 

PDF ファイルを直接 EP 刷ずる . 79 

Po け9100 . 129 

PostScript . 113 

PostScript フォントリスト . 218 

PrintTicket 処理 . 114 

PS 登録リスト . 219 

SMB . 121 

SNMP 設定 . 132 

SNTP 設定 . 139 

SOAP . 132 

StatusMessenger 機能 

使用時のトラブル . 204 

TCP/IP . 295 

TCP/IP 設定 . 133 

TIFF 設定リスト . 220 

TIFF 登録リスト . 220 

UPnP . 131 

US 巳-1 (2.0). 126 

USB -2 (2.0). 127 

US 巳ケーブル . 31 

UUID 印字 . 236 

Web ブラウザーでプリンターの状態を確認/ 

管理ずる . 225 

WINS サーバー設定 . 136 

WSD . 30，131 

XPS . 114 

XPS ファイル . 302 

ァ 

暗号化機能 . 240 

異常な音がずる . 181 

移動ずる . 265 

イメージログ管理設定 . 154 

イメージログ機能 . 230 

印刷指示したデータの状態を確認ずる . 52 

印刷ずる . 54 

印刷ずるための基本的な流れ . 54 

印刷できない . 183 

印刷保証領域 . 272 

印刷枚数を確認ずる . 222 

印刷を中止ずる . 51 

印字品質が悪い^【印字品質や画質のトラブル】 

. 184 

インターネットサービス . 135 

〈インフォメーシヨン〉ボタン . 46 

受付制限 （ IPv 4). 138 

エラーコード . 194 

エラーメッセージー【メッセージ】 . 189 

〈エラー〉ランプ . 46，182 

エラー履歴レポート . 218 

お気に入り . 55 

おずずめ画質タイプ . 55 

オプション構成 . 53 
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オプション品の紹介 . 275 

オンデマンドプリント . 78 

〈オンライン〉ボタン . 46 

力 

階調補正 . 170, 253 

隠し E 口刷サンプルリスト . 220 

各部の名称と働き . 43 

画質が悪い^【印字品質や画質のトラブル】 

. 184 

画質補正 . 170 

画質を調整 . 55 

カスタムモード . 207 

紙づまりの処置 . 175 

カラーモード自動の動作 . 147 

監査ログ . 237 

監査ログ機能 . 230, 237 

機械管理者メニュー . 106，115 

奇数ぺージの両面 . 164 

機能設定リスト . 218 

機能別カウンターレポート . 220, 224 

基本の用紙サイズ . 165 

機密文書を EP 刷ずる . 66 

共通メニュー . 105 

基本的な操作方法 . 107 

共通メニュー項目の説明 . 109 

ゲートウェイアドレス . 35 

ケーブルを接続ずる . 31 

結露が発生した . 181 

原稿180°回転 . 58 

言語切り替え . 106,174 

困ったときには . 175 

サ 

最初のプリント速度 . 147 

サイズ検知切り替え . 165 

サブネットマスク . 35 

サンプルプリント . 55, 70 

時刻指定プリント . 74 

システム設定 . 141 

ンステ公時目十 . 146 

自動ジョブ履歴 . 143 

自動トレイ選択 . 104 

自動トレイの用紙設定 . 64, 65 

集計管理機能 . 248 

集計管理の運用 . 149 

集計管理レポート . 218 

受信制限 . 229, 230 

出力結果を確認してから E 口刷ずる . 70 

仕様 . 266 

使用済み消耗品の回収 . 209 

使用できない用紙 . 93 

消耗品の残量ををず•る iweb 7 ラで 

プリンターの状態を確認/管理ずる】 . 225 

消耗品の寿命 . 276 

消耗品の種類と購入 . 208 

消耗品を交換ずる . 208 

初期化/データ削除 . 172 

ジョブの表示設定 . 144 


ジョブ履歴レポート . 218 

スタンプ . 5已 

スリープモード . 143 

スリープモード移行時間 . 143 

清掃 . 262 

製品回収シート . 220 

製品情報の入手方法 . 278 

製本 . 已5 

セキュリティー機能 . 229 

セキュリティープリント.. 55, 66，145, 229 

セキュリティ拡張キットの取り付け . 287 

〈セキュリティー/サンプルプリント〉ボタン 

. 46 

〈節電〉ボタン/ランプ . 46 

節電モード . 49 

センタートレイ . 43 

操作パネル . 43, 46 

操作パネル設定 . 141 

操作パネルでの設定 . 105 

操作パネルのロック . 229 

増設メモリー . 279 

増設メモリーの取り付け . 281 

その他 IPv 6 使用時のトラブル . 205 

ソフトウェアオプション . 153 

ソフトウェアのダウンロード . 149 

夕 

蓄積文書リスト . 220 

ミ主意/制限事項 . 294 

長尺サイズの用紙に印刷ずる . 59 

通信の暗号化 . 229 

定期交換部品 . 276 

定形外サイズの用紙に印刷ずる . 61 

定形外サイズの用紙をセットずる . 59 

定形外サイズを登録ずる . 60 

お電力移行時間 . 142 

お電力/スリープモードの設定を変更ずる.108 

低電カモード . 142 

データ暗号化 . 148 

手差しトレイに用紙をセットずる . 94 

手差し用紙種類 . 58 

電源が入らない . 181 

電源スイッチ . 43 

電源を入れる/切る . 48 

電子メールでプリンターの状態を確認ずる 

. 226 

電子メールを使って EP 刷ずる . 82 

転写電圧オフセット調整 . 171 

転写電圧を調整ずる . 260 

動作環境一【使用できる環境】 . 29 

特巧 . 4 

トナーカートリッジを交換ずる . 210 

トナー回収ボトルを交換ずる . 215 

ドメイン制限リスト . 220 

トラブル 

E 口刷が正しくできないトラブル . 182 

E 口字品質や画質のトラブル . 184 

ェラーコード . 194 

電源、異常音など、機械本体のトラブル.181 
トレイや用紙送りのトラブル . 188 
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内蔵フォント . 

認証/集計管理 . 

認証の設定 . 

ネットワーク/ポート 設定.. 
ネットワーク環境を設定ずる 

ネットワークケーブル . 

ネットワークプリンター.... 

八 


ヤ 

ユーザー定義用紙 . 

ユーザー定義リスト . 

ユーザー登録による利用制限 . 

用言吾集 . 

用紙 . 

使用できない用紙 . 

使用できる用紙 . 

用紙の保管と取り扱い . 

用紙色名称設定 . 

用紙種類エラーの処理 . 

用紙種類名称設定 . 

用紙種類をセットずる . 

用紙トレイの情報 . 

用紙の置き換え . 

用紙の画質処理 . 

用紙の残量を確認ずる一 【 Web ブラウザー 

プリンターの状態を確認/管理ずる】 . 

用紙の優先順位 . 

用紙別の画質処理を設定ずる . 


バーコードサンプル . 220 

八ードディスクの取り付け . 284 

はがきに印刷ずる . 57 

はがきをセットずる . 56 

バナーシート設定 . 145 

パラレル . 115 

パラレルケーブル . 32 

パラレルポートの取り付け . 291 

表紙付け . 55 

ファームウェアのバージョンアップ . 278 

封筒に EP 刷ずる . 57 

圭寸筒をセットずる . 56 

フォーム機能 . 55 

フォントリスト . 218 

複製管理 . 232 

複製管理機能 . 230, 232 

プライベートプリント . 77 

プリンター集計レポート . 218, 223 

プリン ター 集計レポートのデータを初期化ずる 

. 224 

プリンタードライバー 

アンインス!ル . 42 

インス!ル . 42 

最新のプリンタードライバー . 278 

ダウンロード . 278 

ヘルプ . 54 

[プリンタ構成]タブ . 53 

プリント可能領域 . 145 

プリント画面 . 47 

〈プリント可〉ランプ . 46，182 

プリント言語の設定 . 106,109 

プリントジョブの追越 . 149 

〈プリント中止〉ボタン . 46 

プロパティダイアログボックス . 55 

フロントカバー . 43 

ペーパーセキュリティ . 234 

ペーパーセキュリティーサンプルリスト... 220 
ポートを起動ずる . 37 


ネットワーク関連のトラブル . 203 

メッセージ （50 音順） . 189 

ドラムカートリッジを交換ずる . 212 

ドラム寿命動作 . 147 

トレイ1〜4に用紙をセットずる . 97 

トレイ1〜4の用紙種類を変更して EP 刷ずる 

. 63 

トレイの優先順位 . 159 

トレイの用紙色 . 158 

トレイの用紙サイズ . 99，160 

トレイの用紙種類 . 157 


両面印刷 . 55 

レポート両面プリント . 144 

レポート/リストを E 口刷ずる . 221 

レポー ト/リスト . 106 

漏電 ブレーカー . 15, 49 

口ーカルプリンター . 29 


補修用性能部品 . 277 

ポ7々一 ..巧 

ポスターなどを作製ずる . 55 

保存文書設定 . 153 

7 

まとめて1枚 . 55 

マニュアル （ HTML 文書） . 42 

マニュアル体系 . 9 

未登録フォームへ印字 . 164 

ミリ/インチ切り替え . 148 

メーター . 222 

メーター確認 . 106 

メーターの確認方法 . 222 

メール通知サービス . 226 

メールプリント . 82 

メッセージ （50 音順） . 189 

メニュー画面 . 47 

メニュー自動解除 . 142 

〈メニュー〉ボタン . 46 

メモリー設定 . 167 
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メニューの上下を切り替えるには 
メニューを選択、ちに進むには 
選択を取り消し、左に戻るには 
値を確定ずるには 
メニューを終了するには 
プリントメニューを始めるには 
0の詳しい表示を見るには 


プリン h できます 


〈メニュー〉 

ボタン 


暗証香号を入れ [0 K ] 
[ ] 


7リント言語の設定 


201 


HPG 


PDF 


PCL 


— PostScript 


用紙選択モード 

— 

カラーモード 

— 

フォント未搭載時処理 

— 

フォント置き換え 

— 


PrintTicket 処理 

— 


トレイから選択、 


、白黒 



プリントを中止、 

ATCx を使用しない、 


>または < > ボタン 
>または < > ボタン 

>または < 〉ボタン 

>ボタン 

>ボタン 


ン> 


>ボタン 


>ボタン 


値を切り替え（増減）は 
巧やフィールドの移動は 
初期値に戻ずには：〈 


< >または〈〉ボタン 

< >または〈 > ボタン 

と〈〉ボタンを同時に押ず 


管理者メニューでの表記について 

I _ I : メインメニュ ー 

I I :本機のオプション構成によって、表示/非表示ずる: 

•: 初期値 


;バネル制限が設定されている場合 I 


H 


L 



グリント処理モ-卜‘ 

— 

- 

部数 

— 

- 

両面 

— 

- 

印刷モード 

— 

- 

パ スワード 

— 

- 

ソート 

— 

- 

用紙サイズ 



L 

- 

レイアウト 

— 

L 

カラーモード 

— 


〜999部：1部単位 I 


— -一=^ . 、長をとじ：巧をと C 


-しない、 する 


A 4、 -自割 


叫 英数記号半角で32文字 I 


叫 基本の巧紙サイズが M の場合 I 
H 星ぶの巧巧サイズが日. 5 x 11" 場合 I 


、100%(等倍)、カタログ(ル冊子)、2アップ、4アップ 


•カラー(自動)、 白黒 


詳細は言語の設定ガイドを参照してください。 


XPS 


詳細は各言語の設定ガイドを参照してください。 



操作パネルの基本的な使い方 


数値や文字の入力のしかた 


U V 

/\ /V /\ /\ /\ く 


言語切り替え _ P 日本語、 English 


操作パネルメニューー覧 
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★A 

ネットトク/ホ’-卜設定 


パラレル 


LPD 


_ NetWare 


ポートの起動 


1° リントモ-卜’指定 


Adobe 通信プロト]ル 


自動排出時間 


双方向通信 


ポートの起動 


フ’リントモ-卜’指定 


] ネクシ3ソタイムアウト 


TBCP フイルター 


ポート番号 


セッション数 


プリント順序 


ポートの起動 


トランスホ’-トフ’ 口！']ル 


プ リントモ-卜’指定 


PJL 


検索回数 


TBCP フイルター 


ポートの起動 


トランスホ’-トフ’ ロロル 


フ’リントモ-卜’指定 


PJL 


TBCP フイルタ- 


,起動 


、 ART EX 、 PS、ART IV 、201ん 
ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF、HexDuitip 


、無効 


、 無効 


^5 〜 1275 秒： 5秒単位] 


TOT 


;古 ：)、 ART EX 、 PS、ART IV 、 201 H 、 
ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDuin £_ 

無効、 -’ 、 


、有効 


^2 〜3600が：1秒単位] 


HI - 65535 ； 


Hl~10 


I データ処理順、 プリント受け付け順 


お 止、 起動 


TCP / IP 、 1 PX / SPX 、 
• TCP / IP , IPX ,';;- 

巨 動 、 ART EX 、 PS、ART IV 、 201 H 、 

ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDump 

無効、 


づで ‘ • 

1 回〜100回 


\有効 


停止、 •超動 


TCP / IP 、 NetBEUI . 
• TCP / IP , NetBEUI 

- 巨 動、 ART EX 、 PS 、 A 肝 IV 、 201 H 、 

ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDump 

無効、- 有効 


' 、有効 


IPP 


ポートの起動 


1’ リントモ-卜‘指定 


PJL 


アクセス権制御 


DNS 使用 


追加ポート香号 


タイムアウト 


TBCP フイルタ- 


停止.、起動 


直 :—‘、 ART EX 、 PS、ART IV 、 201 H 、 

ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDump 

無効、 'こ-';,':: 


: 有効 

無効、 吕が 


——1 1-65535 1 

パ’1 

——1 日〜65535秒：1秒単位 1 

‘ 、有効 


ポートの起動 


PJL 


wr 


Bonjour 


ポートの起動 


‘- 、起動 


USB-1(2. 0) 


ポートの起動 


1 リントモ-卜‘指定 


PJL 


自動排出時間 


Adobe 通信プロト]ル 


停止、 t 起颤 


有 動 、 ART EX 、 PS、ART IV 、201 H 、 

ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDump 

無効、 白如 



—— 1 5 〜 1275 砂： 5秒単位 1 

、バイナリー、 
TBCP 、 RAW 


USB-2 にの 




ポートの起動 

— 

停止、、 起動 




1 リントモ -K 指定 


自動、 ART EX 、 PS、ART IV 、201 H 、 






ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDump 



国 

PJL 

— 

無効、- 有効 



国 

自動排出時間 

— 

お ';… 

—— 1 日〜 127 日砂： 5巧単位1 



Adobe 通信フ’ ロロ ル 


、バイナリー、 





TBCP 、 RAW 



_ Port 9100 


ポートの起動 


フ’リントモ-卜‘指定 


PJL 


ポート番号 


TBCP フイルター 


巨 勤、 ART EX 、 PS、ART IV 、201 H 、 
ESC / P 、 HP - GL /2、 PC し TIFF 、 HexDuitiD _ 

無効、， 有効 


停止、 •超動 


TBCP フイルター 

、有効胃 


^2 〜6日535秒：1秒単位] 

- {1-65535 ~ I 


/ 次ぺージ ★ B へ一 
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前ページから 


(ネットトク/が-卜設定つづき） 
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次ぺージ女〇へ一 
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前ページから女〇 


(システム設定つづき） 


認証の運用 


-しない、 本体認証、 



外部認証 


情報保を先 


認証失敗の記録 


外部認証情報保を. 


し 認証プリントの設定 


受信時の PJL 命令 


出力時の PJL 命令 


受信制御 


ジョブ認証時の処巧 


-保を期間（日数) 


文書の保存期間 


日数と削除時刻、時間 


-経過後の削除時あ 


4 


ソフトウェアオフ。シヨン 


フ°リンタ-村1リティ-キット. 


が-グロゲ管理設ミ 


イメージログ管お 


イメージ ログ作ち 


ロゲの作成な証レへ‘化 


、する 


、局 


転送機能 


し転送保証レベル_ 


失敗回数 
-10回 _ 


^ 1〜600回 


制御する 


1し‘ t 

制御する 


プライへ‘ートプいトイ呆 i 宇、 
認証プリントに保を 



認証成功のジョブ 






フ‘ライへ’ートプい卜保存 


認証が不正のジョブ 


認証プリントに保を、 

国 



■ づ'こ'' '' 

L 

UserlD なしのジョブ 

— 

認証プリントに保を、 


斗〜 14日：旧単位 I 


H 1 〜23時間：1時間単位 I 


M でち効化開始 


、使用する 


一時停止、シ’ジ‘単位で転を、 

ジョブ終了時 

— 

お効、 

電源投入時 

無効、 

一定時間経過時 

無効、 

一定□グ数保を時 

無効、 

、高 
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プリント設定 
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メモリー設定 し^ PS 使用メモリー 


- [8. 00-96. 00 MB : 0. 25 MB 単位 I 


ART EX フトム巧リ- 


八ードディスク 


ART IV フオ-ム巧リ- 


^ 128 〜 2048 KB :32 KB 単位 I 


^128〜 2048 KB :32 KB 単位 I 




★G 
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★H 



プリントメニューで認証を行った場合、[プリントできます]に戻るまで認証状態が継続されます。 


〈セキュリティー/サンプルプリント〉 ボタン 


プリン h できます 


_ t キュリテイ-グリント 


フ‘ライへ‘-トフ‘リント 


L X - ル受信/リント 


1 C カードで認証して 
ください 


認証しています 
しばらくお待ち下さい 


認証しました 
[〇のでプリント開始 


オンテ•マント’ /リント 


1C カードで認証して 


認証していまず 


認証しました 


ください 


しばらくお待ち下さい 


[0K] でプリント開始 


ユーザー ID を選択 
1001. 12345678 


暗証香号を入れ [0K] 

[ ] 


文害を選択 
全ての义喜 


文書を選択 
1-Taro Doc 


I I 文害を選択 
■— 0 :: 0 , 


2. Kenj I Doc _ 


フ’リント後削除する 


[0K] でプリント開始 


フ’リント後削除しない 

[0K] でプリント開始 


削除する 

[0K] で削除開始 





フ’リント後削除ずる 


1 部 一/ 


1 リント後削除しない 

1 部 _/ 


削除する 

[0K] で削除開始 



[0 のでプリント開始 


[〇のでプリント開始 


サンプルプリント 


ユーザー ID を選択 

2001. 12345678 


文書を選択 
全ての文書 


プリントする 


すべての文書 
[0K] でプリント開始 





[ 








削除する 

すべての文書 
[0K] で削除開始 


文書を選択 
-1.laro Doc 


文書を選択 


プリントする 


1 部 


ののでプリント開始 



削除する 

[0K] で削除開始 



時刻指定プリント 


文書を還択 


すぐにプリントする 


[〇のでプリント開始 




1.i.aro Doc 







L 

削除する 


[0K] で削除開始 


削除しました 


のので受信開始 


x -ル受信フ’リントを 
受け付けました 



<▼〉 + <0K> ボタン 
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商品のお問い合わせ先について 


•この商品の保守、操作、修理(内容•期間•費用)のぉ問ぃ合ゎせ、消ま毛品のご購入に 
ついて、および本機を廃却する場合は、 

商品に貼られている保守サポートの問い合わせ先カードの裏面に記載のあるテレフォンセンター、 
または商品センターにお問い合わせください。 


保守-操作の問い合わせ、 

消耗品のご用命は、 

裏面の電話番号へご連絡ください。 

•裏面の記入がない場合の連絡先 
富±だ□ックス巧な会な 
プリンターサポートデスク 

TEL : 0120 -66-2209 

受付時間9:00〜17:30 

(±、曰、祝曰および弊社指定な業曰をのぞく） 

FUJI xerox み 


参保守-操作の問い合わせ（テレフォンセンター》 

TEL 


FAX. 

•用 S 氏.消耗品のご用命 （ 商品センター) 

TEL 

参お手数ですが電話□の係員に下記の番号をお伝えください。 
機種 機械 No . 


FUJI xerox 


表面 


裏面 


お問い合わせ先が不明の場合は、富±ゼロックスプリンターサポートデスクにお問い合わせくだ 
さい。（各アプリケーションの操作につきましては、各ソフトウエアメーカーの問い合わせ窓口 
にお問い合わせ〈ださい。） 

フリーダイヤル フジゼロックス 

KM 01 20-66-2209 fax : oi 2 o - i 4- io 46 

フリーダイヤル受付時間：± •日•祝日および解社指定休業日を除〈9時〜17時30分 

フリーダイヤルは、携帯電話 ’PHS および海外からはご利用いただけません。また、一部の IP 電話からはつながらない場合があります。 
お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただにとがあります。 


解社へのお問い合わせの際には、機種名と機械番号を確認させていただきます。 

保守サポートの問い合わせ先カードの裏面の「機種」「機械 No . 」、もしくは商品の背面または側面 
の銀色のシールに記載されている「商品名」「商品コード」 「 SER #」 を事前にご確認〈ださい。 
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